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それが弘前
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築城より400年の月日を経て日本人が

愛してやまない桜を誇らしげに咲かせている
その姿に励まされるように私たちの

まちづくりも紡がれてきた
桜はやさしく咲き　桜は潔らかに散る

桜はしたたかに待ち　津軽人の心を写しだす
築城400年の弘前は　桜にこだわりぬいたまち

先人に感謝と敬意を抱き私たちは未来へ約束する
世界に通じるもう一つの心の遺産「弘前城の桜」を

未来永劫に紡ぐことを

The Creed of
Junior Chamber International

We Believe ：
That faith in God gives meaning
and purpose to human life ;
That the brotherhood of man
transcends the sovereignty of nations ;
That economic justice can best be won
by free men through free enterprise ;
That government should be of laws
rather than of men ;
That earth,s great treasure lies in
human personality ; and
That service to humanity is the best
work of life．

JCI MISSION

To provide development opportunities.
that empower young people.

to create positive change.

JCI VISION

To be the leading global network of
young active citizens.

J C 宣 言

日本の青年会議所は
混沌という未知の可能性を切り拓き

個人の自立性と社会の公共性が
生き生きと協和する確かな時代を築くために

率先して行動することを宣言する

綱　　領

われわれJAYCEEは
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者、相集い、力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

東北JC宣言

われわれは
新たな価値を創造する旗手として

尊い「結」の精神を呼び覚まし
かつてない未来を切り拓くことを誓う
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公益社団法人弘前青年会議所

基　本　資　料



2018年度　公益社団法人弘前青年会議所

基　本　理　念

基　本　方　針

大切な「人」の為に汗を流す事業の実施

大切な「地域」の為に時を費やす事業の実施

頼れる「仲間」の拡大事業

過去と未来の「架け橋」となる事業の実施

よき「冒険」であれ
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公益社団法人　弘前青年会議所

理　事　長　所　信

理事長　須　藤　立　也　

 

 

 

 

●はじめに 

何処かでまた委員会が行われている。見渡すと活発な意見する者、腕を組み

熟考する者、聞き役に廻る者、場の空気をよみ加減のいい質問をする者、様々

である。入会当初の自身を振り返ると、的はずれな発言や質問をしてきた事だ

ろう。ろくな成長もしないまま理事となった。まともな意見はおろか質問なん

てされたものなら返答に恥を冷や汗かいたものだ。理事職を通じ、あれから多

くの人と出会い経験と刺激を頂き研鑽してもらった。｢ダイヤモンドを磨くには

ダイヤモンドを用いる｣同じくして｢人を磨くのは人である｣そう実感しており

ます。  

 

●大切な「人」の為に汗を流そう 

 青年会議所活動には、一つとして楽なものはありません。 

日々、様々な場面で議論を交わし、足を運び、教わり、考え、それを構築して

は振り出しに戻され、また頭をひねらせる。これで完璧とさえ思える計画が、

また誰かに落ち度を見抜かれる。眠い目をこすりパソコンに向かっている姿が

容易に想像できます。 

青年会議所の会議風景を見ると、すぐに気付くのがパソコンを用いた会議で

す。人と同じ数だけのパソコンが議場に並びその画面の前に人がいる。ＪＣ活

動を通じパソコン技術を磨いたメンバーをたくさん目の当たりにしてきました。

まさしく自己の成長を遂げた姿であります。しかしその技術成長だけでは、打

ちのめされるのがこの青年会議所の楽では無いところだ。パソコンの中にある、

莫大な情報と自身の思いのたけの両面を打ちだし議論するのだ。その思いがメ

ンバーに伝わり、賛同をへてはじめて我々の運動は発信されていくのです。明

るい豊かな社会を築く事を目的とする我々の活動に一番必要なのは資料やパソ

コンではありません。いつもそこには熱い情熱をたぎらせた「人」がいるので

す。様々な人がいるこの世の中で、まずはそれぞれの心の中にいる大切な「人」

を想う事からはじめましょう。家族、友人、恋人、誰でもいい。その人の為に

なら汗を流す事さえいとわない。そう想える人の為に汗を流そう。やがてその

想いは大切な人へと伝わると確信しております。その汗は明るい豊かな社会を

築く礎であります。 
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所で理事を初めて経験した時である。目の前で、膨大な時間をかけ本気で地域

の問題点をあぶりだし、それに向かって本気で取り組む姿を見せつけられた。

感銘を受けました。青年達が本気なっている姿はすさまじかったが何処か暖か

く地域を愛おしく想っている姿に心を揺さぶられました。「子供たちや孫にどん

な未来を残したいか？」「どんな社会を創造してあげよう」「理想とする社会と

現実の違いはどこにあるのだろう」そして我々は何が出来るのでしょうか。私

はこの地域に住む全ての人が、自分たちの地域に誇りと愛着をもち、自分たち

の未来に引き継いでいきたいと想えるまちを創りたいと考えています。青年会

議所活動は４０歳までと言う限られた時間の中で、その「まちづくり」を達成

し、それを終えるものではありません。いつも更なる高い志と使命感をもち、

地域に根ざしより良いものにするべく、様々な場面で積極的に「まちづくり」

に参画し信頼されるＪＣとなって参ります。その街角では笑顔で挨拶が交わさ

れ、感謝の言葉をかけあう、そんな姿を日々見る事が出来るのです。 

 

●頼れる「仲間」の拡大 

青年会議所活動をしているとふと思う事がある。それは、「最近あまり見かけ

ない仲間」の事だ。きっと仕事が溜まっているのだろう。本業に穴を開けてし

まった。事情は様々である。そんな仲間の一人がＪＣに顔を出さなくなると、

同じ様な現象がＪＣ内でもおきているようだ。仲間の誰かが、その分の時間と

労力を費やしていたのだ。しかし、それを助ける仲間がやがて現れその仲間の

頼もしさに心から救われる。その辛さを共有してくれた者同士は自然と強いき

ずなを築いている。委員会内ではよくある光景かもしれません。我々の事業展

開のその中には三信条である「修練・奉仕・友情」があります。それを全うし

た時、何にも代えがたい一つの感情を抱きます。それは「仲間との達成感」で

あります。青年会議所活動をする事でこの達成感に勝る醍醐味はありません。

是非一人でも多くの仲間をつくり「仲間との達成感」を、その側で感じてもら

い、辛さも喜びも多くの仲間で分かち合いましょう。その頼れる仲間がいる限

り我々の活動の歩みは止まる事はありませ。 

過去と未来の「架け橋」となる 

約二十年前、大学進学をきっかけに四年間だけこの弘前を離れました。学生

生活中は勉強にスポーツに遊びにと様々な時を過ごしました。その学生生活の

中でも特に記憶にあるのは「長期休み」の過ごし方です。様々な県から集まっ

た友人とその休みを、まずは何処で過ごすのかを話し合うのです。この話し合

いの果てはいつも、自身の故郷に友人を招く為の故郷自慢を交えたプレゼンの

様なものでありました。あの姿は今思えば、各々の故郷には「誇るものに溢れ

ている」事を声を大にして自慢している姿であった事に今更ながら気づかされ

● 大切な「地域」の為に費やそう 

この地域に生きる一人の人間として、自分の住む地域はどうあるべきか。考さ

せられたのは今が初めてではない。振り返ってみるとそれは数年前、青年会議
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を見れるぜ」しかし仲間の故郷自慢もなかなか手強かったりもするが、負ける

気はしませんでした。終いには両親の許可もなく「全員俺の実家に泊まれよ。

宿泊代無料だぜ」自己犠牲を払い、更には「俺の弘前の仲間も呼んで、みんな

で遊ぼうぜ」古くからの友人を起用してのおもてなし作戦にまで至りました。

自身の自慢が採用され、食事一つとってもその蘊蓄を交えながら、これでもか

と言う程の弘前堪能作戦であります。友人たちは帰り際、両親に深々と頭を下

げ「お世話になりました。弘前最高でした。また来ます。」こんなうれし言葉を

残して戻って行きました。これは、招きたいと想う地域の伝統文化を先人が強

い使命感を持ち次世代に継承してくれたからこそであります。名前も知らない、

見た事もない誰かが、熱い情熱を注ぎ続けてきたのです。継承し伝統文化にま

で押し上げたのです。この地域に今、様々な要因で存続が難しい伝統文化があ

ります。今一度この地域の大切な伝統文化を再発掘し、その存続の可能性を見

いだし、誰かがやるのではなく我々が過去の伝統文化を未来へとつなぐ「架け

橋」となります。 

よき「冒険」であれ 

物事の移り変わりの早い時代とも言われる昨今、青年期を生きる者として

「我々の行動に遅れはないか。」不安を感じる事があります。自分達は今、必要

とされる運動を展開できているでしょうか。時代とマッチしているでしょうか。

周りではどんな活動が行われているのでしょう。それを知る術はないものか。

この日本全国全世界にある青年会議所の何処かにその答えはないものか。その

一歩を先んじて勇敢な「冒険」をした者の足跡が必ずあるはずです。冒険とは

知らない世界を「知る」と言うことです。この地域を飛び出し、様々な活動が

行われている事を共に知り学びましょう。その学びを生かしこの地域に新たな

変革をもたらしましょう。 

 

●結びに  一隅を照らす「我らの役目」  

「一隅を照らす」この言葉を不意に思い出した。 

『照干一隅 此則国宝（しょうかんいちぐう これすなわちこくほうなり）』 

これは「お金や財宝は国の宝ではなく、家庭や職場など自分自身が置かれたそ

の場所で精一杯努力し、明るく輝く事の出来る人こそ、何物にも代えがたい国

の宝である」と言う言葉です。単純な私の脳は小学校時代に聞いたこの言葉を

今でも覚えている。どの様な状況であろうとも、どのような社会的地位であろ

うとも生き甲斐を感じながら生活する事で一人ひとりを照らす事が出来ます。

やがてそれが自然に周囲の心に伝わり他の人達を照らす事になります。結果、

お互いが導き助け合い、やがて社会全体を照らす心が拡がって行く。これが「一

隅を照らす」の真意であります。 

青年会議所という組織で、膨大な時間と汗を流し、それを自己の成長とし、

ました。「夏休みはどうする？」「絶対弘前に来てくれ」「弘前の夏はねぷた祭り

7



 

我々はこの地域に必要不可欠な人材となって行く事が最大の役目であります。

この言葉を胸に２０１８年度の活動・運動を展開して参ります。 
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２０１８年度 直前理事長挨拶 
直前理事長 三國 典央 

 
 

2018年度も直前理事長として理事会に籍を置かせていただくこととなりました。 

2017年度理事長を預からせていただき、たくさんのご縁と出会いにより得ることができ

た様々な気づきを少しでも多くメンバーの皆様に還元できればと思います。口は出します

が出しゃばりすぎず、草葉の陰からそっと見守るように陰からメンバーの皆様を支えてい

ければと思います。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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２０１8年度 基本方針 
監事 大湯 幸世 

 
 

2018年度も引き続き監事を仰せつかりました。自分には不相応の重責ですが JCの三信

条にもある「修練」と思い自分自身の成長も出来るよう職務に当って参ります。気付けば

10年近い JCライフになり残り僅かですが年長者としての自覚を持ち、多くの先輩から教

わった事をより多くの後輩へ伝えていくのもひとつの責任と思っている次第です。微力で

はありますが理事長含め弘前青年会議所を監事として支えて行けるよう頑張ります。 
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２０１８年度 基本方針 
副理事長 大場 一巧 

 
＜事業計画＞ 
１．Crosse.S事業の企画・運営 
２．あおいりんごの作成・発行 
３．例会の企画・運営 
４．卒業式の企画・運営(副) 

 
入会 5 年目で Crosse.S 事業をメイン事業とする副理事長をやらせていただくことにな

りました。自分にとってこの Crosse.S事業は入会年度から深く関わらせていただいた特別

な想いのある事業でもあります。Crosse.Sに携わっていなかったら理事を経験していなか

ったかもしれません。それほどまでに人として、JAYCEEとして大きく成長させてくれる

事業だと思っております。 

これまで継続させてきた前任者の想いと委員長の新しい想いを伝え Crosse.S 事業を多

くの人に発信していきたいと考えております。 

Crosse.S事業は地域社会の健全な発展に寄与する事業となっております。事業そのもの

は地域社会の為となっておりますが、自分が 4年間携わって感じる事は素晴らしい資質向

上の機会を得られる事業だと思っています。 

しかしメンバーのほとんどは Crosse.S 事業に対して良いイメージを持っていないと感

じています。実際大変な事業だとも思います。だからこそ深く関わることによって普通で

は経験できない素晴らしい資質向上の機会を得られると思っております。 

そのために多くのメンバーに協力・参加してもらえるように常任と共に委員長を始め委

員会を運営していきたいと思います。 
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２０１８年度 基本方針 
副理事長 葛西 晋 

 
＜事業計画＞ 
１．ちびっ子ねぷたのお通りだい運営事業 
２．地域の魅力再発掘事業 

 
例年弘前ねぷたまつりのオープニングイベントして「ちびっ子ねぷたのお通りだい」が

開催されております。ねぷたまつりという弘前独自の文化を絶やさない為に、次代を担う

子供たちのねぷたまつり参加の意識を高め、後継者育成を目指します。 

地域の魅力再発掘事業では、様々な理由で現在は活用されていない文化資源に着目し、

先人たちの築いてきた地域の魅力や伝統文化を再発掘し、新たな存続の可能性を見いだす

ことで、地域の新たな魅力としての未来への継承を目指します、 

 

いずれの事業も、弘前の文化と、それに関わる方々と深く関わる機会であり、大切な「人」

の為、大切な「地域」の為に、過去と未来の「架け橋」となる重要な事業であると考えま

す。頼れる仲間と共に、「冒険」を胸に秘め、邁進する所存であります。１年間何卒よろし

くお願い申し上げます。 
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副理事長 工藤 順敬 
 
＜事業計画＞ 
１．会員拡大 
２．平成まんじ札事業の実施 
３．例会の実施 
４．新年祝賀会の企画運営（副） 

 
バース、掛布、岡田。阪神タイガース 85 年のクリーンアップである。宿敵ジャイアン

ツに甲子園バックスクリーン 3連発。波にのったタイガースはその年セントラルリーグ優

勝、更には日本一。 

バースは打率、本塁打、打点と数字で結果を残す。 

掛布はミスタータイガースとしてチームを牽引。 

岡田は道一筋、ストイックに結果を残す。 

バースは常任理事、 

掛布は副理事長、 

岡田は委員長。 

会員拡大のクリーンアップで会員数増加に臨む。目指せ、優勝、日本一！！ 

 

２０１８年度 基本方針 
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副理事長 比内 理佑 
 
＜事業計画＞ 
１．Youth Support事業 
２．わんぱく相撲事業 

 
２０１７年度、副理事長を努めさせていただきます比内と申します。副理事長として須

藤理事長の職務を分掌し、理事長補佐、担当委員会である Youth Support委員会の事業統

括、対外的活動に対する問題処理及び行政機関、関係団体等への折衝並びに応接について

努めて参ります。 

Youth Support委員会では青少年を対象に、夢に関連した事業を現在企画しており、年

間を通じて展開して参る所存です。齋藤委員長が委員会の核となり、自らのやりたいこと

へ向けて自律して進んでいけるように、そして核となった委員長を中心に委員会が能動的

に動くチームとなれるべく、前田常任理事が的確に委員長をサポートできるよう、環境を

整えて参ります。 

どうぞ本年も、よろしくお願いいたします。 

２０１８年度 基本方針 

２０１８
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２０１８年度 基本方針 
副理事長 吉川 裕之 

 
＜事業計画＞ 
１．渉外関係窓口 
２．例会の企画・運営 
３．新年祝賀会の企画・運営（副） 

 
青年会議所には年間を通して、世界・アジア・日本・地区・ブロック・他様々な学びを

得られる各種大会が用意されております。当会議所では、昨今新人メンバーが増えており、

大会に参加されたことの無い方も多いと思われます。2018年度は、各種大会の意義・目的

を伝え、参加することで自分たちの“まち”との違いを五感で感じ、自身の成長と仲間と

の絆を深めることのできる企画を提供して参ります。 

それには、まず大会に対しての理解を深めると共に、委員会としては早期大会日程の確

認・移動宿泊手段と予算の検討、早めのメンバーへ対する各種大会の案内など大切になり

ます。私も、2018 年度で弘前ＪＣに入会し 10 年を迎えますが、入会当初何も分からず、

内気な性格のため、フワフワしたＪＣライフをしておりましたが、３年目に委員長を受け

その時の渉外委員長に“絶対行けば楽しませてやる”と言う言葉にのせられ、大会に行く

ようになりました。人が動くにはちょっとしたきっかけと自分で 1歩でも前に踏み出す勇

気が必要となります。2018年度は、弘前ＪＣ初の日本ＪＣ清藤副会頭の輩出を始め、東北

地区へは三國会務担当副会長として出向されます。2018年度は日本全土より弘前が注目さ

れると考えます。また、姉妹ＪＣである苗栗の設立 50 周年や友好ＪＣの斜里、友好団体

である太田市新田商工会議所など弘前ＪＣ66 年の間で先輩諸兄が長年に渡り紡がれてき

た歴史があります。メンバーには、旅行がしたい、あのファンクションに興味がある、仲

間と楽しみたい等、参加される想いはそれぞれで良いと思います。2018年度は、1度しか

来ません。考えるよりまず参加してみましょう。2018年度、我々“けやぐ委員会”があな

たを学びの機会と仲間との友情を最大限サポートさせて頂きます。 

自分が住み暮らす“まち”を離れて、他の地域を感じることは、必ず帰ってきた時に郷

土を想う心が養われると思います。自らの見聞を広め自己成長を遂げ、如いては弘前の発

展に寄与できるものであると確信致します。 
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２０１８年度 基本方針 
専務理事 小山田 允紀 

 
＜事業計画＞ 

１．担当委員会の事業統括 
２．総務財政に関する事務及び事務局の管理 
３．各種関係団体窓口 
４．公認会計士窓口 
５．外部監査対応 
６．HP・FB総合管理 

 

会員数５０名を下回り、入会４年未満が半数以上の弘前ＪＣより、日本青年会議所副会

頭として清藤洋介君を、東北地区協議会会務担当副会長として三國典央君を輩出するにあ

たり、ＬＯＭの力が試される２０１８年度は、より組織力を高めていく必要があります。 

専務理事として総務財政事務の要を担いながら、ＬＯＭのまとめ役であること自覚し、

理事長・副理事長の補佐と各理事・各委員会の調整を図り、組織全体の円滑な運営に努め

ると共に、会員一人ひとりが能動的にＬＯＭの活動・運動に参画するよう働きかけます。

また、出向者をサポートし、日本青年会議所をはじめ、東北地区協議会、青森ブロック協

議会と連携し、各地会員会議所、友好ＪＣ、友好団体、外部団体とのネットワークも強固

にしていきます。 

日本や地区と強くつながる２０１８年度を好機に、しっかりとＬＯＭの組織力が底上げ

され、創立７０周年に向けて機運を高めながら歩み続けます。  
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2018年度 基本方針 
事務局長 成田 志穂 

 
＜事業計画＞ 
１．専務理事補佐並びに事務局運営 
２．担当委員会の運営統括 
３．財政指導 
４．会費の徴収 
５．基本資料・メンバーズリスト・定款・名刺の作成 

 
2018年度事務局長として、基本理念に則り、すべては人と地域の未来の為に、会員一人

一人の活動を支えていきたいと思います。これまでの私の JC 活動は、いつも誰かに支え

られており、そのたびに感謝しておりました。今年度は、私が全会員を想うことからスタ

ートしたいと思います。最も苦手とする分野ではございますが、これを期に修練を積み、

奉仕していきたいと覚悟を決めております。私の JC ライフの中で、最も正念場ではござ

いますが、これからの未来を見据えて新たな経験が積めるよう楽しみにしております。 

今年度の事業計画については、専務の補佐としては、万事に備えてまずは健康第一でい

つでも動けるよう自己管理をしたいと思います。一人称総務委員会の運営は助言と人材育

成に励みたいと思います。財政指導・会費・各種資料づくりの事業については慣例に則り

期日と確認を怠らないことを目標に励みたいと思います。年度末には全会員がそれぞれに

JC活動を通じて成長していることを私の成果としたいと思います。 

最後に、この職務を無事に努められるよう会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。 
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２０１８年度 基本方針 
けやぐ担当常任理事 秋元 駿一 

 
＜事業計画＞ 
１．友好団体、友好（姉妹）JC、その他各地会議所会員の交流に関する渉外事業 
２．JCI、日本 JC及び対外事業の窓口及び参加推進（出向者の支援） 
３．交流事業（他団体との連絡調整に関する業務） 
４．来弘 JCへの渉外に関する業務 
５．その他 

 
2018年度は（公社）日本青年会議所副会頭として清藤洋介君が出向し渉外委員会として

は忙しい年になると思います。私が培ってきた学びと築いてきた人脈を委員長とともに多

くの場所へ出向き、次へつながる弘前 JCの一歩を作っていきたいと思います。 

友好団体・友好 JC とは苗栗 JC が５０周年を迎えるにあたりいままでの友好関係から

一歩前へ踏み出し、互いの友情を深め合います。 

各団体との交流においては私達がその地を知り、互いの理解を深められるよう私自身が冒

険心を持ち取り組ん参ります。 

どうぞ１年間よろしくお願いいたします。 
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２０１８年度 基本方針 
まつり継承委員会担当常任理事 太田 脩皓 

 
＜事業計画＞ 
１．地域の魅力検討事業の企画・運営 
２．ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営 
３．例会の企画・運営 
４．卒業式の企画・運営（主） 

 
2018年度、まつり継承委員会の担当常任理事を拝命致しました太田脩皓と申します。ま

だまだ理事経験の浅い私ではございますが、かつて委員長を担当した際に支えて頂いた、

副理事長や担当常任の背中を思い出し、いついかなる時でも委員長に寄り添い、叱咤激励

しながら 1年間全力で支えていく所存でございます。 

当委員会では 2018 年度新たな取り組みとして、地域の魅力検討事業の企画・運営を行

います。現段階ではまだまだどのような事業になっていくのか未知数なところもございま

すが、須藤理事長が掲げる「すべては人と地域の未来の為に」の基本理念の基、過去と未

来の架け橋になってゆける様な素晴らしい事業となるよう、委員会メンバー一致団結して

取り組んで参ります。 

次に、ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営についてですが、これまでに 32

回もの開催を数える程の、地元市民の皆さまに愛されながら長年継続してきた事業であり

ますが、近年様々な事情から参加団体が減少してきているという問題に直面しています。

地域の伝統文化である「ねぷた」の素晴らしさを多く子供たちに伝えていく為に、また、

長年愛され続けてきた子供たちの笑顔溢れるこの事業を、次の世代へと引き継いでいく為

にも、2018年度では参加団体を増やす為の様々な取り組みを行っていきたいと考えており

ます。 

最後に卒業式の企画・運営ですが、2018年度卒業される先輩たちに、これまでお世話に

なった感謝の想いをしっかりと伝え、卒業生の皆さまの記憶に残る素晴らしい卒業式にな

るよう知恵を絞って参ります。 

常任理事という新しい立場で臨む 2018 年度の活動・運動がどのようなものになってい

くのか、今からとても楽しみではありますが、常に周囲への感謝の気持ちを忘れることな

く邁進してゆく所存でございますので、1年間どうぞ宜しくお願い致します。 
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２０１８年度 基本方針 
 BIC UPプロジェクト委員会担当常任理事 川嶋 貴裕 

 
＜事業計画＞ 
１．Cross.S事業の企画・運営 
２．あおいりんごの作成・発行 
３．例会の企画・運営 
４．卒業式の企画・運営（副） 

 
２０１８年度は自身の卒業年度であり、青年会議所運動・活動の最終年度となる中、常

任理事という役割を得られたことにまず感謝申し上げます。 

本年度の自身に与えられた役割は、大きく二つの事業、Cross.S 事業とあおいりんご事

業となっております。どちらも担当としてははじめて携わる事業となりますが、担当委員

会委員長も入会して間もなく委員長となられた方ですので様々な面で支えつつ事業の成功

に向かい邁進したいと考えております。 

大きく二つの事業を進めてゆく流れとなりますが、まずは Cross.S事業についてですが、

こちらの事業は自身が入会年度より始まり、今回で 6回目を迎えようという事業となりま

した。事業内容に対し予算の大半を市よりの助成金にて成り立つ事業となっておりました

が、開始当初より助成金は半分以下となり、事業としてひとり立ちする時期に来ていると

考えるなかで、事業を進める準備期間がとても短い部分や予算の面をどのようにクリアに

してゆくのかなど、常任理事の立場として委員長とは違う角度で事業の構築・遂行・結果・

検証・継承が出来ればと考えております。あわせて、理事長意見書にもあるように遠い未

来のさきに『過去と未来の「架け橋」となる事業』となれるよう進めてゆきたいと考えて

おります。次にあおいりんご事業のお話となりますが、このあおいりんご事業「あおいり

んご」という会報誌を作成する事業と考えておりましたが、委員長から青年会議所の行っ

ている運動・活動をより多くの方々に広めたいとの意見があり、2017年度は広報誌として

の発行を目指した事業展開を考えております。自身も青年会議所運動・活動を進める中で

やはり会員以外の方々に運動の内容がつたわりづらい、またはつたわっていないのではな

いかと感じることが多々あります。これを機にこの事業を通し、『大切な「地域」へ』想い

を伝えるような紙面を構築できるよう常任理事として委員長を支えたいと考えております。 

ほかに、例会の企画・運営、卒業式企画・運営の補佐と事業は年間を通じて多々ござい

ますが、すべての運動・活動を通して自身青年会議所運動・活動の有終の美を飾れるよう、

後輩に当たる方々へ少しでも何かを残せるよう、『地域』の為の運動に悔いを残さぬよう一

年会、邁進したいと考えており、それが『明るい豊かな社会の構築』への一歩となること

を信じております。 
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２０１8年度 基本方針 
会員拡大担当常任理事 工藤 靖史 

 
＜事業計画＞ 
１．会員拡大事業 
２．平成まんじ札事業 

 
２０１８年度会員拡大委員会担当常任理事を仰せつかりました工藤靖史と申します。前

年度では、Active Support委員会委員長を務めさせて頂き、事業系とは違い経験はありま

せんが初心に帰り、須藤理事長の想いを委員長や委員の皆様と共に実現させてゆきたいと

考えております。 

自身が担当常任理事の役目を理解し、委員長をはじめ委員が事業に取り組む環境づくり

と前年度委員長の経験を生かしたアドバイスやサポートをし、地域の発展へと繋がるよう

な事業を構築し、進行してゆきたいと思っています。 

現在、会員拡大事業は急務の運動となっております。個のチカラのみでは何事も成し得

られず運動も小さなものになってしまうことでしょう。会員拡大事業は JC 設立当初より

ある大事な運動と認識しております。是非、会員拡大運動を理解して頂き、会員が一丸と

なって取り組んでいけるような事業を進めていきたいと思っております。 

平成まんじ札事業ですが、近年行っている継続事業の中でも地域の方々に認知度が高く、

老若男女に楽しんで頂いている事業だと認識しております。今年で７回目となりますが、

過去６回の経験をふまえ生かしながら、たくさんの方々に良い思い出となり「あどはだり」

してもらえるような事業を進めてゆきたいと思っています。 

最後になりますが、多くの会員の皆様、そして多くの先輩方のお力をお借りする場面が

多々あることと思いますが、その際には何卒宜しくお願い致します。１年間宜しくお願い

致します。 
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Youth Support委員会担当常任理事 前田 完治 
 
＜事業計画＞ 
１．Youth Support事業 
２．わんぱく相撲事業 

 
本年度 Youth Support委員会常任理事を仰せつかりました前田完治です。常任理事とし

て委員長を支え導いていくと共に、理事経験の浅い私も一緒に経験・体験させて頂きたい

と思います。 

入会間もない齊藤委員長と一緒に考え、一年間終わるころには委員会メンバー・委員長

ともに成長や達成感を得られるよう、昨年自分が初委員長でわからなかったことや、出来

なかった経験を踏まえながら、一体感を持って進めて行きたいと思います。 

Youth Support事業を通じて、地域の子どもたち夢を持ち続ける大切さを体感してもら

うと共に会員の皆様にも少しでもその思いに共感してもらえるよう委員長を支えて行きた

いと思います。 

 

 

２０１８年度 基本方針 
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２０１８年度 委員会基本方針 
まつり継承委員会 委員長 大藪 貴雄 

 
＜事業計画＞ 
１．地域の魅力再発掘事業 

２．ちびっ子ねぷた事業 

３．卒業式の企画運営事業 

 

この度、２０１８年度の委員長を仰せつかりました大藪貴雄といいます。２０１６年度

以来２回目の委員長という事で、最初に委員長をやらせて頂いた時よりは幾分か心にゆと

りがあるので、前回以上に楽しみながら委員長という役職を最後まで全うしていきたいと

思います。本年度、まつり継承委員会と致しましては地域の魅力再発掘事業・ちびっ子ね

ぷた事業・卒業式の企画運営事業の３つの事業をやらせて頂きます。まず地域の魅力再発

掘事業とは、弘前にある伝統文化の中には魅力がありながらも活用される機会が少なくな

ってしまったものが少なからずあります。そういった活用機会の少なくなってしまった伝

統文化を我々が活用の活路を見出し、未来へと継承していく事業です。ちびっ子ねぷた事

業は次世代を担う子供達のまつり参加の意識を高め、後継者育成を目指す為に、弘前市内

の保育園の子供達が毎年運行している弘前ねぷたまつりのオープニングイベントです。最

後は卒業式の企画運営事業です。弘前青年会議所は 20歳以上 40歳未満の会員で構成され

ていて、40歳を迎える会員は卒業をしていきます。弘前青年会議所の為にご尽力されてき

た卒業生の皆様との最高の思い出を作り、新たな門出を祝うために当委員会が企画運営を

し、卒業生の皆様に気持ちよくご卒業してもらえるよう努めてまいります。まだ２５歳の

若造で大人としても男としても半人前な私ではありますが、若者らしく体当たりですべて

の事業に取り組んでいきますので、どうぞ２０１８年度、よろしくお願い致します。 

 

 

23



 

２０１８年度 委員会基本方針 
けやぐ委員会 委員長 島 津  隆 義 

＜事業計画＞ 
１．友好団体、友好（姉妹）JC、その他各地会議所会員の交流に関する渉外事業 
２．JCI、日本 JC及び対外事業の窓口及び参加推進（出向者の支援） 
３．交流事業（他団体との連絡調整に関する業務） 
４．来弘 JCへの渉外に関する業務 
５．その他 

 
けやぐ委員会は、『明るい豊かな社会』の実現を築くために、多くの会員が友好団体、友好

（姉妹）JCをはじめとする各事業の内容や目的を伝え、参加目的意識を向上させる事で、

各事業、大会に参加し活躍できるようサポートし、会員が成長するきっかけ作りをします。

弘前 JC の会員が志をひとつにする友との交流を深め、来弘される方々に対しては『おも

てなし』や『感謝』を忘れずに、何が今必要なのかを考えながら渉外活動を通じて個々の

スキルアップを目指します。 

その目的を達成するために、当委員会１人ひとりが、綿密な事前調査を行う事で、その意

義と目的を理解し、正確な情報伝達の実現に取り組み、連携を強化する事で発信力及び動

員力の強化を図ります。 

また、多くの会員に各種大会の案内をし、開催の意義や目的を伝えるとともに参加を促進

し、参加をする会員に対しては、意欲が高まるような支援や情報提供をしていく事で、 

LOMで積極的に行動をする JAYCEEへと意識を変革します。弘前 JCとしての自覚をも

ち、果敢に運動を継続してきたからこそ、歴史が今日まで途切れることなく続いてきまし

た。諸先輩が築き上げた伝統を重んじ、さらに魅力ある組織を構築するために、多くの交

流の機会を創出します。そうする事によって、より一層の友情や団結力を向上させ、それ

らの組織の重要性を伝えていきたい。また、様々な経験をすることで、弘前 JC という組

織の中で方向性の共有化や全体事業が円滑に動ける手助けとなり、協働することの意義は

とても力強く、大きな運動を推し進める原動力となります。その大きな力を地域に貢献を

することにより、更に活性化される事になり『明るい豊かな社会』の実現があると確信し

ております。 
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２０１８年度 委員会基本方針 
会員拡大委員会 委員長 新戸部 大輝 

 
＜事業計画＞ 
１．会員拡大事業 
２．まんじ札推進事業 

 
会員拡大は、弘前青年会議所がこれまで活動してきた事業を継続し、発展させていく為

に必要不可欠な事業です。まんじ札推進事業は弘前青年会議所が継続して行っている事業

で、古都「弘前」の伝統と文化、歴史を子どもやその親世代を中心に広く知ってもらい、

郷土愛と親しみを感じて貰うべく実施すべき事業です。 

 会員拡大委員会は、他の委員会や卒業予定者から会員拡大の為に協力を仰ぎ、個々人で

会員を増やしていくのではなく、弘前青年会議所全体で新規会員獲得の為の行動を起こし

ていきます。また、まんじ札推進事業ではこれまで委員会単位で実施してきた事業を、弘

前青年会議所全体で取り組んでいく事業にしていくことで、まんじ札＝弘前青年会議所と

広く認知してもらえる事業へと目指していきます。その為、委員会の垣根を超えて、まん

じ札の配布していただける店舗や施設を募り、それぞれのデザインを作り、まんじ札を知

ってもらう告知活動を実施していきます。 

 青年会議所が掲げる理念に、共感し行動できる会員を増やしていく事は、明るく豊か

な社会を実現していく為に行っている事業を実施、継続していくだけでなく、より大きい

動きで地域に向けた事業を計画・実施出来る様になります。その為、会員拡大では一人で

も多くの会員を増やしていく活動に取り組んでいきます。 
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２０１８年度 委員会基本方針 
一人称総務委員会 委員長 村上 英里 

 
＜事業計画＞ 
１．新年祝賀会の企画・運営 
２．アテンダンスポイントの集計 
３．例会・総会の企画と運営 

 
2018 年度一人称総務委員会委員長を務めさせていただきます、村上英里と申します。

2017年度に入会しまだ日も浅く、経験も無いに等しいのですが、今回声をかけて頂き、無

駄な経験は一つも無いと思い委員長職への挑戦を決意しました。今までの私は、アクティ

ブで人と関わり様々なことを学んできました。今回は総務という人の目につかないところ

で支える、真逆の役割です。いわゆる縁の下の力持ちですね。JC 活動においては肝心か

なめなポジションなので、私には何ができるのか今から楽しみです。 

当委員会で最も早く取り掛かる大きな事業の一つ、弘前ＪＣの創立記念日である 1951年 1

月 15日に開催される新年祝賀会。この場で、新理事長、新役員理事並びに全会員をお披露目し、

先輩達が長年運動を続けてきたおかげで私たちが今運動することが出来るということに感謝し、

新年度の方針を発信していきます。そして、今回をもちまして第 68回という素晴らしい歴

史に恥じぬようおもてなしの心でご来場者をお迎えしたいと思います。 

アテンダンスポイントは、参加状況を分かりやすく提示し、各会員が意欲的に、更に活発

にＪＣ活動への参加向上を高めることと共に、参加出来てない方にも声を掛け、励まし合い、

活動することで出席率を高めていけるよう努めていきたいと思います。 

例会・総会の事業に関しては、

り

例会を

と

最後となりますが、事業を進めていく上で小山田専務の下、成田事務局長、委員会一丸

となり全力で取り組んでいきますので、どうぞ一年間宜しくお願い申し上げます。そして、

弘前青年会議所の会員とし誇りをもって立ち振る舞い、弘前の発展と飛躍に期待し今後努

めていきたいと思います。 

 

 

　例会・総会の事業に関しては、例会を一人ひとりの様々な資質向上の機会とする必要があ

ります。事業の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育み、

例会をはじめ、各委員会や各事業への会員の資質向上を高めていく為に事業を進めていきた

いと思っております。 
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ＢＩＧ ＵＰプロジェクト委員会 委員長 三上 恵美 
 
＜事業計画＞ 
１．あおいりんご事業 
２．Cross’s事業 

 
当委員会は、2 つの事業を行います。一つは、沢山の方に弘前青年会議所の運動に興味

を持ち理解して頂き、まちづくりに繋がるような広報誌あおいりんごを発行する事。もう

一つは、県内外を問わず沢山の方が弘前の自然と多くの伝統や文化、活気ある人々の魅力

を感じる事が出来る Cross’sの企画と運営です。 

あおおいりんごは、これまでの現役会員や関係者のみに配布されてきましたが、より多

くの方に弘前青年会議所の運動内容や想いを知って頂ける様な内容にしたいと考えており、

これまでに加え新たな配布・送付先を増やしていければと考えております。入会間もない

私が、先輩方のこれまでの運動の内容を教えて頂き改めて知る事ができ、自分にでも出来

る事があるのではないか。少しずつでもまちづくりの役に立ちたいという意欲が湧きまし

た。自分の郷土で行われている事が、いつ・どこで・誰が・何の目的で、という詳細を多

くの人々が知る事で、より良いまちづくりへ興味を抱き、理解を深めていけるのではない

かと思っております。 

平成 25年度から始まり、今回で 6回目となる継続事業である Cross’sですが、先輩方

のこれまでの経験を活かし、地域食材を取り上げ世界自然遺産白神山地の恩恵を感じる事

ができる飲食物の提供や、市民をはじめとする様々な人が、伝統の技や音楽や舞踊など色々

な形で交われ、誰もが主役になり輝ける場の提供、県内外問わずご来場くださった方々が

弘前の魅力を感じれるような内容を検討し、子どもからシニア世代までが集い語らう弘前

の一大イベント、毎年の楽しみだと思って頂けるような事業としていきたいと思います。 

本事業を通じて、世代を超えて人と人が支え合い、地域への愛着を育むツールとなる事

で「明るい豊かな弘前」への築きに繋がると感じております。入会間もない自分が委員長

という貴重な役割を頂きましたので、この機会を生まれ育った故郷への恩返しの一つとな

るよう尽くしていきたいと思っております。 

２０１８年度 委員会基本方針 

Cross’s

Cross’s
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公益社団法人 弘前青年会議所 2018年度 職務分掌 

副理事長 
理事長補佐 
担当委員会の事業統括 
担当委員会の対外的活動に対する、問題処理及び

行政機関、関係団体等への折衝並びに応接 

専務理事 
担当委員会の事業統括 
総務財政に関する事務及び事務局の管理 
各種関係団体窓口 
公認会計士窓口 
外部監査対応 
HP・FB総合管理 
その他 

事務局長 
専務理事補佐並びに事務局運営 
担当委員会の運営統括 
財政指導 
会費の徴収 
基本資料・メンバーズリスト・定款・名刺の作成 
その他 

各担当常任理事 
各担当委員会の運営統括・サポート 
公益目的に資する企画・運営 
その他 

一人称総務委員会 
各種会議運営 
会議議事録の作成 
アテンダンスポイントの集計

新年祝賀会の企画・運営（主） 
防災減災に関する事業の企画・運営 
弘前市長選挙公開討論会の企画・運営 
その他 

けやぐ委員長及び委員会 
渉外関係窓口 
例会の企画・運営 
新年祝賀会の企画・運営（副） 
その他 

会員拡大委員長及び委員会 
会員拡大窓口 
まんじ札事業の企画・運営 
例会の企画・運営 
新年祝賀会の企画・運営（副） 
その他 

YouthSupport委員長及び委員会 
青少年事業の企画・運営 
わんぱく相撲事業の企画・運営 
例会の企画・運営 
卒業式の企画・運営（副） 
その他 

BIGUPプロジェクト委員長及び委員会 
Cross.S事業の企画・運営 
あおいりんごの作成・発行 
例会の企画・運営 
卒業式の企画・運営（副） 
その他 

まつり継承委員長及び委員会 
地域の魅力検討事業の企画・運営 
ちびっこねぷたのお通りだい実行委員会の運営 
例会の企画・運営 
卒業式の企画・運営（主） 
その他 
※ 新加入会員の委員会配属については、入会時に

理事会にて協議の上決定する。
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2018年度

公益社団法人弘前青年会議所

事　業　計　画



所 在 地 ： 青 森 県 弘 前 市
大 字 東 長 町 47 番 地 -2

他1 会員の資質・親睦向上事業 全体事業 例会の企画・運営

他2 会員拡大及び研修事業 会員拡大委員会 会員拡大窓口

まつり継承委員会 ちびっこねぷたのお通りだい実行委員会の運営

公3 防災・減災に寄与する事業 一人称総務委員会 防災・減災に関する事業の企画・運営

まつり継承委員会 地域の魅力検討事業の企画・運営

Youth Support委員会 青少年事業の企画・運営

本部 公2
青少年の健全な育成に
寄与する事業

Youth Support委員会 わんぱく相撲事業の企画・運営

2018年度　事業・組織体系図(案）

BIG UPプロジェクト委員会 Cross.ｓ事業の企画・運営

公1
地域社会の健全な発展に
寄与する事業

会員拡大委員会 まんじ札事業の企画・運営
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委 員 会 名 ： BIG UP プロジェクト委員会 

事 業 名 ： Cross.S 

職 務 分 掌 ： 地域の新たな魅力・可能性を創造する運動の実施 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

: 

人口減少を克服し活力ある日本を維持する地方創生の取り組みとして、HIROSAKI 

DESIGN WEEK などの、その地域の自治体が主導となり開催される様々なまちづくりが注

目されている。平成 25 年度からの継続事業である Cross.S を通じ、若者だけでなく世

代に関わらず、地域の文化や活気ある人々の姿にふれ、活力や楽しみやにぎわいが持続

するよう、市民・行政が協力し合い大きな輪となり、より笑顔の溢れる地域へと繋げる

必要がある。 

意義・目的（対外） 

： 

県内外から来訪する多くの人々が、世界自然遺産白神山地の恵みを受け育まれた弘前の

素晴らしさに忘れ難い思い出の地としての魅力を感じ、地域の人々が育まれた歴史や文

化などに更なる誇りや愛着を持つ事を目的とする。 

意義・目的（対内） 

： 

Cross.S 事業の企画運営を通し、会員同士の繋がりと地域の未来を切り拓く事への関心

を深め、明るい豊かな社会への実現に向け、JC 運動、活動に積極的に取り組んでいく事

を目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  県内外の一般市民 

対 内 ： 会員 

 

 
年間スケジュール     

2017 年 10 月 ： 企画、運営、打ち合わせ 

11 月 ： 企画、運営、打ち合わせ 

12 月 ： 企画、運営、打ち合わせ 

2018 年  1 月 ： 企画、運営、打ち合わせ 

2 月 ： 企画、運営、打ち合わせ 

公 1 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

： 

・市民や訪れた人々が弘前を知る事が出来るフード提供。 

・世代を問わず家族や友人で楽しめる音楽鑑賞の場。 

・市内外で活動するクラフト作家やアーティストによる体験型イベントブースを設置。 

・時代と共に変化する遊びを体験出来るイベントブースを設置。 

・市民が主役となれるステージイベントの開催。 

・弘前ならではを感じる事が出来る会場装飾や演出。 

財 源 ： 入会金及び会費、外部資金等 

予 算 ： 7,020,000 円 

事 業 の 公 益 性 ： あり 
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3 月 ： 事業内容精査 

4 月 ： 事業内容精査 

5 月 ： 事業内容精査 

6 月 ： 事業内容精査 

7 月 ： 広報会議と発信、活動、製作等 

8 月 ： 広報会議と発信、活動、製作等 

9 月 ： 広報会議と発信、活動、製作等 

10 月 ： 実施 

 
公 益 性  

 

事業の種類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業 
別表の号 ： 19 

該当理由 ： 
本事業は市民に地域のもつ魅力や伝統文化を伝えると共に、伝統の存続の可能性を見

出す事を目的としており、「地域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。 
事業の公益性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明 
  （18）上記の事業区分に該当しない場合  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。） 

１．本事業は市民全般を対象として、地域

のもつ魅力や伝統文化を伝えると共に、伝

統の存続の可能性を見出す事を目的とし、

ホームページ等により広く告知している。 

  
２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨) 

 

  
ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか) 
ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。 

  
イ 事業の質を確保するための方策(例 

専門家が適切に関与しているか) 
 

  
ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか) 

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。 

  
エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか) 

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

32



委 員 会 名 ： まつり継承委員会 

事 業 名 ： 地域の魅力再発掘事業 

職 務 分 掌 ： 地域の魅力検討事業 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前にある伝統文化の中には、魅力がありながらも活用される機会の少なくなったモノ

があります。その中の１つに剛情張太鼓があります。後継者不足や太鼓本体の劣化等で

運行が困難になりましたが、今一度存続の可能性を見出し次の世代へと継承していく必

要があります。 

意義・目的（対外） 

： 

市内外の人たちに先人達が造り上げた伝統文化である剛情張太鼓の存在と、抱える問題

点を知ってもらい、市及び各種団体と協働する中で存続の可能性を見出し次の世代へ継

承する事を目的とする。 

意義・目的（対内） 
： 

弘前の伝統文化である剛情張太鼓と向き合う事で弘前の歴史や魅力を理解し、郷土愛を

深める事を目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 市民、観光客 

対 内 ： 会員 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 
： 

地域の魅力再発掘し、今一度存続の可能性を見出し次の世代へと継承できるようにして

いく。 

財 源 ： 入会金、会費、外部資金等 

予 算 ： ￥210,000 

事 業 の 公 益 性 ： あり 

 
年間スケジュール     

2017 年 10 月 ： 委員会にて検討 

11 月 ： 委員会にて検討 

12 月 ： 各所に訪問し挨拶、打ち合わせ 

2018 年  1 月 ： 企画打合せ 
2 月 ： 企画打合せ 
3 月 ： 企画打合せ 
4 月 ： 企画打合せ 
5 月 ： 企画打合せ 
6 月 ： 企画打合せ 
7 月 ： 企画打合せ 
8 月 ： 実施（予定） 各所訪問しお礼、報告 

 
公 益 性  

 

事 業 の 種 類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業 

別 表 の 号 ： 19 
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該 当 理 由 ： 

本事業は県内外から来訪する多くの人々が、世界自然遺産白神山地の恵みを受け育まれ

た弘前の素晴らしさに忘れ難い思い出の地としての魅力を感じ、地域の人々が育まれた

歴史や文化などに更なる誇りや愛着を持つ事を目的としており、「地域社会の健全な発

展を目的とする事業」に該当する。 

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明 

  （18）上記の事業区分に該当しない場合  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。） 

１．本事業は県内外から来訪する方や地域

に暮らす方全般を対象として、弘前の魅力

を伝え、弘前の歴史文化への誇りや愛着を

高めることを目的とし、ホームページ等に

より広く告知している。 

  

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨) 

 

  

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか) 

ア 本事業は県内外から来訪する方や地域

に暮らす方全般を対象としており、特に制

限を設けていないことから受益の機会は一

般に開かれている。 

  
イ 事業の質を確保するための方策(例 

専門家が適切に関与しているか) 

 

  

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか) 

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。 

  

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか) 

エ 特定の団体や業界の利益を図るもので

はない。 
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委 員 会 名 ： BIG UP 委員会 

事 業 名 ： 平成まんじ札推進事業 

職 務 分 掌 ： 平成まんじ札 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

今年度で 7年目を迎える平成まんじ札事業は、地域活性化を図るために、多くの人に

郷土愛を育む土壌と地域企業との交流を促すために継続的に行っていく必要がある。 

意義・目的（対外） 

： 

店舗や公共施設の意見と要望をもとに平成まんじ札を作成し、子どもたちやそれ以外

の人々へ弘前の歴史と郷土愛を育んでもらい、地域活性化へ貢献していく事を目的と

する。 

意義・目的（対内） 
： 

地域を牽引する会員が、平成まんじ札事業を通して弘前市の魅力と文化を改めて学

び、地域に対しての理解と郷土愛をより深める事を目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 一般市民、地域企業、公共施設他 

対 内 ： 会員 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 

： 

・平成まんじ札の作成、配布 

・コンプリートした方への特典考案、作成、配布 

・平成まんじ札の告知活動 

財 源 ： 入会金及び会費、参加料他 

予 算 ： ￥410,000 

事 業 の 公 益 性 ： 有 

 
年間スケジュール     

2017 年 10 月 ：  

 

内容の検討 

 

 

11 月 ： 

12 月 ： 

2018 年  1 月 ： 

2 月 ： 

3 月 ： 各店舗様への参加依頼 

4 月 ： 平成まんじ札の作成 

5 月 ： 平成まんじ札の作成、ポスター、チラシの校正、印刷 

6 月 ： 平成まんじ札の告知、PR 

平成まんじ札の完成、各店舗へ配布 

※小学生の夏休み期間中に配布（予定） 

 

7 月 ： 
8 月 ： 
9 月 ： 

 
公 益 性  

 

事業の種類 ： 地域社会の健全な発展を目的とする事業 
別表の号 ： 19 
該当理由 ： 本事業は弘前への郷土愛を育んでもらい、地域活性化へ貢献していく事を目的としてお
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り、「地域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。 
事業の公益性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明 
  （18）上記の事業区分に該当しない場合  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。） 

１．本事業は市民全般を対象として、地弘前

への郷土愛を育んでもらい、地域活性化へ

貢献していく事を目的とし、ホームページ

等により広く告知している。 

  
２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨) 

 

  
ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか) 
ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の機

会は一般に開かれている。 

  
イ 事業の質を確保するための方策(例 

専門家が適切に関与しているか) 
 

  
ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか) 

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。 

  
エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか) 

エ 特定の団体や業界の利益を図るもので

はない。 
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委 員 会 名 ： Youth Support 委員会 

事 業 名 ： Youth Support 事業 

職 務 分 掌 ： 青少年事業の企画・運営 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

子供達が成長していくにつれて自身の可能性を信じることができず、思い描く夢に対し、

不安を抱いている、夢を途中で諦めてしまうという傾向がある。未来を担う若い世代に

対し、努力し続けること、夢を持つことの大切さを伝えることが必要である。 

意義・目的（対外） 
： 

本事業は子供達が自身の可能性を信じられるように会員がサポートし、子供達が努力し

続け、夢に向かっていけるようになることを目的とする。 

意義・目的（対内） 
： 

子供達の意識が変化していく姿を感じ、共に体験することが刺激となり、会員がこの地

域に必要とされる人財へと成長していくことを目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 弘前市近隣の青少年 

対 内 ： 会員 

 

 

 

公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 概 要     

事 業 内 容 ： 青少年を対象とした講演、対談等 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： 200,000 円 

事 業 の 公 益 性 ： あり 

年間スケジュール     

2017 年 10 月 ： 企画・協議 

11 月 ： 企画・協議 

12 月 ： 企画・協議、関係各所への相談 

2018 年  1 月 ： 講師候補者の選定・決定、事業開催の学校の選定または会場の決定 

2 月 ： 実施時期決定 

3 月 ： 詳細検討・事業ＰＲ 

4 月 ： 詳細検討・事業ＰＲ 

5 月 ： 詳細検討・事業ＰＲ 

6 月 ： 詳細決定・事業ＰＲ 

7 月 ： 事業実施（予定） 

8 月 ： 事業実施（予定） 

9 月 ： 事業実施（予定） 

10 月 ： 事業報告書作成・協議 

11 月 ： 事業報告書審議 
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公 益 性  
 

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業 

別 表 の 号 ： ７ 

該 当 理 由 ： 
本事業は子供達が自身の可能性を信じ、努力し続けるための自己肯定感を高めることを

目的としているため、「児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業」に該当する。 

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明 

  （18）上記の事業区分に該当しない場合  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。） 

１．本事業は子供達を対象として、自身の可

能性を信じ、努力し続けるための自己肯定

感を高めることを目的とし、ホームページ

等により広く告知している。 

  

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨) 

 

  

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか) 

ア 本事業は子供達全般を対象としてお

り、特に制限を設けていないことから受益

の機会は一般に開かれている。 

  
イ 事業の質を確保するための方策(例 

専門家が適切に関与しているか) 

 

  

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか) 

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。 

  

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか) 

エ 特定の団体や業界の利益を図るもので

はない。 
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委 員 会 名 ： Youth Support 委員会 

事 業 名 ： わんぱく相撲事業 

職 務 分 掌 ： わんぱく相撲の企画・運営 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

: 

わんぱく相撲は、小学 4 年生から 6 年生を対象に、日本国内 200 地区(主催青年会議所

単位)の予選大会から勝ち上がったチームが、相撲の中心地である両国国技館で開催さ

れる全国大会にて競い合う、小学生対象で最大規模の相撲大会である。 

近年は弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、2012 年度第 28 回大会より公益社団法人

五所川原青年会議所と LOM 大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） 

： 

スポーツとしての相撲を通じ、礼、思いやり、努力することの大切さを学ぶと共に、参

加する子供達に夢を与え、子供達が成長していく為の励みとなることを目的とする。 

 

意義・目的（対内） 

： 

子供達の努力する姿や本気で相撲に向きあう姿勢を通じ、会員の青少年育成事業への意

識と資質の向上へとつなげることを目的とする。 

 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 小学校 4年生から 6年生男子 

対 内 ： 会員 

 

 
年間スケジュール     

2017 年 9月 ： 30 日(土) 参加説明会（於：全国大会） 

10 月  企画・準備 

11 月 ： ～11 月 30 日（木）事前エントリー 

12 月 ： 企画・準備 

2018 年 1 月 ： 20 日(土) 全国大会オリエンテーション（於：京都会議） 

2 月 ： 企画・準備 

3 月 ： 企画・準備 

4 月 ： 企画・準備 

5 月 ： 
第 34回わんぱく相撲 LOM 大会開催 

6 月 ： 
7 月 ： 29 日（日） 第 34回わんぱく相撲全国大会 開催 

 
公 益 性  

 

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事 

事 業 概 要     

事 業 内 容 
： 

わんぱく相撲 LOM 大会の企画運営 

 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： 65,000 円 

事 業 の 公 益 性 ： 有 
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別 表 の 号 ： ７ 

該 当 理 由 ： 

本事業は子どもたちに、相撲を通じ、礼を学び、努力することを伝えると共に、夢を与

え、励みとなることを目的としているため「児童又は青少年の健全な育成を目的とする

事業に該当する。 

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明 

  （15）競技会  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。） 

１．本事業は小学生 4 年生～6 年生全般を対

象として、相撲を通じ、礼を学び、努力する

ことを伝えると共に、夢を与え、励みとなる

ことを目的とし、ホームページ等により広

く告知している。 

  

２．公益目的として設定した趣旨に沿った

競技会となっているか。（例：親睦会のよ

うな活動にとどまっていないか） 

児童又は青少年の健全な育成を目的とし

て、全国大会まで開催される小学生対象で

最大規模の相撲大会となっている。 

  

３．出場者の選定や競技会の運営について

公正なルールを定め、公表しているか。 
わんぱく相撲全国大会ホームページで公表

されているルールに準じ、校正に運営を行

う。 
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委 員 会 名 ： まつり継承委員会 

事 業 名 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい運営事業 

職 務 分 掌 ： ちびっ子ねぷた事業 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前の伝統文化であるねぷたまつりを絶やすことの無いよう、次世代の担い手として子

供達へ継承する必要がある。 

意義・目的（対外） 
： 

次世代を担う子供達のねぷたまつり参加の意識を高め、後継者育成の機会を提供する事

を目的とする。 

意義・目的（対内） 

： 

弘前青年会議所が中心となり企画運営をし、ちびっ子ねぷたの運行をサポートしながら

一緒に参加する事で、当会のもつ地域とのつながりの強さを感じ、郷土愛を深める事を

目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 弘前市内保育園・幼稚園・認定こども園 

対 内 ： 会員 

 

 
年間スケジュール     

１２月 ： 打ち合わせ 29 年度からの引継ぎ 

２０１８年  １月 ： 実行委員会メンバーへ挨拶と名簿精査 

２月 ： 第 1回実行委員会開催（予定）・打ち合わせ 

３月 ： 各種見積もり作成・打ち合わせ・打ち上げ花火予約 

４月 ： 第 2回実行委員会（予定） 

５月 ： 第 3回実行委員会（予定） 

６月 ： 第 4回実行委員会（予定） 

７月 ： 事業実施 

８月 ： 第 5回実行委員会（予定） 

 
公 益 性   

事 業 の 種 類 ： 児童又は青少年の健全な育成を目的とするする事業 

別 表 の 号 ： 7 

該 当 理 由 ： 
次世代を担う子供達のねぷたまつり参加の意識を高め、後継者育成の機会を提供する

という点において「児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業」に該当する 

事 業 の 公 益 性 ： 
チェックポイント事業区分 

 

チェックポイントに該当する旨の説明 

  （18）上記滋養区分に該当しない場合  

事 業 概 要     

事 業 内 容 
： 

ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会事務局として、ちびっ子ねぷた実行委員会会議

の企画運営を行う。 

財 源 ：  

予 算 ： 50,000 円 

事 業 の 公 益 性 ： あり 
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  区分毎のチェックポイント  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でないも

のの利益の増進への寄与を主たる目的に

掲げていないかを確認する） 

１．定款に、児童又は青少年の健全な育成

を目的とすることを明記し、事業目的をホ

ームページで公表している。 

  

2．事業の合目的性（趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適当なも

のになっているかを確認する趣旨） 

 

  

ア．受益の機会の公開（例 受益の機会が

一般に開かれてるか） 
ア．本事業の直接の受益者は、本事業に参

加する若い世代の子供たちであり、事業へ

の参加は公募によるため受益の機会が一

般に開かれている。 

  

イ．事業の質を確保するための方策（例 

専門家が適切に関与しているか） 
イ．事業運営のバックアップについてノウ

ハウを持つものが関与し、過去に事業を経

験した者の助言や協力を得ている。 

  

ウ．審査・選考の公正の確保（例 当該事

が審査選考を行う場合審査選考が公正に

行われることとなっている） 

ウ．本事業は、審査・選考を伴わない。 

  

エ．その他（例 公益的と設定した事業目

的と異なり、業界団体の販売促進、共同宣

伝になっていないか） 

エ．特定の財団や業界の利益を図るもので

はない。 
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委 員 会 名 ： 一人称総務委員会 

事 業 名 ： 防災・減災に関する事業の企画・運営 

職 務 分 掌 ： 防災・減災に関する事業の企画・運営 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

災害による被害を最小限にするためには一般市民の防災力の向上が必要不可欠であ

り、防災減災に対する意識を向上させる必要がある。 

意義・目的（対外） ： 市民の防災意識を高め、防災力の向上を図ることを目的とする。 

意義・目的（対内） 
： 

会員の防災力を高め、防災減災に対し積極的に活動できるようになることを目的とす

る。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 一般市民 

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 ： 一般市民に対し防災意識を高める場を企画し、運営する。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： 30,000 

事 業 の 公 益 性 ： あり 

 

年間スケジュール     

2018 年 ～9 月 ： 企画 

9 月 ： 事業実施 

 
公 益 性  

 

事 業 の 種 類 ： 事故又は災害の防止を目的とする事業 

別 表 の 号 ： 11 

該 当 理 由 ： 
本事業は市民の防災減災に対する意識を向上させることで、防災力の向上を図ること

を目的としているため、「事故又は災害の防止を目的とする事業」に該当する。 

事 業 の 公 益 性 ： チェックポイント事業区分 チェックポイントに該当する旨の説明 

  （18）上記の事業区分に該当しない場合  

  

１．事業目的（趣旨：不特定多数でない者

の利益の増進への寄与を主たる目的に掲

げていないかを確認する趣旨。） 

１．本事業は市民全般を対象として、防災

力の向上を図ることを目的とし、ホームペ

ージ等により広く告知している。 

  

２．事業の合目的性(趣旨：事業の内容や

手段が事業目的を実現するのに適切なも

のになっているかを確認する趣旨) 

 

  

ア 受益の機会の公開(例 受益の機会

が、一般に開かれているか) 

ア 本事業は市民全般を対象としており、

特に制限を設けていないことから受益の

機会は一般に開かれている。 

公 3 防災・減災に関する事業 
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イ 事業の質を確保するための方策(例 

専門家が適切に関与しているか) 

 

  

ウ 審査・選考の公正性の確保(例 当該

事業が審査・選考を伴う場合、審査・選考

が公正に行われることとなっているか) 

ウ 本事業において、審査・選考は伴わな

い。 

  

エ その他(例 公益目的として設定した

事業目的と異なり、業界団体の販売促進、

共同宣伝になっていないか) 

エ 特定の団体や業界の利益を図るもの

ではない。 
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委 員 会 名 ： 全体事業 
事 業 名 ： 例会の企画・運営 
職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 
 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は会員の資質を向上する場、会員同士の親睦を図る場として開催されており、今

後も LOM の基盤を成すような例会を企画運営していく必要があります。 

意義・目的（対内） 
： 

LOM の基盤となる例会を通して、会員同士同じ汗をかき、人と人とのつながりを育み、

会員の意識や資質が向上することを目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

： 

・例会の内容を企画する 

・例会当日の会場設営、司会進行等の運営を行う 

・四季の移り変わりとともに毎月開催される各例会について『四季折々』をテーマ 

として設けて企画する。 

・各委員会で担当月を割当て企画運営する。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： ￥275,000 

事 業 の 公 益 性 ： なし 

 

年間スケジュール     

2018 年 2 月 ： 2 月例会 企画運営担当：会員拡大委員会 

3 月 ： 3 月例会 企画運営担当：まつり継承委員会 

4 月 ： 4 月例会 企画運営担当：BIG UP プロジェクト委員会 

5 月 ： 5 月例会 企画運営担当：けやぐ委員会 

6 月 ： 6 月例会 企画運営担当：Youth Support 委員会 

7 月 ： 7 月例会 企画運営担当：会員拡大委員会 

8 月 ： 8 月例会 企画運営担当：けやぐ委員会 

9 月 ： 9 月例会 企画運営担当：まつり継承委員会 

10 月 ： 10 月例会 企画運営担当：BIG UP プロジェクト委員会 

11 月 ： 11 月例会 企画運営担当：Youth Support 委員会 

 
 
 
 

他 1 会員の資質・親睦向上事業 
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委 員 会 名 ： 会員拡大委員会 

事 業 名 ： 会員拡大事業 

職 務 分 掌 ： 会員拡大窓口 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

弘前青年会議所は 2018 年度、50 名の会員でスタートし、年度末には 5 名を予定してお

ります。会員拡大を実施し会員を増やしていく事で、人数不足による弘前青年会議所の

活動が縮小していく事を防ぎ、明るい豊かな社会の実現へ向けて活動していく必要があ

ります。 

意義・目的（対外） 
： 

明るい豊かな社会の実現へ向けて活動していくためには、大きく力強い JAYCEE として

の組織が必要であり、そのために継続的な会員増加活動を行うことを目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 当会諸規定に準ずる入会可能な全ての人 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 

： 

① 委員会による会員拡大活動 

委員会で入会対象者を選定し入会へ促す活動をする 

② 委員会以外の会員が会員拡大活動をする際の補助、協力 

③ 入会予定者の情報共有や管理 

④ 各委員会より会員拡大委員会へ 1 名出向してもらい会員拡大委員会として活動して

もらう。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： ￥5,000 

事 業 の 公 益 性 ： なし 

 
年間スケジュール     

2017 年 10 月 ：  

前年の状況調査、検証 11 月 ： 

12 月 ： 

2018 年 1 月 ：  
 
 
 
会員拡大運動、情報精査、共有 
 
 
 
 

2 月 ： 

3 月 ： 
4 月 ： 
5 月 ： 
6 月 ： 
7 月 ： 
8 月 ： 
9 月 ： 
10 月 ： 

他 2 会員拡大及び研修事業 
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11 月 ： 
12 月 ： 次年度へ引継ぎ 
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委 員 会 名 ： けやぐ委員会 
事 業 名 ： 渉外事業 
職 務 分 掌 ： 渉外関係窓口 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 

: 明るい豊かな社会の実現を理想として、会員の資質の向上へと繋げる為に、失敗を恐れ

ずに実行していく活動を自己成長の機会ととらえ、各種大会・交流事業等の渉外活動を

進め、それらの開催の意義や目的を伝えるとともに、参加し易い環境を提供していく必

要がある。 

意義・目的（対外） ： 我々は、地域に対して実行力のあるリーダー作りや品格のある青年を目指す為に、より

一層の友情や団結力を向上させ、それらの組織の重要性を対外的に伝えていきたい。 

意義・目的（対内） ： 弘前 JC という組織の中で協働することの意義はとても力強く、各種大会・交流事業等

へ参加し、弘前 JCに戻った時に活動する事が、大きな運動を推し進める原動力となり、

その大きな力を地域に貢献する為に、人財を成長させる機会となることを目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 友好団体 友好 JC 姉妹 JC その他各 LOM  

対 内 ： 会 員 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 
： 

諸大会・諸会議の情報収集をいち早く行い、綿密な計画を立てることで、円滑で余裕の

ある企画運営をする。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： ￥150,000 

事 業 の 公 益 性 ： なし 

 
年間スケジュール     

2018 年  1 月 ： 新年祝賀会               15 日 

京都会議                19 日～21 日 

2 月 ： 金沢会議                16 日～18 日 

5 月 ： 全国城下町シンポジウム（島根県松江市） 日時未定 

鹿児島 ASPAC ブース出展           24 日～27 日 

7 月 ： 青森ブロック大会（青森県八戸市）    7 日～ 8日 

津軽藩士慰霊祭（北海道斜里町）     21 日～22 日 

サマーコンファレンス（横浜みなとみらい）21日～22日 

8 月 ： 太田市新田商工会青年部 来弘       1 日～ 2 日 

尾島ねぷたまつり（群馬県太田市）    14 日～15 日 

9 月 ： 東北青年フォーラム（青森県三沢市）   日時未定  

10 月 ： 全国大会（宮崎県）           4 日～ 7日 

JCI 世界会議（インド（ゴア））       30 日～  3 日 

その他の事業 
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11 月 ： 姉妹 JC 苗栗 創立 50周年        日時未定 
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委 員 会 名 ： BIG UP プロジェクト委員会 

事 業 名 ： あおいりんご 

職 務 分 掌 ： あおいりんごの作成、発行 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会を目指し、まちづくりに深く関わりを持つ我々の運動や事業内容を市

民や各種団体に理解して頂き、伝統や文化、豊かな自然、地域の魅力についての関心が

薄れないようにしていく事が必要である。 

 

意義・目的（対外） 

： 

我々の運動が市民の皆様に正しく理解され、共に推進していただく事で、先人の功績や

想いを受け継ぐ事や、まちづくりの一歩となる地域への親しみや愛着を育む事を目的と

する。 

意義・目的（対内） 

： 

各種事業、実施された様子や今後の予定や計画などの詳細を、現役会員が共に理解し合

える内容とし、特別会員や事業に参加出来なかった会員とも情報を共有し絆を深め、ま

ちづくりの力に生かす事を目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  特別会員、各種団体 

対 内 ： 会員 

事 業 概 要     

事 業 内 容 ： ・年に 3回、紙媒体にて発行、及び電子媒体にて発信。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： 120,000 

事 業 の 公 益 性 ： 無し 

年間スケジュール     

2017 年 10 月 ： 企画、打ち合わせ 

11 月 ： 企画、打ち合わせ 

12 月 ： 企画、打ち合わせ 

2018 年 1 月 ： １月～４月で協議の上、製作、発行 

2 月 ： １月～４月で協議の上、製作、発行 

3 月 ： １月～４月で協議の上、製作、発行 

4 月 ： １月～４月で協議の上、製作、発行 

5 月 ： ５月～８月で協議の上、製作、発行 

6 月 ： ５月～８月で協議の上、製作、発行 

7 月 ： ５月～８月で協議の上、製作、発行 

8 月 ： ５月～８月で協議の上、製作、発行 

9 月 ： ９月～１２月で協議の上、製作、発行 

10 月 ： ９月～１２月で協議の上、製作、発行 

11 月 ： ９月～１２月で協議の上、製作、発行 

12 月 ： ９月～１２月で協議の上、製作、発行 
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委 員 会 名 ： 一人称総務委員会 

事 業 名 ： 各種会議運営 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 

： 

●1月及び 8月開催の通常総会及び必要に応じて臨時総会の運営 

①召集の通知 

 日時・場所・目的等を記載した書面をもって、開催 1週間前までに会員に通知を行

う 

 ただし、会員の承諾を得たときは書面による通知に代えて電磁的方法により通知を

行う。 

②会議の司会進行 

③出席と定足数、得票の管理 

 出欠及び委任状の管理と定足数の確認。決議時の得票確認 

④議事録作成 

 法令に従い下記の事項を記載した議事録を作成する 

 ・開催日時場所 

 ・議事の経過の要領及び結果 

 ・意見発言の内容の概要 

 ・出席した理事、監事の氏名と人数 

 ・議長の氏名 

 ・議長及び出席した正会員の中から指名された議事録署名人 2名の署名押印 

 

●毎月 1回開催の定例理事会及び必要に応じて臨時理事会の運営 

①召集の通知 

 開催 1週間前までに各理事、各監事、直前理事長及び各顧問に対し、通知を発する。 

ただし、緊急を要する場合は通知期間の短縮又は、理事及び監事全員の同意を得る。 

②会議の司会進行 

③出席と定足数、得票の管理 

 出欠及び定足数の確認。決議時の得票確認 

④議事録作成 

 法令に従い下記の事項を記載した議事録を作成する 

 ・開催日時場所 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 : 

ＬＯＭの運営には理事会及び臨時理事会による業務執行の決定と、通常総会及び臨時総

会における決議が必要不可欠であり、法令及び定款や諸規定に則り各種会議を運営する

必要があります。 

意義・目的（対内） 
： 

各種会議の開催目的を明確にし、法令及び定款や諸規定に則り運営し、会議内容が正確

に共有されることを目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 内 ： 会員 
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 ・理事及び監事の請求により開催された場合はその旨 

 ・理事会の議事の経過の要領及びその結果 

 ・決議を要する事項について特別の利害関係を有する理事があるときは、その当該

理事 

の氏名 

 ・出席した理事、監事の氏名と人数 

 ・議長の氏名 

 ・理事長及び出席監事の署名押印 

 

●各会議共通 

各種会議の資料について、誤字・脱字・リンク切れチェック、公益性のチェック、

財政 

チェック、コンプライアンスチェックを事前に行う。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： 
 

事 業 の 公 益 性 ： なし 

 
年間スケジュール     

２０１８年  １月 ： 第 99 回通常総会・第 1 回理事会運営 
２月 ： 第 2 回理事会運営 
３月 ： 第 3 回理事会運営 
４月 ： 第 4 回理事会運営 
５月 ： 第 5 回理事会運営 
６月 ： 第 6 回理事会運営 
７月 ： 第 7 回理事会運営 
８月 ： 第 100 回通常総会・第 8 回理事会運営 
９月 ： 第 9 回理事会運営 

１０月 ： 第 10 回理事会運営 
１１月 ： 第 11 回理事会運営 
１２月 ： 第 12 回理事会運営 
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委 員 会 名 ： 一人称総務委員会 

事 業 名 ： アテンダンスポイント事業 

職 務 分 掌 ： アテンダンスポイントの集計 

 

事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 : 

会員の JC 活動・運動への参加度合いを数値化するアテンダンスポイント制度が運用さ

れており、会員の参加意欲向上の一助となっている為、引き続き有効活用していく必要

がある。 

意義・目的（対外） ：  

意義・目的（対内） 

： 

会員の参加状況を分かりやすく提示し、各会員がさらに活発に、意欲的に、JC 活動へ参

加するように促すと共に、参加出来ていない方にも声を掛け、励まし、参加を促すこと

で全体の参加率を向上させることを目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 会員 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 

： 

・各委員会にて担当者を決め、各委員会に属する会員のポイントを毎月報告して頂く。 

・出向者に出向分のアテンダンスポイントを毎月報告して頂く。 

・報告されたアテンダンスポイントを集計し、会員に提示する 

・2019 年第 101 回通常総会にて 2018 年度のアテンダンスポイント獲得結果を発表し、 

優秀者を表彰する。 

・ポイントの少ない会員に対し、参加を呼び掛ける。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： ￥10,000 

事 業 の 公 益 性 ： 無 

 

年間スケジュール     

2018 年 1～12 月 ： 
毎月ごとにアテンダンスポイントの集計と提示 

ポイントの少ない会員に対し、参加を呼び掛ける 

2019 年 1月 ： 2018 年度のアテンダンスポイント獲得結果を発表し、優秀者を表彰する。 
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委 員 会 名 ： Youth Support 委員会、BIG UP 委員会、まつり継承委員会 

事 業 名 ： 卒業式の企画・運営事業 

職 務 分 掌 ： 卒業式の企画・運営 

 
事 業 要 項    

事業実施に至る 

背 景 : 

2018 年度になり 40歳を迎えられた会員の方々がご卒業致します。 

郷土弘前の為にご尽力されてきた卒業生の皆様との最高の思い出を作り、新たな門出を

祝うために現役会員全員で卒業生の花道を作る必要がある。 

意義・目的（対外） 
： 

卒業式へ出席して頂いた特別会員、OB、各 LOM会員、各種関係者の皆様に卒業生の門出

を共に祝って頂き、最高の卒業式を過ごして頂く事を目的とする。 

意義・目的（対内） 
： 

郷土弘前の為に英知と勇気と情熱をもって苦難や喜びを共に過ごした卒業生の方々の

門出を祝うと共に、弘前青年会議所の精神を現役会員が継承する事を目的とする。 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 特別会員、OB、各 LOM 会員、各種関係者 

対 内 ： 会員 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 
： 

卒業を迎える会員の為に、2018 年度（公社）弘前青年会議所卒業式を企画・ 

運営する。 

財 源 ： 入会金及び会費 

予 算 ： ￥50,000 

事 業 の 公 益 性 ： なし 

 

年間スケジュール     

2017 年 12 月 ： 2017 年度からの引継ぎ 

2018 年  1 月 ： 
 

6 月 ： 企画・準備 
7 月 ： 企画・準備 
8 月 ： 企画・準備 
9 月 ： 企画・準備 

10 月 ： 企画・準備 
11 月 ： 企画・準備 
12 月 ： 実施 
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特
定
資
産
受
取
賃
貸
料

0
0

0

②
受

取
入

会
金

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

0

受
取
入
会
金

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

0

③
受

取
会

費
7
,
1
3
7
,
5
0
0

7
,
1
3
7
,
5
0
0

0

正
会
員
会
費

6
,
0
7
5
,
0
0
0

6
,
0
7
5
,
0
0
0

0

特
別
会
員
会
費

5
4
0
,
0
0
0

5
4
0
,
0
0
0

0

賛
助
会
員
会
費

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

0

新
入
会
員
会
費

4
7
2
,
5
0
0

4
7
2
,
5
0
0

0

④
事

業
収

益
2
,
6
0
0
,
0
0
0

2
,
6
0
0
,
0
0
0

0

登
録
料
収
益

4
0
0
,
0
0
0

4
0
0
,
0
0
0

0

懇
親
会
費
収
益

0
0

0

広
告
料
収
益

1
,
2
0
0
,
0
0
0

1
,
2
0
0
,
0
0
0

0

販
売
収
益

1
,
0
0
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0

事
務
局
受
託
収
益

0
0

0

雑
収
益

0
0

0

⑤
受

取
補

助
金

等
5
,
0
0
0
,
0
0
0

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0

受
取
国
庫
補
助
金

0
0

0

受
取
地
方
公
共
団
体
補
助
金

5
,
0
0
0
,
0
0
0

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0

受
取
民
間
補
助
金

0
0

0

受
取
国
庫
助
成
金

0
0

0

受
取
地
方
公
共
団
体
助
成
金

0
0

0

受
取
民
間
助
成
金

0
0

0

受
取
地
方
公
共
団
体
受
託
金

0
0

0

受
取
補
助
金
等
振
替
額

0
0

0

⑥
受

取
負

担
金

8
0
,
0
0
0

8
0
,
0
0
0

0

受
取
負
担
金

8
0
,
0
0
0

8
0
,
0
0
0

0

受
取
負
担
金
振
替
額

0
0

0

⑦
受

取
寄

付
金

3
0
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

0
※

弘
前

青
年

会
議

所
Ｏ

Ｂ
会

よ
り

受
取
寄
付
金

3
0
0
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

0

募
金
収
益

0
0

0

受
取
寄
付
金
振
替
額

0
0

0

⑧
雑

収
益

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

0

受
取
利
息

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

0

雑
収
益

0
0

0

経
常

収
益

計
1
5
,
2
3
8
,
5
0
0

1
5
,
2
3
8
,
5
0
0

0

（
２

）
経

常
費

用

①
事

業
費

1
1
,
9
5
9
,
8
0
0

1
1
,
9
5
9
,
8
0
0

0

1
給
料
手
当

1
,
4
2
0
,
8
0
0

1
,
4
2
0
,
8
0
0

0

2
退
職
給
付
費
用

0
0

0

3
福
利
厚
生
費

1
6
0
,
0
0
0

1
6
0
,
0
0
0

0

4
会
議
費

8
1
,
0
0
0

8
1
,
0
0
0

0

5
旅
費
交
通
費

1
2
6
,
3
1
0

1
2
6
,
3
1
0

0

6
通
信
運
搬
費

4
8
5
,
0
0
0

4
8
5
,
0
0
0

0

7
消
耗
什
器
備
品
費

0
0

0

8
消
耗
品
費

9
2
0
,
0
0
0

9
2
0
,
0
0
0

0

9
会
員
支
給
品
費

0
0

0
1
0
修
繕
費

0
0

0
1
1
印
刷
製
本
費

1
,
1
9
6
,
0
0
0

1
,
1
9
6
,
0
0
0

0
1
2
広
報
費

2
5
5
,
0
0
0

2
5
5
,
0
0
0

0
1
3
燃
料
費

1
4
4
,
0
0
0

1
4
4
,
0
0
0

0
1
4
光
熱
水
料
費

1
8
6
,
0
0
0

1
8
6
,
0
0
0

0
1
5
賃
借
料

1
,
3
5
5
,
0
0
0

1
,
3
5
5
,
0
0
0

0
1
6
保
険
料

1
0
5
,
0
0
0

1
0
5
,
0
0
0

0
1
7
諸
謝
金

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
1
8
租
税
公
課

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

0
1
9
渉
外
費

0
0

0
2
0
委
託
費

5
,
1
9
0
,
0
0
0

5
,
1
9
0
,
0
0
0

0
2
1
記
念
品
費

6
0
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

0
2
2
衛
生
費

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

0
2
3
雑
費

2
3
5
,
6
9
0

2
3
5
,
6
9
0

0
2
4

0
0

0
2
5
事
業
仮
払
金

0
0

0

②
管

理
費

3
,
2
7
8
,
7
0
0

3
,
2
7
8
,
7
0
0

0

1
給
料
手
当

3
5
5
,
2
0
0

3
5
5
,
2
0
0

0

2
退
職
給
付
費
用

0
0

0

3
福
利
厚
生
費

4
0
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

0

4
会
議
費

1
6
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

0

5
旅
費
交
通
費

0
0

0

6
通
信
運
搬
費

1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

0

7
消
耗
什
器
備
品
費

0
0

0

8
消
耗
品
費

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

0

9
会
員
支
給
品
費

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

0
1
0
修
繕
費

0
0

0
1
1
印
刷
製
本
費

1
2
4
,
0
0
0

1
2
4
,
0
0
0

0
1
2
広
報
費

0
0

0
1
3
燃
料
費

2
6
,
0
0
0

2
6
,
0
0
0

0
1
4
光
熱
水
料
費

4
4
,
0
0
0

4
4
,
0
0
0

0
1
5
賃
借
料

1
4
0
,
0
0
0

1
4
0
,
0
0
0

0
1
6
保
険
料

9
,
5
0
0

9
,
5
0
0

0
1
7
諸
謝
金

0
0

0
1
8
租
税
公
課

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

0
1
9
渉
外
費

9
4
0
,
0
0
0

9
4
0
,
0
0
0

0
2
0
委
託
費

4
0
0
,
0
0
0

4
0
0
,
0
0
0

0
2
1
記
念
品
費

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

0
2
2
衛
生
費

2
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

0
2
3
雑
費

4
0
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

0
2
4
寄
付
金

0
0

0
2
6
支
払
負
担
金

9
5
7
,
0
0
0

9
5
7
,
0
0
0

0

国
際
青
年
会
議
所
負
担
金

5
8
,
2
5
0

5
8
,
2
5
0

0

日
本
青
年
会
議
所
負
担
金

6
5
7
,
5
0
0

6
5
7
,
5
0
0

0

国
際
協
力
資
金

9
1
,
2
5
0

9
1
,
2
5
0

0

W
e
 
B
e
l
i
e
v
e
購
読
料

1
5
0
,
0
0
0

1
5
0
,
0
0
0

0

経
常

費
用

計
1
5
,
2
3
8
,
5
0
0

1
5
,
2
3
8
,
5
0
0

0

0
0

0

①
基

本
財

産
評

価
損

益
等

0
0

0

②
特

定
資

産
評

価
損

益
等

0
0

0

③
投

資
有

価
証

券
評

価
損

益
等

0
0

0

評
価

損
益

等
計

0
0

0

当
期
経
常
増
減
額

0
0

0

科
　

目
備

　
考

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額

寄
付
金

2
5
 支

払
負
担
金
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２
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経
常

外
増

減
の

部

（
１

）
経

常
外

収
益

①
固

定
資

産
売

却
益

0
0

0

建
物
売
却
益

0
0

0

車
両
運
搬
具
売
却
益

0
0

0

什
器
備
品
売
却
益

0
0

0

土
地
売
却
益

0
0

0

借
地
権
売
却
益

0
0

0

電
話
加
入
権
売
却
益

0
0

0

②
固

定
資

産
受

贈
益

0
0

0

土
地
受
贈
益

0
0

0

投
資
有
価
証
券
受
贈
益

0
0

0

経
常

外
収

益
計

0
0

0

（
２

）
経

常
外

費
用

①
固

定
資

産
売

却
損

0
0

0

建
物
売
却
損

0
0

0

車
両
運
搬
具
売
却
損

0
0

0

什
器
備
品
売
却
損

0
0

0

土
地
売
却
損

0
0

0

借
地
権
売
却
損

0
0

0

電
話
加
入
権
売
却
損

0
0

0

②
固

定
資

産
除

却
損

0
0

0

土
地
減
損
損
失

0
0

0

投
資
有
価
証
券
減
損
損
失

0
0

0

③
災

害
損

失
0

0
0

災
害
損
失

0
0

0

経
常

外
費

用
計

0
0

0

当
期
経
常
外
増
減
額

0
0

0

0
0

0

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

0
0

0

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

2
,
8
0
9
,
1
2
7

3
,
1
7
3
,
8
1
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△
 
3
6
4
,
6
8
3

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

2
,
8
0
9
,
1
2
7

3
,
1
7
3
,
8
1
0

△
 
3
6
4
,
6
8
3

Ⅱ
　

指
定

正
味

財
産

増
減

の
部

①
受

取
補

助
金

等
0

0
0

受
取
国
庫
補
助
金

0
0

0

受
取
地
方
公
共
団
体
補
助
金

0
0

0

受
取
民
間
補
助
金

0
0

0

受
取
国
庫
助
成
金

0
0

0

受
取
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方
公
共
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助
成
金

0
0

0

受
取
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助
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0
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0

②
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取
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担
金

0
0

0

受
取
負
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金

0
0

0

③
受

取
寄

付
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0
0

0

受
取
寄
付
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0
0

0

④
固

定
資

産
受

贈
益

0
0
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土
地
受
贈
益
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0
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投
資
有
価
証
券
受
贈
益

0
0

0

⑤
基

本
財

産
評

価
益

0
0

0

基
本
財
産
評
価
益

0
0

0

⑥
特

定
資

産
評

価
益

0
0

0

特
定
資
産
評
価
益

0
0

0

⑦
基

本
財

産
評

価
損

0
0

0

基
本
財
産
評
価
損

0
0

0

⑧
特

定
資

産
評

価
損

0
0

0

特
定
資
産
評
価
損

0
0

0

⑨
一

般
正

味
財

産
へ

の
振

替
額

0
0

0

一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

0
0

0

当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

0
0

0

指
定

正
味

財
産

期
首

残
高

0
0

0

指
定

正
味

財
産

期
末

残
高

0
0

0

Ⅲ
　

正
味

財
産

期
末

残
高

2
,
8
0
9
,
1
2
7

3
,
1
7
3
,
8
1
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△
 
3
6
4
,
6
8
3

他
会
計
振
替
額
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法
人

会
計

内
部

取
引

消
去

合
計

公
3

共
通

小
計

他
1

他
2

共
通

小
計

防
災

・
減

災
に

寄
与

す
る

事
業

共
通

小
計

会
員

の
資

質
向

上
及

び
親

睦
を

図
る

事
業

会
員

の
拡

大
及

び
会

員
相

互
の

情
報

の
共

有
等

に
関

す
る

事
業

共
通

小
計

C
r
o
s
s
.
ｓ

事
業

の
企

画
・

運
営

ま
ん

じ
札

事
業

の
企

画
・

運
営

地
域

の
魅

力
検

討
事

業
の

企
画

・
運

営

青
少

年
事

業
の

企
画

・
運

営
わ

ん
ぱ

く
相

撲
事

業
の

企
画

・
運

営

ち
び

っ
こ

ね
ぷ

た
の

お
通

り
だ

い
実

行
委

員
会

の
運

営

防
災

・
減

災
に

関
す

る
事

業
の

企
画

・
運

営
例

会
会

員
拡

大
事

業

Ⅰ
　

一
般

正
味

財
産

増
減

の
部

１
．

経
常

増
減

の
部

（
１

）
経

常
収

益

①
特

定
資

産
運

用
益

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

特
定

資
産

受
取

利
息

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

特
定

資
産

受
取

配
当

金
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

特
定

資
産

受
取

賃
貸

料
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

②
受

取
入

会
金

0
0

0
0

0
0

0
3
6
,
0
0
0

3
6
,
0
0
0

0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

0
1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

0

受
取

入
会

金
0

0
0

0
0

0
0

3
6
,
0
0
0

3
6
,
0
0
0

0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

0
1
2
0
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

0

③
受

取
会

費
0

0
0

0
0

0
0

2
,
1
4
1
,
2
5
0

2
,
1
4
1
,
2
5
0

0
0

1
,
4
2
7
,
5
0
0

1
,
4
2
7
,
5
0
0

3
,
5
6
8
,
7
5
0

0
7
,
1
3
7
,
5
0
0

7
,
1
3
7
,
5
0
0

0

正
会

員
会

費
0

0
0

0
0

0
0

1
,
8
2
2
,
5
0
0

1
,
8
2
2
,
5
0
0

0
0

1
,
2
1
5
,
0
0
0

1
,
2
1
5
,
0
0
0

3
,
0
3
7
,
5
0
0

0
6
,
0
7
5
,
0
0
0

6
,
0
7
5
,
0
0
0

0

特
別

会
員

会
費

0
0

0
0

0
0

0
1
6
2
,
0
0
0

1
6
2
,
0
0
0

0
0

1
0
8
,
0
0
0

1
0
8
,
0
0
0

2
7
0
,
0
0
0

0
5
4
0
,
0
0
0

5
4
0
,
0
0
0

0

賛
助

会
員

会
費

0
0

0
0

0
0

0
1
5
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

0
0

1
0
,
0
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費用

10,298,000

1,661,800

3,278,700

15,238,500

項　目 会計区分 受取会費計 使用割合 振分金額

公益目的事業会計 30% 1,822,500
収益事業等会計 20% 1,215,000

法人会計 50% 3,037,500
公益目的事業会計 30% 162,000
収益事業等会計 20% 108,000
法人会計 50% 270,000
公益目的事業会計 30% 36,000
収益事業等会計 20% 24,000

法人会計 50% 60,000
公益目的事業会計 30% 15,000
収益事業等会計 20% 10,000

法人会計 50% 25,000
公益目的事業会計 30% 141,750
収益事業等会計 20% 94,500

法人会計 50% 236,250

用　途 用　途
コピー機リース料 コピー機リース料

什器備品 什器備品

コピーカウンター料 コピーカウンター料

退職金 退職金

科　目 会計区分 配賦前管理費 従事割合 配賦金額
公益目的事業会計 50% 888,000
収益事業等会計 30% 532,800

管理費 20% 355,200
公益目的事業会計 50% 0
収益事業等会計 30% 0

管理費 20% 0
公益目的事業会計 50% 100,000
収益事業等会計 30% 60,000

管理費 20% 40,000
公益目的事業会計 50% 40,000
収益事業等会計 30% 24,000

法人会計 20% 16,000
公益目的事業会計 50% 300,000
収益事業等会計 30% 180,000

法人会計 20% 120,000
公益目的事業会計 50% 50,000
収益事業等会計 30% 30,000

法人会計 20% 20,000
公益目的事業会計 50% 310,000
収益事業等会計 30% 186,000

法人会計 20% 124,000

退職給付引当費用

法定福利費等 

消耗品費支出
什器備品取得支出

リース料支出

退職給付引当資産取得支出

68%

２００９年度

45名×135,000

5名×10,000

収益事業等に係る費用

公益法人運営経常費用

合　　計

賛助会員 50,000

G印刷製本費

E通信運搬費

200,000

公益事業比率

6名

総支給138,000円／月
残業　 10,000円／月

表２．平成２０年度公益会計基準適用に伴う科目変更管理表

表３．管理費の事業費配賦基準管理表
備　考

備　考

⇒

項　目

6名×20,000

4名×135,000

表１．受取会費配賦表

公益目的事業の実施に係る費用

理事会5,000円×12回
総会10,000円×2回

100,000

C福利厚生費

退職給付費用

２０１０年度
賃借料

消耗什器備品費
印刷製本費

通話通信料・発送費等・HP費用
毎月発送分

事務消耗品等

コピー機カウンター料 その他　35万円
あおいりんご12万円／基本資料3万円／メンズリ12万

620,000

600,000

公益事業比率

F消耗品費

6,075,000

特別会員会費

A給料手当 1,776,000

D会議費 80,000

新入会員会費 472,500

540,000

入会金 120,000

正会員会費

B退職給付費用 0
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公益目的事業会計 50% 110,000
収益事業等会計 30% 66,000

法人会計 20% 44,000
公益目的事業会計 50% 350,000
収益事業等会計 30% 210,000

法人会計 20% 140,000
公益目的事業会計 50% 100,000
収益事業等会計 30% 60,000
法人会計 20% 40,000
公益目的事業会計 50% 0
収益事業等会計 30% 0
法人会計 20% 0
公益目的事業会計 50% 65,000
収益事業等会計 30% 39,000
法人会計 20% 26,000
公益目的事業会計 50% 2,313,000
収益事業等会計 30% 1,387,800
法人会計 20% 925,200

表４．　支払負担金内訳
項目 基本 単価 人数 基本+単価*人数

JCI 1,165 45 52,425
JCI追加 1,165 5 5,825

58,250
日本JC 30,000 5,000 45 255,000
日本JC前期追加 5,000 2 10,000
日本JC後期追加 2,500 3 7,500
地区 5,000 1,500 45 72,500
地区出向 10,000 1 10,000
地区追加 1,500 3 4,500
ブロック 20,000 5,000 45 245,000
ブロック出向 7,000 4 28,000
ブロック追加 5,000 5 25,000

657,500
国際協力金 1,825 50 91,250
We Believe 3,000 50 150,000

957,000

L修繕費

K雑費

H光熱水料費

IJ賃借料

合  計 4,626,000

M燃料費

0

130,000

期首45名×5,000円
アカデミー4名×7,000円

200,000

前期5名×5,000円

220,000

700,000

光熱費等

コピー機リース、家賃等

(期首45名＋年間5名)×3,000円

JCI小計

合　計

備考
期首45名×1,165円
年間5名×1,165円

期首45名×5,000円
前期2名×5,000円
後期3名×2,500円
期首45名×1,500円
ゼミナール1名×10,000円
前期3名×1,500円

JCI小計

(期首45名＋年間5名)×1,825円
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2018年度

公益社団法人弘前青年会議所

出 向 者 挨 拶
年間公式スケジュール



 

２０１８年度出向者挨拶 
東北地区協議会 東北ゼミナール委員会 会務担当副会長  三國 典央 

 
 

2018年度、新たなご縁をいただいて東北地区協議会に副会長として出向をさせていただ

くことになりました。 

2018年度、東北地区協議会は、泉 JC より出向する渡部洋平会長のもと、「型破りな人

財が導く結の精神溢れる東北の実現」を基本理念に、そして「覚悟をもって挑戦し続けよ

う～限りなき可能性を信じて～」をスローガンに 1年間活動、運動を進めて参ります。そ

の中で私は会務担当副会長として東北ゼミナール委員会をお預かりすることとなりました。 

2018 年度日本青年会議所会頭を務めます池田祥護会頭の会頭所信や渡部会長の意見書

には、人財育成、ひとづくりの重要性が強く訴えられており、実際に最も注力していると

言っても過言ではありません。その中で 2018 年度東北地区協議会では第一（筆頭）会議

体であり、人財育成そのものの部分を担う東北ゼミナール委員会を預からせていただくこ

とに、やりがいと、すさまじいまでの責任と重圧を 2017 年秋口ぐらいから感じっぱなし

であります。 

浅学非才の分不相応な身ではありますが頑張って務めてまいります。 
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２０１８年度出向者ご挨拶 

青森を牽引する人財育成委員会 委員長兼塾長 
工藤 順敬 

 
 

2018 年度公益社団法人日本青年会議所東北地区青森ブロック協議会青森牽引する人財

育成委員会委員長兼塾長という役職で 1年間頑張ります。 

身体を壊さないか、寝不足にならないか、イライラしないか、過食にならないか、拒食

にならないか、ノイローゼにならないか、肌荒れないか、便秘にならないか、白髪が増え

ないか、禿げないか、PC の容量不足にならないかと色々と不安はありますが、どうにか

なるの精神でのり越えていきたい所存でございます。 

一企業人でありますので、仕事は疎かにせず、プライベートも充実させるためにも効率

と、有効的な時間の使い方を考えながら進めていきたいと考えております。応援よろしく

おねがいします！ 
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例会

総会

常任理事会

理事会

主要行事

全国城下町シンポジウム

１０日 (水) ７日 (水) ２５日 (水) ２３日 (水) ２０日 (水) ５日 (水) ３日 (水) ７日 (水)

２７日 (土) ２４日 (土) １７日 (土) １４日 (土) １２日 (土) ９日 (土) ２９日 (土) ２７日 (土) ２４日 (土)

３０日 (土)

２７日 (土) １７日 (土)

２７日 (土)

 ８日 (月・祝) １７日 （火） １４日 （火） ２０日 （木） ２３日 （火） １９日 （月）

２６日 (金) １９日 （月） １５日 （木） １７日 （火） １７日 （火） １３日 （水）

２９日 （月） ２４日 （土） ２６日 （月） ２８日 （土） ２３日 （水） ２５日 （月） ２８日 （土） ２１日 （火） ２７日 （木） ２９日 （月） ２６日 （月）

１５日 （月） ９日 （金） ２日 （金） ６日 （金） ７日 （月） １日 (金） ５日 （木） ３１日 （金） １２日 （金） ９日 （金） １日 (土）

１９日 （金） ２日 (日）

１０日 （土）

１１日 （木） １日 （木） １日 （木） ５日 （木） ２日 （水） １４日 （木） １８日 （水） ６日 （木） １８日 （木） ８日 （木） ６日 （木）
１３日 （火） ７日 （水） １９日 （木） １７日 （木） ３０日 （土） １３日 （木） １５日 （木） １３日 （木）

３１日 （木） ２７日 （木）
１２日 （金） １４日 （水） ８日 （木） ２０日 （金） １８日 （金） １５日 （金） １９日 （木） １４日 （金） １９日 （金） １６日 （金） １４日 （金）

１９日 （金） １５日 （木） ９日 （金） ２１日 （土） １９日 （土） １６日 （土） ２０日 （金） １５日 （土） ５日 （金） １７日 （土） １５日 （土）

２０日 （土）
１９日 （金） １５日 （木） ９日 （金） ２１日 （土） １９日 （土） １６日 （土） ２０日 （金） １５日 （土） ５日 （金） １７日 （土） １５日 （土）

２０日 （土）
２０日 （土） ２４日 （土） ５日 （金）

６日 （水） 10/30 （火）
９日 （水） ～９日 （土） ～11/3 （土）

～１２日 （土）

１９日 （水）
～２２日 （土）

２４日 （木）
～２７日 （日）

１８日 （木） １６日 （金） ４日 （木）
～２１日 （日） ～１８日 （日） ～７日 （日）

２１日 （土）
～２２日 （日）

６日 （土） １０日 （土） ３日 （土） １４日 （土） １２日 （土） ９日 （土） １４日 （土） １５日 （土） １３日 （土） １０日 （土） ８日 （土）
７日 （日） １１日 （日） ４日 （日） １５日 （日） １３日 （日） １０日 （日） １５日 （日） １６日 （日） １４日 （日） １１日 （日） ９日 （日）
６日 （土） １０日 （土） ３日 （土） １４日 （土） １２日 （土） ９日 （土） １４日 （土） １５日 （土） １３日 （土） １０日 （土） ８日 （土）
７日 （日） １１日 （日） ４日 （日） １５日 （日） １３日 （日） １０日 （日） １５日 （日） １６日 （日） １４日 （日） １１日 （日） ９日 （日）

コンプライアンス
審査会議

ＪＣＩ緒会議・大会　開催地
【JCI常任理事会/理事会】アメリカ（セントルイス）　【中間常任理事会】アメリカ（セントルイス）
【アフリカ・中東地域会議】ベナン（コトフー）【アジア・太平洋地域会議】日本（鹿児島）【アメリカ地域会議】アメリカ（マイアミ）
【ヨーロッパ地域会議】ラトビア（リガ）【グローバルパートナーシップサミット】アメリカ（ニューヨーク）【世界会議】インド（ゴア）

尾島ねぷた祭り 卒業式

全国城下町シンポジウム

【松江】

新年祝賀会

２４日（金） ２１日（金） ２４日（水） ２２日(木） 12日（水）

１５日（月） ２７(金)～２８日(土) １４(水)～１５日(水)１４日（土）

１４(水)～１５日(水) ７日（金） ８日(月) ６日（火）

９日(火) １３日(火) ９日（金） １１日（水） １０日(水) ８日(金) １０日（火） １０日（金） １１日（火） １０日（水） １２日（月） ６日（水）

１０日（木） ９日(木)弘
前
青
年
会
議
所

８日(木) ８日（木） ９日(月) ８日（火） ７日（木） ６日(金）

２４日(水) ２３日(金) ２２日(木) ２３日（月） ２２日（火） ２２日（金） ２５日（水）

斜里ねぷた祭り会頭公式訪問

１５日 （土）

コンプライアンス 審査会議
【未定】 【未定】 【未定】 【未定】 【未定】 【未定】 【未定】

地域会議

ヨーロッパ地域会議 グローバルパートナー

アジア・太平洋 シップサミット

ゼミナール第４講座

【山形】

【】

ゼミナール第５講座

【青森】

【泉】

【泉】

【三沢】 【横手】 【塩釜】【鶴岡】

全国大会
【宮崎】

【宮崎】

ＪＣＩ世界会議
【宮崎】

【宮崎】

【五所川原】【秋田】

東北青年フォーラム ゼミナール閉校式

２９日(土)～３０日(日) 日(土)～日(日) ２日(土)～３日(日)

３０日（土）～１日（日）
閉校式・アワード

【八戸】
３０日（土）～１日（日）

ブロック大会
【八戸】

１８日(土)～１９日(日)

８日 （土）（土） １４日 （土） １２日 （土） ９日 （土） １４日 （土） １３日 （土） １０日 （土）

青
森
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会

Ｊ
Ｃ
Ｉ

ＪＣＩ諸会議

（ＧＰＳ）

ＮＯＭ主要事業

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

２４日（土）

【福島】

【八戸】
アカデミー大学 第３講座 第４講座

【青森】

1月

役員会議
【青森】 【青森】 【青森】 【青森】 【青森】 【青森】

東
北
地
区
協
議
会

正副会議

正副拡大会議

役員会議

会員会議所会議

主要行事

【仙台】

ゼミナール開校式 ゼミナール第１講座 ゼミナール第２講座

【仙台】

【水沢】

１７日(土)～１８日(日)

【弘前】 【十和田】

公益社団法人弘前青年会議所　２０１８年度年間スケジュール（案）ver.５

１２月

1日(土)～2日(日)
ゼミナール第３講座 ゼミナール第３講座

１１月

【青森】

【いわき】 【八戸】

【青森】

７日(水)・２８日(水)

【陸中宮古】 【能代】

２８日（土）

【未定】 【未定】

【】

【京都】

【弘前】 【一関】

１４日(土)～１５日(日)

【秋田】

【東根】

【仙台】予定 【福島】 【青森】

【未定】

【山形】

【三沢】【】

（JCI MYE）
ＪＣＩ常任理事会/ アフリカ・中東 アメリカ地域会議 JCI中間常任理事会

主要行事

【泉】 【仙台】 【三沢】

【仙台】

【八戸】
新春名刺交歓会

１９日（土）
開校式 第１講座 第２講座

【八戸】

【青森】 【黒石】

１０日 （土） ３日

地域会議

【東京】

【】

京都会議 金沢会議 国際アカデミー

サマーコンファレンス

【京都】 【金沢】 【姫路】

常任理事会

ブロック会長会議

総会

日
本
青
年
会
議
所

そ
の
他

その他

６日 （土）

公益審査会議

財政審査会議

理事会 【京都】

（ＪＣＩ　ＪＥＭ／ＪＢＭ）

【京都】

正副会頭会議

理事会

【京都】

会員会議所会議
【八戸】 【三沢】 【青森】 【弘前】 【五所川原】 【黒石】 【むつ】 【十和田】 【未定】
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基本理念

基本方針

１． 地方創生と事業創造による経済大国日本の復権

２． 教育再生と国際競争力向上による自主自立国家の確立

３． 世界との普遍的なつながりによる調和の実現

４． 人財育成と組織連携が生み出す社会的信頼の確立

５． 「個」のつながりと調和による盤石な組織の確立

公益社団法人日本青年会議所
２０１８年度　基本資料（案）

基本計画
（基本理念・基本方針）

愛と希望溢れる国　日本の創造

「和」の精神性が導く
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公益社団法人日本青年会議所 ２０１８年度 会頭所信

池 田 祥 護

日本といふ國では、古来より自然に存在するすべてのものに神が宿っているとされ、我々

日本人は、八百万の神々に感謝と畏敬の念を抱き続けてきた。万物に感謝するという精神

は、日本人の根幹を成す「和」の精神性であり、自らの幸福感を高め、人生を肯定的に評

価できるようになり、世界をより良い道へと導くことができる精神である。そして、世界

をより良い道へと導いていくためには、志を立て覚悟をもって挑戦し続けていかなければ

ならない。即ち、誠を尽くすことである。だからこそ私は、万物に感謝の心を以て、公に

誠を尽くす。

生きることに満足したいなら、自らの運命を愛そう。自らが愛した運命は、己の道とな

り、未来を切り開いていく力へと柔軟な変化を遂げる。世界すら変えられるその力を、私

は希望と言う。

はじめに

志を立て覚悟をもって挑戦するということを、私は青年会議所という学び舎で知る。入

会以前の私の挑戦は、敷かれたレールをただただ歩んでいたに過ぎない。失敗を恐れ、周

囲の評価を気にかけ、自らを曝け出し物事と正対することを避けていた。誰よりも自らが

己の可能性を閉じ込めていたのだ。類を見ない天災に見舞われ自身も窮地に立たされてい

るにもかかわらず、自らの利より地域のため、人のために命をかけて行動する同志の姿、

侃侃諤諤と子供たちの未来のために本音で語り合う同志たち。そこには覚悟があった。私

はこの学び舎で自らの理を知り、そして何より志を立て覚悟をもって挑戦することを学ん

だのである。

自らの運命と向き合った時、いずれ訪れる死という宿命から逃れることはできない。幼

少期、影響を受けた恩師の死という現実の理解に苦しんだ。指名を受けて泣き叫びながら

弔辞を捧げたことは今でも忘れられない。そして、青年期には、友人の死を目の当たりに

した。志半ばで不慮の事故により亡くなった者もいれば、自ら命を絶つ者もいた。

人間とはなんぞや

人間が生きるとはなんぞや

第２次世界大戦が終結（大東亜戦争敗戦）を迎えて間もない頃、欧米列強諸国から伝え
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られた一神教の存在に強く影響を受けた神道の存在が大きく捻じ曲げられ、否定すらされ

た時代に、小さなお宮の息子として生を授かった父は、神主としての宿命を背負い生きる

ことに苦しんだという。将来に不安を感じた父は、地域の守り神を祀り地域の人々の幸せ

を願い祭祀に勤しむ神主という運命を受け止めると同時に、地域社会の発展を「志」に掲

げ、実業家として自ら未来を切り開くと決めた。父の教育関連事業の創業と刻を同じくし

て私は生を授かった。幼少期の私には、創業期と青年会議所活動が重なり多忙であった父

とほとんど一緒に過ごした記憶がない。少年期には事業が軌道に乗り始め、讃えられる父

と比較されることに嫌気がさし、何をしても思うように物事が進まず、失敗することを恐

れて保身に走り、現実から目を反らしていたことがある。もがき苦しみながら、自暴自棄

に陥り、時には自らの存在を否定し、命を絶とうと思ったこともあった。要は、ただの甘

えである。今振り返ると、時にぶつかり合いながらも、その都度正面から向き合ってくれ

た父の愛情に、私は何度も助けられていたのだと感じる。そのような矢先に私は奇跡に遭

遇した。スポーツ不毛の地という雪国で、誰しもが反対し、不可能だと言われたプロサッ

カーチームの成功である。有料でのスポーツ観戦が当たり前ではなく、プロスポーツチー

ムは大企業が支えるということが常識だと言われている時代に、無数の市民が一つになっ

て、まるで燃えあがる祭のように地域が息づいている場面を目の当たりにしたのである。

満員で溢れかえるスタジアムにて、地域の人々の心が「和」となってつながり、様々な奇

跡が運命的に起こったのである。まだまだ生きる目的が定まっていなかった私は、その光

景を目の当たりにし、ただただ涙が溢れ出し、己の小ささに恥ずかしさを覚えた。たった

一度の人生において、いつか死を迎えるという宿命と己の運命を重く受け止め、「世のた

め人のためにこの人生を捧げる」という使命を自覚し、自ら未来を切り開いていくと決意

した瞬間でもあった。これが、私という一人の人間の人生を綴った物語の一篇である。

「日本といふ國」の使命

日本は、古事記、日本書紀に代表される神話が存在する国である。神話には、平定の世

を治めるために宮崎の地に天孫が降臨し、自然界に存在するすべてのものに神が宿ってい

るとされ、八百万の神々への感謝と畏敬の念が著されている。日本人のものの考え方には、

「和」の精神が根付いている。「和」の精神とは、誰とでも仲良くするということではな

く、波風を立てなければ良いとか、自分を押し殺し相手に合わせれば良いということでも

ない。

和を以て貴しと為し、忤ふること無きを宗とせよ （十七条憲法）

「和」とは、それぞれが力を発揮して、調和がとれている状態のことである。これは新

しいものを生み出す大きな力となるが、「和」を実現することは容易ではない。人である

以上、個性と個性とのぶつかり合いが多くなることが、世の常だからである。新しい大き

な力を生み出すためには、調和を図り、相手や状況に応じて柔軟に対応していくことが求
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められる。自然の様々な現象に調和を見出し、自然と調和して生きるように心がけてきた

のが、日本固有の精神性なのである。何かの計画を実行するとき、互いを信じて取り組ん

でいると、初めは不可能かと思えたような課題でも、信じられないほど解決の糸口が次々

に湧き出てくる。調和は集団を一体化し、単なる要素の総和を越えた創造力を生み出す。

すなわち、日本といふ國は、自己主張や利己心を慎み何事も譲り合いながら、「和」の精

神を尊ぶ世界で稀有な国家なのである。そして、この「和」の精神性こそが、世界の手本

となることで、宗教と思想の対立を超えた真の世界平和へ導いていけると私は考える。

平成時代の終焉

我が国は、平成時代の終焉を迎えようとしている。現在の経済状況はというと、バブル

経済崩壊以降、低成長の続くこの３０年を指して、「失われた３０年」という人もいよう。

思えばこの３０年で日本を取り巻く世界の環境は大きく変化した。

まず、グローバリズムの進展である。かつての先進国市場は、Ｇ７の５億人の市場であ

った。東西冷戦終結後、一気にＥＵは拡大し中国、ロシアなどの新興国も経済成長を遂げ、

Ｇ２０の４０億人の市場が誕生した。一方で、製造業の生産工程はモジュール化し、それ

ぞれのモジュールの世界最適国で生産がなされ、製品化されるようになった。日本のメー

カーは、次々に製品のトップシェアを奪われ、苦境に立たされる場面が増えた。

そして、株主価値経営の浸透である。上場企業の株式の外国人持ち株比率が急増し、売

上やシェア至上主義の経営からＲＯＥ、ＲＯＡを重視する経営へと移行した。経営者は従

来の取引慣行の見直し、雇用システムの流動化、不採算部門や資産の売却などを迫られた。

一方で、国際的アライアンスやＭ＆Ａ、外国人取締役の選任なども目立ってきた。

さらに、デジタル化、ＩＣＴ化の進行である。情報は世界中を駆け巡り、技術のキャッ

チアップも容易となった。新たな技術の登場によって短期間に市場そのものが消滅する時

代となった。経営は常に次の変化を読み、新たな決断をし続けなければならなくなったの

である。

こうした大きな３つの経済変化の潮流の中で、日本と日本人が翻弄されてきたのが平成

の３０年間であった。今にして思えば、「平」らな「成」長率以外は、激動の３０年であ

った。

我々青年は、新たな希望の光を見出さなければならない。この平成時代の終焉を必ずや

次世代の日本の繁栄の礎とすべく、「和」の精神性を主軸としたナショナリズムの醸成と

経済大国としての復権、そして国際社会との日本的な融合を果たし、愛と希望溢れる国 日

本の創造に向けて、全身全霊を傾け歩んでいこうではないか。

政策立案と社会実験

我々は、より良い社会へと導いていくために、政治を動かし社会を変える“政動社変”

の精神を身に纏い、政策を立案し行動に移していく必要がある。そして、多くの社会問題

を解決するべく運動を展開していくことが肝要なのである。我々が生きていくにあたり、
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必ずや解決していかなければならない社会問題は存在する。社会問題を解決していくため

に、スピード感をもってＰＤＣＡを繰り返す。今考えられる最良の仮説を考え抜き、一つ

ひとつ経験を積み重ねながら学び、戦略・戦術を修正していく。これを素早く繰り返す。

どんな仮説にも想定内の結果と予期されない結果があることは、世の常であり、有効な手

段を見つけるまで、何度でも試行錯誤を続けていくことが大切なのである。諦めてはいけ

ない、思考していくことを絶対に停止してはならない。そして、最良の解決方法が見つか

ったとき、それを仕組みとして組織化していくことで、より良い未来へ導いていけると確

信している。これが、公益社団法人日本青年会議所２０１８年度に推進していく運動・活

動の普遍的な行動指針である。

経済再生で日本創生

デフレから完全脱却するために、経済を再生することが必須であり、引き続き政府に対

し財政出動を訴えていく必要がある。平成時代の終焉を迎えるにあたり、デフレーション

から完全脱却を果たし、希望溢れる未来を次世代に引き継いでいかなければならない。経

済とは、「世を經
おさ

め、民を濟
すく

う」という「経世済民」に由来する言葉であり、世のため人

のため、日本の未来のために投資を行っていかなければならないのである。

昨今、財政出動を行うにあたり、プライマリー・バランスの維持が争点となっているよ

うだが、デフレ期においてプライマリー・バランスの黒字化に固執することは、国家の衰

退を招きかねない。国民が未来に対して不安を抱え、民間レベルでの未来への投資が手控

えられている状態では、増税や政府支出の抑制は経済に対して想定以上のマイナス効果を

もたらすのである。デフレ期にプライマリー・バランスの黒字化を求めるのではなく、ま

ずはデフレからの完全脱却を果たし、国民の将来への不安を一掃し、希望溢れる未来を描

ける状態にしなければならない。デフレの元凶である総需要の不足を解消するための政策

は、やはり一刻も早い社会開発投資である。つまり、インフラ整備や技術開発へ政府の財

政出動を促していかなければならない。災害大国日本において、インフラ整備による国土

強靭化は不可欠であり、防災安全保障にとっても重要事項なのである。２０１７年度も提

言を繰り返してきたが、インフラ先進国であるイギリスやドイツと比較すると、日本にお

けるインフラ整備は発展途上であり、インフラ後進国と言っても過言ではない。インフラ

を強化し、国土強靭化を推進することは、地域間連携において新たな可能性を広げ、地方

創生を促し、日本創生を果たす上でも最重要施策なのである。

災害大国日本において、もう一つ取り組んでいかなければならない喫緊の課題がある。

人的ネットワークの確立である。大規模災害発災直後には、素早く情報を収集し、混乱を

招かないためにも正確な情報を発信し、的確な災害支援をしていかなければならない。そ

のために、今まで経験を積み重ねてきたノウハウを検証し、防災・減災体制のあり方も整

えておく必要がある。そして、総合調整機関としての役割を果たし、各地会員会議所をは

じめ関係諸団体との人的ネットワークをあらかじめ構築していくことも必要なのである。

被災地に心を寄せ、風化させることなく支援を継続していこう。
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5 

事業創造で日本創生

２０１４年５月に民間有識者団体・日本創生会議は、全国の地方公共団体のうち約半数

は人口減により将来消滅する可能性がある「消滅可能性都市」であると発表した。これを

受けて政府は、同年９月、まち・ひと・しごと創生本部を設置し、今日に至るまで地方創

生に資するあらゆる施策を打ち出してきた。特に地域における雇用創出は、最重要課題と

なっており、地域における起業の支援、あるいは地域中核企業のイノベーションの促進、

老舗企業の第二創業支援、経営状態が悪化した企業の再生による雇用を維持するための施

策等を打ち出していく必要がある。

我々には全国津々浦々に６９６もの会員会議所があり、それぞれが事業創造意欲のある

若手経営者の集団である。この貴重なネットワークを活かしながら、政府・地方公共団体

と連携して、それぞれの地域にあった有益な情報を共有しつつ、地方創生を牽引していく

主体として、自覚をもって事業に取り組んでいきたい。こうした政府の地方創生に関する

施策の情報は、日々のビジネスに忙殺される地域の中堅・中小企業の経営者にはなかなか

届きにくい。そこで、政府の成長戦略、規制改革、国家戦略特区、官民ファンドなど、内

閣官房の主要施策をはじめ、各省庁の主な審議会での議論など、日本最大のシンクタンク

である霞が関の有益情報をいち早く理解し、全国の同志たちにわかりやすく伝達する必要

がある。我々は、既に業界団体や商工会議所など、様々な情報チャネルをもっているが、

青年の視点で中長期を見据えた施策には特に注意を払い、積極的に関与していきたい。

また、青年会議所に入会したからこそ、自らの事業を成長させることができたと熱く語

る先輩諸兄が多く存在する。グローバル社会で活躍する人財や、脈々と続く老舗企業を成

長させた人財など、多くの先輩諸兄から学び、我々も青年経済人として、中小企業経営者

として大きく成長し、自らの営みを進化させ、地方創生を果たしていかなければならない。

人財マッチングと少子化対策

２０１８年より全国で１８歳人口の減少が始まり、特に地域においては今後急速に人口

減少が進むと言われている。各自治体でも、まずは未婚率の上昇や晩婚化を食い止めよう

と、出会いの場の設営などの施策を積極的に行っている。我々青年経済人としても、従業

員の育児休暇の取得や時短、残業の削減など子育て環境の改善を中心に協力できる分野も

ある。少子化は様々な要因が複合的に重なり合い、結果として生じる現象である。少子化

対策に成功している自治体や地元の会員会議所から情報を得て、青年会議所としても効果

的な施策を模索していきたい。また、大都市圏で活躍する経験豊かな人財に、地域で働く

魅力を伝え、最大限の活躍が見込まれる地域と結び付けていくことも必要である。

技術開発投資～イノベーションとシンギュラリティー～

Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０は、狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に次ぐ第５フェー

ズの社会を意味し、サイバー空間とフィジカル（リアル）空間が高度に融合した「超スマ
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ート社会」の到来を告げている。第４次産業革命の第１幕であるネット上でのデータ競争

では、プラットフォームを海外勢に握られ、日本は苦戦を強いられているが、第２幕であ

るリアルデータを巡る競争では、何としても主導権を握りたいところである。

そのためには、良質なデータの集積が必須であり、データを提供する消費者や企業、行

政、さらには社会全体の理解と協力が必要となる。しかしながら、ＡＩ（人工知能）、Ｉ

ｏＴ、ビッグデータ、さらにはロボット・テクノロジーといった新しい技術への理解はな

かなか困難であり、社会のコンセンサスは得られにくい。そこで、我々青年経済人が率先

してこれらの新技術の動向を理解し、社会のコンセンサスづくりへ積極的に貢献していく

必要がある。特に、ＡＩ技術は、シンギュラリティーと言われる人間の能力を超越する瞬

間が早晩訪れると言われており、人間社会を脅かしかねないとの不安が付きまとっている。

技術というものは使う人間の人間性によって良くも悪くも利用され得るものである。科学

技術の進歩は、決して止めることはできない。それを如何に良き社会へと活かしていくか

は人間次第である。

地域ブランドと日本ブランド

地域経済が潤うためには、地域で生み出される産品や自然・風景など地域自体の持つ価

値に特別なプレミアム感を持たせる必要がある。いわゆる地域ブランドの価値化である。

そのためには、農林水産品や工業製品であれば厳格な品質管理と市場選別、インバウンド

を含む観光ビジネスであれば地域全体で取り組むイベントやサービスの差別化が重要とな

る。これらはなかなか一企業の努力では実行が難しい事業である。そこで、各地会員会議

所がブランド化のプラットフォームになり、行政や市民の架け橋となって、地域ブランド

化を成功させる原動力となり得るのではないかと考える。

また、地域ブランド化が成功した暁には、今度は世界を相手に売り込み、市場を拡げる

必要がある。その際は、ＪＣＩのネットワークを十二分に活用すると同時に、同種類の各

地域ブランドを統合した「日本ブランド（ジャパン・ブランド）」としての売り込み方も

重要となってくる。国も２０１６年よりＪＥＴＲＯ等を介して日本の中小企業の製品の海

外輸出を後押しするプロジェクトに力を入れている。農産品や観光ビジネスも含めて、積

極的に取り組んでいきたい。

教育再生

教育は国家百年の計と言われるように、一朝一夕に結果がでるものではない。日本の教

育のあり方も、時代を通じて大きな課題として常に問題視されてきた。

日本の戦後教育において、占領政策の影響から捻じ曲げられてしまった、政治、宗教、

神話などの立国や愛国につながる歴史教育、祖先や親を敬い愛情溢れる「家」的道徳や他

を慮る道徳心、主権を行使できる格を備え、政策を見極める力を身に付けた主権者教育な

ど、全うな日本人を育成する教育再生が急務である。また、トランプ大統領がしきりに大

統領選以降のメディアの偏向報道について批判を行っているが、日本でも政治とメディア
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の報道の自由との間でたびたび議論が起こっている。いずれにせよ、有権者である我々自

身がメディアの情報を鵜呑みにせず、正しい情報を選り分けるメディアリテラシーを身に

付ける必要があろう。

学校教育の場でも、そうした能力を身に付けさせるための方策を考える時期に来ている。

欧米諸国では小中学生までも政治について学び、実際の政策の是非について討論を行って

いる。政治に対して正しい批判的態度が取れるよう、教師が公正中立に各政党や候補者の

政策説明を行い、子供同士の議論の手助けをしているという。それが強固な民主主義の基

盤となると考えているのである。我々青年会議所も引き続き公開討論会に加え、こうした

子供たちに対する政治教育を行うことが必要であると考える。

次世代教育の推進

初等教育においては、２００４年１２月に前年の国際学力調査（ＰＩＳＡ）の成績が公

表され、日本の義務教育修了時の１５歳の学力が大幅に低下していることが明らかとなり、

いわゆる「ゆとり教育批判」が巻き起こると、２００８年までの指導要領の改訂により「ゆ

とり教育」に終止符が打たれた。しかしながら、従来型の暗記中心の入学試験のあり方は

余り変化がなく、実際にグローバル社会の場面で使える英語力、議論や交渉に耐え得る論

理力やプレゼン力、そしてクリエイティビティを育むような発想力、加えてＩＣＴ化に呼

応したプログラミング力が求められているにもかかわらず、対応は遅れていると言わざる

を得ない。

一方、高等教育はというと、政府も指標として重視しているイギリスの教育専門誌タイ

ムズ・ハイヤー・エデュケーション（ＴＨＥ）の世界大学ランキングにおいて、２０１５

年に東京大学が初めてアジアＮＯ．１から脱落し、２０１６年には４位、２０１７年には

７位にまで落ちている（世界では３９位）。また、政府からの助成金は毎年約１％ずつ削ら

れており、３５歳以下の若手研究者は半数以上が非正規雇用者で占められている。さらに、

産官学連携もようやく緒に就いたばかりであり、そこからイノベーティブな新技術がなか

なか生まれてこないのが現状である。リベラルアーツも引き続き継続しながらも、一部の

国際競争力のある研究を行なう研究型と、より実務能力を重視した実践型に峻別していか

なければならない。

まさに、２０１８年は１８歳人口の減少が始まる年だといわれている。生産年齢人口の

減少が進む中、国際社会での生き残りをかけて、経済成長を維持するためには労働生産性

を高めなければならず、その意味でも教育の重要性が問われている。我々青年経済人こそ、

各地域において、率先して地域の知的財産というべき地元教育機関と連携しつつ、それぞ

れの特色を活かしながら、産官学連携体制を構築していく必要がある。

憲法輿論喚起とスマートな防衛のあり方

いよいよ憲法改正の是非について、これから改正案の中身の議論へと進みつつある。我々

青年会議所も２００５年から憲法草案をまとめ、世に問うた訳である。あれから１２年余
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りが経ち、与党が国会議員の３分の２を超える議席を占め、憲法改正の発議が可能である

今、改めて発議の争点に関しての議論を深め、後世に対し、日本人として誇りをもてる憲

法にしていく必要がある。憲法改正議論の中で、最も重視されているのが、憲法第９条で

ある。東アジア情勢が緊迫化し、周辺有事だけでなくミサイルの飛来による首都東京への

直接攻撃の可能性が否定できない中、自衛隊の重要性はますます高まっている。そのよう

な中で、自衛隊の存在をしっかりと憲法の中で位置付けし、役務の危険度に応じて必要な

体制を認めていくことが、隊員たちの士気と安全性を高めることにつながるのである。

自衛隊の海外派遣に関しても駆けつけ警護を含め、いよいよ危険度の高い地域での活動

が要請されるようになる可能性が高い。現地での危険情報を矮小化して扱い、隊員に軽武

装のまま現地で任務にあたらせ、彼らにのみ生命のリスクを負わせることがあってはなら

ない。ハイテク機器も活用して、精神論と人海戦術に頼るだけではないスマートな防衛体

制の構築を、我々もサポートしていく必要がある。

リベラル・ナショナリズム

近現代において、グローバリズム、あるいはそれと特に深く結び付いた概念であるリベ

ラリズムの流れの中で、マネーが世界中を自由に駆け巡っている。特に今世紀に入り、新

自由主義的な政策が各国政府の主流となる中で、貧富の差の拡大が顕著になり、中間層の

生活が厳しさを増すようになってきた。そこで、彼らの支持を背景に米国のトランプやフ

ランスのルペン、あるいはＥＵ離脱を決めた英国の保守層などにみられるようなナショナ

リズムが昨年来から復権し始めた。特にトランプ大統領の言動を見ていると、不法移民排

斥、イスラム教徒の抑圧、ＴＰＰ離脱にみる保護主義貿易化など、これまでの世界のグロ

ーバリズムの動きに逆行する政策を次々に打ち出している。米国にはこうした旧来型ナシ

ョナリズムに反対する若者や知識層も多いと聞く。

このグローバリズムと旧来型のナショナリズムの相克を踏み越えることはできないもの

であろうか。そこで注目したいのが、「リベラル・ナショナリズム」という政治哲学の一

潮流である。この言葉は１９９３年にイスラエルの政治哲学者であり、のちに教育相とな

るヤエル＝タミールが最初に用いたと言われる。この相反する二つの概念を結合した言葉

が、米国における多文化共生を包含する考え方の一つとして注目されてきている。

リベラリストが価値を置く自由や人権、平等といったものを現実社会で担保するために

は、その前提として国家という運命共同体意識、すなわちナショナリズムがなければ、実

現し、維持し得ないというこの考え方は、これからの日本の保守主義のあり方として、ま

た、日本の国柄である「和」の精神性と照らし合わせても、我が国と親和性が高く、価値

のある概念だと捉えられる。「リベラル・ナショナリズム」という新たな概念の下、国家

と国際社会との日本的な融合を目指すことができるのではないかと思う。

公益資本主義

今から１５０年前の１８６８年（明治元年）１１月、フランスから戻った渋沢栄一は、
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徳川慶喜のもとに馳せ参じ、日本で初めての組織的な株式会社の形であると言われる「商

法会所」の設立を建議、翌年１月には設立に漕ぎ着けたという。その後、渋沢の手掛けた

会社は５００社に及び、その著作「論語と算盤」という名の通り、利益だけを追求するの

ではなく、商道徳に適った経営を行うことを強調したのである。その後、渋沢は６００を

超える福祉事業にも関わることとなった。

一方、１００年前の１９１８年に自ら大阪にて起業したのが、松下幸之助である。日本

で初めて週休二日制を取り入れたり、従業員のために企業内病院を設置したりと、社員の

福利厚生に心を砕いた。さらに、全国４７都道府県にあえて工場を設立し、地域の雇用対

策に一役買っている。また、４０年前の１９７８年８月、日中平和友好条約が締結され、

同年１０月、鄧小平が大阪のＴＶ工場を見学、松下に中国の近代化に協力して欲しいとの

依頼をし、全面協力することを約束した。そして、その９年後に中国における日系合弁企

業第一号として北京にＴＶのブラウン管工場を設立、松下電器の名は「井戸を掘ってくれ

た友人」として中国国民に広く知られ、愛されることとなったのである。

こうした渋沢や松下の行動は、一経営者や一企業が私利を意図してとられたものでは毛

頭ない。彼らは、他利、あるいは公益を考え、意を決しリスクを覚悟して行動したのであ

る。我々青年経済人も、こうした先人に恥じぬように、目に見えるものを大切にする株主

資本主義ではなく、目に見えないものを大切にする公のための資本主義の仕組みを考え抜

き、２０１６年から取り組んでいるＶＳＯＰ運動（本業を通した社会貢献）も引き続き展

開していくとともに、従業員や取引先、地域や国家、国際社会のために公益を増進すべく

国内外において運動を展開していこう。

国際社会で活躍する和衷協力の精神を兼ね備えた人財の育成

日本は、国際社会と相互に関連し複雑に依存し合っている。世界の平和と繁栄なくして

は、我々が住まう日本の安寧もありえないのである。東日本大震災による被害の大きさに

絶望を感じながらも、礼節を重んじ、他を慮る心をもって復興に取り組んでいる日本人の

精神性が世界から賞賛されたことは、記憶に新しい。国際社会の一員である我々は、新た

な刺激や価値観を創出する機会に積極的に関わらなければならない。恒久的な世界平和の

実現に向けて、継続的に取り組んできた日ロ、日中との関係構築はもちろんのこと、青年

会議所のネットワークを存分に活用し、世界各国との対話を推進するとともに、心を合わ

せて国際交流を積み重ね友情を育みながら、お互いを尊重することによって相互理解を深

めていく必要がある。そして、国際的な視野を醸成し、積極果敢に国際協力や国際問題に

取り組むような世界で活躍するリーダーを育成していかなければならない。また、世界に

は、現に貧困に苦しみ、紛争に巻き込まれている何の罪もない子供たちがいるという現実

を理解するとともに、日本に住む子供たちにも国際社会が抱える問題に取り組む機会を提

供し、将来的に国際機関へ「和」の精神性を兼ね備えた人財を輩出していく必要がある。

世界との普遍的なつながりの創造

81



明治維新１５０周年を迎えるにあたり、九州は鹿児島の地でＪＣＩアジア太平洋地域会

議が開催される。鹿児島は、世界的に稀有な社会改革「明治維新」を導いた多くの先人た

ちの出身地であり、幼少の頃から郷中教育によって正義と心のやさしさを学び、溢れる希

望と爆発的な行動力をもって現代日本の創造に大きな役割を担ってきた。

世界では１３４の国と地域に青年会議所が存在し、内容は違えども同じ志をもって活動

している仲間が約１６万人在籍する。なかでもアジア太平洋地域においては、約１０万人

と最大の会員数を誇る。２１世紀の世界の中心は、アジアを起点に動き出している。その

アジアの仲間たちとともに、新たなアジア太平洋地域の未来を考えると同時に、日本の魅

力を伝えていく大会にしよう。開催国として世界の仲間たちを盛大に迎え、深い友情を育

み、普遍的なつながりを創造し、恒久的な世界平和の実現の礎となる有意義な大会を成し

遂げよう。

奇跡を起こす人財の育成

本年度も引き続き日本アカデミーを開催し、奇跡を起こす人財を育成する。全国行脚を

し、情報交換をすると、常に課題に挙がるのは、会員拡大と入会間もないメンバーの育成

についてである。理想は、拡大運動をすることなく入会者が増加していくことである。青

年会議所に入会したら、社会の発展に寄与できる人財として成長することができるという

ことを、一般常識として認知されることが必要なのである。一人ひとりが成長を遂げなが

ら、社会においてあらゆる分野で活躍し、憧れの存在として昇華しているならば、必然的

に入会数は増加していくと確信している。その理想に一歩でも近づくためには、現状を打

開すべく、一人ひとりが当事者意識をもって会員拡大を行い、自らが成長を遂げていかな

ければならない。市民からの共感と信頼を得るために会員拡大を行うことは、己の指導力

を高めていく、我々自身のための運動でもある。私自身、会員拡大を行っていると、否定

的な意見を聞くことや入会を断られることもあり、私の伝える力の足りなさ、私自身の魅

力の無さを痛感し、ひいては私自身が信頼を得られていないのではないかと不安な思いを

何度もしてきた。昨年全国のメンバーの平均在籍年数は４年５ヶ月となり、決して入会が

遅いことで青年会議所における学びを得ることができないわけではないが、在籍年数が長

ければそれだけ多くの機会に出会うことができるのも事実である。２０歳から４０歳まで

の青年期は、人生を生き抜く力を身に付ける大切な時期である。私は、次代の指導者と成

り得る一人でも多くの若き仲間たちに、貴重な経験や機会を得ることができる青年会議所

という学び舎を知って欲しいと思う。少しでも早く入会し、青年会議所の魅力を知っても

らうことも大切なのである。私は、青年会議所における様々な運動、活動を通じて、劇的

に成長してきた仲間たちを何人も見てきた。現役中に成長し続けているＪＡＹＣＥＥもい

れば、卒業してから大飛躍するＪＡＹＣＥＥもいる。青年会議所という学び舎を通じて、

日本の未来を切り開くために、一人でも多くの新しい仲間とともに活動できることを望む。

そして、時代に即したアカデミー制度を確立させ、全国各地で実施していく。新しい仲間

が心身共に大きく成長したＪＡＹＣＥＥとして、地域に、日本に、世界において活躍する
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ことを切に願う。

スポーツで地方創生～東京オリンピック・パラリンピック競技大会を控えて～

２０２０年開催予定の東京五輪に向けて、各競技種目で若い力の台頭やプロスポーツチ

ームの活躍がニュースとして取り上げられるようになり、選手の出身地域では、そのこと

が地域に活力を与えている。我々の幼少期に比べるとスポーツの環境は整備され、子供た

ちの競技レベルは遥かに向上してきた。しかしながら、種目によってはなかなか練習環境

に恵まれず、選手個人の努力でトレーニングを続けているケースもある。五輪種目は、今

後も継続される可能性が高いため、地方公共団体ごとにマイナー競技を積極的に地域活性

化の機会として活用し、継続支援していくことを検討する必要がある。また、政府にもそ

うしたサポート体制の構築を訴えていく。スポーツは、子供たちの夢であり、それを後世

につなぐことができるのは、我々青年経済人である。

また、パラリンピックは、東京の競技会場および地域の練習会場周辺において、障害者

の移動の妨げになる箇所を検証し改善するまたとない機会である。同様に多くの外国人旅

行者の訪日で、日本各地で案内板などのグローバル表示を進めていく必要がある。そうし

た意味で、２０２０年は、世界や障害者に開かれたまち、開かれた国にする第一歩として

位置づけることができる。我々もそうした視点で、未来を見据えた東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の成功を様々な形で支援していきたい。

組織力の強化

近現代における情報発信のあり方は、ＩＣＴ化の進行により、容易に世界中へ発信する

ことが可能となった。我々が取り組んでいる運動を外部に向けて適宜発信していくことは

必要不可欠であり、組織のブランディングを高めていくことにも必ずつながってくる。公

のためにしている尊い運動を、対内外に周知してもらい、存在価値を高めていくことがで

きれば、必然的に組織の価値は向上し、多くの人財が入会してくることにもつながってい

くと確信している。時代の変化を読み、最善の方法を模索し、スピード感をもって効果的

な情報発信に取り組んでいく。

組織とは、「個」の結集であり、組織力を高めていくためには、一人ひとりの主体的な

参画とメンバー同士の深い交流が必要不可欠である。我々の組織は、限りない可能性を秘

めている。我々は、自分一人のために活動するのではなく、「個」である一人ひとりが多

様な価値観をぶつけ合い、また互いに相寄り理解し合うことにより、有機的なつながりを

もった強固な信頼関係を構築していくことができる。「個」で挑む力よりも、「個」の結

集した強固な組織とならなければならない。そのような組織こそが、力強い運動を展開し、

地域の発展のために取り組んでいけるのである。

我々の運動を力強く展開していくためには、磐石な会議運営が不可欠である。また、我々

の活動費はメンバーからの貴重な財源により運営されており、公益社団法人としての会計

の透明化と財務体質の健全化並びにコンプライアンスの徹底といった高い精度の運営が求
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められている。今後もあらゆる点で、我々が目指すべき社会の実現のため、そして我々自

身とその家族のために、堅実に運営していかなければならない。今後も財務基盤の強化を

図り、安定的な財源の確保と、あらゆる価値と生産性を高める運動を継続していかなけれ

ばならない。

結びに

我々は、無限とも言える空間の広がる宇宙に抱かれ、その中の一つの惑星でしかない地

球の自然の摂理の中で生かされている。決して一人で生きているのではなく、祖先がいて、

両親がいて、そして今、我々はこの世に存在している。宇宙の時間軸の中では一瞬とも言

える我々の人生をどのように生きるべきか。すべての関わる人、すべての機会に感謝する

ことを忘れず、たった一度きりの人生を大切に生きようではないか。

何かを揶揄する前に、己自身の襟を正し自己研鑚に努めよう

自らを変えられないものに社会を変えられるはずはない。青年会議所という学び舎で得

たことを、関わっているすべての人々に行動で示そう。今は大変でも、その先には「明る

い豊かな社会」がある。その明るい未来につながる扉を開こうではないか。変革者たらん

我々青年が、能動的に活動できる機会を通じて、多くの知識を学び活用する。そして、成

功、失敗の経験を繰り返し、見識として己の徳を積む。時には、どんな困難が立ちはだか

ろうとも、断固たる決意をもち、志を立て、未来を切り開いていかなければならない。現

状に満足せず、何事にも挑戦し続けるという強い意志がそこになければ、人の営みは停滞

し、社会は瞬く間に活力を失う。変化を恐れ挑戦しないリスクは、失敗するリスクよりも

はるかに大きいものである。しかし、そこに気付く者は極めて希だと考える。

我々を取り巻く環境は一人一様であり、自らを取り巻く環境における問題で苦労してい

る人もいるとは思う。しかし、不平不満を言う、できない理由を並べる、最初から無理だ

と思ってしまうのではなく、修練という成長の機会を与えてもらっていると前向きに捉え、

どうやったらできるかを考え抜き、何事も全力で挑戦しよう。青年会議所という世界中に

ネットワークがある奥深い組織から学びを得てみよう。必然的な出会いがあり、嬉しくも

悔しくも前向きな涙を流すことができ、感動を味わうことができる。そして、まだ見ぬ世

界を一歩踏み出すことで素晴らしい機会がある。青年会議所はそんな唯一無二の団体なの

である。

「明るい豊かな社会」の実現は、人財の成長なくしてありえない

故に、我々が変革者たらん「和」の精神性を兼ね備えた人財として成長を遂げ、調和を

生み出し、奇跡を起こそう。
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人は、限りない可能性を秘めている

万物に感謝の心を以て、公に誠を尽くす

愛と希望溢れる国 日本を創造するために
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公益社団法人 日本青年会議所 東北地区協議会 
２０１８年度 基本計画 

 
 

【基本理念】 

型破りな人財が導く 

結の精神溢れる東北の実現 
 

【スローガン】 

覚悟をもって挑戦し続けよう 

～限りなき可能性を信じて～ 
 

【基本方針】 
1. 東北ゼミナール委員会         
基本方針 型を知り意識力に溢れた、未来に希望をもち行動し続けることのできる人財の育成 

2. 東北の未来創造委員会       
基本方針 もっと東北へ！行動力と連携力による豊かさが溢れる輝く東北の実現 

3. 広域連携推進委員会         
基本方針 東北は一つ！強靭な東北の実現へ！ 

4. 東北青年フォーラム運営委員会   
基本計画 持続的発展を可能とする一人ひとりの自覚の創出 

5. 財政規則審査委員会          
基本計画 健全な財政基盤づくりと透明性ある運営による盤石な組織の確立 

6. 総務広報委員会           
基本計画 積極的な情報収集と効果的な情報発信によるＪＣブランドの確立 

 
【事業計画】 

１．組織や地域を牽引できる型破りな人財の育成 
２．東北の地方創生を促進する環境の構築 

３．未来を切り開く東北理事長サミットの実施 

４．地域益を生み出すインフラ投資の促進 

５．一人ひとりにできることの実践につながる市民意識の喚起 
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６．「未来へつなぐプロジェクト～音楽のちから～」の推進 

７．広報の充実によるＪＣブランディング 

８．【地区推】地域ブランドのプラットフォームづくりの推進 

９．【地区推】ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー全国大会の予選大会の実施 
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公益社団法人日本青年会議所 東北地区協議会 

会長意見書 

渡部 洋平 

（所属：一般社団法人泉青年会議所） 

 

 「全人類の光明は、われわれ青年会議所の純粋な正義感と、目的完遂の確固たる実行力
にうらづけられて初めてその輝きを見出し得る。」 

この一文から日本青年会議所設立趣意書は始まる。戦後の荒廃の中から祖国再建の使命
感を抱いた青年が立ち上がり、弛まぬ努力により今日の日本を創り上げてくれた。この時
代に生きる我々は、先達が残してくれた素晴らしい故郷を、未来を生きる人々へより良い
形で遺していくために青年の運動を決して止めてはならない。 

 

 

【はじめに】 

 世界には、１３４の国と地域に１２１の国家青年会議所、４，７６３の会員会議所、そ

して約１６０，０００人の同志が存在している。日本国内に目を向けると、６９６の青年

会議所、そこに約３６，０００名の同志が存在している。先輩諸兄まで考えればその数は

計り知れない。１９１５年にアメリカで始まった青年の運動が１００年超の時間を経て築

き上げられたものであり、これこそがＪＣの最大のスケールメリットである。一人ひとり

の力は決して大きくないかもしれないが、世界の、全国の同志が一丸となることができれ

ば世界を、日本を変えることができる。 

 ＬＯＭに一番近い日本ＪＣはブロック協議会であり、日本ＪＣの運動の推進はブロック

協議会とＬＯＭの連携により全国各地に展開される。では、地区協議会とはなんだろう

か。地区協議会は日本ＪＣの提唱する運動や事業を展開していくだけではなく、理事会に

おいて議決権を有し、地区内のＬＯＭの声に耳を傾け、本会へ届ける役割をもつ。また、

ＬＯＭやブロック協議会としては難しいであろう県域を跨ぐ課題や防災、減災対策など、

広域課題に対しての取り組みを行う。県の枠組みを越えて東北を一体と考え、広域に連携

を図り一丸となることで、地域の活性化は無限の可能性を持つ。東北地区協議会は、この

無限の可能性を少しでも現実に近づけるように邁進する。 

 

【地方創生へ】 

東北地方は、少子高齢化の問題や首都圏への流出による人口減少などが他の地方よりも

進んでいる傾向にある。２０１５年に東北の総人口が９００万人を割り込み、これは様々な
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分野に影響を与え地域経済の低下につながっている。我々は地域活性の基盤である交流人

口の拡大や定住人口の回復を目指し、その方法を探る。 

近年では、有効求人倍率の高まりや完全失業率の低下が進んでいるにもかかわらず、若者

が進学先や就職先を求めて首都圏に転出する傾向にある。これは首都圏が地方に比べ賃金

の高さや多様な就職先など労働環境が良く思われていることに起因するのではないか。す

なわち雇用の創出は地方にとって最重要課題なのである。２０１６年８月には働き方改革

が経済対策の一つとして閣議決定された。働き方改革について、前向きに捉え上手に取り組

むことができれば、雇用を創出できる可能性は十分にある。我々は青年経済人として、地域

経済発展を目指し、自らの事業を成長させるために働き方改革についても積極的に取り組

んでいく。 

また、東北地方には有形無形に関わらず個性的な自然や食、脈々と受け継がれてきた文化

や歴史などの地域資源がある。さらに近年では人々の価値観がモノ消費からコト消費へと

変化してきている。モノは実に世に多く存在し、買い揃えることで満たされるが、さらに生

活を充実させるために、物的な豊かさを得ることから、精神的な豊かさを生活に求める人が

増えているのである。ここにまさに地域活性へのカギがあるのではないだろうか。二つと同

じものが無いものはどこの地域にも確実に存在するはずである。便利さを追求することが

できる都会ではなく、そこに行かなければ体感することのできないものが地方には必ずあ

る。人々が住み暮らす日常のどこにでも新たな価値を生み出す可能性が秘められている。ま

た、それらを単体で捉えるのではなく、組み合わせることやスケールメリットをもって考え

れば、大きなうねりを興せるはずである。 

我々はそれぞれの県域だけではなく、「東北は一つ」を合言葉に東北地方を活性化させる。 

 

 

【「輝く東北」の実現に向かって】 

 東北地区協議会は２０１０年に、東北に住み暮らすすべての人々、その中でも特に子供た

ちの夢と希望に溢れるという意味である「輝く東北」の実現に向かって、東北地区協議会の

道標として「２０１０年代東北ＪＣ運動指針」を策定した。東北のグランドデザインとして、

①住民が一体となって作り上げる豊かな東北。②連携・協働によって世界に踏み出す東北。

③人と自然の支えによって安心して暮らせる東北の３つを掲げている。また、２０１０年代

東北ＪＣビジョンとして、私たち東北ＪＡＹＣＥＥが、子供たちの夢と希望溢れる東北を創

るために、「２０１０年代東北ＪＣ運動」の理念のもと、「輝く東北」へ向けての実践を行い、

ＪＣが地域の「結」となって市民変革運動を興し、「輝く東北」を実現するとしている。そ

の後、２０１２年に追加版として策定された「自立した新東北再建ビジョン」は、東北人と
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してのアイデンティティである「結」の精神をバッググラウンドとし、如何なる国難にも負

けないつよい地域の再生を目指し、「東北コミュニティー」を創造するとある。さらには２

０１３年に「東北ＪＣ宣言」が策定され、２０１６年にこれまで行ってきた東北地区協議会

の運動や事業を検証し、「躍進する東北」を策定している。 

 時代の変化を的確に捉え、その時代に求められているものを策定した東北の道標である

が、根底に存在するのは「東北は一つ」という想いである。東北７７ＬＯＭが東北に暮らす

人々のアイデンティティである「結」の精神をもってそれぞれの地域の特性を生かしながら

同じ方向性を持ち、「輝く東北」の実現を目指す。我々東北７７ＬＯＭがこの道標を意識し

て事業に取り組むことができれば、決して不可能なことではない 

 

【東北青年フォーラム】 

１９５３年の第１回大会から２０１８年で６６回を数える東北青年フォーラムは、公益

社団法人三沢青年会議所を主管ＬＯＭとして開催する。当初は東北地区内の会員交流とい

う趣旨から始まった大会であるが、時代が変わるにつれそれだけに止まらず、東北地区協議

会の運動やその成果を発信する最大の機会と捉えて大会が開催されてきた。今大会におい

ても「結」の精神をもって、主催主管で緊密に連携や調整を図り、東北地区内の会員が一堂

に会する場を創出するとともに、それぞれの地域において持続可能な発展を目指し一人ひ

とりにできることを見出す機会を創出するべく、大会を全力で構築する。米軍基地を有する

ことで多くの外国人が居住しており、交流が盛んな国際色溢れた街、三沢の地で行われる大

会を楽しみにして頂きたい。 

また、日本ＪＣが第１回全国会員大会を開催するにあたり、第４代会頭服部禮次郎先輩が

次のように述べられている。 

「全国会員大会は全国のＪＣ並びに全会員が自由に討論でき、お互いのコミュニケーシ

ョンの円滑化を図るべき場である。全国会員大会は単なる物見遊山でもなければ酒宴でも

ない。いわんやそれをダシにして羽目を外したりするためのものではない。主催者側は遠来

の人を遇する法をよく研究し、人と人との接し方を検討し、参会者は地域の旧習にある程度

の寛容を示しつつその改善を示唆し、ともに助けて（１）人の迷惑にならず、人のためにな

る集会（会場の出入り集散等すべて外部の人から見てもなるほどＪＣの人たちは違うなあ

という印象を持たれるような集会）。（２）参会したあとで参加者一同の胸の中に心の成長を

感じるような集まり。（３）参会したあと長くその土地の人によき感銘を与えるような集ま

りを持ちたい。」 

主管を務める三沢ＪＣが１９６３年の創立以来、地域において永きに亘り実績を重ね信

頼を積み上げてきた歴史の１ページに、「長くその土地の人によき感銘を与えるような集ま
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り」として東北青年フォーラムが刻まれるように、大会を全力で創り上げる。 

 

 

【組織や地域を牽引する「型破り」なリーダーの育成】 

近年、多くのＬＯＭが会員の減少に悩み、会員の平均在籍年数が５年を切る時代として、
運営にも苦労している。多様な価値観という見方もできるが、守るべき大切なものがしっか
りと継承されない可能性が危惧される。それぞれのＬＯＭにおいて受け継がれてきた文化
や伝統はもちろん大切であるが、ＪＣとして基本を学ばずに独自の進化を遂げていること
も多いのではないだろうか。先輩諸兄は「型破り」な青年経済人として常識に捉われず大胆
な発想をもって地域を牽引してきた。我々も先輩諸兄を見習い、組織や地域の先頭に立って
「誰のために、何のために」と常に問答しながら「明るい豊かな社会」の実現に向けて運動
を展開しているが、ややもすると事業がただのイベントになっていて自ら疲弊を招いてい
ることも少なくない。一生懸命やったという自己満足にならず、持続可能な地域社会の発展
に寄与するために基本に立ち返る必要がある。「型破り」とは大胆なことができるように聞
こえて格好よく思えるかもしれないが、「型」という基本を習得していなければ破れないも
のである。東北地区協議会としては、この「型」となる部分を今一度見直して頂く機会を創
出する。ＪＣの存在意義や事業の構築、組織マネジメントなど、組織を牽引するリーダーに
必要なものを。そしてこれらの「型」を習得した後には、これから生まれようとする取り組
みや今ある様々な事例など、ＪＣの枠に限らず地域を発展させるために必要なものを。この
経験を契機として、己を律し行動するリーダーとして、それぞれの個性を存分に発揮し、地
域により良い変化を生み出して頂きたい。 
「人生において最も大切なのは経験である。」 
自らが学ぶ姿勢を持ち、積極果敢に挑戦することで得たものは、人から与えられなんとな
く行ったものに比べれば遥かに違う。青年として、リーダーとして、前のめりに経験を重ね
て欲しい。そのために、日本ＪＣはもちろん、東北地区協議会をどんどん利用して欲しい。
東北地区協議会としてＬＯＭでは経験できない絶好の機会を創出する。 
 

 

【防災、減災の意識と知識】 

 ２０１１年、東日本大震災という決して忘れることのできない災害に見舞われ、多くの

方の生命が失われ、多くのものを失った。しかし、そのような極限の状況においても日本

人としての高い精神性は失われることなく、略奪や暴動などは起こさず冷静に行動し、礼

儀正しく人に接しお互いを助け合い、各国から称賛された。改めて、東北人としてのアイ
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デンティティである「結」の精神が今を生きる人々にも根付いていることに気付くことが

できた。日本ＪＣが２０１０年代運動指針に示している「共助」とも言えるのではないだ

ろうか。 

我々はその「結」の精神を大切にしながらもそれに頼るのではなく、東日本大震災の教

訓として、これまで防災、減災に関する意識の高揚を図ってきた。東日本大震災以降も豪

雨災害を中心に様々な自然災害に見舞われることが多い日本において、自分の身は自分で

守らなくてはならない、自分たちの住み暮らす地域は自分たちで守らなくてはならないと

いう意識は勿論であるが、どのようにしたら自分の身や家族などの周りの人を守れるのか

という防災、減災に関する知識の蓄えも忘れてはならない。 

また、協議会では「日常における危機管理の啓発と災害発生時等における相互支援の円

滑化を推進する」目的で２００７年に「ＴＡＤＳネット」を立ち上げた。東日本大震災の

時に日本ＪＣが中心となって全国のＪＣと連携を図り早期に支援体制を確立したように、

有事の際には我々が地域のリーダーとして組織的に活動していくことが必要である。しか

し「ＴＡＤＳネット」はまだまだ活用の余地が残されていると考える。災害支援ネットワ

ーク体制の整備として「ＴＡＤＳネット」を効果的に使用できるようにさらなる研究を進

めていく。 

 

 

【積極的な事業、運動の発信を】 

 我々は東北地区において地区協議会やブロック協議会、ＬＯＭでそれぞれに運動や事業
を展開している。その中には、先輩諸兄より何年も受け継がれているものもあれば、時代に

必要とされ新たに興されたものもある。それぞれの地域において詳細に分析をされ、実施さ

れてきたものは素晴らしいものであるが、それを発信する意識が薄く、日の目を見ずに終わ
っていては、せっかくの運動や事業も効果に広がりを感じることはできない。また、もしか
するとその運動や事業が他の地域にとって有効なものである可能性を秘めているかもしれ
ないが、その地域にしか知られずに終わっているものもあるかもしれない。地域やそこに住
み暮らす人々に大きな影響を与え、それがその地域にとどまらず大きな成果を生む可能性
を信じ、積極的に運動や事業を発信しよう。 
それには、今あるホームページやブログ、さらにはＳＮＳなどのコミュニケーションツー
ルを最大限に活用することは勿論であるが、運動の広がりをイメージすることが大切であ
る。地域にとって何が必要であるのかを調査分析し、目的を定め、どのような方法を取るこ
とが一番効果を生むのかを考えるだけでなく、得られた成果をどのように表せばそこから
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さらに運動が広がりを見せるのかを広報の視点をもって追求していく。 
 

 

【ＬＯＭへの支援】 

 地域を輝かせることができるのはそこに存在するＬＯＭである。日本ＪＣ、地区協議

会、ブロック協議会は、ＬＯＭが行う事業や運動が最大限に効果を発揮するために様々な

支援を行っていく。とりわけ地区協議会は公益社団法人格を有する日本ＪＣの一組織とし

て、健全な財政基盤と法令を順守した組織運営を徹底し、東北地区７７ＬＯＭの見本とな

り、ＬＯＭが相談しやすい体制を取り、ＪＣが公益性の高い団体であることを示してい

く。また、そのような団体という意識がさらに浸透していくように、財政基盤や法令を順

守した組織運営の大切さを伝えていく。目に見えやすい事業の規模や内容ばかりでなく、

目に見えづらい会計の透明性や法令を遵守する組織運営が、高い信頼につながることは間

違いない。会計の公正性と事業の公益性が、ＬＯＭの負託と信頼に応え、公共の利益に寄

与するのである。 

 

 

【むすびに】 

 人間生まれてから死ぬまで８０年を越える時代になった。しかし、長く生きること以上に

大切なのは、この世の中でどれだけ価値のあることを成したかではないだろうか。自分だけ

が良ければいいのだろうか。組織や地域が成長を遂げる起点となり、未来を生きる人々が幸

せに暮らすことにつながるのであれば、それほど幸せなことはないのではないか。しかし、

ＪＣだけでそれが成しえるものでは決してない。４０歳までの限られた時間の中で、全人類

の光明として純粋な正義感と揺るぎない信念を携えてＪＣ運動を展開し、「プロボノ」の精

神をもって社会貢献につとめながらも自らの事業を成長させ、勇気を奮い立たせてくれる

家族との時間を大切にする。どれか一つを選んで注力するのではなく、常識に捉われず積極

果敢にすべてに取り組んで行こうではないか。余裕は決して無いかもしれないが、充足感が

さらに成長へと導いてくれるはずである。ＪＣは卒業してからこそ真価が問われると言わ

れる。４０歳を超えてから迎える新しいスタートまで大胆にやり抜こう。 

 

 

今を生きる君へ 

私たちの国日本は、とても素敵な国になりました。 

「まち」は活気にあふれ、「ひと」は元気に満ちています。 
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日本には資源がない・・・そんなことはありません。 

この国には「ひと」という素晴らしい資源があったのです。 

自らには厳しく、相手にはやさしさが溢れる、そんな「ひと」です。 

「ひと」が生み出す様々な可能性が、今日という日を明るく照らしています。 

国民一人ひとりが幸せについて考え、話し合い、行動を起こしています。 

自分一人で生きているのではなく、社会に生かされているのだと感じています。 

君たちが汗を流し、行動したからこそ素敵な今があるのです。 

だから、自分を信じ挑み続けてください。 

２０２０年の私より 

 

日本ＪＣの２０１０年代運動指針はこの手紙から始まる。一人ひとりが自らの手で切り

開こうとする確かな行動が良循環を生み、必ずや地域の未来は変わっていく。今を生きる責

任世代として、未来を生きる人々のために、青年としての英知と勇気と情熱をもって困難に

立ち向かい、確かな一歩を踏み出そう。 
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石田　全史 福島B (浪江) 三國　典央 青森B (弘前) 伊藤 峻 岩手B (陸中宮古)

会長 会務担当　副会長 東北の未来創造委員会

渡部　洋平 宮城B (泉) 鈴木　亮 秋田B (秋田) 元木　豊 山形B (東根)

顧問 会務担当　副会長 広域連携推進委員会

岩野　豪 秋田B (湯沢) 菅原　公正 岩手B (一関) 情野　裕仁 福島B (（福島）)

成田　英樹 福島B (郡山)

会務担当　副会長 東北青年フォーラム運営委員会

日本ＪＣ出向役員 庄司　安宏 山形B (山形) 伊藤　竜佑 秋田B (能代)

清藤　洋介 青森B (弘前)

石垣　光一朗 宮城B (仙台)

庭　勝也 青森B (八戸) 運営専務 財政規則審査委員会

植木　徹郎 宮城B (泉) 高橋　美奈 青森B (五所川原)

総務広報委員会

千葉　智久 宮城B (仙台)

東北地区代表内部会計監査人

松井　佑介 宮城B (仙台) 事務局長

佐々木　大介 宮城B (泉)

事務局次長

菊地　俊光 宮城B (泉)

本郷　大貴 宮城B (泉)

青森B

熊谷　剛 秋田B (横手)

岩手B

奥山　竜士 山形B (（山形）)

福島B

山形ブロック協議会
監査担当役員

福島ブロック協議会

会員会議所会議 役員会議

公益社団法人日本青年会議所　東北地区協議会　２０１８年度　組織図（案）

青森ブロック協議会

秋田ブロック協議会

岩手ブロック協議会

宮城ブロック協議会
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公益社団法人 日本青年会議所 東北地区青森ブロック協議会 
２０１８年度 基本計画 

 
【基本理念】 

地域を牽引する人財の育成と魅力発信による溌剌たる青森ブランドの創造 
 
 
【スローガン】 

行動こそ真実 
～青森の豊かな未来を創造する実践者となれ！～ 

 
 
【基本方針】 
1. ＪＣ活動の質の向上と会員拡大による強靭な組織開発 
2. 教育再生と当事者意識の確立によるより良い青森の未来選択 
3. 防災・災害支援体制の確立と生活基盤の確立による安全・安心の構築 
4. 企業人・ＪＡＹＣＥＥとして地域や組織を牽引するリーダーの育成 
5. 人と地域を巻き込んだ魅力溢れる青森の発信 
6. 運動の基盤となる磐石な組織運営と円滑な連携によるＬＯＭ支援 
7. 効果的な運動の推進へ向けた財政基盤の確立と連携したＬＯＭ支援 
 
【事業計画】 
１．ＬＯＭの会員拡大の支援と組織強化 
２．地域や組織を牽引するリーダーの育成

３．誰もが愛と希望に溢れる青森の実現に向けた提言の発信

４．東北青年フォーラムｉｎ三沢への支援

５．【ブロ推】祖先や親を敬い愛情溢れる「家」的道徳を育む事業

６．【ブロ推】奇跡を起こす人財を育てるカリキュラム実施

７．【ブロ連】改憲を推進する教育事業の実施

８．【ブロ連】災害支援ネットワークの強化

９．本会と連携した政策・事業・運動の推進 
・「未来へつなぐプロジェクト～音楽のちから～」の推進 
・ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー全国大会 青森県予選会の企画・運営 
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２０１８年度 公益社団法人日本青年会議所                    

東北地区 青森ブロック協議会 会長意見書 
 

公益社団法人八戸青年会議所 
山子 泰典 

                 道を開く 
         ～ 気づき、行動することでまちを豊かにしよう ～ 
            
【未来は成長でしかつくれない】 
自らの人生を振り返ると、とても多くのものを得て生きてきたことがわかる。この世に

生まれたとき、両親から衣服と食事を与えられ、安心して暮らせる家があった。年齢を重

ねると集団に属し、自分と違うアイデンティティをもつ仲間ができ、自分と他人の間に必

要な礼儀や言葉を教わった。知らないものを知ることができるよう教育を受け、受験や部

活を通して努力の大切さや仲間と共に勝つ喜びを知り、社会に出てからは自分の働きの対

価として給料を頂いて生活してきた。しかし、青年会議所に入会し、様々な機会を与えら

れる中で生きる意味や働きがいに変化が生まれてきた。少しではあるが成長している自分

を見て喜んでくれる家族や社員さんがいる。なんと多くの方々に支えられて生きているの

だろう。今まで「私が」良くなることを考え、行動してきたことが、「私たちが」良くなる

ためにはどうしたらよいのかを意識するようになった。人生最後の学び舎と呼ばれる青年

会議所において、私は自らが「得る」ことよりも「与える」ことでさらに成長できること

を教わっている。多様化し、個別化していく世の中で、多くの青年はより時代の変化に対

応できるよう成長しなければならない。そして、成長の鍵は「与える」ことであり、青年

会議所の多くのメンバーが地域のリーダーとして活躍することが、豊かな未来をつくるこ

とにつながると確信している。 
 
【青森ブロック協議会として】 
青森ブロック協議会は、１９７１年に日本青年会議所と各地会員会議所との連携をより

強化する目的で発足した。そして現在まで、県内各地域の発展に寄与してきた。青森ブロ

ック協議会の役割とは、県内８会員会議所会員が地域の課題について持続可能な解決策を

生み出すために必要な知識やスキルを提供すること、そして会員相互の交流を通して友情

を育み、地域に善き影響を与えるためつながりを強固にする場である。各地会員会議所の

多くのメンバーがブロック協議会の活動を通して学び、各地にフィードバックする。そし

て地域の人々を巻き込み、共に手を携え青森を善くしようと運動を展開する。そんなプラ

スのサイクルをまわすはじめの一歩としてブロック協議会を活用してもらうことが、この

組織の存在意義ではないだろうか。 
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   【人とまちの魅力を発信しよう】 
２０１８年、三沢の地にて東北青年フォーラムが開催される。そこでブロック協議会と

しての私たちの役割は大きい。２０１５年全国大会東北八戸大会にて、青森は東北の同志

にたくさんの支援を頂いた。東北がひとつになり全国のメンバーを受け入れ、ホスピタリ

ティ溢れる対応ができたことで、東北ＪＣの絆を発信することができた。今度は私たちが

県内８会員会議所と連携し、東北の同志に感謝を伝えるとともに、青森の魅力を多く発信

する番である。そのために重要なことは、青年会議所活動のなかで自らの知識やスキルを

開発すること、そして青年会議所運動を展開し、地域に住み暮らす人々の考え方の質を上

げることである。人とまちの成長によって青森の魅力と未来への可能性を示し、訪れる東

北各地のメンバーに善き感銘を与えられるよう、ブロック協議会として多くの機会を提供

したい。 
 
【結びに】 
成長には「速度」と「角度」がある。速度とは、修練を繰り返すことでできなかったこ

とが身につくまでの時間である。成長の速度には個人差もあり、器用さもあるので、一回

でできてしまう人もいれば、身につけるのに何百回も繰り返さないといけない人もいる。

私は、成長の速度は重視してはいない。大事なのは、成長の角度を青年の時期にいかに上

げるか、ということである。成長の角度は人生のある時点で決まる。そしてそれは、人生

での大きな成果の差となってあらわれる。では成長の角度とは何か。それは、その人のも

つ「志の高さ」である。自分はこうありたい、人を幸せにしたいと強く願い、果敢に困難

にチャレンジし、成果を創り出そうとする。そんな人財は可能思考能力で人生観を確立し、

現状から多くの気づきを得て、即座に意思決定し行動に移すことができる。コミュニケー

ション能力を高め、人を育て、まちを豊かにしていく。私は一人でも多くのメンバーがブ

ロック協議会に参画し、成長角度を上げてほしいと願っている。「まちはそこに住む人の意

識以上にはよくならない」。人とまちの成長が、間違いなく青森の豊かな未来への道を切り

開くのだ。 
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公益社団法人 日本青年会議所 東北地区青森ブロック協議会 
２０１８年度 基本計画 

 
【基本理念】 

地域を牽引する人財の育成と魅力発信による溌剌たる青森ブランドの創造 
 
 
【スローガン】 

行動こそ真実 
～青森の豊かな未来を創造する実践者となれ！～ 

 
 
【基本方針】 
1. ＪＣ活動の質の向上と会員拡大による強靭な組織開発 
2. 教育再生と当事者意識の確立によるより良い青森の未来選択 
3. 防災・災害支援体制の確立と生活基盤の確立による安全・安心の構築 
4. 企業人・ＪＡＹＣＥＥとして地域や組織を牽引するリーダーの育成 
5. 人と地域を巻き込んだ魅力溢れる青森の発信 
6. 運動の基盤となる磐石な組織運営と円滑な連携によるＬＯＭ支援 
7. 効果的な運動の推進へ向けた財政基盤の確立と連携したＬＯＭ支援 
 
【事業計画】 
１．ＬＯＭの会員拡大の支援と組織強化 
２．地域や組織を牽引するリーダーの育成

３．誰もが愛と希望に溢れる青森の実現に向けた提言の発信

４．東北青年フォーラムｉｎ三沢への支援

５．【ブロ推】祖先や親を敬い愛情溢れる「家」的道徳を育む事業

６．【ブロ推】奇跡を起こす人財を育てるカリキュラム実施

７．【ブロ連】改憲を推進する教育事業の実施

８．【ブロ連】災害支援ネットワークの強化

９．本会と連携した政策・事業・運動の推進 
・「未来へつなぐプロジェクト～音楽のちから～」の推進 
・ＪＣカップ Ｕ－１１ 少年少女サッカー全国大会 青森県予選会の企画・運営 
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年間事業フレーム

会長　山子　泰典

運動・事業名

ＬＯＭの会員拡大の支援と組織強化
実
施

地域や組織を牽引するリーダーの育成
開
校
式

実
施

準
備
実
施

準
備
実
施

閉
校
式

検
証

実
施

誰もが愛と希望に溢れる青森の実現に
向けた提言の発信

実
施

東北青年フォーラムｉｎ三沢への支援
開
催

祖先や親を敬い愛情溢れる
「家」的道徳を育む事業の企画・実施

奇跡を起こす人財を育てる
カリキュラム実施

実
施

改憲を推進する教育事業の実施
実
施

災害支援ネットワークの強化 検証
本会へ
結果報告

報告 準備 運用
本会へ
結果報告

報告

報告

引継

報告 引継

報告

調査

本会との
連絡・調整

企画・立案主管ＬＯＭとの調整

企画
・立案

引継
中間
報告

報告 引継中間報告

企画
・
立案

企画
・立案

企画・立案 事業実施 事業実施

企画
・
立案

企画
・
立案

企画
・
立案

準備 準備

準備

準備

検証 報告

報告 引継

引継

調査 主管ＬＯＭとの調整 企画・立案 開催準備・ＰＲ 検証

調査 開催準備・ＰＲ

引継報告本会との連絡・調整 中間検証 検証

本会との連絡・調整 企画・立案 準備 事業実施
本会へ
結果報告

中間検証 検証

サ

マ

コ

ン

7月

世

界

会

議

（

ゴ

ア

）

全

国

大

会

（

宮

崎

）

8月 11月10月

全

国

大

会

（

埼

玉

）

東北地区

青森ブロック協議会

9月 10月

世

界

会

議

（

ア

ム

ス

テ

ル

ダ

ム

）

11月

京

都

会

議

（

京

都

）

Ａ

Ｓ

Ｐ

Ａ

Ｃ

（

鹿

児

島

）

12月 2月 12月3月 4月 5月1月 9月6月

検証

報告 引継
企画
・
立案

報告検証
本会・地区・ＬＯＭとの
情報交換・共有

本会・地区・ＬＯＭとの
情報交換・共有

中間報告

検証準備

本会との連絡・調整
開催準備
・ＰＲ

本会との連絡・調整 検証 準備

企画・立案 開催準備・ＰＲ 実施
企画
・立案

検証

運用

101





2017年度

公益社団法人弘前青年会議所

事業・決算報告資料



 

２０１７年度を振り返って 
理事長 三國 典央 

 
2017年度、力不足ながらも公益社団法人弘前青年会議所 第 67代理事長を預からせてい

ただくにあたり、「随処作主～随処に主と作る～」を基本理念に、そして、「むきあい、つ

ながる…未来のために」をスローガンに掲げて、2016 年 8 月の通常総会で選任をいただ

いてからおよそ 1年半の期間メンバーの皆様に助けられながら邁進させていただきました。

改めて振り返ると、本当にあっという間の 1年半だった気がします。 

2017年度は、個としての JC活動においては、自身の自己成長を求め様々な機会を捉え活

動し、仲間とつながり、その成果としての自身の成長を会社に還元、フィードバックして

いくために、自身のおかれている環境や感情にしっかりと向き合って全力で行動していく

ことを、そして、組織としての JC運動においては、65周年の記念事業として行った市民

アンケートの結果とメッセージをもとに、地域を想う心、故郷を誇りに想える様な郷土愛

と感謝の心を地域の大人や、次代を担う子どもたちに伝えていくことをメンバーの皆様に

お伝えし、お願いをして事業を展開していただきました。夜な夜な遅くまで委員会を開き

ひたむきに頑張っていただいているメンバーの皆様に感謝の気持ちでいっぱいであります

し、そんなメンバー達が精いっぱい事業を構築し発信してくれた今年度のすべての事業は、

確実に地域の大人達や次代を担う子どもたちに郷土愛と感謝の念を伝えることができたと

確信しております。 

また今年度は、第 47 回青森ブロック大会の主管もさせていただきました。青森ブロック

協議会の最大の運動の発信の場となるブロック大会を主管させていただくにあたり、大会

に来ていただく青森ブロック内各地会員会議所メンバーの皆様や県民の皆様に、この弘前

という地域の魅力を存分に感じていただけるよう、主管 LOMとしての担いでもある大懇

親会をはじめ、大会運営をサポートさせていただきました。大会に参加されたたくさんの

同志の皆様から、温かい言葉をたくさん頂くことができ、本当にありがたい気持ちでいっ

ぱいになりました。 

そしてもう 1つ、2017 年度は、国際の機会にも大いに触れることのできた 1 年でありま

した。清藤洋介君が国際青年会議所副会頭として出向するにあたり、今まで考える、触れ

ることのなかった新たな機会を LOMとしても、理事長を預かっていた身としてもいただ

くことができました。本当に貴重な 1年になったと考えております。 

私はとりたてて能力のある人間ではありませんし、今までほめられた生き方をしてきた人

間でもありません。そんな私が神輿の上に乗ることを承諾し、1 年半もの間担いで支えて

くれたメンバーの皆様には本当に感謝の気持ちしかありません。本当にありがとうござい

ました。卒業するまで 3年残っていますので、後輩となるメンバーに何を伝え、何を残し

ていくかを考えながら、残された期間を精一杯過ごしていければと感じております。 

1年間本当にお世話になりました。ありがとうございました！ 

104



 

２０１７年度を振り返って 
直前理事長  太田 厚仁 

 
本年、直前理事長を務めさせて頂きました太田厚仁です。私は昨年 40 歳を迎え卒業し

ておりますが、昨年度理事長を務めた為、ボーナスイヤーとして 1年残ることができまし

た。ありがとうございました。 

私が入会したのは 2008年でしたので、10年という年月を JCで過ごさせて頂き、人生

にとってとても貴重な経験をさせて頂きました。JC 運動はすぐには結果がでず、5 年後

10年後に結果が出ると言われますが、活動や行動はまさに今であります。つまりは今、誰

のために何をするのかで未来が決まっていくわけです。今を大事に、大切に、時間を無駄

にすることなく今やれることは今やり、自分の為に、家族や仲間の為に、そして住み暮ら

すこの弘前の為に、明るい豊かな未来を想像しながら今を一生懸命に生き、未来を創造し

ていくことの大切さをこの JCで学ばせて頂きました。 

来年以降、弘前青年会議所からは完全に卒業することになりますが、生涯一 JAYCEE

としてこの JC の精神を活かしていきたいと思います。少しさびしい気もしますが、出会

いがあれば別れもある、世は無常でありますので、来年からは心機一転し頑張っていきた

いと思います。今年 1年間ありがとうございました。また、この 10年多くの皆様と出会

い、ご迷惑もおかけしたと思いますが、成長もさせて頂いたことにお詫びと感謝申し上げ

まして、2017年度を振り返っての一言とさせて頂きます。本当にありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
監事 大湯 幸世 

 
2017年度は初めて監事という役職をやらせて頂き、各委員会にて構築された事業をお手

伝いする形で参加させて頂きました。今年度は特に昨年の 65周年記念事業にて「郷土愛」

という今後事業を行う上での一つのテーマが掲げられ、それに沿うように構築された事業

も多く、難しいテーマの中、試行錯誤を繰り返し実施に漕ぎ着けた事業や例会に参加させ

て貰いました。青年会議所は明確な正解や答えという物が無い中での運動を展開する団体

であり限られた時間や予算・人員で地域に貢献していく事によって会員個人の成長に繋が

っているのだと役員・会員の皆様をみて感じました。そんな中で自分は監事としての役目

を果たせず力不足であったと反省することも多く、翌年以降は成長できるよう残りの期間

を大事にしたいと思います。 
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２０１７年度を振り返って 
監事  久保 良太 

 
委員長・常任理事・副理事長を経験させていただき、2017年度は監事という役職を務め

て参りました。改めて監事という役職は、議決権がなく委員会所属もないことにより、メ

ンバーからの相談や問い合わせなどが少なく若干の寂しさもありました。 

主に例会、総会、常任理事会、理事会での監事講評がメインとなり、常に何を皆さんに

伝えるかを考えながら参加しておりました。また私自身卒業年度でもあり、今まで諸先輩

方より教えて頂きました設えなど、「守るべきもの」と「変えるべきもの」を判断しながら

の講評とさせて頂きました。何回も言いましたが、例会、総会はリハーサルはやるべきで

す・・・。 

二年間の任期がありますが一年で辞任させて頂きます。メンバーの皆様には、会員数が

減り大変な状況だとは思いますが、これからを担う若い世代の方々がＪＣ入ってみたいと 

感じて頂くような、事業・例会・人間になる事を希望しております。 

「責め心のない厳しさと馴れ合いでない優しさ」メリハリを持ち、修練・奉仕・友情の精

神で、今後益々のご活躍を期待しております。 
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２０１７年度を振り返って 
副理事長  小山田 允紀 

 
今年度は初めて副理事長の役職をお預かりしました。２０１４年度入会でしたので、ま

だまだ新人気分でいたものでしたが、ＬＯＭの中を見渡すと、私よりも後から入会した会

員の方が多くなってきており、いつの間にか見るより見られる方になってしまったものだ

と実感すると共に、責任を感じる一年でした。 

担当したのはＡｃｔｉｖｅ Ｓｕｐｐｏｒｔ委員会。９名中７名が入会３年目以下とい

う布陣で取り組んだのは、防災・減災。簡単なテーマではありませんでしたが、委員会を繰

り返すなかで、日々成長していく委員会メンバー。工藤委員長は背景？意義目的？状態だった

のが、今ではＪＣって○○だよねと熱く語るようになり、三上副委員長はＰＣ＆メモ苦手の委

員長をしっかり支えてくれました。工藤正貴君は委員長経験を活かし、良き相談役を務め、島

津君は鋭い意見で委員会の方向を導いてくれました。相馬君は消防との、上林君は役所との架

け橋となってくれました。村上君は仕事と重なる時間でも調整して積極的に参加し、福士君も

ここぞというときには委員会に参加してくれ、出席１００％委員会を達成するに至りました。

白石君は休会中のため参加は叶いませんでしたが、次年度以降の復帰が楽しみです。２回の例

会とメイン事業を企画運営していく中で、実現と成果をしっかりと検証し、常に向上心をもっ

て事業に取り組む姿はとても頼もしいものでした。 

今年度、私がＬＯＭに対し何か出来たのかはわかりませんが、私自身とても充実した一

年でした。ありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 

副理事長  工藤 順敬 
 

私はゴルフが好きなので、2017年度副理事長職を Par5に例えて書こう。 

まずティショット。1 月の新年祝賀会。三國理事長の挨拶。ナイスショット。250 ヤード

くらいで真っ直ぐ飛び、フェアウエイキープ。 

2月から 9月。様々な事業を実施した。どの委員会の事業も色々あったと思うし、大変だ

ったと思うけど、素晴らしい事業だらけだったと思う。フェアウエイからユーティリティ

やアイアンでバンカーだったり、ラフだったり、何とか 3打でグリーンへ。トータル 4打

でグリーンオン。次を入れればこのホールは Parである。 

10 月～12 月。まとめのシーズン。報告書やら次年度やら。ラインは下りのスライス。ち

ょっと難しい。3メートル程度。パターの距離感は経験、曲りの読みはフィーリング。 

ナイスイン。ナイス PAR。そんな 1年。 

会員拡大委員会。今年度の入会人数は 7名。弘前青年会議所としてはナイス Parだが、拡

大の結果としてはダボ、Double Bogeyであった。反省、私の力不足であった。 

来年はどうなるだろう。次のホールへ。次のホールは Par4 のミドル。来年も弘前青年会

議所は Par であるはずだ。来年も私は同じ役職で担当は会員拡大。今年の反省を生かし、

今年のダボを取り返すべく Parじゃなく、Birdie狙います。 
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２０１７年度を振り返って 
副理事長  須藤 立也 

 
 本年、弘前Ｌｉｇｈｔｉｎｇ委員会、愛郷委員会の両委員会を副理事長として受

け持たせていただきました。 

両委員会ともメイン事業を夏(９月)に計画した事もあり、実現に至るまでのその時

間はとても密度の濃いものとなりました。 

弘前Ｌｉｇｈｔｉｎｇ委員会では、近年の弘前青年会議所のメイン事業でもあります

Cross.Ｓ事業を開催致しました。新たな取り組みといたしまして Cross.Ｓ事業に光の

要素を取り入れ、チャレンジ精神溢れた事業となりました。当会の力ではなく開催は

不可能とも思われたこの事業も HIROSAKI DESIGN WEEKコンソーシアムの皆様の御協力、

各企業等の御協賛の力のもと、多大な御尽力により開催することが出来ました。当会の活

動に御理解いただき誠にありがとうございました。 

愛郷委員会では、郷土愛を青少年に育んでもらうべく発足した委員会であります。委

員会名もその想いからの命名でありました。委員会メイン事業でありました「人類の

主張」と名付けた青少年事業においては、多くの市内中学生生徒とのコミュニケーシ

ョンと学びの機会を設け、とても貴重な経験をさせていただく事が出来ました。この

事業もまた弘前市役所内の教育委員会をはじめとする各署に様々な形で御理解と御協

力を賜り開催の実現へと辿りつくことが出来ました。誠にありがとうございました。 

そして両委員長、両担当幹事本当にお疲れ様でした。今後も我々の活動の歩みは止まる

事なく地域を盛り上げて行きましょう。一年間お世話になりました。ありがとうございま

した。 
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２０１７年度を振り返って 
副理事長  吉川 裕之 

 
 

本年度、7月 1日～2日に『第 47回青森ブロック大会 in城下町弘前』の主管ＬＯＭと

して大会が行われ、その中のファンクションのひとつとして大懇親会の企画・運営を当委

員会で担当させて頂きました。ＰＰ委員会は私と川嶋君と各員会からの出向という形でメ

ンバー構成されていたため、委員の皆さんには各委員会への情報伝達と大会当日の重要な

役割を中心とし、また私は青森ブロックとして大会全体の企画・運営を担っていたため、

実質的には川嶋君が中心となり本年動いて来ました。大懇親会は当初より藤田記念庭園で

やると決め、屋外であったため雨が心配されましたが晴天に恵まれ、設営から運営に至る

まで、弘前ＪＣメンバー皆さんの協力により大盛況に終えることができました。ありがと

うございました。 

また、当会最後の事業である卒業式においても、2017 年度の卒業予定者として 6 名の

個性豊かな方々が弘前青年会議所を巣立ちました。ここ何年か連続して担当させて頂きま

したが、最後まで卒業生がＪＣに入って良かったと思える感動する演出が出来たと思いま

す。卒業生の皆様おめでとうございます。そして、卒業後も我々現役メンバーの支援をお

願い致します。 

最後に・・・本年度、常任理事兼委員長として、委員会を引っ張ってくれました川嶋君

に最大級の感謝を送りたいと思います。1年間、本当にありがとうございましたm(__)m 

御礼として、太らない程度にカレー食べに行きます！ 
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２０１７年度を振り返って 
専務理事 秋元 駿一 

 
１年間の専務理事の役職を終え、本当に優秀なメンバーに助けられたこと深く感謝いた

します。私自身専務理事という役職を務め上げれたのは４割ぐらいだと思います。特に今

年は３年間の監査の年を迎え、公益社団法人としての運営は年々の引き継ぎとその年その

年のきとんとした集約が大切であるというのを身をもって学びました。 

また、年初から日本 JCへ学びに行ったりと自分としても機会を得られた年でした。 

三國理事長へは助けられてばかりでした、本当はサポートする役職ですが、やはり気を使

うところで足りてなく申し訳ございませんでした。 

 大場事務局長は何から何まで本当にありがとうございました。 

 

耐え難きを耐え、忍び難きを忍び、利他の心で動くべし 
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２０１７年度を振り返って 
事務局長 大場 一巧 

 
事務局長として一年間を振り返って思うことは、上手くできたのかな？って感じでした。 

至らない点が沢山あり専務、委員会、事務局へはご迷惑をかけたと思います。 

いろいろな事があった一年でしたが、三國理事長の元、理事を経験出来て本当に良かっ

たです。JAYCEEとして少しは成長できたのかなと思います 

そして総務きずな委員会のメンバーには凄く助けられました、本当に良い委員会メンバ

ーに恵まれました。 

特に石岡委員長の成長には眼を見張る物がありました。一年間総務きずな委員会委員長

として委員会をまとめ、理事会・総会等の資料作り、アテンダンスポイントの集計、そし

て平成まんじ札事業、沢山の事業を頑張っている姿を隣で見れたことが、事務局長として

の一番の思い出です。本当にお疲れ様でした。 

一年間本当にありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
Party Produce 委員会 担当常任理事  川嶋 貴裕 

 
2017年度は、委員会として、8年ぶりの弘前開催となる青森ブロック大会の大懇親会及

び卒業式の担当常任理事としての役割をさせて頂きました。常任理事といっても委員長が

不在の委員会でしたので実質委員長として、事業を進めさせて頂きました。2017年度のこ

の委員会はまずは委員もおらず、各委員会からの出向委員を集めるところから始まり、自

身としても新しい試みとしてとても興味深く進めさせて頂きました。実際、各委員を自身

に選ばせて頂いたおかげで青森ブロック大会大懇親会も大きな事故もなく、滞りなく終わ

らせることが出来ました。いわゆる事業系と呼ばれる大きめな運動は、入会 2年目に行わ

せていただいたクロスエスフードコート以来でしたので、心配もありましたが吉川副理事

長をはじめ、各委員の方々のお力もありとても充実した日々となり、ここに感謝の意を記

載させて頂きます。本当に有難うございました。実は、この文面を記載させて頂いている

段階では、まだもう一つの事業である卒業式は行われてはおりませんが現段階においてす

ばらしい卒業式になると感じております。計画書段階にはありませんでしたが、今年入会

頂いた新人の方々も卒業式の事業の段階で委員会に配属となり、初々しい発言などに入会

当時の自分を思い出したりもしました。自分は来年度にて卒業となりますが、本年度の一

番の喜びは自身が会員拡大委員長時に創発した賛助委員制度の中から本会員として入会さ

れる方がいらっしゃったことでした。3 年前に行ったことが今年芽吹いたことに、何事も

きちんと進めていくことが大事だと考えさせられました。 
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２０１７年度を振り返って 
弘前 Lighting委員会 担当常任理事 成田 志穂 

 
弘前 Lighting委員会の取り組んだ事業について、地域に光を当て、多くの人々の未来に

希望の光を感じてもらい、故郷に笑顔輝く、街づくりに貢献する事を目標としてまいりま

した。中でも Cross.S×Flash~光と音と食のフェスティバル~は、地域の魅力を岩木山総

合公園という場に、一人でも多くの人に来てもらい、地域の魅力で溢れさせたナイトジョ

グ・音楽・白神 BBQテラスで光を灯したいという想いを実現する事業でありました。 

実施にいたるまでに事業内容と手法が後手になり、それによって集客や予算の難題であ

りましたが、地域住まう私たち自身が楽しまないといけないと思い、そしてそれが周知に

つながると信じて最後まで成し遂げ次に繋げることが使命であったと思います。時間との

プレッシャーや決断の重圧感は常にありましたが解決するために多くのメンバーに理解を

得ることが本当に大切だと感じました。そのために何をすべきか、行動すべきか不安なが

らも前に進めたことは感謝の一言でしかありません。また何よりもメンバーの温かな応援

があったからだと思います。公益事業として大きな担いを持つからこそ、委員会全体で動

くこと、委員長の補佐をすることが重要でしたがメンバーから学ぶことが多くあり常に緊

張感がありました。 

 この事業が地方創生の役割を果たしたのか？JC としてこの運動が未来の地域にどう貢

献されていくのか？新たな課題ができ増々JC 運動に邁進していこうと決意をした年とな

りました。 
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２０１７年度を振り返って 
総務きずな委員会  委員長 石岡 伸 

 
2017年度、総務きずな委員会委員長を務めさせて頂きました石岡と申します。 

年当初に掲げた、自分と向き合い、自分らしく、ゼロからイチとなれるように・・・ 

少しはイチに近づくことが出来たでしょうか。 

また、『きっちり、たのしく』と委員会で決めたものの、今思い返すと自分自身に余裕が

なく、たのしくの部分が少なかったのではないかと反省しています。 

 総務きずな委員会では、理事会・総会・9 月例会運営、アテンダンスポイント集計、議

事録の作成、平成まんじ札事業など、もりだくさんで全てがとても思い出深いものにな

りました。 

 司会が全くできない状態からから始まり、理解するまで人一倍時間がかかるなど、思い

かえすと失敗ばかりで頼りない委員長だなと、いつも自問自答をしていたよう思います。 

しかしそんな私でも、一年間委員長としてやってこれたのは、秋元専務、大場事務局長、

大藪副委員長、総務きずな委員会メンバー、そして全てのメンバーの皆様のご協力なし

ではできなかったと思っています。 

一年間で、資料の作り方、司会の仕方、また平成まんじ札事業では、地域の方々との交

流など、とても内容が濃く一生の中で中々体験することの出来ない貴重な経験でした。 

このような貴重な機会を与えてくださった三國理事長、そして関わって頂けた全ての皆

様に感謝申し上げます。一年間ありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
愛郷委員会 委員長 葛西 晋 

 
 青少年育成事業として、弘前市の中学生が主体的に立案、協議、実施に至るまでの事業

活動を行い、まちづくりに寄与することで、弘前が『わが街』であるという郷土愛を育み、

これからの弘前の未来を支える人財となる為の一助となることを目的とした「郷土愛溢れ

る人財育成事業」を展開させて頂きました。まず 2 月に市内全中学校へ弘前公園を舞台と

する夏のイベントアイディアを募集し、1415 個の様々なアイディアを頂きました。4 月に

事業参加中学生を募集し、5つの中学校から 25名が集まり、チーム『あっぷる Children』

を結成致しました。5月から頂いたアイディアを元に協議会を月 1回のペースで 4回開催致

しました。そして 8月 20日、参加者が弘前城本丸脇の特設ステージ上から、決意表明や日

頃のエピソードなど伝えたいことを叫ぶという内容の【人類の主張】を開催致しました。 

 協議会では、最初は他校の生徒とのコミュニケーションが上手くとれなかった場面が見

られたものの、毎回のレクリエーションや委員会で考案した協議方法により、次第に打ち

解け、議論が白熱するなど、人間力の成長が見ることがでました。人類の主張実施当日は、

生徒たちはそれぞれの役割を果たしながらも、できるだけ多くの参加を募ろうと観光客に

呼びかけたり、新しい企画を模索するなど、楽しみながらも最後まで真剣にまちづくりに

取り組み、郷土愛の醸成を達成できたと存じます。 

 委員会メンバーをはじめ、様々な方々からご協力を賜り、誠にお世話になりました。あ

りがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
弘前 Lighting委員会 委員長 工藤 晋一郎 

 
今年度、当委員会は 2回の例会及び Cross.S×Flash事業を通じて地元への愛情や未来

に目を向け、弘前の為に今出来る事を創造し人々の輝く笑顔・活気ある街づくりの為に活

動していく取り組みを行って参りました。 

当委員会が担当した 2回の例会のうちの 1つのビジネスマナー。正しいビジネス上のル

ールや礼儀作法を改めて学び、今後のビジネスや事業に活かしていけるよう考えながら計

画を進め、2 つ目の彩書道に関してはこれまでの書道に様々な色を付け加えてグループで

お互い協力しながら 1つの作品を完成させる事で、そこで培われる発想力や協調性をメン

バー同士でさらに構築させ、それがやがて弘前の未来に繋がっていくよう考えながら開催

させていただきました。そして当委員会の最大事業Cross.S×Flash～光×音×食のフェス

ティバル～。この事業は弘前の未来に目を向け新しい事に挑戦し活気ある場所を提供しよ

うと思い、今年度は地元岩木山の麓にある岩木山総合公園で開催させていただき、事業規

模も大きなものとなりましたが、多くの訪れた人々の楽しそうにしている笑顔や賑わいを

創出する事が出来ました。私が事業計画を進めていく上で良くできた点や反省するべき点

等多々御座いましたが、いずれにしても多くのメンバーの様々な協力やアドバイスをいた

だけたからこそ、当委員会の事業が成立したと思っております。貴重な経験を沢山させて

いただけた事及び協力していただいたメンバーや関係者各位に心より感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
Active Support委員会  工藤 靖史 

 
今年を振り返ってみると、前だけを向いてがむしゃらに委員長としての責務を果たすべ

く突き進んだ１年間であったと思います。私が担当させて頂いた公益３事業は、昨年で３

年計画のラストイヤーを迎えた復興支援事業に代わり、弘前ではまだまだ関心が低い防災

意識向上事業を預からせて頂きました。私たちの住む青森県は近年の震災や津波など大規

模災害の被害が少ないため、防災に対しての意識や知識また自主防災組織の低さが全国ワ

ースト２位、地域単位では弘前がダントツでワーストという結果をふまえ、弘前市民の方々

に万が一の際に備えることの大切さを伝えるべく、小山田副理事長をはじめ、委員会メン

バーと夜遅くまで意見を交わし事業を構築いたしました。 

ゼロからのスタートに加え、パソコンの使い方もままならない委員長の私に嫌な顔一つ

せずに協力してくださった委員会メンバーや会員の皆様には唯々、感謝の言葉しかありま

せん。１年間ありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
会員拡大委員長 前田 完治 

 
やっと終わった一年間、率直な感想は「思っていたより自分なんにも出来ねーなー」で

した。年頭に掲げた拡大目標は 25名、実際の入会は 7名。ほかの理事たちと重ねた会議

の中でも、たいした発言も出来ずうまく資料も作れず、まわりのメンバーに助けてもらい

ながらなんとか終えることができました。 

そんな中でも、一年間やり通して多くの仲間ができ、渉外活動の楽しさを覚え、ＪＣに

つて僅かですが、語れるようになりました。ずっと理事を断り続けてきましたが、やらな

ければわからないことがたくさんあり、手のひら返す用ですが、まだ理事を受けてないメ

ンバーのみなさまへせっかくＪＣ入会しているのであれば是非理事を経験することをお薦

めしていきたいと思います。 

最後になりますが、今年出来なかったこと、みなさんにご迷惑おかけしてきたこと、少

しでも来年出来るようになりたいと思います 
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２０１７年度を振り返って 
愛郷委員会担当常任理事 比内 理佑 

 
２０１７年度、愛郷委員会の担当常任理事を勤めさせていただきました比内と申しま

す。愛郷委員会では年間を通し、郷土愛溢れる人財育成事業として中学生を対象に郷土愛

を深め、鮭が母川回帰するが如く、進学・就職により県外へと出て行った若者が将来的に

生まれ郷土へと帰りたくなるような、心の基盤を整備する事業を展開して参りました。 

年当初から弘前公園という場所、夏休みという時期だけを設定し、それ以外の開催する

事業の内容から運営するメンバーまで市内中学生を対象に公募した結果、１４４５通の事

業アイデアと、５つの中学校から２５名の中学生メンバーにご参加いただけました。 

年度替り前後のお忙しい時期から、弘前市教育委員会及び各中学校の校長先生を始めと

する先生方、保護者の皆様、そして周囲の多くの方々からたくさんのご協力を賜り、事業

内容の選定から練り上げ、現地調査から実施への過程を通し、参加してくれた生徒達が郷

土愛を深め、大きく成長していく姿を間近から拝見できたことは、私自身にとって大きな

喜びでした。 

この貴重な機会を与えて下さった三國理事長、いかなる時も心はそばにいてくれた須藤

副理事長、豊富なアイデアを持ち、率先して事業へとまい進され続けた葛西委員長、とも

に事業に向き合い行動してくれた愛郷委員会の皆、そしてご縁のありました全ての皆様に

感謝申し上げ、２０１７年の振り返りとさせていただきます。 

本当にありがとうございました。 
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２０１７年度を振り返って 
青森ブロック協議会 青森デザイン推進委員会 委員長  吉川 裕之 

 
 

本年度、7月 1日～2日の 2日間の日程で、第 47回青森ブロック大会㏌城下町弘前を開

催させて頂きました。大会スローガン「故郷が持つ可能性を今こそ呼び起こせ！～青森を

変えるのはオレたちだ！！～」を掲げ、青森ブロック協議会の発信の場、会員相互の親睦

を深める場として行われました。大会に参加された方へは様々なファンクションを通し、

故郷の持つ可能性を最大限に高めるため、我々が今後何をしていくべきかを考え、1歩で

も 1㎜でも地域を良くしたい、私たち自身が夢を描けるか、今一度自分を見つめ直し、率

先して行動できる人財になり、地域のリーダーとして故郷へ還元することを目的としてお

り、参加された県民並びに会員の皆様の意識を変革する大会へと昇華できたものと思われ

ます。8年振りの弘前主管で行われた本大会ですが、(公社)弘前青年会議所の会員が一致

団結したことにより、大会成功へと結びついたと思います。また、本年度ＬＯＭを離れて

みて、会議での何とも言えない緊張感と県内の様々な人と文化に触れることができ、出向

の楽しさが初めて分かりました。ブロック大会自体は 8年後も弘前で行われると思います

ので、若いメンバーへは今回体験したことを糧にし、更なる飛躍へと期待しております。   

最後になりますが、大会に携わった会員並びにご参加された皆様への御礼を申し上げ結

びとさせて頂きます。1年間、本当にありがとうございました。 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公 1 
事 業 名 ： 第 36回全国城下町シンポジウムブース出展 
職 務 分 掌 ： 地域の魅力認識・発信運動の実施 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

近年、弘前市では様々な地元の魅力を再認識し、積極的に観光客を呼び込むため、積極的な

取り組みを行い、全国へ発信している。しかし、県外へ出る若者が増加し将来の弘前が危ぶ

まれており、故郷を想う人財の育成が近々の課題となっている。 
 

意義・目的（対外） ： 

地域住民と次代を担う子どもたちに、自分たちが暮らす地域に、誇りと愛着を持って過ごし

てもらうため、地域がもつ自然や文化や風習の良さを改めて伝える場を創出し、魅力を認識

していただくと共に、多くの人々が弘前の良さを県内外へ誇りを持って発信できる取組みを

行い、人々の郷土愛を深化させる事を目的とする。 
 

意義・目的（対外）  

「城下町まちづくり交流都市提携」に基づき、両青年会議所が地域におけるまちづくりの情

報交換を行うと共に、ブース出展にて、弘前で造られて世界的な賞を受賞しているシードル

を通じて、地域の魅力を発信することを目的とする。 

 

意義・目的（対内） ： 

本事業を通して弘前のまちづくりに深く関わっていくことで、地域に溶け込み、地域文化の

良さを改めて肌で感じ、地域のために率先して行動する人財を育成する。 
 

実 施 日 時 ： 5月 27日(土) 10：00～16：00 
実施場所・会場 ： 福井市中央公園内（福井市大手 3丁目 11）福井城跡に隣接する公園 

事 業 の 対 象 者  各地参加ＪＣ、来場者等 

対 外 ： ＪＣメンバー及び一般来場者 

対 内 ： 現役メンバー 

   
事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

「ふくい育都祭 2017」～第 36回全国城下町シンポジウム福井大会 大交流会～にて松本

ＪＣとの共同ブース出展 
松本と弘前のシードル飲み比べセット販売 
 ・松本と弘前の地場産シードルを 3オンス（90ｃｃ）のカップに 8割程度入れ、各 1杯
ずつ計２杯（２杯計１５０ＣＣ程度）を５００円（税込）にて販売。約１５０セットで完

売とした。 
※松本ＪＣさんとも話し合った結果、優越をつけるのではなく、お互いの地域ＰＲになれ

第 36回全国城下町シンポジウム福井大会ブース出展 報告書 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 
● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 前田 完治 
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ば良いのではというお話を頂きましたので、対決形式はとらないカタチで行った 

参 加 人 員  弘前ＪＣ８名 出席者名簿 松本ＪＣ１８名 

外 部 協 力 者 ： 福井ＪＣ・松本ＪＣ 

   

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  ４月 ： 企画、準備、松本・福井ＪＣ打ち合わせ 
５月 ： 企画、準備、松本・福井ＪＣ打ち合わせ 

５月２７日 ： 松本・弘前ＪＣ共同ブース出展 
 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

9：05 
10：00 
13：00 
 
15.20 
 
15：20 
 
16：00 

会場集合 

販売開始 

メインステージにてＰＲタイム 

 

販売終了 完売 

 

撤収 ミーティング・ブース準備 

ブース片付け 

完全撤収 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

地域におけるまちづくりの情報交換として、弘前城桜祭りの話や松本にはプロスポーツ（Ｊ1
サッカーチーム松本山雅）があることの効果や現状などのお話しなど、互いの街の情報交換を

することができました。ブース出展では「シードル」がまだまだ認知度が低いことを実感しな

がら、会場にいるＪＣメンバーや一般来場者に個別に説明したり、ＰＲタイムでステージ上で

ＰＲしたりと、「シードルの街弘前」を通じて地域の魅力を発信できました。 
 
次 回 へ の 

引 継 ぎ 事 項 
  

  

 

： 養生テープ、マジック、買い物袋等、足りないものがあったので、備品リストの精査はし
っかりやった方が良いと思う。 

： 今年は（2017）は松本主導で任せる部分が多かったが、来年は弘前主導となるので、準備・
松本の担当者との情報共有は早めにやった方がよいと思う 

： 当日の服装など、細かい部分があいまいであったので、当日のシュミレーションを考えた
方が良いと思う。 

： 朝一の雨模様からは回復したが、雨の対策をした方がよいと思う 
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委 員 長 所 見     

 

： 朝は雨降りからのスタートとなり、意外とシードルが知られていないことに驚いたが、松
本 JC と協力し、売り方もグラス売りにこだわらず、ボトル販売や試飲販売などを駆使し
て、なんとか完売となりました。隣のブースで現存城のパネル展示をしており、歴史につ

いて学んだり、他地域の抱える問題（人口減少問題が多かった）について他地域のメンバ

ーと話が出来たりと、色々な交流をしながら、「シードル」をきっかけに弘前をＰＲ出来

て、すごく有意義な時間となりました。また当日参加したメンバーほとんどが初福井でし

たが、駅前に恐竜のモニュメントがあり、恐竜王国ふくいを体感したり、福井城は現存し

ておらず、石垣の上には県庁が建っているのを目の当たりにしたりと、福井を大いに感じ

ることも出来ました。 
 
決 算   決算書 

決 算 額 ： ３７，０５０円 
（うち事業費）  ３７，０５０円 
（うち管理費）   
予 算 総 額 ： ３７，０５０円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017 年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 

事 業 名 ： Cross.S × Flash～光×音×食のフェスティバル～ 

職 務 分 掌 ： 地域の新たな魅力・可能性を創造する運動の実施 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

 近年、豊かな社会になりつつあるその一方で、当たり前に在るものと思われがちな地元

弘前にある自然や文化や風習の良さ。次代を担う人々が住むこの弘前という地域の魅力を

改めて多くの人々に知ってもらうために、行政・地域住民らと一体となって、これらを発

信していく事が必要である。 

意義・目的（対外） ： 

世界自然遺産白神山地の恩恵と、弘前に数多くある自然や文化等の様々な魅力。 

市民の他、訪れる人々にこれらの魅力を改めて感じてもらい、我々が住まう地域と、そこ

に住む市民の他、多くの人々の未来に希望の光を当て、それぞれの故郷に対する新たな想

い・誇れる心を育みながら、笑顔輝く、誰もが誇れる街づくりに貢献する事を目的とす

る。 

意義・目的（対内） ： 

Cross.S×Flash～光×音×食のフェスティバルの企画・運営をすることによって、メンバ

ー同士のさらなる繋がりを育み、弘前の自然や文化等の魅力を 1人 1 人が改めて感じ行動

し、来場者や外部協力者と共に楽しみながら、率先して弘前を盛り上げていく事で、そこ

で得た知識や経験が今後の仕事やＪＣの活動に活かされ、明るい豊かな社会の実現に向け

ての意識を高めていけるようになる事を目的とする。 

実 施 日 時 ： ２０１７年８月２６日（土）１１：３０～２２：００ 

実施場所・会場 ：  岩木山総合公園 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 外 ： 弘前市民・県内外来場者 

対 内 ： 現役メンバー 

 
事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

光をモチーフにしたイベントブースと、光るアイテムを身に付けて津軽の四季をテー

マにしたイルミネーションを楽しむ「ナイトジョグ」の実施。各時間帯に合わせてファ

ミリー向けと、若者や大人向けの音楽を野外ステージで盛大に実施。フードコートに

は、各出店者に産直の店舗を設け、白神の自然を手ぶらで来ても楽しめるバーベキュー

とピザ焼きコーナーを設置。岩木山総合公園の自然のロケーションを生かし様々な方法

で心から楽しめる非日常空間を演出し、弘前の新たな魅力を発信。笑顔輝く活気溢れる

街の発展へ寄与する事業を展開した。 

事 業 内 容 

お よ び 
： 

・組織図 

Cross.S × Flash～光×音×食のフェスティバル～ 

● 委員会名 ：  弘前 Lighting 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 須藤 立也 成田 志穂 工藤 晋一郎 
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手 法 説 明         全体統括 

 

 

 

Lighting・フード部門                     音楽・広報部門 

 

 

 

 

*事業の全体統括・取りまとめは弘前 JC内の弘前 Lighting 委員会で行った。 

各委員会に赴き、またはメールや電話等で連絡を取り合い、事業内容と手法について

説明をして参加・協力をお願いした。 

 

① 本事業は主に「Lighting・フード」部門、「音楽・広報」の 2 部門からなり、それ

ぞれの部門は外部協力者（弘前市・白銀学園サンモードスクールオブデザイン）と

連携し、業務内容を確認しながら事業が円滑に進むよう準備を進めた。 

② 本事業においての協議は、月最低 1 回以上必ず開催される常任理事会・理事会・そ

の他各委員会にて行い、各々の進捗状況等の確認を行った 

③ 予算面等の、特にコンプライアンス面等で JC 事務局と密接に連携が必要なものに関

しては、専務理事及び事務局のサポートの元、事業を展開していった。 

 

「Lighting・フード部門」・愛郷委員会、Active Support 委員会、会員拡大委員会 

・主な役割：白神バーベキューテラス・ナイトジョグ・ライティングの企画･運営 

 

Lighting 会場関係設営・手配・制作 

「春」スポットライトによって照らされた桜色の街道をつくり、日本一の桜並木を表現 

「夏」ねぷた絵や燈籠を装飾する（バックには仮設資材を設置） 

「秋」リンゴ型ランタンを製作し、装飾する。2015年の巨大りんごオブジェも使用。 

「冬」吉野町緑地公園・蓬莱広場等で使われている冬のイルミネーションのモニュメン

トを使用し冬らしく装飾する。木材でトンネル型の枠を制作し、イルミネーショ

ンを装飾し、その中をくぐらせ、写真撮影スポットとする。 

ナイトジョグ 

光るグッズを身に付けた参加者達が走る、歩く、踊る、写真撮影、ＳＮＳ等、自由に一

定のコースを周遊し、青森の四季を彩ったライティングの景色と音楽の演出を楽しみな

がらゴールを目指します。タイム計測は無く、老若男女どなたでも楽しめる夜の野外イ

ベントです。コスプレ等何を着て参加してもＯＫ。光る服やグッズを身に付け、メイク

を施し動き回る事で、参加者そのものが非日常的な空間を生み出す。 

・サンモードスクールオブデザイン 

  ナイトジョグの参加者にアクセサリーやメイクアップサービス等の装飾を施しても

らった。 

光グッズの販売 

弘前 Lighting委員会 

弘前市 

総務きずな委員会 

 PARTY PRODUCE委員会 

愛郷委員会 

Active Support委員会 

会員拡大委員会 
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メイン会場内に販売ブースを設け、ナイトジョグやその他に使う光アイテムを

販売した。 

フード 

    白神山地から岩木山を中心に近隣の農家の人が育てた野菜や果物のマーケット

を開催。採れたてで旬な食材をその場で味わうバーベキューコーナーとピザ窯２

基を設置。自然の中で気軽に白神食材を楽しむことができる。食材の美味しさ

と、それを作る人の思いを感じながら、家族や友人とコミュニケーションができ

る空間を提供した。 

 

参加企業・店舗リスト 

メニュー・売上報告 

白神バーベキューテラス 

バーベキュー用の野菜・肉をカットし、パック詰めにしたものを販売。 

ピザ窯 

ＪＣメンバー手作りのピザ窯でオリジナルピザを焼いて販売。おおわに自然村

にピザ生地・ソース具材・棒パン・ソーセージを販売提供してもらい、ピザ作

り体験コーナーを設けた。 

 

クラフト 

 ・YoakenoAkari 

キャンドルやその他多様な自然素材を使った作品によって、ステージのりんご箱をデ

コレーション。 

 ・ひょうたんランプ Yorumo～ヨルモ～ 

  岩木山の形等の特殊な細工を施したひょうたんランプでステージのりんご箱を艶や

かに演出した。 

 ・ＧＯＭＡ 

  岩木山の麓で 1,000 個の風船をつないで夜空に浮かべるアート作品を制作・披露し

た。独自にボランティアを募集して作品の制作をおこなった。 

 

「音楽部門」「広報部門」・・・総務きずな委員会・PARTY PRODUCE 委員会 

・主な役割：アーティストの選定音楽関係外部協力者との窓口,会場ｽﾃｰｼﾞ･会場什器等

の選定及び設営、イベント他会場関係管理。 

出演アーティス・モン吉・りんご娘・にゃんごすたー・Waruagaki・弘前暴動 

 ・花嵐桜組・東部児童センター一輪車クラブ 

広報宣伝活動（チラシ･ポスター･ＦＢ･ＨＰ･ラジオ等） 

   広報スケジュールの作成･管理 

   各種進捗状況の把握 

   理事会等の案内･報告･運営資料の作成補佐 

    

その他以下の事項は主として、弘前 Lighting 委員会が窓口となり取りまとめた。 

   Cross･S×flash 事業の全体統括 

弘前市役所との連携･窓口 
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   苦情等･その他への対応 

   弘前 JC理事会への上程･報告 

 

無料シャトルバス 

・弘前駅東口から岩木山総合公園までの無料シャトルバスの往復運転を行った。 

・百沢スキー場から岩木山総合公園にシャトルバス(岩木総合公園提供)を１５分毎に運

行予定であったが、乗客がいなかったため運行を見合わせた。 

参 加 人 員  

・一般受付入場者数７１７人  

・出演、出店関係者約２２０人 

・弘前ＪＣメンバー３９名 弘前ＪＣメンバー出席者資料 

外 部 協 力 者 ： 

・HIROSAKI DESIGN WEEK コンソーシアム 

Cross.S×Flash 事業全体に対する助言・調整 

・弘前市公園緑地課 

スポットライトのレンタルの窓口 

・弘前市文化スポーツ振興課 

借用資材（机、いす等の備品）に関する窓口及び会場内喫煙場所に関する打合せの窓口 

・一般財団法人 岩木振興公社 

協賛金の提供、会場に関する全部事項、周知集客に関連する沿道看板の設置協力。 

・岩木山商工会 

事業のＰＲのための岩木町夏祭りの参加協力。 

・相馬村農業協同組合 

白神バーベキューテラスで使用するプラスチック製りんご箱のレンタル提供協力。 

・白銀学園 サンモードスクールオブデザイン 

ナイトジョグのメイクアップのスタッフ協力。 
 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

    

  全体 Lighting・ﾌｰﾄﾞ部門 音楽・広報部門 

  １月 ： 企画・運営・打ち合わせ  アーティスト精査 

２月 ： 
企画・運営・打ち合わせ  アーティスト精査 

プレゼンテーション 

３月 ： 事業内容検討  アーティスト精査 

４月 ： 事業内容検討  アーティスト精査 

５月 ： 事業内容随時決定 内容精査  

    アーティスト交渉 

 

 各部門への事業内容説明

と課題の検討 

店舗精査 

大鰐自然村・ANEKKO フー

ド店舗と委託のお願い 

アーティスト交渉 

見積・手配 

(弘前 Lighting 委員会) 

６月 
  サンモードスクールオブ

デザイン 

 ステージ設営打ち合わせ 

ポスター制作打ち合わせ 

 
：  ピザ釜作り開始 6/2～8/20 

 

７月中旬アーティスト交渉、ポス

ター制作 
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打ち合わせ・ポスター用

写真撮影 

 

７月 

： 岩木夏祭りに広報をしに

参加(7/30) 

ナイトジョグコース検討 

現地調査 

ライティング制作・装飾打

ち合わせ(嶋津電気株式会

社) 

プレスリリース（デザインウィー

ク記者会見） 

ラジオ番組①7/14（東北全県） 

協賛金を募る 7 月下旬。 

８月 

： チラシ作成・小・中学校

に持参して配布。チケッ

ト販売・関係各所にも配

布。 

ライティング装飾制作・設

営スケジュール検討 

(全委員会) 

 

出店者説明会 

チケット販売委託場所 

販売開始 7/25～8/25 

弘前市へ事業報告 13日 

広報開催日程決定 7/26 

広報ひろさき発刊 

審議後、ポスター配布 

 

 

8 月 24日（木）

8 月 25日（金）

8 月 26日（土）

8 月 27日（日）

8 月 28日（月） 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

備品・制作 

 

会場設営 

会場設営 

事業実施 

会場撤収 

会場撤収 

 

 

参加人数 １５人 

参加人数 １５人 

参加人数 ３９人 

参加人数 １８人 

参加人数  ８人 

側道看板設置 

会場看板設置 

 

 

当日スケジュール 

時 間 項 目 備 考 

8：00～ 

8：30～ 

9：00～ 

9：30～ 

10：30～ 

11：00～ 

11：30～ 

 

13：00～ 

14：10～ 

14：55～ 

15：50～ 

16：15～ 

17：30～ 

18：00～ 

20：10～ 

19：05～ 

19：10～ 

22：00～ 

        

 

 

 

 

 

開会 フード･BBQ販売開始 

 

音楽イベント 

 

 

 

 

 

 

 

点灯式 

ナイトジョグ 

 

 メンバー会場入り会場準備・設営、 ステージ・ライティ

ング設営、ライティング・ナイトジョグコース整備・ 

 

 

各店舗搬入開始・メンバー最終打ち合わせ 

フード搬入・販売準備 

車輌撤収・調整・来場者入り開始 

開会式 

 りんご娘  

東部児童センター一輪車クラブ 一輪車演舞 

花嵐桜組 演舞 

waruagaki   

弘前暴動   

 にゃんごすたー  

モン吉音響 check 開始 

山本副市長挨拶 ライティング点灯式 

メインアーティスト モン吉 Live 

ナイトジョグスタート 

終了・撤収開始 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

 

 

 

 

 

： 

参加者の方々から「初めて来場したがロケーションも良く楽しかった」､「白神 BBQ テ

ラス､ナイトジョグが楽しかった」等の声をいただき、岩木山の麓から見える景色やクラ

フト･ねぷた絵で表現した文化､世界自然遺産白神山地の恩恵の賜物であるとれたて野菜等

を堪能し､弘前の様々な魅力を感じてもらいながら活気と賑わいを創出する事ができまし

た。多くの人々にこの事業を楽しんで貰え笑顔輝く誰もが誇れる街づくりに大いに貢献す

る事が出来ました。 

次回への引継事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 

 

事業全体について 

・当日までメンバーの役割がわからなかった等の意見をいただいたので、計画段階の内か

ら内容や役割を明確にし、決まった事から随時メンバー全員にメールや SNS 等を用いて

周知徹底していくべきであるった。 

・一社にアーティスト出演依頼をして一か月程待った挙句決まらなかった事があった。計

画初期の内から複数アーティストの検討を付け、同時に出演依頼を進めていくべきであ

る。 

・事業当日にゃんごすたーの待ち時間が異常に押してしまい、全体的な時間配分・タイム

スケジュールが狂ってしまったので、時間のロスが生じた場合は速やかに修正していく

べきである。 

・毎年の事業を今後のＪＣ活動に活かすようにするため、今後は入場者アンケート実施の

検討を行うべきである。 

・全てのコンテンツの決定を待っていたため情報の発信が遅くなってしまった。各コンテ

ンツが決定したものから随時 SNS 等で情報発信していく事が大切である。 

・情報発信が遅くなり全体への周知不足のため、物品やチケット販売収益で予算をクリア

しようと思ったが約 70万円程達成できなかった。予算の不足分を売上でカバーする事

業の場合は販売収益を専門に検討する担当者若しくは委員会を設置し、遅くても事業実

施日の二か月前からは全体情報発信して、予算をクリアすべく動いていくべきである。 

・予算をクリアするため、宿泊客を増やすべきであった。周辺環境は良く安価な宿泊所も

無数にあるので、宿泊者向けのＰＲもしておくべきであった。 

事業当日について 

・事業当日メンバーの配置に関して手隙きになる所と忙しい所のバラつきがあった。役割

分担をもっと早い段階でメンバーに周知徹底しておくべきである。 

・当日の人員配置が上手くいかず、委員長等からの指示系統をもっとはっきりとさせてお

くべきであった。 

・前日の雨の影響もあったが、ナイトジョグが始まる直前までバルーン照明が配置されて

おらず直前にバタついたので、設営の段階で準備を全て終わらせておくべきであった。 

・在庫を残さない様に残り時間が少なくなってから急に値下げをしたり等、当日にバタつ

いた。販売計画や担当者を早い段階で決めておき、当日にバタつかないようにしておく

べきである。 

・バーベキューのシステムがわかりづらかった。食材の購入場所に看板を設置したり、シ

ステムの説明を書いたパンフレット等を設置しておくべきである。 

・ナイトジョグのスタート位置が分かりづらかったとの意見があった。テープで区画する

などハッキリとした場所を明示すべきである。 
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・必要な時に必要な物が見当たらないなど物品の散乱が目立った。道具の管理に関しても

責任者を決めておくべきである。 

・インカムの使い方や管理に関して、全員が一度に同時に使う事は無かったのでメンバー

全員分は必要なかった。各々の持場の責任者を決めて、必要最小限の連絡とした方が混

乱が少ない。 

・情報発信が遅くなってしまいチケットの目標販売枚数を達成できなかった。チケットの

販売方法に関して、期日と販売手法をより明確に定め、メンバー全員で目標に向けて邁

進して行くべきであった。 

・シャトルバスの担当者を明確に決めていなかったため、百沢スキー場から岩木山総合公

園へのシャトルバスの手配が行われておらず、当日にバタついた。事前にしっかり担当

者を決めて最終確認を行うべきである。 

・関係者として入場した人を正確にカウントしていなかった。一般受付入場者数の他に関

係者として入場した人の数も正確にしておくべきである。 

その他 

・テントのウェイトの数が足りず、突発的な風で煽られたりした。備品が足りない場合の

対応策をしっかり考えておくべきであった。 

・事業当日に会場から借用した物品の数が合わなくなったので、責任者を決めて撤収時に

ちゃんと数量を確認するなど管理をもっと密にしておくべきであった。 

・ピザ釜を運搬したら一部破損してしまった。修理に余計なお金や手間も掛かってしまっ

たので、運搬方法に関して制作段階のうちから当日の運搬方法も決めておくべきであっ

た。 

・協賛看板の企業名が間違っていたので、担当者を決めて最終チェックを行うべきであっ

た。 

委 員 長 所 見 

 

 

： 

経験のない私にとって、すべての面において当委員会、ＪＣメンバーの皆様の助言・ご協

力をいただけたからこそ、特に大きな事故やトラブル等も無くこの事業を滞りなく終わら

せる事が出来ました。メンバーとともに事業を進めていく中で得た知識や経験など、みん

なで今後のＪＣ活動に活かしていくための意識向上の一翼になることができました。また

多大なるご協力をいただきました、HIROSAKI DESIGN WEEK、公園緑地課、文化スポーツ振

興課、一般財団法人 岩木振興公社、岩木山商工会、相馬村農業協同組合、白銀学園 サン

モードスクールオブデザイン、市内外企業の皆様に心より御礼申し上げます。貴重な経験

をさせていただけた事に感謝しております。本当にありがとうございました。 

 

決 算   Cross.S×Flash＜決算書＞ 

決 算 額 ： 8,110,911 

（ 事 業 費 ） ： 8,110,911 

（ 管 理 費 ） ：  

予 算 総 額  9,047,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業 
事 業 名 ： 弘前プロモーション事業 
職 務 分 掌 ： 地域の魅力認識・発信運動の実施 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

明るい豊かな社会の実現に向け運動を展開している我々は、各地域における社会的課題に向

き合う中で、他地域ＬＯＭの日頃の運動展開に関する情報や運動に対する意識、そしてそれ

ぞれの地域の風土や歴史を知り、新たな魅力や気付き、知識を得て自信の地域に生かす機会

が必要と考えます。また、我々が運動を展開する為には多くの県民や行政、各種団体との連

携が重要となり、地域の発展を願う県民と共に地域の未来を考え、我々の行っている運動を

発信し、意識の高揚をする必要があります。2017 年度は、弘前市で公益社団法人弘前青年
会議所主管の第 47 回青森ブロック大会ｉｎ城下町弘前が開催されます。主管 LOM として
この大会を好機と捉え、弘前の魅力を県内８ＬＯＭ及び県民に発信すると共に、参加頂いた

皆様への御礼・感謝の気持ちを伝えるべく弘前魅力発信を行う場を催す必要があります。 
 

意義・目的（対外） ： 

 
第 47 回青森ブロック大会参加の各地ＬＯＭメンバーや県民の皆様と交流を深めながら、弘
前魅力発信パーティー参加者へ向け弘前の魅力を創発することで、弘前を知り、興味・関心

を持って頂き今後の弘前青年会議所、そして弘前の発展へ寄与すると共に、各地 LOMメン
バーへ来弘への感謝を伝え、懇親を深める事を目的とします。 
 

意義・目的（対内） ： 

弘前魅力発信パーティーの企画・運営を通じて、各地 LOMメンバーや県民へ弘前の魅力を
アトラクションや料理として創発することにより、改めて弘前の文化や郷土史、そして弘前

JC 歩んだ歴史を知り、その知識を生かし今後の JC 運動展開への更なる意識の高揚を目指
すことを目的とします。 

実 施 日 時 
 

2017年 7月 1日（土）18：35～20：45（受付 18：00） 
実施場所・会場  藤田記念庭園 （弘前市大字上白銀町 8-1） 
事 業 の 対 象 者   
対 外 ： 来賓、関係諸団体、青森県民 
対 内 ： 青森ブロック内 LOM会員 

弘前魅力発信パーティー事業 

● 委員会名 ： PARTY PRODUCE 委員会 
● 副理事長／常任理事 ： 吉川 裕之 川嶋 貴裕  
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事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

日本青年会議所の青森県地方の大会（青森ブロック大会）が本年、弘前の地で弘前ＪＣ主

管として開催した。県内各地から組織メンバーが一堂に会し懇親を深める事、そして来場

された方々に弘前の魅力を発信することを趣旨とした。この懇親会への参加対象者は青年

会議所メンバーのみならず、一般の方も参加可能とした。 

 

会場駐車場について 

来場される各地青年会議所メンバーに対しては下記の場所に案内。 

      （無料） 藤田記念庭園駐車場（約６０台） 

      （有料） 弘前文化センター駐車場 

※藤田記念庭園駐車場には、愛郷・ＡｃｔｉｖｅＳuｐｐｏｒｔ委員会より３名を配置し

て安全を確保した。 

弘前青年会議所メンバーは水道局駐車場又は事務局への駐車をした。 

（約１５台・下記水色の場所）（使用時間・１６：００～２３：００まで） 

水道局駐車場地図 

藤田記念庭園 レイアウト 

丸テーブル（吉川倉庫より）は７ＬＯＭに分かれるよう配分して配置。イス（吉川倉庫よ

り）も人数に合わせて配置。（不足の場合マルシェテーブル使用） 

各テント（マルシェ）は各ＬＯＭの荷物置きとして使用（雨天時は中央に配置） 

マルシェ六角テントは飲食ブースとして使用。 

受付用・飲食ブース用会議テーブル・イスは事務局より移動 

看板は、ブレーメンさんが設置。（入口及びステージ） 

※誘導は、駐車場交差点前２名・入口付近 1名・藤田記念庭園洋館前入口 1名とした。 

※駐車場警備は、3名 

安全の為誘導棒等携帯。 

藤田記念庭園 会場レイアウト 

事業当日 

事業実施の可否の判断基準について 

１．天変地異、ストライキ、その他の事象によりブロック大会の開催が不可能若しくは著

しく困難になった場合には、ブロック協議会と協議の上、事業実施の可否を判断するもの

とした。また、事業の中止が決定された時には、ブロック協議会と連携を図り、速やかに

各地会員会議所へ報告を行うものとした。 

２．台風や著しい天候の悪化により、庭園での開催が不可能若しくは困難になった場合、

理事長と委員会との協議の上、事業開催の可否を判断するものとした。 

 

事前準備～前日～当日～片付け 会場設営の段取りについて 

事前準備 

庭園使用申請：市役所 申請～許可（6/30に払い込） 

テント借用申請：市役所 １５台 申請～許可(5/18) 

近隣への挨拶文：会場周辺 文書審議済み。6/29配布(近隣住宅 150軒) 

臨時出店申請：保健所 電話にて相談。確認（5/15） 

イベント実施届出：消防署 申請～許可（5/19） 
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臨時駐車場：水道局 申請～許可（6/30に払い込） 

前日準備 

12:00～20:00 マルシェテント借用（14:30）

吉川倉庫へイス・テーブル借

用 

事務局机・イス借用 

上・下土手町イス・テーブル

借用 

ムジコクリエイト イス・テ

ーブル借用 

順次トラックにて配送 

メンバーは現地にてテント組み

立て作業 

車両：大場委員（トラック）・吉

川副理事長（トラック） 

 備品確認：事務局 備品は委員会の車に積載 

13:30（16 

:00）～ 

ステージ・照明工事 アップルウェーブ・嶋津電気

（13:30） 

当日準備 

12:00～15:00 会場設営  

15:30～ リハーサル 司会通しと各担当との進行確認 

16：30～ 消防検査  

17：00～18：00 飲み物準備・誘導駐車係り移

動 

 

18：00～ 受付開始  

本番時の役割分担について 

ブロック調整役 吉川副理事長 ブロック協議会の動きを把握し、業務調整

を行う役目 

大懇親会統括 川嶋常任理事 大懇親会の運営責任者 

受付担当 責下山委員 大懇親会場での受付業務（５名） 

警備担当 責野村委員 誘導及び駐車場警備 

誘導（４名）警備（３名） 

各ＬＯＭテーブル担

当 

責工藤委員 他ＬＯＭ会員・来賓への料理・お酒等テー

ブル担当（１６名） 

飲料担当 責前田委員長 飲料全般の調達や提供（５名） 

料理担当 責山内委員 外注（スタッフをつれてきた） 

司会進行担当 責櫛引副委員長 司会：木村歩君・寺沢はづき君（３名） 

アトラクション担当 責大高委員 アトラクション全般運営（２名） 

アカデミー担当 責小山田副理事

長 

アカデミーアトラクションに対しての業務

調整 （１名） 

設営担当 責大場事務局長 設営・撤去全般（適宜）・エコステーション

（2名） 

タイムキーパー担当 責櫛引副委員長 （１名） 

写真担当 責大藪委員 記録撮影（２名） 

おもてなし担当 責前田委員長 懇親会後のアテンド等（三役） 

青森ブロック大会 各弘前ＪＣメンバー行動表 
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事業終了後（会場撤収）について 

1日（土）21：00～22：00作業） 

園内清掃作業及びゴミ分別 

照明等解体 

テーブル・イスの清掃・整理 

テント解体 

 

 

 

布巾にて水拭き 

盗難防止の為、備品等を陰にして会場隅に 

保管（翌日トラックにて返却） 

2日（日）9：00～12：00 

テント解体・返却 

イス・テーブル返却 

事務局備品類の返却 

藤田記念庭園の清掃作業 

 

照明等撤収（8：30～） 

ステージ撤収（9：00～） 

ゴミ収集・東洋美装（12：00～） 

吉川倉庫（マルシェテントは月曜返却） 

テーブル・イスは一部は中・下土手町・ム

ジコクリエイトに返却 

工藤委員 

車両：大場委員（トラック）・須藤副理事

長（トラック）・小山田副理事長（トラッ

ク） 

 

ＰＡ機材は前日持ち出し 

3日（月）9:00～11:00 

テント返却 市役所倉庫 

 車両：大場委員（トラック） 

大会提供飲食物について 

飲料 仕入＆運営担当責任者（前田委員長）※前田酒類（株）への委託 

     品名        数量        品名        数量 

アサヒスーパードライ樽

生 

１３４Ｌ オレンジジュース １２Ｌ 

樽ハイ ３０Ｌ コカコーラ １２Ｌ 

焼酎（グランブルー） １．４Ｌ 炭酸水 ３６Ｌ 

芋焼酎（金黒） １．８Ｌ ミネラル ３６Ｌ 

麦焼酎 ２．８８Ｌ   

ウイスキー（角瓶） ４Ｌ   

ウーロン茶 ２４Ｌ   

※日本酒は、会場にあげてくださる各ＬＯＭからの品を提供に回す予定とし購入しなかっ

た。 

※ワインは値段で味の差が分かる為、費用対効果のポイントで提供しなかった。 

料理の提供について 

基本ブースでの提供とし、弘前青年会議所の事業から生まれたものや、弘前を感じる料理

を提供した。仕入＆運営責任者（山内委員） ※焼酎酒家Ｏｚへの委託 

１． イカメンチ    １５０食 

２． 津軽チャウダー  １００食 

３． 三宝丼      １００食 

４． 津軽そば     １００食 

５． レトロポーク炭火焼  ２００食 
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６． サバドック     １００食 

当日配布チラシ（メニュー等説明文入） 

アトラクションについて 

アトラクション 

題名：ＪＡＺＺネットワークによるビックバンドＪＡＺＺと津軽三味線の演奏（50分準備

等含む） 

内容：ビックバンドによる生演奏と津軽三味線のコラボレート演奏 

アカデミー大学第五講座 

題名：アカデミー大学第五講座 

内容：アカデミー大学生によるプロジェクターを使った発表（20分） 

補足：プロジェクター・発電機等機材は、アカデミー側が準備した。 

※補足 

１．各次第に対応したブロック役員には吉川委員長を通じて打診した。 

２．開会の前にウエルカムドリンクとして飲料を提供。同時に、ウェルカムアトラクショ

ンとしてＪＡＺＺネツトワークの演奏を始めた。 

３．協賛ＰＲとしてＢＵＹひろさき推進本部様確認済みＰＲ文を司会が読み上げた。 

４．歓談時はアトラクションとして通しでＪＡＺＺネツトワークの生演奏を行った。 

５．閉会後、弘前メンバーは会場出入り口にて並び来場者をお見送りした。 

【ＰＲキャラバンスケジュール】 

平成 29年 

4月 16日（日） 10：00～ 公益社団法人青森青年会議所 

4月 18日（火） 19：00～ 公益社団法人黒石青年会議所 

4月 26日（木） 18：00～ 公益社団法人三沢青年会議所 

5月 14日（日） 15：00～ 公益社団法人十和田青年会議所 

5月 18日（木） 19：00～ 公益社団法人八戸青年会議所 

5月 28日（日） 12：30～ 公益社団法人五所川原青年会議所 

6月 15日（火） 18：30～ 一般社団法人むつ青年会議所 

※ＰＲキャラバンには、青森ブロック協議会棟方会長も参加され、公式ＬＯＭ訪問も兼ね

る形として行った。 

参 加 人 員 ： 

県内各地会議所会員 188名（登録数 285名）各ＬＯＭ登録・参加数資料 

一般入場者数 11人 

弘前ＪＣメンバー 43名（うち賛助会員 5名）弘前ＪＣメンバー出席者資料 

外 部 協 力 者 ： 

弘前市都市環境部公園緑地課、弘前市商工振興部商工政策課、弘前市上下水道部総務課、

弘前市商工振興部商業振興課、ＢＵＹひろさき推進本部（弘前市商工振興部商工政策課、

弘前商工会議所、弘前市物産協会）特定非営利活動法人ジャズネットワーク、一般社団法

人東北電気保安協会、一般社団法人弘前市みどりの協会（藤田記念庭園）、弘前消防本部、

弘前保健所、アップルウェーブ株式会社、焼酎酒家Ｏｚ、前田酒類食品販売株式会社、や

まと印刷株式会社、有限会社アイベックス、有限会社東洋美装、株式会社小林紙工、中土

手町振興組合、下土手町振興組合、ムジコクリエイト 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  １月 ： 企画・運営 
２月 ： 企画・運営 
３月 ： 企画・運営 
４月 ： 企画・運営 PRキャラバン活動 
５月 ： 企画・運営 PRキャラバン活動 
６月 ： 企画・運営 PRキャラバン活動 
７月 ： 事業実施 
８月 ： 事業報告書作成 協議 
９月 ： 事業報告書審議 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

12：00～18：00 

18:00～ 

18:15～ 

 

18：37～ 

18：38～ 

18：41～ 

18：45～ 

18：46～ 

18：48～ 

18：52～ 

19：55～ 

20：21～ 

20：35～ 

20：41～ 

20：45～ 

22：00～ 

会場設営・準備 

受付開始 

ウエルカムドリンク提供 

OPアトラクション 

開会宣言 

主催者挨拶 

開催地理事長挨拶 

協賛ＰＲ 

乾杯挨拶 

歓談 

【演奏】 

アトラクション 

PRタイム 

若い我ら 合唱 

閉会 

お見送り 

撤収終了 

 

 

 

ＮＰＯ法人ジャズネットワーク 

大懇親会担当 川嶋常任理事  

青森ブロック会長 棟方清崇君 

弘前青年会議所理事長 三國典央君 

司会より紹介 

弘前青年会議所ＯＢ会長 三浦真介先輩  

 

ジャズネットワーク演奏 

アカデミー大学第五講座 

東北青年フォーラムＰＲ 

ジャズネットワーク演奏 

青森ブロック直前会長 類家徳久君 

 

 
 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

事業目的である、第 47 回青森ブロック大会大懇親会として県内各所ＬＯＭメンバーとの

交流を深め、弘前の魅力を発信する件については、県内各地より多数のご参加を頂いたこ

とと、事業後のご参加頂いた方からのお話を聞くなかでお褒めの言葉を頂いておりました

事をもって概ね成果を得たと考えております。今回、ＢＵＹ弘前推進本部様からのご協賛

による地酒のＰＲや津軽三味線を取り混ぜたこの地で活躍されるアーティストの演奏、地

場の郷土料理や弘前青年会議所発信による食事提供、弘前を代表する庭園などで本会を行

うことが出来、弘前の魅力を県内各地メンバーへ魅力発信出来たと感じております。この

発信が今後の弘前の発展に微力ながら寄与していけると感じております。 
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当会ＬＯＭメンバーに対しては、この大会を通じＰＲキャラバンから本番まで多数のメン

バーとブロック大会大懇親会を作り上げていくことが出来、その中で得た知識・経験など

を今後のＪＣ運動・活動への生かしていって頂くことにより、ＬＯＭメンバーへのＪＣ運

動・活動の意識向上への一端を担ったと考えます。 

 

次回への引継事項 ： 

●当日、本会が弘前文化センターで行われており、会場までの移動に時間が掛かり大懇親

会開始が遅れてしまった。良く想定して会場の場所や開始時間、交通などを考える必要を

感じた。 

●チケット等すべて前売りにての対応の予定だったが、当日連絡もなく参加する各地メン

バーの方が何人かいらっしゃったので、予定がなくても対応出来るように準備が必要。 

●当日、各ＬＯＭに領収書を各専務に受付にて受け渡していたが、忘れていったＬＯＭが

１ＬＯＭあったので確実に渡す為、事前に各ＬＯＭ専務への連絡が必要だった。 

●今回は天気に恵まれたが、雨天時、テントを建てるなどして対応する予定でしたが、別

会場を準備するなど野外での開催のさいは雨天対策を万全にする必要があった。 

●ＰＲなどで予定にはなくその場で増える場合があるのでうまく対応するか、事前に強く

確認する必要がある。 

●席次の配置などで事前に確認している各ＬＯＭ出席者人数（登録者ではなく）より増減

があるので対応できるよう余分に席・テーブルを用意する必要があった。 

●撤収・清掃時の際、会場関係者にトイレが汚いとのクレームがあった。（清掃時に対応）

会場施設を使用する際は、司会からアナウンスするなどして青年経済人としての振る舞い

を促す対応があると良いと感じた。 

●アカデミー大学第 5講座を行った際、予定よりかなり時間が掛かり全体の終了時間が押

してしまい、撤収作業が会場閉館時間まで掛かってしまった。もっとしっかり打ち合わせ

をする必要があると感じた。 

●料理の提供の仕方について、野外とのこともあり保健所の指導の下進めましたが、あま

り評価が良くなかった為、メニューを選ぶ段階から料理の提供の仕方まで考えての選択が

好ましいと考えます。 

●料理が当日余ったとの指摘があり、人数に対しての量を精査して決めていくことが難し

いですが、必要と感じました。 

●会終了後のタクシーの手配もオペレーションに組み込み準備が必要と考えます。 

委 員 長 所 見 ： 

大きな事故もなく会を盛大に滞りなく終われたことを担当常任としてとても嬉しく思っ

ております。この大懇親会を担当させて頂けたことに感謝しております。そして、この大

懇親会を一緒に作り上げていって頂いた委員会の皆様、また、ご尽力頂いたメンバーの皆

様、企業・役所の皆様、本当に有難うございました。 

 
決 算   決算書  

決 算 額 ： 1,340,088円 

（ 事 業 費 ）  ： 1,340,088円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 1,476,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業  

事 業 名 ： 2017平成まんじ札事業 

職 務 分 掌 ： 平成まんじ札事業の企画・運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

平成まんじ札事業は、毎年開催を楽しみにしている市民の方がおり、地域活性化及び地域の

魅力を再発見できる機会を提供できるイベントとして認知されています。 

 

 

意義・目的（対外） ： 

平成まんじ札事業への参加を通じて、収集場所に向かうまでの道のり、街並みを散策し弘前

の魅力を再発見して頂き郷土愛をさらに深めて頂く機会の提供により、地域社会の活性化に

寄与することを目的とする。 

 

意義・目的（対内） ： 

弘前青年会議所メンバーが弘前市の魅力を再認識する為、また自らが住まう地域の歴史と文

化を理解して貰うことを目的とする。 

 

 

実 施 日 時 
 

2017年 7月 24日（月）～2017年 8月 31日（木） 

実施場所・会場  市内各所に設けた平成まんじ札配布場所 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  現役メンバー 

対 内 ： 一般市民及び観光客 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

<事業内容> 

●弘前の様々な店舗・施設に平成まんじ札を配布 

●参加店舗・施設マップを弘前の様々な場所に設置 

●参加店舗・施設マップを見ながら平成まんじ札を探し、収集。 

●すべて集めると先着 100名に収集キットプレゼント。 

 

<札のデザイン> 

【表面】札表面は従来通りの平成まんじ札とする。 

【裏面】札裏面は弘前の古地図を印刷し、全て収集すると一枚の地図になるようにする。 

２０１７平成まんじ札事業 

● 委員会名 ： 総務きずな 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 秋元駿一 ／大場一巧 ／石岡伸 
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【寸法】横 50×縦 150（mm)  

 

<配布方法> 

弘前駅前～土手町～市役所周辺エリアとし、計 40箇所の店舗・施設へ平成まんじ札を配布。 

 

<参加料金> 

各店舗 10,000円、施設は無料。 

 

<PR方法> 

ポスター、チラシ、当会 HP、各種メディア、プレスリリース 

 

参 加 人 員 ： 

400名程度 

完全制覇アンケート記入者 153名 

参加店舗まんじ札最高配布枚数 400枚 

外 部 協 力 者 ： 弘前市内各店舗、弘前市各施設、弘前市、各種メディア 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年 ４月 ： 検討、打ち合わせ 

５月 ： 店舗・施設調査、声がけ 

６月 ： 配布先のお願いと選定、札の作成 

７月 ： 

１３日 プレスリリース 
１５日 広報活動 
２１日 札の納品 
２４日 ２０１７平成まんじ札事業実施 

８月 ： 
２日 広報活動 
３１日 平成まんじ札事業終了 

９月 ： お礼状お届け 
 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

   

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

アンケート集計結果から、２０１７平成まんじ札事業への参加を通じて、「行ったことの無

い場所へ行き新たな弘前を見つけることができた」「配布先店舗に行ってお買い物やお食事

をした」という方もいたことから、収集に向かうまでの道のり、街並みを散策して頂き弘

前の魅力の再発見、地域社会の活性化にも少なからず寄与できた。 

次回への引継事項 ： 

参加店舗・施設などについて 

・参加店舗に出す案内文などは、早い段階で部分審議を頂き確定させた方がよい。 

・参加店舗募集の段階で、例年参加頂いている店舗でも今一度精査が必要な場合がある。 

・新規店舗は、実行エリア内の店舗へ早めの訪問が有効である。 
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・募集の段階で配布の仕方など説明をしているが、納品の際も再度説明をした方がよい。 

・納品の際、店舗の定休日もあるので前もってお知らせをして納品をする。 

・納品の際に集金する場合、領収書などに記載する宛名は、早い段階で店舗に聞いておい

た方が、スムーズな納品が出来る。 

・ポスター・チラシに記載する店舗名を確認し配布場所の立て看板なども店舗に配布した

が、分かりにくい場所などがあったので、次回以降は配布場所をもっと分かりやすくす

る工夫が必要かもしれない。 

・参加店舗でのチラシが不足したので各店舗 100枚前後配布できるようにした方が良いか

もしれない。 

・参加店舗には、確実に 1人 1回 1枚手渡しのお願いの徹底をする。 

・参加店舗の急な事情によりポスター・チラシへ記載以外の日に定休になってしまった場

合は、出来る限り分かりやすい様に POPなどの張り出しをお願いした方が良いかもしれ

ない。 

 

まんじ札デザインについて 

・当会でデザイン(表)を校正をする場合も、イラスト作成などになると限界があるので、

難しい部分ではあるかと思うが参加店舗に伝えた方がよい。 

・デザインの最終確認も時間を要するので、早めに確認した方がよい。 

・デザインは、基本的に店舗側で作成して頂くのが望ましい。 

 

収集キットについて 

・収集キットの受け渡し場所に事務局を使用する場合は、受付時間などを記載した POPを

作成し張り出すとよい。 

・収集範囲を狭めた結果、収集キットが早い段階で無くなったので、今回のような範囲で

行う場合は、個数を精査した方がよいかもしれない。 

・収集キット(おまけ含む)が無くなった後も事務局へお越し下さる方がいて、アンケート

を書いて頂くだけになってしまったので、アンケート結果からも収集キットを購入した

いという方も多くいた、来年度以降収集キットの販売をして収益を上げるようなかたち

を検討しても良いかもしれない。 

・小学生の夏休み期間の開催にしたが、収集キットの受け渡しに事務局を使用する場合、 

 事務局員が不在になる日時・時間帯等があるので対応を検討した方が良いと思う。 

まんじ札枚数について 

・今回は、昨年の結果も踏まえ参加店舗に 400枚を納品したが、最終結果から残数にバラ

つきが出てしまったので、バラつきが出ないような仕組みを考える必要があるかもしれな

いと思う。 

・配布枚数に関しては、全て配布出来た店舗も中にはあったので 400枚位が妥当なのかも

しれない。 

 

全体的な部分 

・参加店舗への電話掛け、参加のお願い、納品、お礼状のお届けは人手もいるので店舗ご

とに担当を決めるなどして分担できる部分があればした方がスムーズである。 

・分担した場合、連絡をとり情報共有をしっかりする。 

142



・プレスリリースなどは、進行資料や伝えたいことを纏めたものを準備した方がよい。 

・参加店舗のご好意で、蕎麦の実を配って下さる店舗、アメを配布している店舗があった

りと参加者に気を使って頂ける店舗もあったり、また参加者よりお礼の手紙やご意見の

手紙を頂けたりしたので、参加頂いた店舗に感謝する部分であったので、参加店舗へお

知らせすることも必要である。 

委 員 長 所 見 ： 

まんじ札事業を通じてたくさんのことを勉強させて頂きました。 

店舗の選定の部分では、エリア内を直接歩いてみて改めて発見することがたくさんあり、

店舗の店主さんとお話するなど、普段なかなかできない貴重な体験でした。 

いかに自分が住む地域の事が分かっていなかったかを、反省する部分でもありました。 

参加頂いた皆様もアンケートの結果からも、楽しめたという声が多かったのでとてもあり

がたく思います。 

また、開始 1 週間くらいで収集キットが無くなるような事態になり、反響があったことに

感激しました。 

これも参加店舗、施設の方や委員会メンバー、現役メンバーなど多くの方のお力添えを頂

けたおかげと思います。 

ご協力頂けた皆様本当にありがとうございました。 

 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 445,500円 

（ 事 業 費 ）  ： 500,000円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 500,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公１ 地域社会の健全な発展に寄与する事業   

事 業 名 ： ASPACウランバートル大会ブース出展 

職 務 分 掌 ： 地域の新たな魅力・可能性を創造する運動の実施 
 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

２０１７年モンゴルウランバートル大会にて弘前ＪＣブースを出展し世界へ向けて発信で

きる場を活用する。 

 

意義・目的（対外） ： 

地域住民と次代を担う子どもたちに、自分たちが暮らす地域に、誇りと愛着を持って過ごし

てもらうため、地域がもつ自然や文化や風習の良さを改めて伝える場を創出し、魅力を認識

していただくと共に、多くの人々が弘前の良さを県内外へ誇りを持って発信できる取組みを

行い、人々の郷土愛を深化させる事を目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

本事業を通して地域文化の良さを改めて肌で感じ、地域の為に率先して行動する人財を育成

する。また、ＡＳＰＡＣという世界の機会で発信することにより私たちの地域を見つめ直す。 

実 施 日 時 ：  ６月１０日（土） ２０：００ ～ ２３：００ 

実施場所・会場 ：  モンゴル国 ウランバートル ナショナルアミューズメントパーク 

事 業 の 対 象 者    

対 外 ：  ＡＳＰＡＣ ＪＡＰＡＮナイト来場者 

対 内 ：  弘前ＪＣメンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

ジャパンナイトテーマ「祭り」 

ブース来場者にりんごジュースの提供をし弘前を PRする 

○ブース内：机１ 

○弘前市観光政策部より 弘前市ＰＲ海外向けのパンフレット 

○振る舞い 

りんごジュース（缶）：120本（30本入り×4ケース /１ケース当り約 7㎏） 

           ※機内持ち込みにて輸送。 

※弘前青年会議所ＯＢ会より販売のご協力を頂けた 

参 加 人 員 ： 
現役 ２名（三國典央君・成田志穂君）、ＯＢ ２名（三浦真介先輩・前田伸子先輩） 

ジャパンナイト来場者 

外 部 協 力 者 ： 弘前市役所 観光物産課、（公社）日本青年会議所 民間グループ ＪＣＩ関係委員会 

ASPACウランバートル大会ブース出展 

● 委員会名 ： 三役執行部  
 

● 専務理事 ： 秋元 駿一 ／ ／ 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  １月 ：   

２月 ：  

３月 ：  

４月 ：  

５月 ： ブース出展申し込み・各種手配等 

６月 ： 実 施 

７月 ：  

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１８：００ 

１９：３０ 

２０：００ 

 

２３：００ 

会場設営・準備 

設営・準備完了 

ジャパンナイト開会 

 

ジャパンナイト閉会 

  

 

120杯分のリンゴジュースを用意して振る舞い 

ＰＲブース・パンフレットの配置 

 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 
ＡＳＰＡＣブースを出店したことにより、弘前の地域がもつ自然や文化や風習の良さを改

めて伝える場を創出でき、世界へ弘前の魅力を多くの方へ発信することができた。 

次回への引継事項 ： 

飛行機での輸送は重量制限があるので気をつけて取ること 

海外でのブース出展などに関しては日本 JCと連携を蜜にし行ったほうがよい 

ブース出展等は食べ物などでなくても良い。国内であれば食べ物。ブースを出店する場合

は人数をかけないと負担が多くなってしまう。 

メンバーの声がけを早めに行う。 

委 員 長 所 見 ： 

私自身は予定が重なってしまい ASPAC 参加をすることが叶いませんでしたが、開始 30 分

ほどでりんごジュースはなくなってしまい、弘前を世界へ発信することができたようで良

かった。また弘前を発信できる機会があれば是非参加し参加を促したい。 

 
決 算    決算書 

決 算 額 ： ￥１１６,６８０－ 

（ 事 業 費 ）  ： ￥１１６,６８０－ 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： ￥１２０,０００－ 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公 2 青少年の健全な育成に寄与する事業 
事 業 名 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい 
職 務 分 掌 ： ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会の運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 
背 景 

: 

ねぷたを通じて、郷土愛を育み、祭りの楽しさを伝えると共に、郷土の文化であるねぷたを

絶やすことの無いよう、受け継いでいく子ども達を育成する必要がある。 
 

意義・目的（対外） ： 

実行委員会の運営を通し、多くの子ども達に弘前ねぷたまつりのオープニングイベントであ

るちびっ子ねぷたに参加してもらい、ねぷたの楽しさを伝え、子どもの笑顔があふれるまち

づくり及び伝統ある弘前ねぷたの保存継承に寄与することを目的とする。 
 

意義・目的（対内） ： 

子ども達の笑顔にふれながら、メンバーが祭りの楽しさ・郷土の文化を改めて体感するとと

もに、事業を通じてメンバー間の絆が強まることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 平成 29年 7月 30日（日）14：50～ 
実施場所・会場 ： 弘前市土手町分庁舎駐車場→土手町→一番町→桜大通り→観光館広場・弘前公園東門前 
事 業 の 対 象 者  現役メンバー・関係団体並びに参加保育園 
対 外 ： 弘前市内保育園 
対 内 ： 現役メンバー 

   
事 業 概 要     
事 業 内 容 
お よ び 
手 法 説 明 

： 
ちびっ子ねぷたのお通りだい実行委員会事務局として、ちびっ子ねぷた実行委員会会議の

企画運営、及び運行当日の運営。  

外 部 協 力 者  観光ＣＢ、弘前市役所、弘前商工会議所、弘前市物産協会、グリーンカメラ 

参 加 人 員 ： 
現役メンバー２９人・（観光ＣＢ・弘前市役所・弘前商工会議所・弘前市物産協会・グリ

ーンカメラ）計２０人 
参 加 推 進 方 法  ＦＡＸ、電話掛け。 

 
 

ちびっ子ねぷたのお通りだい 報告書 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 
● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 前田 完治 
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事業実施までの 
ス ケ ジ ュ ー ル 

  
  

２０１７年  １月 ：  
２月 ： 観光コンベンション協会へ挨拶 

３月 ： 実行委員会開催 3月 3日（金） 
４月 ：  
５月 ：  
６月 ： 実行委員会開催 6月 13日（火） 
７月 ： 実行委員会開催 7月 19日（水）  ７月３０日（日）事業実施 
８月 ：  
９月 ： 実行委員会開催 9月 12日（火） 

１０月 ：  
１１月 ：  
１２月 ：  

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 
 13:00 

  

13:18～14:25 

  

 13:55 

  

 14:50 

  

 14:57 

  

 15:48 

 16:34 

 

スタッフ集合 

 

ねぷた入込み時間 

 

園児入込み時間 

 

開会式 

 

ちびっ子ねぷた出発 

 

最後尾到着 

撤収 集合写真 中締め 

 

 

 

搬入手伝い 

 

警備強化 

 

葛西市長あいさつ 

三國理事長 出発の掛け声 

 

 

アイス配布 

   

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 
実 現 と 成 果 

当日は天気にも恵まれ、事故や体調不良者もなく、園児・学童合わせ５８１名の子どもたち

に参加してもらった。（園児・学童・保護者・先生・スタッフ 総勢１２９３人） 
子どもたちは元気いっぱい運行に参加し、メンバーともどもねぷたを楽しんでいた。幼少期

から郷土の文化を体験し、その楽しさに触れることで、子どもの笑顔あふれるまちづくり及び、

伝統ある弘前ねぷたを保存・継承していく人材の育成に寄与することができたと考える。普段

ねぷたに縁のないメンバーにとっても、改めて祭りに触れ、絆を深める良い機会となった。 
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次 回 へ の 
引 継 ぎ 事 項 

  
  

 

： ① 交差点にはプロの誘導員がいたが、隊列を信号に合わせて調整する調整役が配置され

ていなかったため赤信号に隊列がかかり危険な状態な時があった。次回からは各所２

名ずつ（隊列を切るかかりと急いで下さいかかり） いた方が良い 

 ② 囃子の音量で声が通らないことがあったので、誘導棒の他に拡声器又はホイッスルを

用意した方が良い（交通整理等のため）  

 ③ 連絡用にインカムがあった方が良い  

 ④ ねぷたの入り込み時間・園児の集合時間が早すぎるのでは（待機時間が長い）との意

見があったので、園児の要り時間を再検討した方が良い 

 ⑤ 最初、会場の交通誘導と警備の配置が役割としてかぶっていたので人手が足りなかっ

た、人員配置を精査したほうが良い 

 ⑥ バスの乗降や送迎の車で市民病院の前がつまることが多かった。※バスを敷地の中に

一度入れるなどの対応が必要。 

 ⑦ 交差点での隊列が開いていると渡りきれなかった。 

３時からの１時間でよいので交通規制（信号機規制）ができないだろうか…それがあれば

スムーズな運行ができ、安全面も大いに確保できる。（保育園の先生からも言われた）警

察と要検討 

 ⑧ 参加団体が減少傾向にあるので、増やす努力をした方が良い。 

 ⑨ ポスター 

思い出にもなり、経費も安くなると思い近年園児にポスターを書かせてあったが、 

カラーで経費がかかり、保育園ごとに扱い方も違い、回収や掲示の問題もあったので、

来年は再度検討した方が良い。 

： ⑩ オブザーバーの和田さんの引退後をそろそろ考えた方がよい 

： ⑪ ポスター配布先の対応に不備があった（連絡が行き届いてなかった為、店舗スタッフ

がポスターのことを把握していなかった）、ポスター配布時の連絡事項を添付した方

が良い。 

 
 
委 員 長 所 見     

 

： 本年はねぷた直前である７月３０日（日）の開催で、天候にも恵まれたということで多く
のお客様に見て頂きながら、園児たちも楽しく無事運行出来た。大きなミスもなく、多く

のメンバーの協力により、実行委員会を運営することが出来た。参加保育園さんともコミ

ュニケーションをとり、次年度も最初の実行委員会より希望する保育園さんは参加頂ける

ということでお話も頂けて、次年度のスタートに繋がる良い締めくくりが出来たと思う。 
 
決 算   決算書 

決 算 額 ： ￥50,000 

（うち事業費）   

（うち管理費）   

予 算 総 額 ： \50,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公２ 青少年の健全な育成に寄与する事業 

事 業 名 ： 郷土愛溢れる人財育成事業 

職 務 分 掌 ： 次世代に郷土愛と誇りを伝える運動の実施 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

近年増加の一途をたどる若者の地域離れによる大都市への人口流出、地方の自治体そのもの

の消滅危機が懸念されており、弘前も同様である。この現状を打破するためには、弘前への

郷土愛に溢れた次世代の地域の担い手の育成が必要である。 

意義・目的（対外） ： 

本事業は、若者が主体的にまちづくりに寄与する機会を通して、弘前が『わが街』であると

いう郷土愛を育み、これからの弘前の未来を支える人財となる為の一助となることを目的と

する。 

意義・目的（対内） ： 
本事業を通して、メンバーの郷土愛をより深め、今後の地域貢献活動・青少年育成活動につ

ながる更なる資質向上を目的とする。 

実 施 日 時 

：

ｐ

ｐ 

アイディア募集    2017年 2月 1日（水）～2017年 2月 28日（火） 

事業参加中学生募集  2017年 4月 3日（月）～2017年 4月 28日（金） 

協議会開催（月 1回、全 4回） 

第 1回協議会     2017年 5月 13日（土） 13時～16時 40分 

第 2回協議会     2017年 6月 3日（土） 13時～16時 40分 

第 3回協議会     2017年 7月 8日（土） 13時～16時 40分 

第 4回協議会     2017年 8月 10日（土） 13時 30分～15時 50分 

人類の主張      2017年 8月 20日（日） 11時～16時 

実施場所・会場 ： 協議会会場；弘前学習センター   事業実施場所；弘前公園本丸 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 
アイディア募集・事業参加中学生募集；弘前市内全中学校 

協議会・事業実施；上記応募中学生（市内 5中学校より 25名）チーム名；あっぷる Children 

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・ 校長会への事業内容の説明及び協力願いを行った。 

・ 弘前市内各中学校への個別訪問による事業内容アイディア募集協力願いを行った。 

・ 弘前市内中学生から弘前公園内で実施するアイディア（事業内容）を募集した。 

・ アイディア記入用紙の回収、内容精査後、数案をピックアップ。 

・ 各弘前市内中学校に再度個別訪問し、事業に参加する中学生を募集した。 

・ 参加する中学生を確認・決定した後、協力校へ挨拶に伺った。 

郷土愛溢れる人財育成事業 

● 委員会名 ： 愛郷 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 須藤 立也 ／比内 理佑 ／葛西 晋 
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・ 参加する中学生が主体となる協議会を結成した。 

・ 協議会を月 1回、全 4回を開催した。 

  第 1回協議会内容 顔合わせ、事業内容決定 写真 

  第 2回協議会内容 事業内容打ち合わせ 役割分担決定 写真 

  第 3回協議会内容 ポスター製作、事業内容詳細打合せ 写真 

  第 4回協議会内容 現地にて最終確認、準備作業、リハーサル 写真 

・ 協議会にて協議、決定した下記事業を実施した。 

・ 実施事業『人類の主張』 写真 参加者生徒名簿（協議会を含む） 

あっぷる Childrenメンバー及び学校、ポスター、HP等を通じて公募した参加者、関係者

及び観光客が、弘前城本丸に設置した特設ステージ上から、決意表明や感謝の言葉、告白

など言いたいことを叫んだ。 

実施に当たっては大声コンテストやたか丸くんによる PR、ビンゴなど大会を盛り上げる工

夫を実施した。 

参 加 人 員 ： 

8月 20日(日)人類の主張 

弘前青年会議所 28名 

あっぷる Children（参加中学生 25名中 23名） 

人類の主張参加者 70名 

外 部 協 力 者 ： 

弘前市教育委員会（共催） 

弘前市（後援） 

弘前市公園緑地課（弘前公園使用料減免、関係者入場無料） 

弘前市議会事務局（市議会バス使用） 

弘前市商工政策課（テント・テーブル使用） 

弘前市観光政策課（たか丸君使用） 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  １月 ： 事業内容精査、校長会への事業内容の説明及び協力願い 

２月 ： 

弘前市内各中学校への個別訪問による事業内容アイディア募集協力願い 

2017年 2月 1日（水）～2017年 2月 28日（火） 

2月末日～3月中旬 アイディア記入用紙回収 

３月 ： 
委員会にてアイディア募集精査及び数案のピックアップ 

2017年 3月 1日（水）～2017年 3月 21日（火） 

４月 ： 
各弘前市内中学校に再度個別訪問し、事業に参加する中学生を募集 

2017年 4月 3日（月）～2017年 4月 28日（金） 

参加を希望する中学生を確認・決定した後、協力校へ挨拶に伺う 

５月 ： 
参加する中学生が主体となる協議会を結成 

第１回協議会開催 5月 13日（土）13時〜16時 40分 場所 弘前市総合学習センター 

６月 ： 第 2回協議会開催 6月 3日（土）13時〜16時 40分 場所 弘前市総合学習センター 

７月 

： 第 3回協議会開催 7月 8日（土）13時〜16時 40分 場所 弘前市総合学習センター 

ポスター製作後、広報及び参加者募集を行う 

弘前市及び弘前市教育委員会へ事業後援願提出 

８月 ： 第 4回協議会開催 8月 10日（木）13時〜16時 場所 弘前公園本丸 
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人類の主張    8月 20日(日) 11時～16時 事業実施・片付け 

９月 ： 事業実施報告書上程 

１０月 ： 事業実施報告書審議 

 
第 １ 回 〜 第 ３ 回 

協 議 会 当 日 の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

  

  

時 間 項 目 備 考 

12：50 

13：00 〜 13：50 

13：50 〜 14：00 

14：00 〜 14：50 

14：50 〜 15：00 

15：00 〜 15：50 

15：50 〜 16：00 

16：00 〜 16：40 

16：40  

参加中学生はタクシーで学習センターへ集合 

事業趣旨説明、自己紹介、レクリエーション 

休憩 

事業内容協議 

休憩 

事業内容協議 

休憩 

事業内容協議 

解散 

メンバー1名学校へ送迎同行 

運営：愛郷委員会 

 

 

 

進行 愛郷委員会 

 

進行 愛郷委員会 

 

 
第４回協議会当日の 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

時 間 項 目 備 考 

13：30 

13：40 〜 15：30 

15：50 〜 17：20 

参加学生はバスで各学校から弘前公園へ集合 

現地視察、担当役割確認、当日リハーサル 

参加学生はバスで弘前公園から各学校へ帰校 

メンバー2名学校へ同行 

運営：愛郷委員会 

メンバー2名学校へ同行 

人 類 の 主 張 当 日 の 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

時 間 項 目 備 考 

8：00 

 

 

 

8；30 

8：47 

9：00 

9：30 

9：40 

9：55 

 

10：00 

11：00  

11：00 

11：05 

JCメンバー集合 

設営作業 

あっぷる Children はバスで各学校から弘前公

園へ集合 

バスが裾野中から出発（裾野中生徒 4名搭乗） 

バスが新和中から出発（新和中生徒 4名搭乗） 

バスが北辰中から出発（北辰中生徒 2名搭乗） 

バスが南中から出発（南中生徒 2名搭乗） 

バスが第三中から出発（第三中生徒 9名搭乗） 

バスが弘前公園東門前到着（第三中生徒 2名は

現地集合） 

準備、設営 

人類の主張開会 

開会の歌 

理事長挨拶 

 

 

メンバー2名学校へ同行 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラジオ中継あり 
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11：10 

11：13 

11：18 

11：22 

12：00 

13：00 

13：05 

13：30 

14: 10 

14：20 

15：20 

 

16：00 

 

16：00 

 

16：20 

16：27 

16：55 

17：13 

17：20 

 

17：00 

委員長挨拶 

第一声  あっぷる Childrenリーダーなな 

第二声  比内常任理事 

大声コンテスト  

昼食休憩 

Cross.S告知 

愛の主張 

ビンゴ大会 

Cross.S告知 

主張（第２部） 

閉会宣言 

片付け、撤収作業 

あっぷる Children はバスで弘前公園から各学

校へ帰校 

バスが弘前公園東門前出発（第三中生徒 4名は

現地解散） 

バスが第三中へ到着（第三中生徒 7名下車） 

バスが南中へ到着（南中生徒 2名下車） 

バスが北辰中へ到着（北辰中生徒 2名下車） 

バスが新和中へ到着（新和中生徒 3名下車） 

バスが裾野中へ到着（裾野中生徒 4名下車） 

 

JCメンバー解散 

 

 

 

携帯アプリにてデシベル測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバー2名学校へ同行 

 

 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

５つの中学校から２５名の生徒に事業参画頂き、全４回の協議会では、最初は他校の生徒

とのコミュニケーションが上手くとれなかった場面が見られたものの、毎回のレクリエー

ションや委員会で考案した協議方法により、次第に打ち解け、議論が白熱するなど、人間

力の成長が見られた。人類の主張実施当日は、生徒たちはそれぞれの役割を果たしながら

も、できるだけ多くの参加を募ろうと観光客に呼びかけたり、新しい企画を模索するなど、

楽しみながらも最後まで真剣にまちづくりに取り組み、郷土愛の醸成を達成できた。 

 
次 回 へ の 

引 継 ぎ 事 項 
  

  

 ： 

前年度までの引継ぎ事項で、『中学生の移動は、有事の際の責任問題から、先生やメンバ

ーが送迎することが難しいので、公共機関等に頼らざるを得ない。』とのことであったが、

教育委員会（生涯学習課）から、学校側の了解を得ればメンバーの運転車でも問題ないと

言われた。移送の際は改めて各学校への確認が必要。 

  
学校への協力依頼方法として、教育委員会→校長会という流れで依頼した事により、スム

ーズに各学校への面通しができ、協力的な学校が多くアイディア応募が多かった。 

  
協議会開催の際、１つの中学校の一室での開催を企てたが、開催日がどうしても土曜日な

ど休校日になってしまう為、教師の臨時対応等の関係で学校側から断られ断念、学習セン
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ターでの開催となった。 

  
ポスター完成が 7月中旬となり、各中学校への開催案内が夏休み直前となってしまったこ

ともあり、事前参加応募が無かった。遅くとも開催１ヶ月半前には案内するべきだった。 

  共催、後援願い提出が遅くなり、ポスターに掲載できなかった。 

  

開催場所が本丸付近の有料区域となり、弘前市側に入場無料をお願いしたが叶わず、リー

フレットを入場口で配布し、チケット代わりとしての対応で了解頂いた。 

人類の主張当日のリハーサルを入念に行うことができず、入場 BGMを流せない場面があっ

たり、ステージ上の司会役との連携が上手くとれない場面があった。第４回協議会では、

リハーサルを重点的に行うべきであった。 

  テントを多めに用意することで、雨・熱中症対策ができた。 

  たか丸くんが誘客に活躍した。 

  
事業全体を通して生徒たち自身が参加してみて、どのように感じたかなどをアンケートな

どで評価する場面を設けるべきであった。 

  

第 4回協議会開催の時点で事前応募が無かったため、生徒たちが自ら告知する為のチラシ
を作成し生徒たちに配布した他、ＳＮＳやラジオ、新聞での情報発信を実施したが、事前

参加応募が無かった。他の発信方法（テレビ番組への出演、小学校・高校・大学個別 PR
訪問など）をもっと積極的に模索するべきであった。 

  

第 3回協議会にて実施内容・日時が確定した後、広報ひろさきへの掲載を依頼したが、記
事締切が掲載 1ヶ月前のため、8月 15日号にしか間に合わず、8月 20日開催の事業のた
め、直前過ぎると掲載が見送られてしまった。 
ポスターを含め、1 ヶ月半前に広報するためには、2 ヶ月前には日時・場所・内容を確定
する必要があると考えられる。 

 
委 員 長 所 見     

 ： 

事業に参画頂いたあっぷる Childrenの 25名による全４回の協議会は、終始賑やかに且つ

スムーズに進行することができました。人類の主張実施当日は、好天に恵まれ、外国人観

光客をはじめ、多くの方にご参加頂き、事故もケガ人もなく無事に終了することができま

した。生徒たちが最後まで楽しそうに事業に取り組む姿が見られ、郷土愛を深めてもらえ

たと思っております。メンバーはじめ、多くの方にご協力頂き、誠にありがとうございま

した。 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 325,878円 

（うち事業費） ： 325,878円 

（うち管理費）   

予 算 総 額  350,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公２ 

事 業 名 ： 青少年の健全な育成に寄与する事業 

職 務 分 掌 ：  

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

わんぱく相撲は１９７７年に、公益社団法人東京青年会議所が、青少年の健全育成事業とし

て展開したことから全国に広まり、現在では４万人もの子供たちが各地域で開催される LOM

大会に出場し、各地区の代表選手による全国大会が両国国技館において行われる、小学生対

象として最大規模の相撲大会となっている。 

近年、弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、２０１２年度第２８回大会より公益社団法人

五所川原青年会議所と LOM大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） ： 

国技ともいわれる相撲を通して、子供たちが心身を鍛錬し、礼節と思いやりの精神を養い、

強く優しく成長する機会を提供するとともに、溢れんばかりの想いと力のぶつかり合いから

生まれる、勇気や情熱、笑顔や涙で、来場者に希望と活力を与えることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

３２年の永きにわたり、青少年の健全育成を願って大会が開催されてきたことに敬意を表

し、その運動をしっかりと紡いでいくとともに、自らの住まう地域や、次世代を担う子供た

ちに想いを重ね、力の限り事業を構築することができる JAYCEE への成長機会とすることを

目的とする。 

実 施 日 時 
 

2017年 5月 28日（日）7：45～12：30 

実施場所・会場  

つがる地球村 相撲場 

〒038-2817 

青森県つがる市森田町床舞藤山 244 

TEL：0173-26-2855 FAX：0173-26-3855 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 小学校４年生から６年生男女（全国大会出場者は男子に限る）。その他一般観覧者。 

対 内 ： 現役メンバー 

   
事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

第 33回わんぱく相撲全国大会への出場者を選考する LOM大会として開催する。 

出場資格：津軽地域に在住または在学する小学生。但し、在住または在学している地区で 

大会を開催していない場合、本大会への参加を可能とする。 

対象年齢：2004年 4月 2日から 2007年 4月 1日までの生まれで、その学年に該当する小

学生。 

わんぱく相撲事業 津軽地区大会 

● 委員会名 ： 三役執行部  
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     4年生…2006年 4月 2日から 2007年 4月 1日 

     5年生…2005年 4月 2日から 2006年 4月 1日 

     6年生…2004年 4月 2日から 2005年 4月 1日 

申込締切：「わんぱく相撲津軽地区大会申込書」に記入の上、平成 29年 4月 24日（月） 

までに、FAXまたは郵送する事。（期限までに申し込みがない場合は、参加を 

認めないものとする。また、申し込み後の変更は認めないものとする。） 

競技方法：個人各学年リーグ戦（2回戦）で行う。勝ち点の多い順で上位 2名を選出。1 

位・五所川原青年会議所チーム、2位・弘前青年会議所チームとして、第 33回 

わんぱく相撲全国大会に出場するものとする。但し男子に限る。 

     ※同点の場合は、同点決勝を行う。 

競技規定：第 33回わんぱく相撲全国大会開催要綱記載通りとする。 

審判規定：第 33回わんぱく相撲全国大会開催要綱記載通りとする。 

参加選手に参加賞としてオリジナル Tシャツを配布する 

各学年優勝者に副賞を贈呈する 

 

大会成績 

４年生の部 優勝：澁谷 太陽 準優勝：岡崎 良太郎 第３位：マロ― 高尚 

５年生の部 優勝：松野 将太 準優勝：三橋 条ノ真 第３位：神 哲平 

６年生の部 優勝：棟方 聖蓮 準優勝：長内 風道  第３位：奈良 昴 

 

参 加 人 員 ： 

選手：４年生１２名、５年生８名、６年生１４名 計３４名 

五所川原 JC：２１名 

弘前 JC：９名 

つがる市相撲協会：２名 

観客：７０名 

合計１３６名 

外 部 協 力 者 ： つがる市相撲協会、（公社）五所川原青年会議所 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  １月 ：  全国大会 オリエンテーション（於：京都会議） 

２月 ：  大会計画届提出 

３月 ：  選手参加申込書部分審議、配布 

４月２４日 ：  選手募集締め切り 

５月 ：  第 33回わんぱく相撲津軽地区大会開催 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

7：45 

 

 

8：00 

メンバー集合 

 

 

開会セレモニー 

五所川原 JC5月公開定例会として開催される。 

開会及び閉会セレモニーについて弘前 JCメンバーはオブザー

ブ参加とする。 

司会：（公社）五所川原青年会議所 総務委員会 
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8：15 

8：45 

9：00 

9：30 

 

 

 

 

 

 

10：00 

 

 

 

 

11：30 

 

 

 

 

11：50 

12：00 

 

12：30 

 

 

 

 

 

12：50 

開会宣言 

国歌斉唱 

JCソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSION並びに JCI VISION唱和 

JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

報告依頼事項 

会場設営 

審判講習会 

選手受付 

開会式 

開会宣言 

大会委員長挨拶 

選手宣誓 

審判長注意事項 

競技説明 

選手解散 

競技開始 

 

 

 

 

閉会式 

成績発表 

表彰 

講評 

閉会宣言 

写真撮影 

ちゃんこ振舞い 

片付け 

閉会セレモニー 

 ブロック大会ＰＲ 

 委員会活動報告 

出向者報告 

報告依頼事項 

監事講評 

閉会宣言 

解散 

（公社）五所川原青年会議所 副理事長 楢崎 誉人 君 

割愛 

割愛 

割愛 

割愛 

割愛 

割愛 

（公社）五所川原青年会議所 理事長 宮崎 敬也 君 

割愛 

五所川原・弘前 JCメンバー 

対象：五所川原・弘前 JCメンバー 

 

司会：（公社）五所川原青年会議所 委員長 葛西 良樹 君 

（公社）五所川原青年会議所 副理事長 楢崎 誉人 君 

（公社）五所川原青年会議所 理事長 宮崎 敬也 君 

6年生 奈良 昂 君 

 

 

 

4年生予選トーナメント、敗者復活戦 

6年生予選トーナメント、敗者復活戦 

4年生決勝リーグ戦 

5年生決勝リーグ戦 

6年生決勝リーグ戦 

司会：（公社）五所川原青年会議所 総務委員会 

 

（公社）五所川原青年会議所 理事長 宮崎 敬也 君 

（公社）弘前青年会議所 理事長 三國 典央 

（公社）弘前青年会議所 副理事長 小山田 允紀 

 

 

 

司会：（公社）五所川原青年会議所 

（公社）弘前青年会議所 

 

 

（公社）五所川原青年会議所 

（公社）五所川原青年会議所 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

（対外） 

・土俵外に倒れた相手選手に手を差し伸べる姿が度々見られ、相撲を通して思いやりの心

がしっかりと育まれていた。 

・体格差のある相手にも勇気をもって全力でぶつかる姿や、接戦に敗れ悔し涙を流す姿に

来場者からは大きな声援や励まし、拍手が起こり、来場者の心を打つ大会となった。 

（対内） 

・青少年の健全育成を願い、今年度も第 33回大会を開催することが出来た 

・五所川原ＪＣ主管という事もあり、事業構築は五所川原ＪＣメンバーによって行われ、

弘前ＪＣメンバーが事業の構築に参加する機会を設けることが出来なかった。 

次回への引継事項 ： 

・５月末の開催は小学校の運動会と重なることが多く、本大会でも運動会と重なり出場を

断念した選手や、逆に運動会を欠席して本大会に参加した選手もいたとのことでしたの

で、日程の選考は慎重に行う子どもたちのすぐ隣で喫煙をする姿が多数みられた。青少年

の健全育成を願う事業である以上、分煙又は禁煙を徹底する必要がある。 

・つがる地球村相撲場は屋外という事もあり、やはり冷え込んだので防寒対策が必須であ

る。 

・Facebook上の開催案内に対し、「昨年あった、低学年も参加できるオープン大会はない

のでしょうか？」とのコメントを頂いた。また、田舎館相撲クラブに開催案内に伺った際

にコーチ及び保護者より、オープン大会がきっかけで相撲を始めた子もいるので、開催し

ないのは残念とのご意見を頂戴している。 

委 員 長 所 見 ： 

2015、2016年度と開催してきたオープン大会が定着してきており、本年オープン大会を開

催しなかったことに対し意見を頂くことがあった。現状全国大会には 4年生から 6年生の

男子しか進出することが出来ないが、相撲を通じた青少年育成を図るためには小学校低学

年や女子、そして相撲未経験者の参加機会も確保する必要がある。 

 
決 算   決算書  

決 算 額 ： 25,000 

（ 事 業 費 ）  ： 25,000 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 30,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 公２ 

事 業 名 ： 青少年の健全な育成に寄与する事業 

職 務 分 掌 ：  

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

わんぱく相撲は１９７７年に、公益社団法人東京青年会議所が、青少年の健全育成事業とし

て展開したことから全国に広まり、現在では４万人もの子供たちが各地域で開催される LOM

大会に出場し、各地区の代表選手による全国大会が両国国技館において行われる、小学生対

象として最大規模の相撲大会となっている。 

近年、弘前地域の相撲競技人口の減少に伴い、２０１２年度第２８回大会より公益社団法人

五所川原青年会議所と LOM大会を共同開催している。 

意義・目的（対外） ： 

第３３回わんぱく相撲津軽地区大会において優秀な成績を収めた選手３名を、両国国技館ま

で引率し、これまで積み重ねてきた修練の成果を如何なく発揮できるよう、万全の態勢でサ

ポートすることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

 

実 施 日 時 
 

2017年 7月 29日（土）移動及びリハーサル 

    7月 30日（日）全国大会 

実施場所・会場  

両国国技館 

〒130-0015 

東京都墨田区横綱１丁目３番２８号 

03-3623-5111 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 

わんぱく相撲津軽地区大会成績優秀者 小学校４年生から６年生男子 各１名 計３名 

６年生 長内 風道（おさない ふうどう） 君 

５年生 三橋 条ノ真（みつはし じょうのしん） 君 

４年生 岡崎 良太郎（おかざき りょうたろう） 君 

対 内 ：  

わんぱく相撲事業 全国大会 

● 委員会名 ： 三役執行部  
 

事 業 概 要     

事 業 内 容 ： 〇７月２９日（土）移動及びリハーサル 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

５月２８日 ：  津軽地区大会開催、チームメンバー決定 

５月３１日 ：  地区大会報告、全国大会チーム登録提出 

６月２日 ：  保護者同意登録 

６月２２日 ：  予算部分審議：選手新幹線チケット代金、遠征費負担のお願いについて 

６月２９日 ：  選手新幹線チケット購入 

お よ び 

手 法 説 明 

・第 33回わんぱく相撲津軽地区大会で優秀な成績を収め、わんぱく相撲全国大会へ出場する

弘前チームの選手（４年生１名、５年生１名、６年生１名）を大会会場まで引率。 

・地区大会メダル、大会のぼり、相撲部屋への手土産を持参。 

・会場までの移動は五所川原チームと一緒に行動。 

・新青森駅を集合場所とし、選手から遠征負担金を徴収。 

・新幹線で東京へ向かい、在来線に乗り換え、両国駅で下車、徒歩で会場入り。 

・会場入り後、升席にて昼食。 

・会場入り後、選手はリハーサル及び相撲教室を受講。 

・上記終了後、選手と合流し、東京 JCの案内で宿泊先相撲部屋（玉ノ井部屋）に移動。 

・選手３名及び引率担当メンバー1名が相撲部屋で夕食及び宿泊。 

・相撲部屋へ用意してきた手土産を渡す。 

〇７月３０日（日）全国大会 

・相撲部屋から会場へ向かう。 

・選手の朝食は受付で受け取る。 

・花道の手摺に大会のぼりを設置。（ポールは運営から借り受ける） 

・プログラムに従い、選手を控え室に送り出す。 

・割り当て升席にて応援、及び試合結果の記録をとる。 

・11：00以降、配布される弁当を受け取る。 

・16：00以降、大会参加記念品を受け取る。 

・会場にて現地解散。 

参 加 人 員 ： 

・弘前チーム選手 

６年生：長内 風道 君 

５年生：三橋 条ノ真 君 

４年生：岡崎 良太郎 君 

・引率者 

弘前 JC：小山田 允紀 

・現地応援 

弘前 JC：白石 将一 君 

外 部 協 力 者 ： 

・田舎館相撲クラブ 

佐藤コーチ 

・五所川原チーム引率者 

五所川原 JC：木村 健太郎 君 , 高橋 美奈 君 

・宿泊相撲部屋への移動引率 

東京 JC 

159



７月１５日 ： 

 全国大会オリエンテーション資料配布 

 宿泊相撲部屋抽選 

 相撲部屋宿泊引率メンバー申請 

 選手食物アレルギー報告（保護者が行う） 

７月２５日 ： 全国大会登録料振込 

７月２８日 ： 相撲部屋への手土産購入 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

７月 29日 

5：55 

6：17 

9：23 

9：42 

9：45 

 9：50 

11：20 

12：00 

13：00 

14：45 

15：00 

16：10 

16：30 

16：45 

18：30 

21：30 

 

７月 30日 

5：00 

5：50 

 6：20 

6：45 

7：45 

8：00 

8：50 

10：05 

11：20 

12：35 

12：50 

13：50 

14：50 

15：50 

 

新青森駅集合 

新青森駅出発 

東京駅 乗り換え 

秋葉原駅 乗り換え 

両国駅着 

両国国技館到着 

昼食 

選手支度部屋集合 

選手リハーサル開始 

選手リハーサル終了 

わんぱく子供教室開始 

実技指導 

選手と合流 

宿泊相撲部屋へ出発 

宿泊相撲部屋到着 

就寝 

夕食及び宿泊 

 

起床 

宿泊相撲部屋を出発 

会場到着 

受付 

選手集合 

開会式 

競技開始 

 

 

わんぱく横綱土俵入り 

競技開始 

 

 

選手入場 選手紹介 

 

遠征負担金徴収 

新幹線はやぶさ 4号東京行き 

JR山手線上野方面行 

JR総武線千葉方面行 

 

 

近隣で弁当購入 

選手送り出し後、選手へのお土産を購入する 

 

 

 

 

東京 JCメンバーが引率、複数 LOMと一緒に移動 

玉ノ井部屋 

夕食、入浴 

 

 

 

 

 

 

4年生はすぐに稽古開始 

 

 

4年生 1・2回戦 

5年生 1・2回戦 

6年生 1・2回戦 

 

4年生 3・4・5回戦 

5年生 3・4・5回戦 

6年生 3・4・5回戦 

各学年 8名 
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15：58 

16：10 

16：19 

16：25 

16：40 

17：25 

17：30 

 

 

 

わんぱく弓取式 

閉会式 

手締め 選手退場 

閉会 

4・5・6年生準々決勝（各 4試合） 

4・5・6年生準決勝（各 2試合） 

4・5・6年生決勝（各 1試合） 

五所川原チーム 棟方 聖蓮 君 

成績発表 表彰 

 

現地解散 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

・国技館までの移動は、五所川原 JC メンバーや田舎館相撲クラブ佐藤コーチのご協力も

あり、トラブルなく、スムーズに移動することが出来た。 

・宿泊相撲部屋へは東京 JCの引率のもと電車で最寄り駅へ移動後、タクシーとなったが、

墨田川花火大会開催の為非常に混雑しており、駅構内や電車内ではぐれそうになったり、

雨の中タクシーを３０分以上待つこととなってしまい、選手には負担をかけてしまった。 

・早めに就寝を促し、翌日に備えた。 

・宿泊相撲部屋から国技館までの移動は、全てタクシーとしたので、選手に負担をかけず

移動できた。 

・進行状況によって変化する呼び出し時間や集合場所等をしっかりと把握し、選手は自分

の取り組みだけに集中できるようサポートが出来た。 

次回への引継事項 ： 

・２０１４年、２０１５年、２０１６年大会では同行する五所川原チームで優勝者を輩出

することが出来たため、横綱土俵入りや弓取り式のリハーサルがあり、始発の新幹線にて

両国国技館へ移動する必要があったが、本大会では残念ながら優勝が叶わなかったため、

２０１８年大会は、出発時間を遅くすることが出来る。 

・宿泊相撲部屋によっては移動が長距離となる場合もあり、重たい荷物を持った選手には

負担となるので、キャスター付きのカバンを推奨した方が良い。 

・３選手の試合スケジュールの中、引率者が１名だと身が回らない事もあり、また実際に

引率に参加しないとわからないことが多々あるので引継ぎの意味でも、引率は引率経験者

+１名の２名体制以上が望ましい。 

委 員 長 所 見 ： 

６年生長内風道君は移動の際には皆がはぐれないよう常に目を配り、宿泊部屋では４年生

の面倒を見るなど最年長として立派にチームリーダーを務めました。５年生の三橋条ノ真

君は風道君をサポートし、試合は緒戦で敗退しましたが、気持ちを切り替え、他の選手を

元気に応援していました。４年生岡崎良太郎君は最年少ながら、皆を和ますムードメーカ

ーでしたが、試合では集中力を発揮し、見事小結入賞を果たしました。大会成績としては

あと一歩というところで悔しい思いをしていましたが、本大会を通して試合結果以上に３

人の成長した姿を見ることができ、今後の更なる活躍を確信しました。 

 
決 算   決算書  

決 算 額 ： 42,742 

（ 事 業 費 ）  ： 42,742 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 70,000（うち地区大会決算 25,000） 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 公 3 東日本大震災の被災地の復興に寄与する事業 

事 業 名 ： 地域の防災力向上事業 

職 務 分 掌 ： 地域防災・減災意識向上運動の実施 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

近年、日本各地では大規模災害が相次ぎ、地域に甚大な被害をもたらしている。災害の被害

を最小限にするため、各地域で生活する一人一人が防災意識や災害に対する知識を高め、平

時から災害に備える必要がある。しかし、甚大な災害被害を免れてきた弘前市民の防災意識

は未だ低く、今後記憶の風化と共に、地域の防災力がさらに低下していくことが懸念される。 

意義・目的（対外） ： 

災害から得た貴重な教訓を風化させることなく受け継ぐと共に、弘前市民の防災意識を高

め、防災力の向上を図ることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 
メンバー一人一人の防災力を高め、防災・減災に対し Active に活動できるようになること

を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2017年 9月 17日（日） 

実施場所・会場 ： カルチュアロード（弘前市土手町通り） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ： 弘前市民他（小学生を含む家族を主とする） 

対 内 ： ＪＣ現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

○下記の４ブースを設け、カルチュアロードに来場する市民に広く防災意識の向上  を

呼びかける。 

①災害展示ブース 

・弘前で過去に起こった災害の歴史や近年の実例、今後起こりうる災害等をパネル展 

示することで、弘前にも災害は起こるということを再認識して頂く。 

・子供向けに防災アニメの上映や紙芝居を行い、子供の防災意識も高めていく。 

②防災用品展示ブース 

・備えておくべき防災用品を一式取り揃えて展示し、被災時に普段は気に掛けない様々な

ものが手に入らず困窮するということや、どのようなものが避難生活をより快適にするの

かを認識して頂く。 

・水だけで充電できる水電池、川の水でも飲める携帯浄水器、水がなくても洗髪できるド

ライシャンプー、無害で使用後の後片付けが楽な酢を原料とした消火器、折りたたみヘル

メットなどの最新便利防災グッズを展示し、実際に見て触ったり、使用法を実演すること

でその便利さを体感し、備えることの重要性を実感して頂く。 

BOUSAI〜自分の安心は自分で作ろう〜 

● 委員会名 ： Active Support 委員会 

● 副理事長／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 工藤 靖史 
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③防災グッズ製作ブース   

・身近な資材で手作りが出来る防災グッズの紹介や、製作体験をして頂く。 

製作体験：クッキングペーパーで作るマスク、ズボンを紐で結ぶだけの防災リュック、ズ

ボンの裾を結ぶだけの浮き輪、新聞紙とビニール袋で出来るコップ、アルミハンガーとア

ルミホイルで出来るフライパン。 

展示実演：段ボールで作る簡易ベッド、カラーコーンで作る太陽炉、手作りろ過装置で泥

水をろ過する。 

④災害体験ブース  

・人体に無害な疑似煙を出す装置を利用して、火災時に煙に包まれ避難が困難になる様子

を体験して頂く。 

・的を炎に見立てて、消火器による消火体験をして頂く。 

参 加 人 員 ： 弘前青年会議所メンバー 

外 部 協 力 者 ： 弘前地区消防事務組合、弘前市経営戦略部防災安全課、アップルウェーブ株式会社 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年  １月 ：  

２月 ： 事業内容（予算及び内容）検討 

３月 ： 事業内容（予算及び内容）検討 

４月 ： 事業内容（予算及び内容）検討 

５月 ： 
外部団体と協議 

部分審議 

６月 
： 事業内容決定 

事業出展申込（6月受付開始・7月 20日必着） 

７月 ： 事業内容決定 

８月 

： 事業計画書審議 

理事会承認 

ポスター配布 

出展者説明会（8月 29日） 

９月 ： 事業実施（9月 17日） 

１０月 ： 事業実施報告書上程 

１１月 ： 事業実施報告書審議 

１２月   

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

7:00 

 

8:00 

9:30～ 

 

15:30 

委員会メンバー集合 

準備・設営 

交通制限開始 

催事開始 

  

撤去・清掃 

 

 

 

オープニング 

 

エンディング 
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16:00 交通制限解除 

片付け  

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

・災害から得た貴重な教訓を風化させることなく受け継ぐため、過去災害の紹介や災害経

験から培われてきた防災マニュアルをパネルにまとめ展示したが、興味を持っていただい

たのは 26名にとどまった。 

・累計 1191 名の方がお立ち寄り下さり、各ブースを通して、まずは防災に興味をもって

頂くことが出来たため、防災力向上の第一歩につながった。 

・参加メンバーも来場者と同様に防災に触れ、意識を高める機会となった。 

  
次 回 へ の 

引 継 ぎ 事 項 
   

水消火器ブース ： 

①水が流れ出し隣のブースに浸水してしまった為、土のう袋やタオルなどを多めに準備す

る必要がある。 

②体験のサイクルが早く、水消火器の準備に手間取ったのでメンバーの人数配分や役割を

綿密に打ち合わせする必要がある。 

 

グッズ展示ブース 

 

 

①開封していないものもあったので、スペースをより広く取り、全ての商品を自由に触れ

るようにすべきだった 

②価格を口頭で説明していたが、あらかじめ価格まで表示できるとよかった。 

製 作 ブ ー ス  

①製作ブース 3か所に対して割り振りした人数が少なかった(交代要員がいなく苦労した) 

②製作するもののバリエーションがもう少しあってもよかった。 

防 災 食 試 食  

①参加者に説明しやすいように、味や商品の説明ができるシートや POPを製作するとより

やりやすかった。 

②試食品にもっと多くのバリエーションがあってもよかった。 

煙体験ブース  

①ブースが本部と離れたことにより、人手の確保と進捗状況の把握が難しかった。 

②消防で煙体験をしてくれた方にボールペンとポケットティッシュを用意しており、体験

後、受付にて配布した。 

③希望通りの配置にならなかった場合、呼び込みの人数を増やすなどの対策をする必要が

あった。 

全体について  

①カルチュアロードなど他団体も多く参加しているイベントでの開催の場合、希望通りの

場所にならなかったことも想定して、綿密に打ち合わせをする必要がある。 

②各ブースの配置スタッフが 2，3人であったため、9：30から 15：30の催事時間中、途

絶えることなく累計 1191 名の来場者がお越し頂いた結果、交代で休憩や昼食時間を設け

ることが出来なかった。メンバー案内時にもっと声がけをし、多くのメンバーの参加を募

るべきであった。 

③各ブースごとにアンケートを実施した事で結果だけでなく、来場者数も把握できた。 
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委 員 長 所 見     

 ： 

今回、人通りの多いカルチュアロードで開催することで広く市民の方々に防災に対する意

識と知識を少しでも伝えられたのではないかと思います。今年一年間、防災に携わらせて

頂きましたが私自身もまだまだ覚えたて同然なので、これからも意識や知識を高めて、備

えをしっかりとしたいと思います。またメンバーの皆様には準備から催事、片付けまで長

時間にわたり協力して頂き、怪我や事故もなくスムーズに終えることができました。本当

にありがとうございました。 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 199,256円 

（うち事業費） ： 200,000円 

（うち管理費）   

予 算 総 額  200,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 他 1 
事 業 名 ： 例会の企画・運営 
職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意義・目的（対内） ： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、JAYCEEとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できることを

目的とする。 

意義・目的    

2月例会 
： 

近年減少傾向が続いているメンバー数をどのように増やしていくかという会員拡大に対す

る知識や手法を学び、メンバーが一丸となり拡大目標達成へと突き進むきっかけとなること

を目的とする。 

実 施 日 時 ： 2017年 2月 7日（火）19時～21時（コミュニケーションタイム 18時 30分～） 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル（弘前市上鞘師町 24-1） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   
事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

「弘前 JCの会員拡大について熱く語る！」 

拡大目標に対してメンバーがどのように考え、行動していかねばならないかを委員長より

説明、講師によりご教授頂く。 

 

○趣旨説明（10分）（前田委員長）←欠席の為工藤副理事長 

・会員拡大例会開催の意味 

・弘前 JCの拡大についての現状について 

・今年度の会員拡大委員会がどう運動していくか 

※登壇、プロジェクターを使用して説明 

2月例会 報告書 

● 委員会名 ： 会員拡大 委員会 
● 副理事長／常任理事／委員長 ： 工藤 順敬 ／ 前田 完治 
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○会員拡大とは、会員拡大の意味、未来について（30分）（道川委員長） 

・何故会員拡大が必要なのか 

・他 LOM及びブロックからみた弘前 JCの現状 

・会員拡大の効率の良いやり方（成功例、失敗例等を参考に） 

・まとめ 

※登壇、プロジェクターを使用して講話 

○質疑応答（5分） 

参 加 人 員  
正会員 46名 出席者 24名 

賛助会員 5名 出席 4名   合計 28名 

外 部 協 力 者 ： 

道川 貞徳（みちかわ さだのり）君 37歳 

北進運輸代表 

一般社団法人むつ青年会議所常任理事 

公益社団法人日本青年会議所 2017年度青森ブロック協議会創発 LOM推進委員会委員長 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2016年 12月 ： 

上旬 委員会で内容の検討、精査 

中旬 講師、会場の検討 
下旬 講師、会場の確定 

2017年 1月 ： 

上旬 講師、会場との打ち合わせ 

中旬 委員会で内容精査 

下旬 実施計画書審議 

案内文発送 

2月 ： 

上旬 最終打ち合わせ、準備 

7日 実施 

2月中 お礼状発送 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

18：30 

19：00 

 

 

 

 

 

 

19：15 

19：20 

19：30 

会場、受付準備 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JCソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSON並びに JCI VISION唱和 

JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

会員拡大委員会 

コミュニケーションタイムも兼ねる 

副理事長 

 

 

 

 

 

 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会 

専務理事 秋元 駿一君 
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19：40 

19：50 

20：00 

20：45 

20：50 

20：59 

報告依頼事項 

休憩・メインタイム準備 

メインタイム開始 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

 

10分 

 

 

久保 良太君 大湯 幸世君 

副理事長 

会員拡大委員会 

   

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

会員拡大に対する知識や手法を学び、メンバーが一丸となり拡大目標達成へと突き進むきっか

けとなることを目的とした例会で、むつＪＣ現役メンバーでもある道川君（創発 LOM推進委
員会委員長）をお招きし講演して頂いた。その結果、会員拡大に対するいいきっかけとなり、

メンバーの行動力も上がり、率先して現役メンバー各自が拡大に繋がる紹介や入会予定者との

場を設けてくれるようになり、実際の入会まで実現できるようになった。 

 
次 回 へ の 

引 継 ぎ 事 項 
  

  

 ： パワーポイントの操作タイミングについて打ち合わせやリハーサルを行った方が良い 

  講師のパソコンがフリーズし、進行に影響した為、予備のパソコンを用意した方が良い 

 
 スクリーンが新しくなり、大きくなったので持ち運びするときのサイズを確認した方が良

い。（乗用車に積むのも厳しい為） 

 ： ＪＣボードを使わなかったが、ザイズ確認し、毎回使った方がよい 

 
： 委員会メンバーの出席が足りず、当日バタバタしたので、少ないときはあらかじめ、他委

員会に応援を手配しておいた方が良い 

 ： 当日キャンセルが３名いましたが、当日キャンセルの懇親会費は明確にした方が良い 

  講師の付添いの方がいるかどうかの確認もした方が良い 

 
委 員 長 所 見     

 

： インフルエンザで、委員長不在の拡大例会となりましたが、委員会メンバーの活躍により
無事開催することが出来ました。道川君の熱い想いがこもった講演でＬＯＭ内の意識も高

まったと聞いております。実際、例会後現役メンバーが候補者との懇親の場を積極的に設

けてくれて入会へと繋がるケースもございました。 

拡大は人口減少にも伴い、年々厳しくなっていくことが予想されますので、継続的にこ

のタイミングでの拡大例会を行うのも良いかと思いました。 

 
決 算   決算書  

決 算 額 ： \14,082 

（うち事業費）   

（うち管理費）  \14,082 

予 算 総 額 ： \14,500 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： 3月例会 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 対 内 ） 
： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できる

ことを目的とする。 

意義・目的    

（3月例会） 
： 

藩政時代の和風建築と近現代の建築が混在している独特の景観をもつ、わが街弘前市の 
歴史や文化を凝縮した存在である歴史的建造物への知識を学び、郷土愛を深めることを目的

とする。 

実 施 日 時 ： 2017年 3月 7日火曜日 18時 30分～20時 24分（コミュニケーションタイム 18時～） 

実施場所・会場 ： 味新（弘前市宮川 3-4-3） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

第１部 吹田昴平君の講義にて弘前市の重要文化財について学んだ。 

第２部 弘前めぐり札を用い、重要文化財への知識の定着化を図った。 

参 加 人 員 ： 弘前 JCメンバー３４名 オブザーバー（川村恵太君・三明智顕君）２名  計３６名 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017年 1月 ： 
12日 内容の検討、会場・資料の検討、打合せ 

20日 内容の検討、必要書類の作成 

3月例会「弘前めぐり札で郷土の遺産を学ぼう！〜建造物編〜」 

● 委員会名 ： 愛郷 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 須藤 立也 比内 理佑 葛西 晋 
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2017年 2月 ： 

4日 講義内容、弘前めぐり札の内容作成 

17日 講義内容、弘前めぐり札の内容精査 

 23日 案内文発送 

2017年 3月 ： 
2日 内容最終確認 

7日 実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

18：00 

18：30 

 

 

 

 

 

 

18：38 

18：44 

18：46 

18：50 

19：00 

19：01 

19：31 

20：21 

20：22 

20：24 

20：25 

 

会場、受付準備 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JCソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSON並びに JCI VISION唱和 

JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

第一部 講義 

第二部 実践 （弘前めぐり札） 

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 懇親会準備 

愛郷委員会 

コミュニケーションタイム 

副理事長 須藤立也君 

 

 

Active Support委員会委員長  工藤 靖史

君 

会員拡大委員会委員長  前田 完治君 

総務きずな委員会委員長 石岡 伸君 

弘前 Lighting 委員会委員長  工藤 晋一

郎君 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会 

専務理事 秋元 駿一君 

会員拡大委員会、総務きずな委員会 

 

吹田昴平君（講義 27分、質疑 3分） 

愛郷委員会（説明 4分、実践 46分） 

 

監事 大湯 幸世君 

 

愛郷委員会 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

： 第１部の吹田君の弘前市にある重要文化財についてのわかりやすい講義により、いかに弘

前市が歴史と文化に溢れている街であるかを再認識しながら学び、第２部の弘前めぐり札

の実践により、知識の定着化を図ると共に、記載してある建造物への愛着が生まれ、郷土

愛をさらに深める機会となった。 

次回への引継事項 

： ・会場の閉店時間が22時の為、開会時刻が18時30分となったが、メール配信や事前の声か

けを行ったことにより、遅参者も少なくスムーズに開催することができた。 

・吹田君のPCとプロジェクターの接続ができず、代用のPCでの対応となった。 

・会場が同一のため、例会から懇親会への流れがスムーズだった。 

・リハーサルを重ねたことにより早めに不測の事態に対応できた。 

・国旗とJC旗は吊り下げるのではなく、ポール式で掲げる方が良い。 
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・セレモニー中の入場はさせない方が良い。 

委 員 長 所 見 

： 通常よりも30分早い開会となってしまったものの、参加者がオブザーバー含め36名と、多

くの会員にご参加頂きましてありがとうございました。 

委員会メンバー、特に吹田君には講義内容や弘前めぐり札の監修など多くのご協力を頂い

たおかげで、第２部の弘前めぐり札の実践の際には、多くのメンバーの楽しそうな姿を見

ることができました。 

 

決 算    

決 算 額 ： 決算書 

（ 事 業 費 ）  ： 13,500円 

（ 管 理 費 ）    

予 算 総 額  405,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： ４月例会「～随処作主～により、ビジネスマナーをより美しく」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 対 内 ） 
： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できる

ことを目的とする。 

意義・目的    

（4月例会） 
： 

本事業はビジネスマナーのレッスンを受け、正しい知識を得る事で、我々自身の基礎力をよ

り高め、今後ビジネスや事業など、どのような場面においても、今まで以上に自信を持ち、

歴然とした態度で、初対面の人にも好印象を持たれるように堂々と対応できるようになるこ

とを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2017年 4月 7日（金）19時～21時（コミュニケーションタイム 18時 30分～） 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル  （〒036-8354 青森県弘前市上鞘師町 24-1） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

①講演会 

（映像を用いてビジネス礼儀指導を行う） 

②質疑応答 

参加人員 ： 

弘前青年会議所メンバー ３０名 

オブザーバー ４名  計３４名 

オブザーバー 三浦 聖吾 君 

       三上 恵美 君 

       村上 英里 君 

       斎藤 雄太 君 

4 月例会「〜随所作主〜により、ビジネスマナ－をより美しく」 

● 委員会名 ： 弘前 Lighting 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 須藤 立也 成田 志穂 工藤 晋一郎 
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事 業 実 施 ま で の 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017年 2月 ： 
4 日     内容の検討、会場・資料の検討、打合せ 

17 日 内容の検討、必要書類の作成 

2017年 3月 ： 

2 日 講義内容、カリキュラムの作成 

17 日 講義内容、カリキュラムの内容精査 

 29日 案内文発送 

2017年 4月 ： 
5 日 内容最終確認 

7 日 実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

18：30 

19：00 

 

 

 

 

 

 

19：08 

19：18 

19：21 

19：26 

 

19：35 

19：50 

 

20：35 

 

20：51 

20：56 

20：56 

会場、受付準備 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

 

休憩・メインタイム準備 

メインタイム開始 

 

メインタイム終了 

質疑応答 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 懇親会準備 

弘前 Lighting 委員会 

コミュニケーションタイム 

副理事長 須藤 立也 君 

 

 

Active Support 委員会  島津 隆義君 

会員拡大委員会委員長  前田 完治君 

愛郷委員会委員長    葛西 晋君 

総務きずな委員会委員長 石岡 伸君 

理事長 三國 典央 君 

会員拡大委員会 

専務理事 秋元 駿一 君 

会員拡大委員会、総務きずな委員会、PARTY 

PRODUCE 委員会 

10 分 

株式会社Ｉ･Ｍ･Ｓ 代表取締役 キャリアコン

サルタント 三上友子先生 45分 

 

10 分 

監事 大湯 幸世君 

副理事長 小山田 允紀 君 

弘前 Lighting 委員会 

   

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

 

 

 

： 

株式会社I・M・S 代表取締役 三上 友子先生のわかりやすい講義により、これまでに職場

や社会の中で身に付いてきたマナーやルールを改めて見直すことができました。初対面の

方への挨拶の仕方や、名刺の渡し方、立ち位置等、仕事や事業に関するマナーは、職場や

社会の中で身に付いてきた事が多く、今回の例会で改めてそれらを確認できました。今後

のビジネスや事業の活動においても、今まで以上に自信を持ち、歴然とした態度で、初対

面の人にも好印象を持たれるよう、堂々と対応できるようになりました。 
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次回への引継事項 

 

 

： 

・プロジェクター位置を直前に変更するなど、設営でもたついた点があったので、委員会

等で会場設営に関してもう少し精査しておくとよかった。 

・次回への引継事項に、質疑応答の質疑内容も記載しておくとよかった。 

・メインタイムの開始までの休憩時間が長くなってしまい、もう少し精査しておくとよか

った。 

委 員 長 所 見 

 

 

 

： 

初対面の方への正しい挨拶の仕方・名刺交換・印象を良くする声や表情等、普段の職場や

社会環境の中で、自然にビジネスマナーを培ってきたと思っていましたが、改めるべき事

が多くありました。またメンバーの皆様におかれましては、意欲的に講義を受講していた

だき、活発な質問も出ていたのが自身にとって印象的でありました。本例会の担当時期は、

世間では新年度というタイミングでもあり、ビジネスマナーを学ぶにはとても良い機会で

ありました。是非メンバーの皆様におかれましては、この機会に学んだ事を広く発信して

いただきたいです。 

 

決 算   決算書_4 月例会 ver1 

決 算 額 ： 43,778 円 

（ 事 業 費 ）  ： 43,778 円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 405,000 円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： 5月例会「防災を学ぼう！～体験編～」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 対 内 ） 
： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できる

ことを目的とする。 

意義・目的    

（５月例会） 
： 

メンバーとご家族の皆様の防災意識を高め、ご家庭で災害に備えることの大切さを知り、周

りの人と協力し助け合う精神を養う機会とすることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2017年 5月 8日（月）18時 30分～21時（コミュニケーションタイム 18時 00分～） 

実施場所・会場 ： 土手町コミュニティーパーク 多目的ホール（弘前市土手町３１番地） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

○防災クイズ 

弘前市の防災計画等に関するクイズを出して、参加者に回答してもらい、参加者の防災意

識を測ると共に、答え合わせと解説を行うことで、防災意識を高める。 

○防災クッキング＆グッズ製作  

地震により家屋が倒壊し、避難所生活を余儀なくされた状況を想定し、班に別れて下記を

行う。  

・弘前市から支給された「米・水・カセットコンロ」と自宅で非常用持ち出し袋として備

えてあった「防災リュック」（じゃがりこ、乾パン、乾燥わかめ、ひじき、干しシイタケ）

を使い、「炊き込みご飯」と「ポテトサラダ」を作ってもらう。 

５月例会「防災を学ぼう！〜体験編〜」 

● 委員会名 ： Active Support 委員会 

● 副理事長／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 工藤 靖史 
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・調理完了までの待ち時間を利用し、防災グッズ（コップ）を製作してもらう。 

○会食を交えながら、メンバーやご家族同士の交流を深め、メンバーだけではなくご家族

の防災意識も高めていく。 

・班分けをおおむねお住まいの地域ごとに編成し、お近くの指定避難所を確認したり、お

互いのご家庭での災害対策や備蓄状況などの情報を交換しながら交流を深め、災害時に率

先して協力しあえる関係性を構築する。 

・会場後方にて防災グッズ製作体験ブースを設け、メインタイムでは紹介しきれなかった

防災グッズの製作や防災クッキングを体験してもらう。 

   

参加人員 ： 

弘前青年会議所メンバー ３３名 

ご家族    大人    ６名 

       子供    ８名 

オブザーバー 齊藤 博和君  計４８名 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017年 3月 ： 
 上旬 委員会で内容の検討 

中旬 委員会で内容の検討、会場・資料の検討、打合せ 

2017年 4月 ： 

下旬 委員会で内容の検討、必要書類の作成・取り付け 

上旬 委員会で内容の精査 

中旬 委員会で内容の精査 

2017年 5月 ： 

24日 

26日 

実施計画書審議 

発送作業 

1日 出欠締切日、出欠確認電話掛け、当日班決め、材料準備 

  8日 実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

18：00 

18：20  

 

18：30 

 

 

19：00 

 

19：05 

19：10 

19：25 

 

20：00 

会場、受付準備 

受付開始 

公益社団法人日本青年会議所東北地区青森ブ

ロック協議会２０１７年度会長公式訪問 

開会宣言 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

メインタイム開始 

5月例会 趣旨・説明 

乾杯 

防災クイズ 

防災クッキング＆防災グッズ製作 

趣旨・説明 

調理完了、試食 

Active Support委員会 

コミュニケーションタイム 

青森ブロック協議会会長 棟方 清崇君 

 

副理事長 須藤 立也君 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会 

 

Active Support委員会 工藤靖史君 

直前理事長 太田 厚仁君 

Active Support委員会 

Active Support委員会 
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20：30 

 

20：50 

 

21：00 

歓談 

グッズ製作ワークショップ開設 

専務理事報告 

報告依頼事項 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

 

Active Support委員会 

専務理事 秋元 駿一君 

各委員会 

監事 久保 良太君 大湯 幸世君 

副理事長 小山田 允紀君 

Active Support委員会 

   

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

 

 

 

： 

①防災クイズ 

・弘前市に関する問題を出題し、正解率が高くなかったことから、防災に対する関心度が

低いことがわかった。 

②グッズ製作 

・子供でも簡単に素早くできるコップを作り使用することで、興味・関心を持ってもらう

ことができた。 

・ワークショップを開設したが設営に工夫が足りず、関心を持ってもらえなかった。 

③クッキング 

・市の備蓄リストを基にした調理体験・試食をしてもらい、子供から大人まで一緒に楽し

く学んでもらうことで防災を知ってもらう機会になった。また、メンバー同士が協力し合

い作業が出来た。 

・家屋が倒壊し、避難所生活を余儀なくされた状況を想定したレシピだったが、災害の想

定レベルを伝えきれなかった。 

・完成した炊き込みご飯の趣旨と食べる時間をきちんと設ける必要があった。 

・災害時を想定した内容と、例会の構成がミスマッチだった。 

次回への引継事項 

 

 

： 

・事前準備が不十分だった為、会場設営や委員会メンバーの役割分担など全体的に関して、

もう少し事前準備やリハーサルをしておくとよかった。 

・飲食例会を行う場合、アルコールが入るため計画をより綿密に組む必要がある。 

・調理を行う場合、試作を重ね食材等の適量を把握し、無駄が出ないようにすること。 

委 員 長 所 見 

 

 

 

： 

今回、一人でも多くの方に防災に対して興味・関心を持ってもらいたいという想いから家

族例会にさせて頂きました。班分けを概ねお住まいの地域ごとに編成し、会食を交えなが

ら、メンバーやご家族同士の交流を深めてもらい、お互いのご家庭での災害対策や備蓄状

況などの情報を交換し、災害時に率先して協力しあえる関係性を築いてもらえたと思いま

した。７月例会では５月例会の反省点を活かして十分な準備・リハーサルをして円滑に進

めたいと思います。 

 

決 算   決算書_5月例会 

決 算 額 ： 19,295円 

（ 事 業 費 ）  ： 19,295円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 405,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 他 1 
事 業 名 ： 例会の企画・運営 
職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意義・目的（対外） ： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、JAYCEEとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できることを

目的とする。 

 

 

意義・目的（対内） ： 

次年度へ向けての第一歩として、公益社団法人弘前青年会議所役員選任規定に基づき、理事

候補者の選出選挙を行い、次年度組織編制をスタートさせることを目的とします。また開票

時の待ち時間を利用し、次月に開催がせまる弘前青年会議所を主管とした第 47 回青森ブロ

ック大会へ向けて、大会内容への理解の為の説明を行い、大会運動展開への更なる意識の向

上を行う。 

 

実 施 日 時 ： 2017年 6月 5日（月）19時 55分～21時 10分（コミュニケーションタイムなし） 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル（弘前市上鞘師町 24-1） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

●選挙管理委員会主導のもと、公益社団法人弘前青年会議所役員選任規定に基づき、次年

度理事候補者を当会議所正会員の投票により決定・公表した。 

 

●開票中の空き時間には、第 47 回青森ブロック大会へ向けて、大会への理解の向上を図

る為、各ファンクションに携わる青森ブロック協議会のメンバーをお呼びして内容等の説

明を行った。 

 

参 加 人 員 ： 弘前ＪＣメンバー 36名（うち賛助会員 3名） 

6月例会 

● 委員会名 ： PARTY PRODUCE 委員会 
● 副理事長／常任理事／ ： 吉川 裕之 川嶋 貴裕  
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青森ブロック協議会メンバー ６名 

外 部 協 力 者 ： 2017年度 東北地区 青森ブロック協議会 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017年 2月 ： 

6日 委員会で内容の検討 

10日 会場の検討・確定 
16日 委員会で内容の検討 

 3月 ： 

9日 委員会で内容の検討 

10日 会場との打ち合わせ 
23日 委員会で内容の検討 

4月 ： 

6日 委員会で内容の検討 

23日 委員会で内容の精査 

24日 理事会協議 

5月 ： 

17日 委員会で内容の精査 

23日 理事会審議 

25日 選挙管理委員会との打ち合わせ・案内文発送 

6月 ： 

4日 最終確認・打ち合わせ、準備 

5日 実施 

中～下

旬 

委員会内での振り返り・反省 

報告書作成 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：30 

 
19：55 

 

19：56 

 

 

20：01 

 

20：02 

 

20：13 

 

 

 

 

 

 

会場、受付準備 

（キャッスルホテルにて臨時総会） 

開会・開会宣言 

（セレモニー割愛） 

理事長挨拶 

（オブザーバー紹介並びに新加入会員認証

式・専務理事報告・報告依頼事項割愛） 

【メインタイム選挙準備】 

【メインタイム開始】 

選挙に関する説明等 

 

理事候補者選出選挙【投票・開票中】 

●ブロック大会内容説明（質疑応答含む） 

・会員会議所について 

・ブロック大会について 

 

・メインフォーラムについて 

 

ＰＰ委員会 

（総務委員会） 

工藤副理事長 

 

三國理事長 

 

 

 

担当：選挙管理委員会 

 

 

 

 

担当：中村事務局長（青森ブロック協議会） 

担当：今副会長（青森ブロック協議会） 

 

担当：吉川委員長（青森ブロック協議会青森

デザイン推進委員会） 
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20：50 

20：53 

 

20：54 

21：02 

21：05 

21：10 

 

21：30 

・会員の資質向上に向けた勉強会について 

 

・アカデミー大学 第 5講座について 

 

・親学推進フォーラムについて 

・地方のインフラ投資による地域再興へ向けた

署名に関するＰＲ 

・シュプレヒコール 

 

理事候補者選出選挙 開票結果報告 

理事候補者 選出終了 

【メインタイム終了】 

報告依頼事項 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

懇親会・かだれ横丁 

担当：道川委員長（青森ブロック協議会創発

ＬＯＭ推進委員会） 

担当：對馬塾長（青森ブロック協議会アカデ

ミー大学） 

担当：立花副会長（青森ブロック協議会）  

担当：石川委員長（青森ブロック協議会創発

地域推進委員会） 

担当：ＰａｒｔｙＰｒｏｄｕｃｅ委員会 

 

担当：選挙管理委員会 

担当：選挙管理委員会 

 

大湯監事 

小山田副理事長 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

本年度は、定款の変更等があり例年とは多少違った形の選挙例会となったが、目的である

選挙を滞りなく行え、次年度へ向けた体制編成へのスタートを切ることが出来た。また、

選挙開票時間を使った【第 47 回青森ブロック大会ｉｎ城下町弘前】への説明を行い、大

会への理解、運動への意識の向上を望む件については、先日行われた大会に際し多数のメ

ンバー参加・運営への尽力があったことを鑑みて、大きな役割を担い成果を得たと考える。 

 

次回への引継事項 ： 

●本年度は定款変更もあったが、開催に際し場所・時間・内容等の変更が何度かある場合

があるので、連携する各委員会とは綿密に打ち合わせ等する必要がある。 

●選挙開票の時間をＬＯＭ全体の事業等の説明などに当てることは、選挙例会の特性もあ

り多数の出席者が見込まれるのでとても良い使い方と考える。 

委 員 長 所 見 ： 

本年度は例年と違い定款の変更があり、いつもとは多少違ったかたちでの運営進行となっ

たが大きなミス等もなく無事に次年度体制編成へ向かえたことはとても良かったと思い

ます。また、ブロック大会説明において青森ブロック協議会の皆様がお忙しい中、来て頂

けたことに感謝致します。ありがとうございました。 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 10,000円 

（ 事 業 費 ）  ： 10,000円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 405,000円 

 

180



公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： 7月例会「防災を学ぼう！～知識編～」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 対 内 ） 
： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できる

ことを目的とする。 

意 義 ・ 目 的    

（ ７ 月 例 会 ） 
： 

５月例会「防災を学ぼう～体験編～」では体験を通して防災に対する興味・関心の向上を図

った。本例会ではさらに弘前市の防災に関する現状や知識を学び、我々メンバー一人一人が

防災に対し、地域のリーダーとして率先して行動できるようになることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 2017年 7月 7日（金）19時 00分～21時（コミュニケーションタイム 18時 30分～） 

実施場所・会場 ： 弘前市運動公園内 はるか夢球場 一塁側ブルペン（弘前市大字豊田２丁目３－１） 

事 業 の 対 象 者 ：  

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

「防災を学ぼう！～知識編～」 

○地域防災力の向上について（堤 健介氏） 

・弘前で過去に起きた災害などの紹介。 

・地区ごとで、これから起こりうる可能性がある災害と被害規模の予測。 

・自主防災組織とは何か。 

・自主防災組織結成のメリット。 

※プロジェクターを使用し説明 

 

○防災を学ぼう～知識編～（長尾 純一氏） 

・メディアの種類別情報活用法の紹介。 

・防災気象情報の紹介。 

・大雨・洪水警報の危険度分布の紹介。 

・「過去の災害を忘れない」※映像 

※プロジェクターを使用し説明 

７月例会「防災を学ぼう！〜知識編〜」 

● 委員会名 ： Active Support 委員会 

● 副理事長／委員長 ： 小山田 允紀 ／ 工藤 靖史 
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参加人員  弘前青年会議所メンバー ３２名   ※見学会２８名 

外部協力者 ： 

弘前市役所防災安全課（講師） 

アップルウェーブ株式会社（講師） 

公益財団法人弘前体育協会（会場指定管理者） 

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017年 5月 ： 
 上旬 委員会で内容の検討 

中旬 委員会で内容の検討、会場・資料の検討、打合せ 

2017年 6月 ： 

下旬 委員会で内容の検討、必要書類の作成・取り付け 

上旬 委員会で内容の精査 

中旬 委員会で内容の精査 

2017年 7月 ： 

22日 

26日 

実施計画書審議 

発送作業 

3日 出欠締切日、出欠確認電話掛け 

  5日 最終打合せ・準備・現地リハーサル 

  7日 実施 

  10日 お礼状 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17:30 

18:00 

18:25 

18:55  

19:00 

 

 

 

   

 

 

19:08 

19:15 

19:20 

19:30 

 

 

19:35 

19:55 

20:40 

 

会場、受付準備 

受付開始 

防災施設見学会 

防災施設見学会終了 

開会宣言 

国歌斉唱 

JCソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSON並びに JCI VISION唱和 

JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

7月例会 趣旨・説明 

講師入場・紹介 

講演① 

講演② 

謝辞 

メインタイム終了 

Active Support委員会 

コミュニケーションタイム 

 

 

副理事長 吉川 裕之君 

 

 

 

 

 

 

理事長 三國 典央君 

専務理事 秋元 駿一君 

 

 

Active Support委員会 工藤 靖史君 

 

弘前市役所防災安全課 堤 健介氏 

アップルウェーブ株式会社 長尾 純一氏 

記念撮影 
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20:43 

20:45 

 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

監事 大湯 幸世君 

副理事長 須藤 立也君 

全メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

 

 

 

： 

①会場の選定をはるか夢球場にしたことで防災施設見学ができ、弘前市の防災の現状や最

新の防災設備を知ってもらうことができた。 

②アンケートの結果、講演内容は過去の災害データの紹介が主で、今後メンバーが地域の

リーダーとして取り組む内容を明確にするところまで踏み込めていなかった。 

③アンケートの結果、自主防災や市の取り組み等に関心を持ってもらうことができた。 

④立場の違う２名の講師をお招きし、堤氏は自主防災組織など弘前市での取り組み、長尾

氏はメディアを活かした取り組みについて講演して頂きましたが、過去の災害データや

これから起こりうる災害に対しての備えや防災意識の重要性という所では通じるもの

があり、メンバーに対して防災の重要性を再確認してもらうことができた。 

次回への引継事項 

 

 

： 

①パワポ操作、ムービーチェック等を講師の方と最終打ち合わせを入念にする。 

②施設見学（特に屋外）などを行う際、係の説明が後方まで届いていなかったのでメガホ

ン等を準備すると良い。 

③当日、暑くなることが予想されていたが、はるか夢球場一塁側ブルペンは空調設備がな

かった為、配慮がたりなかった。 

④司会でアナウンスしたものの、防災ハンドブック（配布資料）を持ち帰ってくれなかっ

た為、余ってしまったので再度アナウンスをする必要がある。 

⑤セレモニーのマナー、クールビズを踏まえてドレスコードをきちんと設定した方が良

い。 

⑥意義目的に沿った講演内容を講師の方と綿密に打ち合わせする必要がある。 

⑦メンバー案内文の裏面に記載するはずの会場案内図が確認を怠った為、記載されていな

かった物が発送されてしまったので、きちんと最終確認する必要がある。 

委 員 長 所 見 

 

 

 

： 

今回、会場をはるか夢球場にした事で普段では見られない防災施設の見学会や弘前では最

新の防災拠点内での例会をさせていただきました。メインタイムでは弘前の防災に深く携

わっている２名の講師の方々にお越しいただき、弘前に特化した内容を講演してもらうこ

とで少しでも防災に対しての意識と知識を学んでもらえたのではないかと思います。また

５月例会の反省点を活かし、前日リハーサルを行うことで会場設営、時間配分、委員会メ

ンバーの役割等々が明確でスムーズにできたと思います。 

 

決 算   決算書_7月例会 

決 算 額 ： 21,460円 

（ 事 業 費 ）  ： 21,460円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 405,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： 9月例会 「コミュニケーション向上例会」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
： 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意義・目的（対内） ： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できる

ことを目的とする。 

 

意 義 ・ 目 的   

（ 9 月 例 会 ） 
： 

少年少女国連大使を経験した角田ルーシー花怜(かれん)さんの体験、学習したこと聞くこと

で「JCIJAPAN2017少年少女国連大使」事業を知ること。 

また、メインタイムではメンバーのつながりは事業の成功にも大きく関わってくるものと考

え、今年度新入会員の方も多く居る事から、ボウリングを一緒にプレーをする事で、コミュ

ニケーション向上を図り、メンバーのつながりを深め LOMの団結力を高めることを目的とす

る。 

実 施 日 時 
 

2017年 9月 5日火曜日 18時 00分～21時 00分 

実施場所・会場  
・ムジコクリエイト・研修センター(弘前市和泉 1－3－1) 報告会・セレモニー 

・弘前ファミリーボウル(弘前市高崎 2丁目 15—1 ラフォルテ館 2F) ボウリング 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー並びにオブザーバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

・少年少女国連大使を経験した、角田ルーシー花怜(かれん)さんに体験、学習したことを

報告して頂いた。 

・ボウリングは合計 2ゲーム行った。 

・初めは、委員会チームにて 1ゲーム行った。(委員会の団結力を高めることを図った。) 

・2ゲーム目は、受付時にくじ引きをして、チームを決定した。(全体の団結力を高めるこ

とを図った。) 

・ストライク・スペアーの場合、「ナイスストライク」「ナイススペアー」と言葉を交わ

し笑顔でハイタッチをした。 

・参加料金は、2,000円とし、プレイ代 1,200円(2ゲーム、貸靴付き)、差額 800円は景品

９月例会 「コミュニケーション向上例会」 

● 委員会名 ： 総務きずな 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 秋元駿一 ／大場一巧 ／石岡伸 
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代に使用した。 

・女性参加者へはハンディーキャップとして合計得点へ＋20点加算 
（1ゲーム+10点として）した。 

参 加 人 員 ： 

総正会員 50名 出席者 29名 欠席者 21名 

賛助会員   5名 出席者 4名 欠席者  1名 

齊藤 雄太君 

角田ルーシー花怜(かれん)さん、ご両親 

外 部 協 力 者 ： 角田ルーシー花怜(かれん)さん 

 
事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年 ７月 ： 

上旬 委員会で内容の検討 

中旬 委員会で内容の検討、会場仮予約 

下旬 委員会で内容の検討、必要書類の作成 

８月 ： 

上旬 委員会で内容の精査 

中旬 委員会で内容の精査 

下旬 実施計画書審議 

案内文発送 

９月 ： 
上旬 出席及び委任状の確認・資料等準備 

5日 9月例会運営 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

16：30 

17：30 

18：00 

18：30 

18：31 

18：32 

18：34 

18：35 

18：36 

18：37 

 

18：38 

18：46 

18：52 

18：56 

19：03 

19：25 

20：40 

20：43 

会場、受付準備 

受付開始 

少年少女国連大使報告 

開会宣言 

国歌斉唱 

JCソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSION並びに JCI VISION唱和 

JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

移動 

メインタイム開始(2ゲーム) 

メインタイム終了 

監事講評 

総務きずな委員会 

コミュニケーションタイム 

角田ルーシー花怜(かれん)さん 

副理事長 工藤 順敬君 

 

 

会員拡大委員会委員長 前田 完治君 

愛郷委員会常任理事  比内 理佑君 

愛郷委員会副委員長  櫛引 英揮君 

弘前 Lighting委員会常任理事 

成田 志穂君 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会 

専務理事 秋元 駿一君 

 

 

総務きずな委員会 

 

監事久保 良太君 
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20：45 

 

閉会宣言 

撤収作業 

副理事長 小山田 允紀君 

総務きずな委員会 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

「JCI JAPAN2017 少年少女国連大使」を経験した角田ルーシー花怜(かれん)さんに、国際

社会が抱える問題と解決方法、国際協力の必要性や日本と世界の違いなどについて体験、

学習したことをプレゼンテーションして頂き、国際社会で活躍できる人材へと成長した姿

に刺激を受け、JAYCEEとして明るい豊かな社会の実現に向かう為の意識を再認識する機会

の提供ができた。 

メインタイムのボウリングでは、委員会の団結力を図った 1 ゲーム目では、目標に向かい

協力しながらプレーしたこと、全体の団結力を図った 2ゲーム目からは、委員会以外のメ

ンバーともコミュニケーションを取りながらプレーしことなどが見受けられ、また会場の

活気のある雰囲気などから団結力が高まったと言う声も頂けたことからも、メンバーのつ

ながりが深まり、LOMの団結力を高めることが出来ました。 

次回への引継事項 ： 

・ボウリングなど行いたいことが決まっている場合は、会場の仮予約は早めにした方がよ

い。 

・早い時間からの例会の場合は、事前の周知が重要である。 

・報告会・セレモニー会場からボウリング場まで計画していた移動時間が短かったので、

余裕を持った時間の計画を立てる。 

・遅参の方もいたので、ボウリングのメンバー表を会場に提出する関係上、おおよそ何時

くらいに到着するかを事前に詳しく確認しておいた方がよい。 

・配送物にて郵送していたが、当日配布資料に角田ルーシー花怜(かれん)さんの報告会「JCI 

JAPAN2017 少年少女国連大使」事業の資料があった方が分かりやすかった。 

・ボウリングの集計に時間を要したので、集計の際は PCなどの準備の確認をした方がよい。 

・今回のような報告会や、コミュニケーションを図るような例会の場合は、アンケートの

実施などを計画段階で検討するとよい。 

委 員 長 所 見 ： 

普段の例会より早い時間からの開催となったことや、会場の移動が多かったりとバタバタ

してしまった部分、計画していた会場移動時間が短かったなど反省する部分がありました

が、委員会メンバーや多くの方のご協力により無事に終えることができました。 

報告会も滞りなく行え、体を動かすボウリングをコミュニケーションを取りながら行えた

事で、更なる団結力向上が図るきっかけとなる例会が行えたことにとても感謝しています。 

ありがとうございました。 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 75,778円 

（ 事 業 費 ）  ： 7,778円 

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 405,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017 年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他１ 

事 業 名 ： 10 月例会 「～随処作主～により、彩書道を以て今年の想いを振り返り、表現する」 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

 例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な

資質向上の機会とする必要がある。 

意義・目的（対外） ： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資

質向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動で

きることを目的とする。 

意義・目的（対内） ： 

既存の物にとらわれず、新しい要素を取り入れた、彩書道という多彩な色を用いた書道に

取り組みながら、故きを温ね新しきを知る機会を設けます。メンバー同士協力して一つの

作品を作る事で一人一人の協調性の資質向上及び、今後の仕事や事業の展開において必要

な独創的な発想力、周囲との相互理解力や評価する能力を養う事を目的とする。 

 

実 施 日 時 ： 2017年 10月 6日（金）19時 00 分～21時 00分（ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝﾀｲﾑ 18 時 30分～） 

実施場所・会場 ： ホテルニューキャッスル（〒036-8354 青森県弘前市上鞘師町 24-1） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

 

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

メンバーによる趣旨・内容説明 

彩書道とは… 

書道+絵（墨の黒以外の色で文字や背景に彩りを加える）で今の自分達の想いを表

現するものと説明。（一部オリジナル性あり）→参考資料の写真参照 

 

・４～５人でグループを編成した（当日のくじ引きによる） 

・役割を決めた 

 「役割」 

① リーダーマン（各グループに弘前 Lighting 委員会メンバーを 1名配置） 

「〜随所作主〜により、彩書道を以て今年の想いを振り返り、表現する」 

● 委員会名 ：  弘前 Lighting 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 須藤 立也 成田 志穂 工藤 晋一郎 
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② 実際に字を書く人の順番を決める（リーダーの指示で交代しながら誰が何文字・

またはどこを書くか決め、全員が一文字以上は字を書くようにした） 

③ 背景の下書きの担当。 

④ 色付け（絵・色）担当。 

⑤ 世話役（筆洗い用の水交換や色の調整その他業務） 

・実際に書く文字を決める。 

例：随所作主、温故知新、春夏秋冬、または単語ではなく一つの文章等でもよい。 

  （みんなで文字を書けるようにある程度長めの文字がベター） 

・実際に書く文字が決まったら、背景（絵・色）をおおよそ考える。 

・実際に書道で文字を書く。 

（字の上手い下手は関係なく全体のバランスや色使いで評価してもらう。） 

・書道を書き終わったら背景の下書きに入った。   

・背景の下書きが終わったら文字や背景に彩りを描き足し、作品に彩りを加えた 

・完成したら前方に掲示しグループごとに書いた内容についてどういう事を表現したの

か、リーダーから発表してもらった。 

・懇親会の場でメンバーの投票により最優秀作品を決定。 

           （全体の出来具合やバランスを見て評価） 

・最優秀賞を受賞したグループの作品は額縁に入れ事務局に掲示。 

 

弘前 Lighting 委員会メンバーは各グループに対して必要な助言を行った。 

参 加 人 員 ： 弘前青年会議所メンバー ３３人 10月例会 出欠表 

外 部 協 力 者 ：  

 

事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

    

９月 ： 

１日 内容の精査 

１５日 内容の検討・会場選定 

２１日 実施計画書審議 

２５日 案内文発送 

  

１０月 ： ２日 事業実施準備   

  １０月６日（金）事業実施   

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

18：00 

18：30 

 

19：00 

19：01 

19：02 

19：03 

19：04 

会場、受付準備 

受付開始 

 

開会宣言 

国歌斉唱 

JC ソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSON 並びに JCI VISION 唱和 

 弘前 Lighting 委員会 

コミュニケーションタイム 

 

副理事長 須藤 立也 君 

 

 

愛郷委員会 委員 齊藤 博和 君 

会員拡大委員会 委員 三上 恵美 君 
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19：05 

19：06 

19：07 

19：24 

 

19：29 

19：33 

19：34 

19：41 

19：42 

 

19：44 

 

 

 

 

 

20：45 

20：52 

 

20：53 

20：55 

20：56 

JC 宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会

員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム準備 

メインタイム開始 

弘前 Lighting 委員会 趣旨説明 

 

シンキングタイム 

実 彩書道（文字を書く） 

下絵を描く 

彩り（色）を加える 

作品を掲示し、発表する。 

 

弘前 Lighting 委員会 講評 

メインタイム終了 

 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

Active Support 委員会 委員 相馬 孝寛 君 

総務きずな委員会 委員 三浦 聖吾 君 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会 委員長 前田 完治 君 

 

事務局長 大場 一巧君（代理） 

 

弘前 Lighting 委員会 

 

弘前 Lighting 委員会 委員長 工藤 晋一郎 君 

 

 

 

 

 

 

 

各チームより作品内容説明 

 

 

監事 久保 良太 君  

副理事長 工藤 順敬 君 

弘前 Lighting 委員会 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

 

 

 

： 

みんなで試行錯誤し工夫し楽しみながら一つの目標を持ち作品を作り上げた事で、「普段

はあまり触れる機会が無いことに取り組めた」、「初めて挑戦したが思った以上に難しく

自分の意外な才能に気が付くことができた」等の声をいただきました。独創的な発想力や

周囲との相互理解力や評価する能力を養い、また普段行っている委員会とは違うメンバー

同士でチームを編成し、初心に返りながら協力し合う事でお互いをさらに尊重し、今後の

仕事や事業において役立つ協調性をも向上させ LOMの団結力を高める良い機会を提供する

事が出来ました。 

 

次回への引継事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 

・講師が事業直前に体調不良となり出演できなくなった。今後もこのような事例が無いと

も言い切れないので、万が一急に講師が出演できなくなった場合の対策を最初から考え

ておくべきである。 

・国旗、ＪＣ旗を事務局に忘れてきてしまった。備品の管理をもっときちんとしておくべ

きであった。 

・当日になってから出席、欠席、遅参が目立った。もっと出欠確認をしっかりやっておく

べきであった。 
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・くじ引きでチーム編成を行ったが、遅参するメンバーを考慮しておらずチームの人数に

バラつきが出て調整する事になった。チーム編成に関して、遅参するメンバーは一つの

テーブルに纏めるように最初から考慮しておくべきであった。 

・例会内で作品の公表まで行う予定であったが、急遽懇親会の場で投票を行う事になって

しまった。計画段階の内からしっかりとタイムスケジュールを精査しておくべきであっ

た。 

・会場の床を少し汚してしまった。もう少し養生をちゃんとしてくべきであった。 

・許可なく作品を事務局に掲示してしまった。作品の掲示等をしたりする場合は事前に専

務理事及び事務局等に一報入れるべきであった。 

委 員 長 所 見 

 

 

： 

 

既存の物にとらわれず新しい要素を取り入れた彩書道という新たな試みに挑戦しながら、

メンバー全員で楽しみながら例会を行う事が出来ました。委員会メンバーみんなで創意工

夫し勉強しながら例会を展開していく事で、まさしく型にとらわれない作品を生み出す事

ができ、メンバー同士のつながりも深まり LOMの団結力も高まりました。貴重な経験をす

る事ができました。ありがとうございました。 

 

決 算   決算書_10月例会 ver１ 

決 算 額 ： 27,089 

（ 事 業 費 ） ： 27,089 

（ 管 理 費 ） ：  

予 算 総 額  405,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 

事業番号・区分 ： 他 1 

事 業 名 ： 11月例会 

職 務 分 掌 ： 例会の企画・運営 

 

事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

例会は定款により毎月一回開催され、我々メンバーはこの例会をメンバー個々の様々な資質

向上の機会とする必要がある。 

 

意 義 ・ 目 的 

（ 対 内 ） 
： 

全ての事業の基盤となる例会を通して、メンバー同士のつながりを育み、一人ひとりが資質

向上する事で、ＪＡＹＣＥＥとして明るい豊かな社会の実現に向かって率先して行動できる

ことを目的とする。 

意 義 ・ 目 的 

（11月例会） 
： 

藩政時代からの町並みやその背景を知る城下町特有の由緒ある古い町名が残るわが街弘前

市において、その古町名の由来や特徴を改めて確かめ、約400年にわたる城下町の歴史を学

び、郷土愛を深めることを目的とする。 

実 施 日 時 ： 
2017年 11月 2日木曜日 18時 30分～21時 30分 

（コミュニケーションタイム 18時 00分～） 

実施場所・会場 ： ラグリー（弘前市野田 1-4-1） 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

○趣旨説明及び弘前市の古町名の由来と特徴について説明した。 

○体験型アミューズメント方式で知識の定着化、郷土愛の深化を図った。 

参 加 人 員 ： 
弘前 JCメンバー３９名  

オブザーバー（葛西真太郎氏・佐藤隆英氏・成田陽光氏）３名    計４２名 

 

 

 

11月例会「古都トコトコココドココートで郷土の歴史を学ぼう！ 〜古町名編〜」 

● 委員会名 ： 愛郷 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 須藤 立也 比内 理佑 葛西 晋 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

2017年 9月 ： 
1日 内容の検討、会場・資料の検討、打合せ 

15日 内容の検討、必要書類の作成 

  2017年 10月 ： 

2日 解説内容、古都トコトコココドココート内容精査 

17日 解説内容、古都トコトコココドココート内容精査 

24日 案内文発送 

  2017年 11月  2日 実施 

 

当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

17：00 

18：00 

18：32 

18：33 

18：34 

18：36 

18：37 

18：38 

18：39 

18：40 

18：48 

18：55 

18：58 

19：10 

19：10 

19：30 

19：33 

20：00 

20：55 

21：00 

21：05 

21：15 

会場、受付準備 

受付開始 

開会宣言 

国歌斉唱 

JCソング斉唱 

JCIクリード唱和 

JCI MISSON並びに JCI VISION唱和 

JC宣言文朗読並びに綱領唱和 

東北 JC宣言唱和 

理事長挨拶 

オブザーバー紹介並びに新加入会員認証式 

専務理事報告 

報告依頼事項 

メインタイム開始 

第一部 古町名の由来と特徴を解説 

乾杯 

歓談 

第二部 古都トコトコココドココート実践  

メインタイム終了 

監事講評 

閉会宣言 

撤収作業 

愛郷委員会 

コミュニケーションタイム 

副理事長 小山田允紀君 

 

 

総務きずな委員会  新戸部大輝君 

Active Support委員会  村上英里君 

総務きずな委員会 大藪貴雄君 

Active Support委員会  島津隆義君 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会 

専務理事 秋元 駿一君 

 

 

愛郷委員会（解説 20分） 

直前理事長 太田厚仁 

 

愛郷委員会（説明 5分、実践 60分） 

 

監事 大湯 幸世君  久保 良太君 

副理事長 須藤立也君 

愛郷委員会 

 

事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 

： 第１部のプロジェクターとポスターを用いた弘前市内の古町名解説を行い、改めて由来や

特徴を学び、第２部の古都トコトコココドココート実践により、弘前城を中心とした城下

町ならではの配置や知識の定着化を図ると共に愛着が生まれ、郷土愛をさらに深めること

が出来た。 

次回への引継事項 

： ・開会時刻が18時30分であったが、メール配信や事前の声かけを行ったことにより、遅参

者も少なくスムーズに開催することができた。 

・セレモニーの唱和担当者への依頼が開会直前となり、リハーサルが行えず唱和でのミス
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があったので、担当者への依頼は事前に行い必ずリハーサルを実施するべきである。 

・セレモニー会場と会食会場を分けたことにより、メリハリをつけることができた。また、会場を隣

接させたことにより、移動をスムーズに行うことができた。 

・学びの内容を復習するため、振り返り用資料の配布等の方法を検討するべきであった。 

・卒業メンバーは11月例会が通常最後の例会となるので、活躍できる機会を設けることを

検討した方がよい。 

・ メンバーからアンケートをとるなど、例会内容の検証策を検討した方がよい。 

・ 例会には参加したいが飲食はしたくないメンバーもいることが考えられるので、例会

と懇親会の同時開催にする際は、対応を検討する必要がある。 

委 員 長 所 見 

： 参加者がオブザーバー含め42名と、多くの会員にご参加頂きましてありがとうございまし

た。委員会メンバーのみならず、弘前LIGHTING委員会メンバーにも多くのご協力を頂いた

おかげで、古都トコトコココドココート実践の際には、卒業メンバーをはじめ、多くのメ

ンバーの楽しそうな姿を見ることができ、城下町弘前への郷土愛の深化を達成できたと存

じます。 

本例会により地域についての理解を深めることが郷土愛を深めることに繋がると実感で

きたため、地域を舞台に運動を展開する青年会議所として今後もメンバーに対し、地域の

歴史や文化を改めて学ぶ機会を定期的に提供することが重要だと考えられます。 

 

決 算   決算書 

決 算 額 ： 30,000円 

（ 事 業 費 ）  ： 30,000円 

（ 管 理 費 ）    

予 算 総 額  405,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 第９７回通常総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
： 

会員の総意を図る場である総会において、定款・諸規定に則り２０１６年度の事業報告及び

決算報告、２０１７年度事業計画および予算案に対する報告をし、メンバーの承認をいただ

くために実施する必要がある。 

 

意義・目的（対外） ： 

 

 

 

意義・目的（対内） ： 

２０１６年度事業報告及び決算報告を行い、メンバーから承認をいただき２０１６年度を締

めくくり、２０１７年度のよきスタートを切ることを目的とする。 

 

実 施 日 時 
 
２０１７年１月１８日(水) １９：００～２０：１５ 

実施場所・会場  ホテルニューキャッスル ３F 松の間 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー並びにオブザーバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

第１号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１６年度事業報告書(案)承認に関する件 

→満場一致可決承認 

第２号議案 

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１６年度正味財産増減計画書(案)承認に関する件 

→満場一致可決承認 

参 加 人 員 ： 

総正会員数４６名 出席者２６名 欠席者２０名 有効委任状１１通  

賛助会員５名 出席者５名 

特別会員１名 出席者１名 

２０１６年度卒業生 黒部 能史君 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

公益社団法人弘前青年会議所 第９７回通常総会 

● 委員会名 ： 総務きずな 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 秋元駿一 ／大場一巧 ／石岡伸 

194



事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１６年 １２月 ： ２０日(火) 案内文送付 

２０１７年  １月 
 

６日(金) 出欠及び委任状の確認 

１１日(水) 資料等、事前配信 

１８日(水) 第９７回通常総会の運営 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：３０ 

１８：００ 

１８：３０ 

１９：００ 

１９：００ 

１９：０１ 

１９：０２ 

１９：０３ 

１９：０４ 

１９：０５ 

１９：０６ 

１９：０７ 

１９：１２ 

１９：１４ 

 

 

 

１９：１５ 

１９：３０ 

１９：３０ 

 

１９：４２ 

１９：４２ 

１９：４２ 

１９：４２ 

１９：４３ 

１９：４８ 

 

１９：４８ 

 

 

１９：５５ 

 

会場集合 

会場設営・打合せ・リハーサル 

受付開始 

開場 

１．開会宣言 

２．国歌斉唱 

３．ＪＣソング斉唱 

４．ＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７．東北ＪＣ宣言唱和 

８．２０１６年度理事長挨拶 

９．２０１６年度理事長への感謝状贈呈 

１０．プレジデンシャルリース伝達式 

 

 

 

１１．２０１７年度理事長候補者挨拶  

１２．オブザーバー紹介及び新加入会員認証式 

１３．２０１６年度アテンダンスポイント表彰 

（２０１６年度総務広報委員会） 

１４．議長選出 

１５．定足数の確認 

１６．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１７．配布資料の確認 

１８．２０１６年度 監査報告 

１９．議事 

【審議事項】 

第１号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１６年度事業報告書（案）

承認に関する件  

第２号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１６年度正味財産増減

総務きずな委員会 

総務きずな委員会 

総務きずな委員会 

副理事長  

小山田 允紀君 

 

 

工藤 靖史君 

前田 完治君 

葛西 晋君 

工藤 晋一郎君 

太田 厚仁君 

 

２０１６年度副理事長 

久保 良太君・工藤 順敬君・

須藤 立也君・吉川 裕之君・

秋元 駿一君 

三國 典央君 

 

２０１６年度総務広報委員会

委員長 工藤 正貴君 

 

 

 

 

2016年度監事 黒部能史君 

 

 

 

 

 

２０１６年度専務理事 

比内 理佑君 
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２０：００ 

 

 

 

 

２０：０５ 

２０：０５ 

 

２０：１５ 

計算書（案）承認に関する件  

第３号議案 その他 

２０．専務理事報告 

公益社団法人 弘前青年会議所 ２０１７年度事業計画につ

いて 

公益社団法人 弘前青年会議所 ２０１７年度正味財産増減

計算書（予算書）について 

２１．報告依頼事項 

２２．監事講評 

 

２３．閉会宣言 

 

 

２０１７年度専務理事 

秋元 駿一君 

 

 

 

 

２０１７年度監事 

久保 良太君・大湯 幸世君 

副理事長 工藤 順敬君 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

２０１６年度の事業報告および決算報告を行い、メンバーに承認を頂き、２０１６年度を

しっかり締めくくれたことにより、２０１７年度の予算案、事業計画を予定どおりに報告

することができ、スムーズな２０１７年度のよきスタートがきれました。 

次回への引継事項 ： 

・当日の受付、カメラ撮影など担当の確認をしておく。 
・司会の練習もしっかりと事前に行う。 

・資料準備、当日使用するものなど事前に確認し、荷物の移動や会場設営、撤収など、人

手が必要となるので、人手の確認、また集合時間などを事前に報告、連絡、相談する。 
・ホテルニューキャッスルの駐車場は、限られた台数しか駐車できないので、その点を事

前にお知らせをする。 

・アテンダンスポイント表彰や、審議事項など前年度の総務委員会さんと協力する部分が

あるので、事前に打ち合わせをする。 

・リハーサルでは、時間的に難しい部分もあったので、事前にセレモニー等の担当などを

お願いしておく。 

・当日のスケジュールで時間が押したので、計画の時にスケジュールを精査する。 

・委任状の提出の部分では、未提出者には、確認する必要がある。 

・懇親会でも、受付など担当を決めておくとスムーズに懇親会が行える。 

委 員 長 所 見 ： 

２０１７年度初めての通常総会で、資料の準備、当日の開場設営など、不慣れなため、混

乱してしまいましたが、皆様にご協力頂き何とか無事開催することができました。 
今回は、開会時間を１９時としたこともあったためか、出欠ご返答を多くいただいたが、

急遽当日欠席になられる方もいらっしゃったので、委任状の大切さがわかりました。 
次回以降は、事前準備、打ち合わせをしっかりと行い、委員会メンバーと力を合わせスム

ーズな進行が出来るように致します。 

 
決 算    

決 算 額 ： 決算書 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： \15,000 

予 算 総 額 ： \20,000 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 第 98回通常総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

公益社団法人弘前青年会議所定款第４章第２９条２項により８月に通常総会を開催するこ

と、次年度準備委員会の結果を踏まえた発表を行うため実施いたします。 

 

 

意義・目的（対外） ： 

 

意義・目的（対内） ： 

２０１８年度に向けた次年度準備委員会の結果を踏まえた発表を行う場とすることを目的

とする。 

 

 

実 施 日 時 
 
２０１７年８月８日(火)１８：３０～１９：２５ ※ＯＢ交流会１９：３０～２１：００ 

実施場所・会場  ホテルニューキャッスル ３F 麗峰(東)の間  ※ＯＢ交流会 麗峰(西)の間 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー並びにオブザーバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

報告事項 

１番項 

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１８年度次年度体制準備委員会からの報告事項 

参 加 人 員 ： 

総正会員５０名 出席者２７名 欠席者２３名 有効委任状１６通 

賛助会員 ５名 出席者 ２名 欠席者 ３名 

太田 厚仁君 

三浦 真介先輩 

外 部 協 力 者 ： なし 

 

公益社団法人弘前青年会議所 第９８回通常総会 

● 委員会名 ： 総務きずな 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 秋元駿一 ／大場一巧 ／石岡伸 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年 ６月 ： ２６日 ＯＢ案内文送付 

７月 ： ２６日 現役メンバー案内文送付 

８月 ： 
上旬 出席及び委任状の確認・資料等、事前配信 

８日 第９８回通常総会運営 
 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：００ 

１７：３０ 

１８：００ 

１８：３１ 

１８：３２ 

１８：３３ 

１８：３５ 

１８：３６ 

 

１８：３７ 

１８：３８ 

１８：３９ 

１８：５０ 

 

１８：５１ 

１８：５２ 

１８：５３ 

１８：５４ 

１８：５５ 

 

 

 

 

 

 

１８：５７ 

 

 

１９：０７ 

１９：１４ 

１９：１７ 

 

会場集合・会場設営・打合せ・リハーサル 

受付開始 

開場 

１．開会宣言 

２．国歌斉唱 

３．ＪＣソング斉唱 

４．ＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣＩ ＭＩＳＳＩＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱

和 

６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７．東北ＪＣ宣言唱和 

８．理事長挨拶 

９．オブザーバー紹介及び新加入会員認証式 

 

１０．議長選出 

１１．定足数の確認 

１２．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１３．配布資料の確認 

１４．議事 

【報告事項】 

１番項 

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１７年度次年度体制準備

委員会からの報告事項 

２番項 

その他 

１５．専務理事報告 

公益社団法人弘前青年会議所 ２０１７年度第二次修正予算

書(案)について 

１６．報告依頼事項 

１７．監事講評 

１８．閉会宣言 

１９．撤収 

総務きずな委員会 

 

 

副理事長 吉川裕之君 

 

 

三上優香君 

前田完治君 

 

葛西晋君 

工藤晋一郎君 

理事長 三國典央君 

総務きずな委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専務理事 秋元駿一君 

 

 

 

久保良太君 

副理事長 小山田允紀君 

総務きずな委員会 
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事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

委員会メンバーで協力しスムーズな進行ができ、２０１８年度に向けた次年度準備委員会

の結果を踏まえた報告を滞りなく行えました。 
 

次回への引継事項 ： 

・総会中、マイクのハウリングなどがあったので、事前確認をして調節をしっかり行う。 

・リハーサルの部分では、ご協力頂き早めに来て頂き総会のリハーサルはしっかりできた

が、OB・現役交流会の事業紹介の部分のリハーサルが駆け足のリハーサルになってしま

ったので、次回以降は時間の計画をしっかりとする。 

 

委 員 長 所 見 ： 

早い時間からの開催となった第９８回通常総会でしたが、委員会メンバーで協力し、スム

ーズな進行ができました。 

また、総会のリハーサルの部分でも登壇者の方にご協力頂きしっかりと行うことが出来ま

した。 

ご協力頂けた全ての方に感謝いたします。ありがとうございます。 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 20,000円 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： 20,000円 

予 算 総 額 ： 20,000円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 2017年度第 1回臨時総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

公益社団法人弘前青年会議所の運営について、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

に適合しない条項があることから、臨時総会を開催し、一般社団法人及び一般財団法人に関

する法律に合わせ公益社団法人弘前青年会議所定款を変更する必要がある。 

 

意義・目的（対外） ： 

 

 

 

 

 

意義・目的（対内） ： 

公益社団法人弘前青年会議所定款変更の決議を行う場とすることを目的とする。 

 

 

実 施 日 時  ２０１７年６月５日(月) １９：００～１９：５０ 

実施場所・会場  ホテルニューキャッスル ３F 松の間 ※６月例会と同会場 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー並びにオブザーバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

第１号議案 公益社団法人弘前青年会議所 定款変更(案)に関する件 

→満場一致可決承認 

参 加 人 員 ： 

総正会員数４９名 出席者３０名 欠席者１９名 有効委任状１４通  

賛助会員５名 出席者３名 

特別会員１名 出席者１名 

外 部 協 力 者 ： なし 

 
 

公益社団法人弘前青年会議所 2017年度第 1回臨時総会 

● 委員会名 ： 総務きずな 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 秋元駿一 ／大場一巧 ／石岡伸 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年 ５月 ： 
２５日(木) 案内文送付 

３１日(水) 出欠及び委任状の確認 

２０１７年 ６月  
２日(金) 資料等、事前配信 

５日(月) ２０１７年度第１回臨時総会の運営 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：３０ 

１８：００ 

１９：００ 

 

１９：０３ 

１９：０４ 

１９：０５ 

１９：０６ 

１９：０７ 

１９：０８ 

１９：０９ 

１９：１０ 

１９：１５ 

 

１９：２１ 

１９：２２ 

１９：２２ 

１９：２３ 

１９：２３ 

 

 

 

１９：２７ 

 

 

１９：４１ 

会場集合 

会場設営・打合せ・リハーサル 

開場 

事前 PR(卍の城物語) 

１． 開会宣言 

２．国歌斉唱 

３．ＪＣソング斉唱 

４．ＪＣＩクリード唱和 

５．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

７．東北ＪＣ宣言唱和 

８．理事長挨拶 

９．オブザーバー紹介及び新加入会員認証式 

 

１０．議長選出 

１１．定足数の確認 

１２．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１３．配布資料の確認 

１４．議事 

【審議事項】 

第１号議案  

公益社団法人弘前青年会議所 定款変更(案)に関する件  

１５．専務理事報告 役員選任規定変更(案)に関する件 

１６．報告依頼事項 

１７．監事講評 

１８．閉会宣言 

１９．撤収 

総務きずな委員会 

総務きずな委員会 

総務きずな委員会 

水戸先輩・今泉先輩 

副理事長 吉川裕之君 

 

 

大髙俊君 

櫛引英揮君 

工藤正貴君 

山形昌弘君 

理事長 三國典央君 

会員拡大委員会委員長 

前田完治君 

 

 

 

 

 

 

 

 

専務理事 秋元駿一君 

６月例会にて 

６月例会にて 

副理事長 須藤立也君 

総務きずな委員会 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 
公益社団法人弘前青年会議所定款変更について決議を行い、メンバーに承認を頂き、当会

の定款が法律に適した定款に変更ができた。 

次回への引継事項 ： 
・当日 PRなどあったりする場合があるので、柔軟な対応をできるようにする。 

・セレモニー担当のかた全てのリハーサルが出来なかったので、お願いをして早めに会場
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入りしてもらう。 

委 員 長 所 見 ： 

定款変更という重要な場を委員会メンバーと協力してスムーズな運営、決議ができ定款の

変更が出来ました。 
進行の部分では、報告依頼事項を確認不足により飛ばしてしまい６月例会にて、PARTY 
PRODUCE委員会さんにご協力頂きできました。今後、しっかりと確認を行います。 

 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 0円 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ：  

予 算 総 額 ： 0円 
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公益社団法人 弘前青年会議所 2017年度 事業実施報告書（案） 

 

 
事業番号・区分 ： なし 

事 業 名 ： 公益社団法人弘前青年会議所 2017年度第 2回臨時総会 

職 務 分 掌 ： 各種会議運営 

 
事 業 要 項     

事業実施に至る 

背 景 
: 

公益社団法人弘前青年会議所の次年度理事候補者及び監事候補者について、公益社団法人弘

前青年会議所役員選任規定第 8条により、理事候補者及び監事候補者は総会の承認を受けな

ければならない。 

 

意義・目的（対外） ： 

 

 

 

 

 

意義・目的（対内） ： 

公益社団法人弘前青年会議所 2018年度理事候補者及び監事候補者の選任をすることを目的

とする 

実 施 日 時 
 

2017年 10月 18日(水) 19：00～19：33 

実施場所・会場  ホテルニューキャッスル 2F 桜の間 

事 業 の 対 象 者   

対 外 ：  

対 内 ： 現役メンバー並びにオブザーバー 

   

事 業 概 要     

事 業 内 容 

お よ び 

手 法 説 明 

： 

審議事項 

○公益社団法人弘前青年会議所 2018年度理事候補者選任に関する件 

第  1号議案 理事候補者 須藤 立也 君（案） 

→満場一致可決承認 

第  2号議案 理事候補者 吉川 裕之 君（案） 

→満場一致可決承認 

第  3号議案 理事候補者 工藤 順敬 君（案） 

→満場一致可決承認 

第  4号議案 理事候補者 比内 理佑 君（案） 

公益社団法人弘前青年会議所 2017年度第 2回臨時総会 

● 委員会名 ： 総務きずな 委員会 

● 副理事長／常任理事／委員長 ： 秋元駿一 ／大場一巧 ／石岡伸 
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→満場一致可決承認 

第  5号議案 理事候補者 大場 一巧 君（案） 

→満場一致可決承認 

第  6号議案 理事候補者 葛西 晋  君（案）  

→満場一致可決承認 

第 7号議案 理事候補者 小山田允紀 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 8号議案 理事候補者 秋元 駿一 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 9号議案 理事候補者 工藤 靖史 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 10号議案 理事候補者 前田 完治 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 11号議案 理事候補者 川嶋 貴裕 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 12号議案 理事候補者 太田 脩皓 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 13号議案 理事候補者 成田 志穂 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 14号議案 理事候補者 島津 隆義 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 15号議案 理事候補者 新戸部大輝 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 16号議案 理事候補者 村上 英里 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 17号議案 理事候補者 三上 恵美 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 18号議案 理事候補者 大藪 貴雄 君（案） 

→満場一致可決承認 

第 19号議案 理事候補者 齊藤 雄太 君 (案) 

→満場一致可決承認 

○役員の辞任に関する件について 

○公益社団法人弘前青年会議所 2018年度監事候補者選考決定に関する件 

第 20号議案 監事候補者 三國 典央 君（案） 

→満場一致可決承認 

参 加 人 員 ： 

総正会員数 51名 出席者 26名 欠席者 25名 有効委任状 13通 

賛助会員 5名 出席者 2名 欠席者 3名 

太田 厚仁君 

オブザーバー 池田 守之君 

外 部 協 力 者 ： なし 
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事業実施までの 

ス ケ ジ ュ ー ル 
  

  

２０１７年１０月 ： 

11日(水) 案内文送付・資料等、事前配信 

17日(火) 出欠及び委任状の確認 

18日(水) 2017年度第 2回臨時総会運営 

 
当日スケジュール     

時 間 項 目 備 考 

１７：４５ 

１８：００ 

１８：３０ 

 

１９：００ 

１９：０１ 

１９：０２ 

１９：０３ 

 

１９：０４ 

 

１９：０５ 

 

１９：０６ 

 

１９：０８ 

１９：１５ 

 

１９：１７ 

１９：１８ 

１９：１９ 

１９：２０ 

１９：２１ 

１９：２６ 

１９：３０ 

１９：３０ 

１９：３３ 

会場集合 

会場設営・打合せ・リハーサル 

第４回臨時理事会 

開場 

１．開会宣言 

２．国歌斉唱 

３．ＪＣソング斉唱 

４．ＪＣＩクリード唱和 

 

５．ＪＣＩ ＭＩＳＳＯＮ並びにＪＣＩ ＶＩＳＩＯＮ唱和 

６．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和 

 

７．東北ＪＣ宣言唱和 

 

８．理事長挨拶 

９．オブザーバー紹介及び新加入会員認証式 

 

１０．議長選出 

１１．定足数の確認 

１２．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１３．配布資料の確認 

１４．議事 

１５．専務理事報告  

１６．報告依頼事項 

１７．監事講評 

１８．閉会宣言 

１９．撤収 

総務きずな委員会 

 

 

 

副理事長 小山田 允紀君 

 

 

会員拡大委員会委員 

齊藤 雄太君 

Active Support委員会委員 

島津 隆義君 

Active Support委員会委員 

村上 英里君 

会員拡大委員会委員 

三上 恵美君 

理事長 三國 典央君 

会員拡大委員会委員長 

前田 完治君 

 

 

 

 

 

専務理事 秋元 駿一君 

 

監事 久保 良太君 

副理事長 吉川 裕之君 

総務きずな委員会 

 
事 業 概 要     

事 業 目 的 の 

実 現 と 成 果 
： 

公益社団法人弘前青年会議所定款第 3章第 14条に基づき、総会の決議によって 2018年度

理事候補者及び監事候補者が選任された。 

また、過半数の出席により総会を滞りなく行うことが出来た。 
次回への引継事項 ： ・セレモニーのリハーサルを行ったが、司会で台本があるにも関わらずセレモニー担当者
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の方の名前を間違ってしまったので、委員会名、氏名の確認をしっかりとする。 

・バタバタする部分があったので、当日の役割などを綿密に打ち合わせする。 

・委任状の提出の部分では、未提出の方に提出の確認をしっかりとする。 

・委任状は、原本の保存、集計に使用するので取り扱いに気を付ける。 

委 員 長 所 見 ： 

臨時の総会となりましたが、私の不注意でセレモニー担当の方の名前を間違ってしまい申

し訳ございませんでした。 
しかし、多くのメンバーにご協力を頂き、無事に臨時総会を終えることができ、2018年度

のスタートがきれたのではないかと思います。 
 
決 算   決算書 

決 算 額 ： 5,000円 

（ 事 業 費 ）  ：  

（ 管 理 費 ）  ： 5,000円 

予 算 総 額 ： 5,000円 
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2017 年度

公益社団法人弘前青年会議所

決　算　書　類



財 務 諸 表

( 平 成 ２ ８ 年 １ ２ 月 １ ６ 日 ～ 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 )

公益社団法人　弘前青年会議所

青森県弘前市東長町４７－２
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

140,000 0.8 50,000 0.3 90,000 180.0①受取入会金

140,000 0.8 50,000 0.3 90,000 180.0受取入会金

7,981,250 44.8 8,711,250 46.6 △730,000 △8.4②受取会費

6,142,500 34.5 7,762,500 41.5 △1,620,000 △20.9正会員会費

1,282,500 7.2 640,000 3.4 642,500 100.4特別会員会費

50,000 0.3 50,000 0.3 0 0.0賛助会員会費

506,250 2.8 258,750 1.4 247,500 95.7新入会員会費

4,223,100 23.7 3,222,000 17.2 1,001,100 31.1③事業収益

1,584,000 8.9 2,988,000 16.0 △1,404,000 △47.0登録料収益

234,000 1.3   234,000 ***懇親会費収益

1,200,000 6.7   1,200,000 ***広告料収益

1,205,100 6.8   1,205,100 ***販売収益

  234,000 1.3 △234,000 ***雑収益

5,000,000 28.1 6,253,028 33.5 △1,253,028 △20.0④受取補助金等

5,000,000 28.1 500,000 2.7 4,500,000 900.0受取地方公共団体補助金

  4,455,528 23.8 △4,455,528 ***受取民間助成金

  1,297,500 6.9 △1,297,500 ***受取地方公共団体受託金

30,000 0.2 154,157 0.8 △124,157 △80.5⑤受取負担金

30,000 0.2 154,157 0.8 △124,157 △80.5受取負担金

300,000 1.7 121,912 0.7 178,088 146.1⑥受取寄付金

300,000 1.7   300,000 ***受取寄付金

  121,912 0.7 △121,912 ***募金収益

150,418 0.8 172,509 0.9 △22,091 △12.8⑦雑収益

142 0.0 1,171 0.0 △1,029 △87.9受取利息

150,276 0.8 171,338 0.9 △21,062 △12.3雑収益

17,824,768 100.0 18,684,856 100.0 △860,088 △4.6経常収益

【経常費用】

14,282,290 80.1 14,647,267 78.4 △364,977 △2.5①事業費

1,439,850 8.1 1,471,536 7.9 △31,686 △2.2給料手当

236,183 1.3 205,020 1.1 31,163 15.2福利厚生費

197,260 1.1 1,467,430 7.9 △1,270,170 △86.6会議費

181,713 1.0 61,361 0.3 120,352 196.1旅費交通費

251,062 1.4 366,222 2.0 △115,160 △31.4通信運搬費

54,406 0.3 81,185 0.4 △26,779 △33.0消耗什器備品費

1,391,476 7.8 874,682 4.7 516,794 59.1消耗品費

1,000,811 5.6 1,876,823 10.0 △876,012 △46.7印刷製本費

316,000 1.8 12,150 0.1 303,850 2500.8広報費

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

正味財産増減計算書
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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113,632 0.6 86,629 0.5 27,003 31.2燃料費

155,489 0.9 147,463 0.8 8,026 5.4光熱水料費

1,071,919 6.0 3,201,102 17.1 △2,129,183 △66.5賃借料

101,950 0.6 89,745 0.5 12,205 13.6保険料

43,696 0.2 229,040 1.2 △185,344 △80.9諸謝金

4,400 0.0 3,200 0.0 1,200 37.5租税公課

  79,510 0.4 △79,510 ***渉外費

7,249,300 40.7 3,483,076 18.6 3,766,224 108.1委託費

150,960 0.8 482,466 2.6 △331,506 △68.7記念品費

31,779 0.2 135,432 0.7 △103,653 △76.5衛生費

290,404 1.6 169,147 0.9 121,257 71.7雑費

  124,048 0.7 △124,048 ***寄付金

3,177,795 17.8 2,934,014 15.7 243,781 8.3②管理費

359,963 2.0 367,884 2.0 △7,921 △2.2給料手当

59,046 0.3 51,255 0.3 7,791 15.2福利厚生費

4,000 0.0 10,400 0.1 △6,400 △61.5会議費

6,178 0.0   6,178 ***旅費交通費

58,770 0.3 63,814 0.3 △5,044 △7.9通信運搬費

10,800 0.1   10,800 ***消耗什器備品費

15,567 0.1 13,863 0.1 1,704 12.3消耗品費

34,400 0.2 19,700 0.1 14,700 74.6会員支給品費

93,371 0.5 103,496 0.6 △10,125 △9.8印刷製本費

27,000 0.2 10,800 0.1 16,200 150.0広報費

20,578 0.1 14,015 0.1 6,563 46.8燃料費

38,872 0.2 36,866 0.2 2,006 5.4光熱水料費

101,862 0.6 102,367 0.5 △505 △0.5賃借料

  8,440 0.0 △8,440 ***保険料

1,550 0.0 2,150 0.0 △600 △27.9租税公課

781,058 4.4 364,728 2.0 416,330 114.1渉外費

459,200 2.6 459,200 2.5 0 0.0委託費

12,138 0.1 540 0.0 11,598 2147.8記念品費

24,000 0.1 24,000 0.1 0 0.0衛生費

39,972 0.2 32,546 0.2 7,426 22.8雑費

1,029,470 5.8 1,247,950 6.7 △218,480 △17.5支払負担金

17,460,085 98.0 17,581,281 94.1 △121,196 △0.7経常費用合計

364,683 2.0 1,103,575 5.9 △738,892 △67.0経常増減の部

364,683 2.0 1,103,575 5.9 △738,892 △67.0一般正味財産増減額

2,809,127 15.8 1,705,552 9.1 1,103,575 64.7一般正味財産期首残高

3,173,810 17.8 2,809,127 15.0 364,683 13.0一般正味財産期末残高

3,173,810 17.8 2,809,127 15.0 364,683 13.0正味財産期末残高

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

正味財産増減計算書
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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6
2

経
常

収
益

計
1
7
,8

2
4
,7

6
8

1
8
,6

8
4
,8

5
6

△
 8

6
0
,0

8
8

（
２

）
経

常
費

用

①
事

業
費

1
4
,2

8
2
,2

9
0

1
4
,6

4
7
,2

6
7

△
 3

6
4
,9

7
7

※
各

事
業

の
内

訳
は

参
考

資
料

の
収

支
決

算
書

を
参

照
し

て
く
だ

さ
い

。

1
給

料
手

当
1
,4

3
9
,8

5
0

1
,4

7
1
,5

3
6

△
 3

1
,6

8
6

配
賦

基
準

表
参

照
　

A

2
退

職
給

付
費

用
0

0
0

配
賦

基
準

表
参

照
　

B

3
福

利
厚

生
費

2
3
6
,1

8
3

2
0
5
,0

2
0

3
1
,1

6
3

配
賦

基
準

表
参

照
　

C

4
会

議
費

1
9
7
,2

6
0

1
,4

6
7
,4

3
0

△
 1

,2
7
0
,1

7
0

配
賦

基
準

表
参

照
　

D

5
旅

費
交

通
費

1
8
1
,7

1
3

6
1
,3

6
1

1
2
0
,3

5
2

6
通

信
運

搬
費

2
5
1
,0

6
2

3
6
6
,2

2
2

△
 1

1
5
,1

6
0

配
賦

基
準

表
参

照
　

E

7
消

耗
什

器
備

品
費

5
4
,4

0
6

8
1
,1

8
5

△
 2

6
,7

7
9

8
消

耗
品

費
1
,3

9
1
,4

7
6

8
7
4
,6

8
2

5
1
6
,7

9
4

配
賦

基
準

表
参

照
　

F

9
会

員
支

給
品

費
0

0
0

1
0

修
繕

費
0

0
0

1
1

印
刷

製
本

費
1
,0

0
0
,8

1
1

1
,8

7
6
,8

2
3

△
 8

7
6
,0

1
2

配
賦

基
準

表
参

照
　

G

1
2

広
報

費
3
1
6
,0

0
0

1
2
,1

5
0

3
0
3
,8

5
0

1
3

燃
料

費
1
1
3
,6

3
2

8
6
,6

2
9

2
7
,0

0
3

1
4

光
熱

水
料

費
1
5
5
,4

8
9

1
4
7
,4

6
3

8
,0

2
6

配
賦

基
準

表
参

照
　

H

1
5

賃
借

料
1
,0

7
1
,9

1
9

3
,2

0
1
,1

0
2

△
 2

,1
2
9
,1

8
3

配
賦

基
準

表
参

照
　

I、
J

1
6

保
険

料
1
0
1
,9

5
0

8
9
,7

4
5

1
2
,2

0
5

1
7

諸
謝

金
4
3
,6

9
6

2
2
9
,0

4
0

△
 1

8
5
,3

4
4

1
8

租
税

公
課

4
,4

0
0

3
,2

0
0

1
,2

0
0

1
9

渉
外

費
0

7
9
,5

1
0

△
 7

9
,5

1
0

2
0

委
託

費
7
,2

4
9
,3

0
0

3
,4

8
3
,0

7
6

3
,7

6
6
,2

2
4

2
1

記
念

品
費

1
5
0
,9

6
0

4
8
2
,4

6
6

△
 3

3
1
,5

0
6

2
2

衛
生

費
3
1
,7

7
9

1
3
5
,4

3
2

△
 1

0
3
,6

5
3

2
3

雑
費

2
9
0
,4

0
4

1
6
9
,1

4
7

1
2
1
,2

5
7

配
賦

基
準

表
参

照
　

K

2
4

寄
付

金
0

1
2
4
,0

4
8

△
 1

2
4
,0

4
8

②
管

理
費

3
,1

7
7
,7

9
5

2
,9

3
4
,0

1
4

2
4
3
,7

8
1

※
管

理
費

は
別

紙
の

配
賦

基
準

管
理

表
を

基
に

配
賦

し
て

お
り

ま
す

。

1
給

料
手

当
3
5
9
,9

6
3

3
6
7
,8

8
4

△
 7

,9
2
1

配
賦

基
準

表
参

照
　

A

2
退

職
給

付
費

用
0

0
0

配
賦

基
準

表
参

照
　

B

3
福

利
厚

生
費

5
9
,0

4
6

5
1
,2

5
5

7
,7

9
1

配
賦

基
準

表
参

照
　

C

4
会

議
費

4
,0

0
0

1
0
,4

0
0

△
 6

,4
0
0

配
賦

基
準

表
参

照
　

D

5
旅

費
交

通
費

6
,1

7
8

0
6
,1

7
8

6
通

信
運

搬
費

5
8
,7

7
0

6
3
,8

1
4

△
 5

,0
4
4

配
賦

基
準

表
参

照
　

E

7
消

耗
什

器
備

品
費

1
0
,8

0
0

0
1
0
,8

0
0

8
消

耗
品

費
1
5
,5

6
7

1
3
,8

6
3

1
,7

0
4

配
賦

基
準

表
参

照
　

F

9
会

員
支

給
品

費
3
4
,4

0
0

1
9
,7

0
0

1
4
,7

0
0

1
0

修
繕

費
0

0
0

配
賦

基
準

表
参

照
　

L
　

1
1

印
刷

製
本

費
9
3
,3

7
1

1
0
3
,4

9
6

△
 1

0
,1

2
5

配
賦

基
準

表
参

照
　

G

1
2

広
報

費
2
7
,0

0
0

1
0
,8

0
0

1
6
,2

0
0

1
3

燃
料

費
2
0
,5

7
8

1
4
,0

1
5

6
,5

6
3

配
賦

基
準

表
参

照
　

M

1
4

光
熱

水
料

費
3
8
,8

7
2

3
6
,8

6
6

2
,0

0
6

配
賦

基
準

表
参

照
　

H

1
5

賃
借

料
1
0
1
,8

6
2

1
0
2
,3

6
7

△
 5

0
5

配
賦

基
準

表
参

照
　

I、
J

1
6

保
険

料
0

8
,4

4
0

△
 8

,4
4
0

1
7

諸
謝

金
0

0
0

1
8

租
税

公
課

1
,5

5
0

2
,1

5
0

△
 6

0
0

1
9

渉
外

費
7
8
1
,0

5
8

3
6
4
,7

2
8

4
1
6
,3

3
0

2
0

委
託

費
4
5
9
,2

0
0

4
5
9
,2

0
0

0

2
1

記
念

品
費

1
2
,1

3
8

5
4
0

1
1
,5

9
8

2
2

衛
生

費
2
4
,0

0
0

2
4
,0

0
0

0

2
3

雑
費

3
9
,9

7
2

3
2
,5

4
6

7
,4

2
6

配
賦

基
準

表
参

照
　

K

2
4

寄
付

金
0

0
0

2
6

支
払

負
担

金
1
,0

2
9
,4

7
0

1
,2

4
7
,9

5
0

△
 2

1
8
,4

8
0

2
7

国
際

青
年

会
議

所
負

担
金

6
1
,7

4
5
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3
,8

7
5

△
 2

2
,1

3
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2
8

日
本

青
年

会
議

所
負

担
金

7
2
4
,5

0
0

8
7
4
,5

0
0

△
 1

5
0
,0

0
0

2
9

国
際

協
力

資
金

9
6
,7

2
5

1
1
1
,3

2
5

△
 1

4
,6

0
0

3
0

W
e
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e
lie

ve
購

読
料

1
4
6
,5

0
0

1
7
8
,2

5
0

△
 3

1
,7

5
0

経
常

費
用

計
1
7
,4

6
0
,0

8
5

1
7
,5

8
1
,2

8
1

△
 1

2
1
,1

9
6

評
価

損
益

等
調

整
前

当
期

経
常

増
減

額
3
6
4
,6

8
3

1
,1

0
3
,5

7
5

△
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3
8
,8

9
2

①
基

本
財

産
評

価
損

益
等

0
0

0

②
特

定
資
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評

価
損

益
等

0
0

0

③
投

資
有

価
証

券
評

価
損

益
等

0
0

0

評
価

損
益

等
計

0
0

0

当
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経
常

増
減

額
3
6
4
,6

8
3

1
,1

0
3
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7
5

△
 7

3
8
,8

9
2

正
味

財
産

増
減

計
算

書
公

益
社

団
法

人
弘

前
青

年
会

議
所

  
  

  
  

  
 ２

０
１

７
年

度
　

平
成

２
８

年
１

２
月

１
６

日
か

ら
平

成
２

９
年

１
２

月
１

５
日

ま
で

  
  

  
（
単

位
　

円
）

科
目

備
考
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２
．

経
常

外
増

減
の

部

（
１

）
経

常
外

収
益

①
固

定
資

産
売

却
益

0
0

0

建
物

売
却

益
0

0
0

車
両

運
搬

具
売

却
益

0
0

0

什
器

備
品

売
却

益
0

0
0

土
地

売
却

益
0

0
0

借
地

権
売

却
益

0
0

0

電
話

加
入

権
売

却
益

0
0

0

②
固

定
資

産
受

贈
益

0
0

0

土
地

受
贈

益
0

0
0

投
資

有
価

証
券

受
贈

益
0

0
0

経
常

外
収

益
計

0
0

0

（
２

）
経

常
外

費
用

①
固

定
資

産
売

却
損

0
0

0

建
物

売
却

損
0

0
0

車
両

運
搬

具
売

却
損

0
0

0

什
器

備
品

売
却

損
0

0
0

土
地

売
却

損
0

0
0

借
地

権
売

却
損

0
0

0

電
話

加
入

権
売

却
損

0
0

0

②
固

定
資

産
除

却
損

0
0

0

土
地

減
損

損
失

0
0

0

投
資

有
価

証
券

減
損

損
失

0
0

0

③
災

害
損

失
0

0
0

災
害

損
失

0
0

0

経
常

外
費

用
計

0
0

0

当
期

経
常

外
増

減
額

0
0

0

0
0

0

当
期

一
般

正
味

財
産

増
減

額
3
6
4
,6

8
3

1
,1

0
3
,5

7
5

△
 7

3
8
,8

9
2

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

2
,8

0
9
,1

2
7

1
,7

0
5
,5

5
2

1
,1

0
3
,5

7
5

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

3
,1

7
3
,8

1
0

2
,8

0
9
,1

2
7

3
6
4
,6

8
3

Ⅱ
　

指
定

正
味

財
産

増
減

の
部

①
受

取
補

助
金

等
0

0
0

受
取

国
庫

補
助

金
0

0
0

受
取

地
方

公
共

団
体

補
助

金
0

0
0

受
取

民
間

補
助

金
0

0
0

受
取

国
庫

助
成

金
0

0
0

受
取

地
方

公
共

団
体

助
成

金
0

0
0

受
取

民
間

助
成

金
0

0
0

②
受

取
負

担
金

0
0

0

受
取

負
担

金
0

0
0

③
受

取
寄

付
金

0
0

0

受
取

寄
付

金
0

0
0

④
固

定
資

産
受

贈
益

0
0

0

土
地

受
贈

益
0

0
0

投
資

有
価

証
券

受
贈

益
0

0
0

⑤
基

本
財

産
評

価
益

0
0

0

基
本

財
産

評
価

益
0

0
0

⑥
特

定
資

産
評

価
益

0
0

0

特
定

資
産

評
価

益
0

0
0

⑦
基

本
財

産
評

価
損

0
0

0

基
本

財
産

評
価

損
0

0
0

⑧
特

定
資

産
評

価
損

0
0

0

特
定

資
産

評
価

損
0

0
0

⑨
一

般
正

味
財

産
へ

の
振

替
額

0
0

0

一
般

正
味

財
産

へ
の

振
替

額
0

0
0

当
期

指
定

正
味

財
産

増
減

額
0

0
0

指
定

正
味

財
産

期
首

残
高

0
0

0

指
定

正
味

財
産

期
末

残
高

0
0

0

Ⅲ
　

正
味

財
産

期
末

残
高

3
,1

7
3
,8

1
0

2
,8

0
9
,1

2
7

3
6
4
,6

8
3

他
会

計
振

替
額
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

42,000 28,000 70,000 0 140,000①受取入会金

42,000 28,000 70,000 0 140,000受取入会金

2,394,375 1,596,250 3,990,625 0 7,981,250②受取会費

1,842,750 1,228,500 3,071,250 0 6,142,500正会員会費

384,750 256,500 641,250 0 1,282,500特別会員会費

15,000 10,000 25,000 0 50,000賛助会員会費

151,875 101,250 253,125 0 506,250新入会員会費

 234,000 3,989,100 0 4,223,100③事業収益

  1,584,000 0 1,584,000登録料収益

 234,000  0 234,000懇親会費収益

  1,200,000 0 1,200,000広告料収益

  1,205,100 0 1,205,100販売収益

  5,000,000 0 5,000,000④受取補助金等

  5,000,000 0 5,000,000受取地方公共団体補助金

  30,000 0 30,000⑤受取負担金

  30,000 0 30,000受取負担金

  300,000 0 300,000⑥受取寄付金

  300,000 0 300,000受取寄付金

  150,418 0 150,418⑦雑収益

  142 0 142受取利息

  150,276 0 150,276雑収益

2,436,375 1,858,250 13,530,143 0 17,824,768経常収益

【経常費用】

12,673,107 1,609,183  0 14,282,290①事業費

899,906 539,944  0 1,439,850給料手当

147,614 88,569  0 236,183福利厚生費

25,260 172,000  0 197,260会議費

181,713   0 181,713旅費交通費

162,743 88,319  0 251,062通信運搬費

54,406   0 54,406消耗什器備品費

1,303,782 87,694  0 1,391,476消耗品費

850,495 150,316  0 1,000,811印刷製本費

316,000   0 316,000広報費

82,765 30,867  0 113,632燃料費

97,181 58,308  0 155,489光熱水料費

814,225 257,694  0 1,071,919賃借料

101,950   0 101,950保険料

科 目
公益事業会計 収益事業会計 法人会計    

法人全体 | | |
内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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10,000 33,696  0 43,696諸謝金

4,000 400  0 4,400租税公課

7,238,500 10,800  0 7,249,300委託費

150,960   0 150,960記念品費

31,779   0 31,779衛生費

199,828 90,576  0 290,404雑費

  3,177,795 0 3,177,795②管理費

  359,963 0 359,963給料手当

  59,046 0 59,046福利厚生費

  4,000 0 4,000会議費

  6,178 0 6,178旅費交通費

  58,770 0 58,770通信運搬費

  10,800 0 10,800消耗什器備品費

  15,567 0 15,567消耗品費

  34,400 0 34,400会員支給品費

  93,371 0 93,371印刷製本費

  27,000 0 27,000広報費

  20,578 0 20,578燃料費

  38,872 0 38,872光熱水料費

  101,862 0 101,862賃借料

  1,550 0 1,550租税公課

  781,058 0 781,058渉外費

  459,200 0 459,200委託費

  12,138 0 12,138記念品費

  24,000 0 24,000衛生費

  39,972 0 39,972雑費

  1,029,470 0 1,029,470支払負担金

12,673,107 1,609,183 3,177,795 0 17,460,085経常費用合計

△10,236,732 249,067 10,352,348 0 364,683経常増減の部

△10,236,732 249,067 10,352,348 0 364,683一般正味財産増減額

△27,324,528 △4,051,529 34,185,184 0 2,809,127一般正味財産期首残高

△37,561,260 △3,802,462 44,537,532 0 3,173,810一般正味財産期末残高

△37,561,260 △3,802,462 44,537,532 0 3,173,810正味財産期末残高

科 目
公益事業会計 収益事業会計 法人会計    

法人全体 | | |
内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

   42,000 42,000  ①受取入会金

   42,000 42,000  受取入会金

   2,394,375 2,394,375  ②受取会費

   1,842,750 1,842,750  正会員会費

   384,750 384,750  特別会員会費

   15,000 15,000  賛助会員会費

   151,875 151,875  新入会員会費

    0 234,000③事業収益

    0  登録料収益

    0 234,000懇親会費収益

    0  広告料収益

    0  販売収益

    0  ④受取補助金等

    0  受取地方公共団体補助金

    0  ⑤受取負担金

    0  受取負担金

    0  ⑥受取寄付金

    0  受取寄付金

    0  ⑦雑収益

    0  受取利息

    0  雑収益

   2,436,375 2,436,375 234,000経常収益

【経常費用】

10,050,229 443,620 199,256 1,980,002 12,673,107 421,182①事業費

   899,906 899,906  給料手当

   147,614 147,614  福利厚生費

2,260 13,000  10,000 25,260 166,000会議費

72,273 109,440   181,713  旅費交通費

15,818   146,925 162,743 164通信運搬費

  54,406  54,406  消耗什器備品費

1,104,485 94,370 66,010 38,917 1,303,782 64,344消耗品費

491,940 49,528 75,600 233,427 850,495 10,260印刷製本費

316,000    316,000  広報費

31,320   51,445 82,765  燃料費

   97,181 97,181  光熱水料費

519,189 37,140 3,240 254,656 814,225 104,900賃借料

92,700 9,250   101,950  保険料

科 目
地域発展事業 青少年育成事業 被災地復興事業 公益事業共通 小計 会員親睦事業

公益事業会計 収益事業会計|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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10,000    10,000 33,696諸謝金

4,000    4,000 400租税公課

7,163,500 75,000   7,238,500 10,800委託費

108,000 42,960   150,960  記念品費

31,779    31,779  衛生費

86,965 12,932  99,931 199,828 30,618雑費

    0  ②管理費

    0  給料手当

    0  福利厚生費

    0  会議費

    0  旅費交通費

    0  通信運搬費

    0  消耗什器備品費

    0  消耗品費

    0  会員支給品費

    0  印刷製本費

    0  広報費

    0  燃料費

    0  光熱水料費

    0  賃借料

    0  租税公課

    0  渉外費

    0  委託費

    0  記念品費

    0  衛生費

    0  雑費

    0  支払負担金

10,050,229 443,620 199,256 1,980,002 12,673,107 421,182経常費用合計

△10,050,229 △443,620 △199,256 456,373 △10,236,732 △187,182経常増減の部

△10,050,229 △443,620 △199,256 456,373 △10,236,732 △187,182一般正味財産増減額

   △27,324,528 △27,324,528  一般正味財産期首残高

△10,050,229 △443,620 △199,256 △26,868,155 △37,561,260 △187,182一般正味財産期末残高

△10,050,229 △443,620 △199,256 △26,868,155 △37,561,260 △187,182正味財産期末残高

科 目
地域発展事業 青少年育成事業 被災地復興事業 公益事業共通 小計 会員親睦事業

公益事業会計 収益事業会計|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

 28,000 28,000 70,000 0 140,000①受取入会金

 28,000 28,000 70,000 0 140,000受取入会金

 1,596,250 1,596,250 3,990,625 0 7,981,250②受取会費

 1,228,500 1,228,500 3,071,250 0 6,142,500正会員会費

 256,500 256,500 641,250 0 1,282,500特別会員会費

 10,000 10,000 25,000 0 50,000賛助会員会費

 101,250 101,250 253,125 0 506,250新入会員会費

  234,000 3,989,100 0 4,223,100③事業収益

  0 1,584,000 0 1,584,000登録料収益

  234,000  0 234,000懇親会費収益

  0 1,200,000 0 1,200,000広告料収益

  0 1,205,100 0 1,205,100販売収益

  0 5,000,000 0 5,000,000④受取補助金等

  0 5,000,000 0 5,000,000受取地方公共団体補助金

  0 30,000 0 30,000⑤受取負担金

  0 30,000 0 30,000受取負担金

  0 300,000 0 300,000⑥受取寄付金

  0 300,000 0 300,000受取寄付金

  0 150,418 0 150,418⑦雑収益

  0 142 0 142受取利息

  0 150,276 0 150,276雑収益

 1,624,250 1,858,250 13,530,143 0 17,824,768経常収益

【経常費用】

 1,188,001 1,609,183  0 14,282,290①事業費

 539,944 539,944  0 1,439,850給料手当

 88,569 88,569  0 236,183福利厚生費

 6,000 172,000  0 197,260会議費

  0  0 181,713旅費交通費

 88,155 88,319  0 251,062通信運搬費

  0  0 54,406消耗什器備品費

 23,350 87,694  0 1,391,476消耗品費

 140,056 150,316  0 1,000,811印刷製本費

  0  0 316,000広報費

 30,867 30,867  0 113,632燃料費

 58,308 58,308  0 155,489光熱水料費

 152,794 257,694  0 1,071,919賃借料

  0  0 101,950保険料

科 目
会員拡大事業 収益事業共通 小計    

収益事業会計 収益事業会計| | |
法人会計 内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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  33,696  0 43,696諸謝金

  400  0 4,400租税公課

  10,800  0 7,249,300委託費

  0  0 150,960記念品費

  0  0 31,779衛生費

 59,958 90,576  0 290,404雑費

  0 3,177,795 0 3,177,795②管理費

  0 359,963 0 359,963給料手当

  0 59,046 0 59,046福利厚生費

  0 4,000 0 4,000会議費

  0 6,178 0 6,178旅費交通費

  0 58,770 0 58,770通信運搬費

  0 10,800 0 10,800消耗什器備品費

  0 15,567 0 15,567消耗品費

  0 34,400 0 34,400会員支給品費

  0 93,371 0 93,371印刷製本費

  0 27,000 0 27,000広報費

  0 20,578 0 20,578燃料費

  0 38,872 0 38,872光熱水料費

  0 101,862 0 101,862賃借料

  0 1,550 0 1,550租税公課

  0 781,058 0 781,058渉外費

  0 459,200 0 459,200委託費

  0 12,138 0 12,138記念品費

  0 24,000 0 24,000衛生費

  0 39,972 0 39,972雑費

  0 1,029,470 0 1,029,470支払負担金

 1,188,001 1,609,183 3,177,795 0 17,460,085経常費用合計

 436,249 249,067 10,352,348 0 364,683経常増減の部

 436,249 249,067 10,352,348 0 364,683一般正味財産増減額

 △4,051,529 △4,051,529 34,185,184 0 2,809,127一般正味財産期首残高

 △3,615,280 △3,802,462 44,537,532 0 3,173,810一般正味財産期末残高

 △3,615,280 △3,802,462 44,537,532 0 3,173,810正味財産期末残高

科 目
会員拡大事業 収益事業共通 小計    

収益事業会計 収益事業会計| | |
法人会計 内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

  0    ①受取入会金

  0    受取入会金

  0    ②受取会費

  0    正会員会費

  0    特別会員会費

  0    賛助会員会費

  0    新入会員会費

  0    ③事業収益

  0    登録料収益

  0    懇親会費収益

  0    広告料収益

  0    販売収益

  0    ④受取補助金等

  0    受取地方公共団体補助金

  0    ⑤受取負担金

  0    受取負担金

  0    ⑥受取寄付金

  0    受取寄付金

  0    ⑦雑収益

  0    受取利息

  0    雑収益

  0    経常収益

【経常費用】

8,227,591 1,822,638 10,050,229 325,878 50,000 67,742①事業費

  0    給料手当

  0    福利厚生費

2,260  2,260   13,000会議費

72,273  72,273 83,130  26,310旅費交通費

1,240 14,578 15,818    通信運搬費

  0    消耗什器備品費

1,102,325 2,160 1,104,485 94,370   消耗品費

121,500 370,440 491,940 49,528   印刷製本費

316,000  316,000    広報費

31,320  31,320    燃料費

  0    光熱水料費

483,629 35,560 519,189 37,140   賃借料

82,900 9,800 92,700 9,250   保険料

科 目
地域の魅力創造 地域の魅力認識 小計 郷土愛を伝える ちびっこねぷた わんぱく相撲

地域発展事業 青少年育成事業|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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10,000  10,000    諸謝金

4,000  4,000    租税公課

5,949,600 1,213,900 7,163,500  50,000 25,000委託費

 108,000 108,000 39,960  3,000記念品費

25,299 6,480 31,779    衛生費

25,245 61,720 86,965 12,500  432雑費

  0    ②管理費

  0    給料手当

  0    福利厚生費

  0    会議費

  0    旅費交通費

  0    通信運搬費

  0    消耗什器備品費

  0    消耗品費

  0    会員支給品費

  0    印刷製本費

  0    広報費

  0    燃料費

  0    光熱水料費

  0    賃借料

  0    租税公課

  0    渉外費

  0    委託費

  0    記念品費

  0    衛生費

  0    雑費

  0    支払負担金

8,227,591 1,822,638 10,050,229 325,878 50,000 67,742経常費用合計

△8,227,591 △1,822,638 △10,050,229 △325,878 △50,000 △67,742経常増減の部

△8,227,591 △1,822,638 △10,050,229 △325,878 △50,000 △67,742一般正味財産増減額

  0    一般正味財産期首残高

△8,227,591 △1,822,638 △10,050,229 △325,878 △50,000 △67,742一般正味財産期末残高

△8,227,591 △1,822,638 △10,050,229 △325,878 △50,000 △67,742正味財産期末残高

科 目
地域の魅力創造 地域の魅力認識 小計 郷土愛を伝える ちびっこねぷた わんぱく相撲

地域発展事業 青少年育成事業|

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

0  0 42,000 42,000  ①受取入会金

0  0 42,000 42,000  受取入会金

0  0 2,394,375 2,394,375  ②受取会費

0  0 1,842,750 1,842,750  正会員会費

0  0 384,750 384,750  特別会員会費

0  0 15,000 15,000  賛助会員会費

0  0 151,875 151,875  新入会員会費

0  0  0 234,000③事業収益

0  0  0  登録料収益

0  0  0 234,000懇親会費収益

0  0  0  広告料収益

0  0  0  販売収益

0  0  0  ④受取補助金等

0  0  0  受取地方公共団体補助金

0  0  0  ⑤受取負担金

0  0  0  受取負担金

0  0  0  ⑥受取寄付金

0  0  0  受取寄付金

0  0  0  ⑦雑収益

0  0  0  受取利息

0  0  0  雑収益

0  0 2,436,375 2,436,375 234,000経常収益

【経常費用】

443,620 199,256 199,256 1,980,002 1,980,002 421,182①事業費

0  0 899,906 899,906  給料手当

0  0 147,614 147,614  福利厚生費

13,000  0 10,000 10,000 166,000会議費

109,440  0  0  旅費交通費

0  0 146,925 146,925 164通信運搬費

0 54,406 54,406  0  消耗什器備品費

94,370 66,010 66,010 38,917 38,917 64,344消耗品費

49,528 75,600 75,600 233,427 233,427 10,260印刷製本費

0  0  0  広報費

0  0 51,445 51,445  燃料費

0  0 97,181 97,181  光熱水料費

37,140 3,240 3,240 254,656 254,656 104,900賃借料

9,250  0  0  保険料

科 目
小計 防災意識向上 小計  小計 例会の企画運営

青少年育成事業 被災地復興事業 会員親睦事業| | |
公益事業共通

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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0  0  0 33,696諸謝金

0  0  0 400租税公課

75,000  0  0 10,800委託費

42,960  0  0  記念品費

0  0  0  衛生費

12,932  0 99,931 99,931 30,618雑費

0  0  0  ②管理費

0  0  0  給料手当

0  0  0  福利厚生費

0  0  0  会議費

0  0  0  旅費交通費

0  0  0  通信運搬費

0  0  0  消耗什器備品費

0  0  0  消耗品費

0  0  0  会員支給品費

0  0  0  印刷製本費

0  0  0  広報費

0  0  0  燃料費

0  0  0  光熱水料費

0  0  0  賃借料

0  0  0  租税公課

0  0  0  渉外費

0  0  0  委託費

0  0  0  記念品費

0  0  0  衛生費

0  0  0  雑費

0  0  0  支払負担金

443,620 199,256 199,256 1,980,002 1,980,002 421,182経常費用合計

△443,620 △199,256 △199,256 456,373 456,373 △187,182経常増減の部

△443,620 △199,256 △199,256 456,373 456,373 △187,182一般正味財産増減額

0  0 △27,324,528 △27,324,528  一般正味財産期首残高

△443,620 △199,256 △199,256 △26,868,155 △26,868,155 △187,182一般正味財産期末残高

△443,620 △199,256 △199,256 △26,868,155 △26,868,155 △187,182正味財産期末残高

科 目
小計 防災意識向上 小計  小計 例会の企画運営

青少年育成事業 被災地復興事業 会員親睦事業| | |
公益事業共通

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

0  0 28,000 28,000 70,000①受取入会金

0  0 28,000 28,000 70,000受取入会金

0  0 1,596,250 1,596,250 3,990,625②受取会費

0  0 1,228,500 1,228,500 3,071,250正会員会費

0  0 256,500 256,500 641,250特別会員会費

0  0 10,000 10,000 25,000賛助会員会費

0  0 101,250 101,250 253,125新入会員会費

234,000  0  0 3,989,100③事業収益

0  0  0 1,584,000登録料収益

234,000  0  0  懇親会費収益

0  0  0 1,200,000広告料収益

0  0  0 1,205,100販売収益

0  0  0 5,000,000④受取補助金等

0  0  0 5,000,000受取地方公共団体補助金

0  0  0 30,000⑤受取負担金

0  0  0 30,000受取負担金

0  0  0 300,000⑥受取寄付金

0  0  0 300,000受取寄付金

0  0  0 150,418⑦雑収益

0  0  0 142受取利息

0  0  0 150,276雑収益

234,000  0 1,624,250 1,624,250 13,530,143経常収益

【経常費用】

421,182  0 1,188,001 1,188,001  ①事業費

0  0 539,944 539,944  給料手当

0  0 88,569 88,569  福利厚生費

166,000  0 6,000 6,000  会議費

0  0  0  旅費交通費

164  0 88,155 88,155  通信運搬費

0  0  0  消耗什器備品費

64,344  0 23,350 23,350  消耗品費

10,260  0 140,056 140,056  印刷製本費

0  0  0  広報費

0  0 30,867 30,867  燃料費

0  0 58,308 58,308  光熱水料費

104,900  0 152,794 152,794  賃借料

0  0  0  保険料

科 目
小計 会員拡大運動 小計  小計  

会員親睦事業 会員拡大事業 会員親睦事業| | |
収益事業共通 法人会計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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33,696  0  0  諸謝金

400  0  0  租税公課

10,800  0  0  委託費

0  0  0  記念品費

0  0  0  衛生費

30,618  0 59,958 59,958  雑費

0  0  0 3,177,795②管理費

0  0  0 359,963給料手当

0  0  0 59,046福利厚生費

0  0  0 4,000会議費

0  0  0 6,178旅費交通費

0  0  0 58,770通信運搬費

0  0  0 10,800消耗什器備品費

0  0  0 15,567消耗品費

0  0  0 34,400会員支給品費

0  0  0 93,371印刷製本費

0  0  0 27,000広報費

0  0  0 20,578燃料費

0  0  0 38,872光熱水料費

0  0  0 101,862賃借料

0  0  0 1,550租税公課

0  0  0 781,058渉外費

0  0  0 459,200委託費

0  0  0 12,138記念品費

0  0  0 24,000衛生費

0  0  0 39,972雑費

0  0  0 1,029,470支払負担金

421,182  0 1,188,001 1,188,001 3,177,795経常費用合計

△187,182  0 436,249 436,249 10,352,348経常増減の部

△187,182  0 436,249 436,249 10,352,348一般正味財産増減額

0  0 △4,051,529 △4,051,529 34,185,184一般正味財産期首残高

△187,182  0 △3,615,280 △3,615,280 44,537,532一般正味財産期末残高

△187,182  0 △3,615,280 △3,615,280 44,537,532正味財産期末残高

科 目
小計 会員拡大運動 小計  小計  

会員親睦事業 会員拡大事業 会員親睦事業| | |
収益事業共通 法人会計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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一般正味財産増減の部

経常増減の部

【経常収益】

0 140,000①受取入会金

0 140,000受取入会金

0 7,981,250②受取会費

0 6,142,500正会員会費

0 1,282,500特別会員会費

0 50,000賛助会員会費

0 506,250新入会員会費

0 4,223,100③事業収益

0 1,584,000登録料収益

0 234,000懇親会費収益

0 1,200,000広告料収益

0 1,205,100販売収益

0 5,000,000④受取補助金等

0 5,000,000受取地方公共団体補助金

0 30,000⑤受取負担金

0 30,000受取負担金

0 300,000⑥受取寄付金

0 300,000受取寄付金

0 150,418⑦雑収益

0 142受取利息

0 150,276雑収益

0 17,824,768経常収益

【経常費用】

0 14,282,290①事業費

0 1,439,850給料手当

0 236,183福利厚生費

0 197,260会議費

0 181,713旅費交通費

0 251,062通信運搬費

0 54,406消耗什器備品費

0 1,391,476消耗品費

0 1,000,811印刷製本費

0 316,000広報費

0 113,632燃料費

0 155,489光熱水料費

0 1,071,919賃借料

0 101,950保険料

科 目
      

会員親睦事業 | | | | |
内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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0 43,696諸謝金

0 4,400租税公課

0 7,249,300委託費

0 150,960記念品費

0 31,779衛生費

0 290,404雑費

0 3,177,795②管理費

0 359,963給料手当

0 59,046福利厚生費

0 4,000会議費

0 6,178旅費交通費

0 58,770通信運搬費

0 10,800消耗什器備品費

0 15,567消耗品費

0 34,400会員支給品費

0 93,371印刷製本費

0 27,000広報費

0 20,578燃料費

0 38,872光熱水料費

0 101,862賃借料

0 1,550租税公課

0 781,058渉外費

0 459,200委託費

0 12,138記念品費

0 24,000衛生費

0 39,972雑費

0 1,029,470支払負担金

0 17,460,085経常費用合計

0 364,683経常増減の部

0 364,683一般正味財産増減額

0 2,809,127一般正味財産期首残高

0 3,173,810一般正味財産期末残高

0 3,173,810正味財産期末残高

科 目
      

会員親睦事業 | | | | |
内部取引消去 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表
平成28年12月16日から平成29年12月15日まで

（単位　　円）
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【流動資産】
167,240 3.7 187,100 4.9 △19,860 △10.6現金

3,075,111 67.3 2,417,333 63.7 657,778 27.2普通預金
1,012,013 22.2 1,011,912 26.7 101 0.0定期預金

35,000 0.8 35,000 0.9 0 0.0前払金
135,000 3.0   135,000 ***未収入金

4,424,364 96.8 3,651,345 96.2 773,019 21.2流動資産合計

【固定資産】
144,000 3.2 144,000 3.8 0 0.0電話加入権
144,000 3.2 144,000 3.8 0 0.0固定資産合計

4,568,364 100.0 3,795,345 100.0 773,019 20.4資産の部合計

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

貸 借 対 照 表
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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【流動負債】
302,624 6.6 308,488 8.1 △5,864 △1.9未払金

1,090,000 23.9 675,000 17.8 415,000 61.5前受金
1,930 0.0 2,730 0.1 △800 △29.3預り金

1,394,554 30.5 986,218 26.0 408,336 41.4流動負債合計
1,394,554 30.5 986,218 26.0 408,336 41.4負債の部合計

【正味財産】

【一般正味財産】
2,809,127 61.5 1,705,552 44.9 1,103,575 64.7繰越一般正味合計

364,683 8.0 1,103,575 29.1 △738,892 △67.0当期一般正味財産増加額

3,173,810 69.5 2,809,127 74.0 364,683 13.0一般正味財産合計
3,173,810 69.5 2,809,127 74.0 364,683 13.0正味財産合計
3,173,810 69.5 2,809,127 74.0 364,683 13.0純資産の部合計
4,568,364 100.0 3,795,345 100.0 773,019 20.4負債・純資産の部合計

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

公益社団法人　弘前青年会議所  

貸 借 対 照 表
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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資産の部

【流動資産】

  167,240 167,240 0 167,240現金

  3,075,111 3,075,111 0 3,075,111普通預金

  1,012,013 1,012,013 0 1,012,013定期預金

17,500 10,500 7,000 35,000 0 35,000前払金

  135,000 135,000 0 135,000未収入金

17,500 10,500 4,396,364 4,424,364 0 4,424,364流動資産合計

【固定資産】

  144,000 144,000 0 144,000電話加入権

  144,000 144,000 0 144,000固定資産合計

17,500 10,500 4,540,364 4,568,364 0 4,568,364資産の部合計

科 目 公益事業会計 収益事業会計 法人会計 合計 内部取引消去

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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負債の部

【流動負債】

99,937 59,963 142,724 302,624 0 302,624未払金

  1,090,000 1,090,000 0 1,090,000前受金

  1,930 1,930 0 1,930預り金

37,478,823 3,752,999 △41,231,822 0 0 0本部勘定

37,578,760 3,812,962 △39,997,168 1,394,554 0 1,394,554流動負債合計

37,578,760 3,812,962 △39,997,168 1,394,554 0 1,394,554負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

△27,324,528 △4,051,529 34,185,184 2,809,127 0 2,809,127繰越一般正味合計

△10,236,732 249,067 10,352,348 364,683 0 364,683当期一般正味財産増加額

△37,561,260 △3,802,462 44,537,532 3,173,810 0 3,173,810一般正味財産合計

△37,561,260 △3,802,462 44,537,532 3,173,810 0 3,173,810正味財産合計

△37,561,260 △3,802,462 44,537,532 3,173,810 0 3,173,810純資産の部合計

17,500 10,500 4,540,364 4,568,364 0 4,568,364負債・純資産の部合計

科 目 公益事業会計 収益事業会計 法人会計 合計 内部取引消去

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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資産の部

【流動資産】

      現金

      普通預金

      定期預金

   17,500   前払金

      未収入金

   17,500   流動資産合計

【固定資産】

      電話加入権

      固定資産合計

   17,500   資産の部合計

科 目 地域発展事業 青少年育成事業 被災地復興事業 公益事業共通 会員親睦事業 会員拡大事業

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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負債の部

【流動負債】

   99,937   未払金

      前受金

      預り金

10,050,229 443,620 199,256 26,785,718 187,182  本部勘定

10,050,229 443,620 199,256 26,885,655 187,182  流動負債合計

10,050,229 443,620 199,256 26,885,655 187,182  負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

   △27,324,528   繰越一般正味合計

△10,050,229 △443,620 △199,256 456,373 △187,182  当期一般正味財産増加額

△10,050,229 △443,620 △199,256 △26,868,155 △187,182  一般正味財産合計

△10,050,229 △443,620 △199,256 △26,868,155 △187,182  正味財産合計

△10,050,229 △443,620 △199,256 △26,868,155 △187,182  純資産の部合計

   17,500   負債・純資産の部合計

科 目 地域発展事業 青少年育成事業 被災地復興事業 公益事業共通 会員親睦事業 会員拡大事業

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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資産の部

【流動資産】

 167,240 167,240 0 167,240現金

 3,075,111 3,075,111 0 3,075,111普通預金

 1,012,013 1,012,013 0 1,012,013定期預金

10,500 7,000 35,000 0 35,000前払金

 135,000 135,000 0 135,000未収入金

10,500 4,396,364 4,424,364 0 4,424,364流動資産合計

【固定資産】

 144,000 144,000 0 144,000電話加入権

 144,000 144,000 0 144,000固定資産合計

10,500 4,540,364 4,568,364 0 4,568,364資産の部合計

科 目 収益事業共通 法人会計 合計 内部取引消去  

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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負債の部

【流動負債】

59,963 142,724 302,624 0 302,624未払金

 1,090,000 1,090,000 0 1,090,000前受金

 1,930 1,930 0 1,930預り金

3,565,817 △41,231,822 0 0 0本部勘定

3,625,780 △39,997,168 1,394,554 0 1,394,554流動負債合計

3,625,780 △39,997,168 1,394,554 0 1,394,554負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

△4,051,529 34,185,184 2,809,127 0 2,809,127繰越一般正味合計

436,249 10,352,348 364,683 0 364,683当期一般正味財産増加額

△3,615,280 44,537,532 3,173,810 0 3,173,810一般正味財産合計

△3,615,280 44,537,532 3,173,810 0 3,173,810正味財産合計

△3,615,280 44,537,532 3,173,810 0 3,173,810純資産の部合計

10,500 4,540,364 4,568,364 0 4,568,364負債・純資産の部合計

科 目 収益事業共通 法人会計 合計 内部取引消去  

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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資産の部

【流動資産】

      現金

      普通預金

      定期預金

      前払金

      未収入金

      流動資産合計

【固定資産】

      電話加入権

      固定資産合計

      資産の部合計

科 目 地域の魅力創造 地域の魅力認識 郷土愛を伝える ちびっこねぷた わんぱく相撲 防災意識向上

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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負債の部

【流動負債】

      未払金

      前受金

      預り金

8,227,591 1,822,638 325,878 50,000 67,742 199,256本部勘定

8,227,591 1,822,638 325,878 50,000 67,742 199,256流動負債合計

8,227,591 1,822,638 325,878 50,000 67,742 199,256負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

      繰越一般正味合計

△8,227,591 △1,822,638 △325,878 △50,000 △67,742 △199,256当期一般正味財産増加額

△8,227,591 △1,822,638 △325,878 △50,000 △67,742 △199,256一般正味財産合計

△8,227,591 △1,822,638 △325,878 △50,000 △67,742 △199,256正味財産合計

△8,227,591 △1,822,638 △325,878 △50,000 △67,742 △199,256純資産の部合計

      負債・純資産の部合計

科 目 地域の魅力創造 地域の魅力認識 郷土愛を伝える ちびっこねぷた わんぱく相撲 防災意識向上

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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資産の部

【流動資産】

    167,240 167,240現金

    3,075,111 3,075,111普通預金

    1,012,013 1,012,013定期預金

17,500   10,500 7,000 35,000前払金

    135,000 135,000未収入金

17,500   10,500 4,396,364 4,424,364流動資産合計

【固定資産】

    144,000 144,000電話加入権

    144,000 144,000固定資産合計

17,500   10,500 4,540,364 4,568,364資産の部合計

科 目 公益事業共通 例会の企画運営 会員拡大運動 収益事業共通 法人会計 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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負債の部

【流動負債】

99,937   59,963 142,724 302,624未払金

    1,090,000 1,090,000前受金

    1,930 1,930預り金

26,785,718 187,182  3,565,817 △41,231,822 0本部勘定

26,885,655 187,182  3,625,780 △39,997,168 1,394,554流動負債合計

26,885,655 187,182  3,625,780 △39,997,168 1,394,554負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

△27,324,528   △4,051,529 34,185,184 2,809,127繰越一般正味合計

456,373 △187,182  436,249 10,352,348 364,683当期一般正味財産増加額

△26,868,155 △187,182  △3,615,280 44,537,532 3,173,810一般正味財産合計

△26,868,155 △187,182  △3,615,280 44,537,532 3,173,810正味財産合計

△26,868,155 △187,182  △3,615,280 44,537,532 3,173,810純資産の部合計

17,500   10,500 4,540,364 4,568,364負債・純資産の部合計

科 目 公益事業共通 例会の企画運営 会員拡大運動 収益事業共通 法人会計 合計

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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資産の部

【流動資産】

0 167,240現金

0 3,075,111普通預金

0 1,012,013定期預金

0 35,000前払金

0 135,000未収入金

0 4,424,364流動資産合計

【固定資産】

0 144,000電話加入権

0 144,000固定資産合計

0 4,568,364資産の部合計

科 目 内部取引消去     

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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負債の部

【流動負債】

0 302,624未払金

0 1,090,000前受金

0 1,930預り金

0 0本部勘定

0 1,394,554流動負債合計

0 1,394,554負債の部合計

純資産の部

【正味財産】

【一般正味財産】

0 2,809,127繰越一般正味合計

0 364,683当期一般正味財産増加額

0 3,173,810一般正味財産合計

0 3,173,810正味財産合計

0 3,173,810純資産の部合計

0 4,568,364負債・純資産の部合計

科 目 内部取引消去     

公益社団法人　弘前青年会議所

貸 借 対 照 表 ( 内 訳 表 )
平成29年12月15日現在

（単位　　円）
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　　 該当ありません。

　　 該当ありません。

公益社団法人　弘前青年会議所

附 属 明 細 書

１．基本財産及び特定資産の明細

２．引当金の明細
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　　　該当ありません。

　　(１)有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　 該当ありません。
　　(２)棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　　 該当ありません。
　　(３)固定資産の減価償却の方法
　　　　 該当ありません。
　　(４)引当金の計上基準
　　　　 該当ありません。
　　(５)消費税等の会計処理
　　　　 税込方式を採用しております。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

　　　該当ありません。

８．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高

　　　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、以下のとおりです。
(単位：円)

公益社団法人　弘前青年会議所

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

１．継続企業の前提に関する注記

２．重要な会計方針

３．会計方針の変更

４．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

５．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

６．担保に供している資産

７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

科 目 債権金額
貸倒引当金の

債権の当期末残高

合 計 135,000 0 135,000

当期末残高

未収入金 135,000 0 135,000
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　　　該当ありません。

１０．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　該当ありません。

　　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、以下のとおりです。
(単位：円)

１２．基金及び代替基金の増減額及びその残高

　　 該当ありません。

１３．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　 該当ありません。

１４．関連当事者との取引の内容

　　 該当ありません。

１５．重要な後発事象

　　 該当ありません。

１６．その他

　　 該当ありません。

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

　９．保証債務等の偶発債務

公益社団法人　弘前青年会議所

１１．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の
交　 付　 者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸借対照表上

名 称 の記載区分

0 5,000,000 5,000,000 0Ｃｒｏｓｓ.Ｓ助成金 弘前市 一般正味財産

0合 計 0 5,000,000 5,000,000

245



Ⅰ．

１．

現金 手元保管 167,240

普通預金 青森銀行津軽和徳支店 2,532,422

みちのく銀行下土手町支店 332,717

東奥信用金庫本店 206,401

青い森信用金庫弘前支店 3,571

定期預金 青い森信用金庫弘前支店 1,012,013

山内尚美／正会員会費 135,000

佐藤興産／家賃 35,000

4,424,364

２．

(１)

ＮＴＴ東日本 144,000

144,000

144,000

4,568,364

Ⅱ．

１．

事務局員／１２月分給料　他 302,624

木村歩／正会員会費　他 1,090,000

事務局員／源泉所得税 1,930

1,394,554

1,394,554

3,173,810

公益社団法人　弘前青年会議所

財 産 目 録
平成２９年１２月１５日現在

(単位：円)

科 目 金 額

資産の部

流動資産

現金預金

前払金

流動資産合計

固定資産

その他の固定資産

電話加入権

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

未収入金

負債合計

正味財産

負債の部

流動負債

未払金

前受金

預り金

流動負債合計
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勘 定 科 目 法 人 全 体 公 益 会 計 収 益 会 計 法 人 会 計

会議費 181,260 15,260 166,000 0

旅費交通費 181,713 181,713 0 0

通信運搬費 15,982 15,818 164 0

消耗什器備品費 54,406 54,406 0 0

消耗品費 1,329,209 1,264,865 64,344 0

印刷製本費 627,328 617,068 10,260 0

広報費 316,000 316,000 0 0

燃料費 31,320 31,320 0 0

賃借料 664,469 559,569 104,900 0

保険料 101,950 101,950 0 0

諸謝金 43,696 10,000 33,696 0

租税公課 4,400 4,000 400 0

委託費 7,249,300 7,238,500 10,800 0

記念品費 150,960 150,960 0 0

衛生費 31,779 31,779 0 0

雑費 130,515 99,897 30,618 0

［ 事 業 費 ］ 11,114,287 10,693,105 421,182 0

給料手当 1,799,813 899,906 539,944 359,963

福利厚生費 295,229 147,614 88,569 59,046

会議費 20,000 10,000 6,000 4,000

旅費交通費 6,178 0 0 6,178

通信運搬費 293,850 146,925 88,155 58,770

消耗什器備品費 10,800 0 0 10,800

消耗品費 77,834 38,917 23,350 15,567

会員支給品費 34,400 0 0 34,400

印刷製本費 466,854 233,427 140,056 93,371

広報費 27,000 0 0 27,000

燃料費 102,890 51,445 30,867 20,578

光熱水料費 194,361 97,181 58,308 38,872

賃借料 509,312 254,656 152,794 101,862

租税公課 1,550 0 0 1,550

渉外費 781,058 0 0 781,058

委託費 459,200 0 0 459,200

記念品費 12,138 0 0 12,138

衛生費 24,000 0 0 24,000

雑費 199,861 99,931 59,958 39,972

支払負担金 1,029,470 0 0 1,029,470

［ 管 理 費 ］ 6,345,798 1,980,002 1,188,001 3,177,795

［経常費用］ 17,460,085 12,673,107 1,609,183 3,177,795

◎　12,673,107 ÷ 17,460,085 ＝ 0.7258

管 理 費 配 賦 表
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会　員　異　動

新加入会員 

(正会員) 

1. 下山 千尋

2. 船水 直子

3. 成田 智崇

4. 石山 瑠衣

5. 篠原 典孝

6. 成田 陽光

7. 石戸谷 春菜

8. 村山 大輔

9. 木村 真悦

10. 杉本 藍

10 名 

(賛助会員) 

１．長内 遼太郎 

２．馬場 和平 

2 名 

卒業生 

1. 池田守之

2. 川嶋貴裕

3. 後藤友樹

4. 島津隆義

5. 清藤洋介

5 名 
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２０17年度　公益社団法人 弘前青年会議所
生 年 別 会 員 一 覧 表

生年 　　　　　　　　　　会　員　　氏　名� 計49名�

1978年 池田　守之　／　川嶋　貴裕　／　清藤　洋介　／　後藤　友樹
（昭和53年） 島津　隆義� �5名

1979年 櫛引　英揮　／　福井　啓之　／　福島　英一　／　前田　完治
（昭和54年） 山内　尚美　　� 5名

1980年 大湯　幸世　／　工藤　順敬　／　須藤　立也　／　野宮　智之
（昭和55年） 福士　　蔵　／　三上　恵美　／　三國　典央　／　大場　一巧

工藤　靖史　／　福田　育子� �10名

1981年 秋元　駿一　／　木村　　歩　／　木村　新俉　／　菊池　　勲
（昭和56年） 葛西　　晋� 5名

1982年 成田　志穂　／　吉川　裕之　／　小山田允紀　／　大髙　　俊
（昭和57年） � �4名

1983年 齊藤　雄太　／　野村　太郎　／　山形　昌弘　／　工藤晋一郎
（昭和58年） 太田　脩皓　／　小山内健将　／　下山　千嘉　／　齊藤　能泰� �8名

1984年 白石　将一　／　比内　理佑　／　石岡　　伸
（昭和59年） �� 3名

1985年 新戸部大輝
（昭和60年） � �1名

1986年
（昭和61年） � �0名

1987年 工藤　正貴　／　三浦　聖吾　／　村上　英里
（昭和62年） � 3名

1988年 三上　優香　／　寺沢はづき
（昭和63年） � �2名

1989年
（平成元年） � 0名

1990年
（平成2年） � 0名

1991年
（平成3年） � 0名

1992年 大藪　貴雄　／　齊藤　博和　／　藤田真利奈
（平成4年） � 3名
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